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Ⅰ 対象高等専門学校の現況及び特徴 

１ 現況 

（１）高等専門学校名 

奈良工業高等専門学校 

（２）所在地 

奈良県大和郡山市矢田町２２  

（３）学科等構成 

学科：機械工学科，電気工学科，電子制御工学科， 

   情報工学科，物質化学工学科 

専攻科：機械制御工学専攻，電子情報工学専攻， 

    化学工学専攻 

（４）学生数及び教員数 

（平成18年５月１日現在） 

学生数：学 科１,０３５名 

    専攻科７８名 

教員数：８１名 

２ 特徴 

 奈良工業高等専門学校（以下，本校という）は,高度成

長期に５年制の高等教育機関として,昭和 39 年に２学科

（機械工学科：２学級，電気工学科：１学級）が創設さ

れ,昭和 44 年には化学工学科が増設された。本校では技

術者育成の期待に応えるべく,中学卒業後という早い年齢

段階から５年間の一貫した専門職業教育,理論的な基礎の

上に立っての実験・実習・実技を重視した実践教育,少人

数クラス編成によるきめ細かな教育指導,また寮や各種ク

ラブ等の課外活動を通して指導と支援を行ってきた。そ

の教育成果は広く産業界や大学から高い評価を得る等,独

自の複線型学校制度として定着している。 

 この間,本校は県下に学部相当の工科系の高等教育機関

を持たなかったことから,社会が必要とする工学の分野拡

大や時代の要請に対応して,昭和 61 年に情報工学科の新

設,平成 2 年に機械工学科の分離改組による電子制御工学

科の設置,平成 9 年には化学工学科を物質化学工学科へ改

組し,いち早く生物系コースを導入した。現在は一般教育

及び専門教育を５学科体制で実施している。さらに,２年

制の専攻科が全国の高専に先駆けて,平成４年に３専攻

（機械制御工学専攻,電子情報工学専攻,化学工学専攻）

で設置され,時代に即応した人材育成を柔軟に行い,成果

を挙げてきている。特に専攻科では特別研究活動を重視

しており,論文や国際会議を始めとする学会での発表件数

は毎年約 110 件程度で,学協会から表彰された学生は延べ

37 名となっている。専攻科修了生は全員,これまで大学

評価・学位授与機構から学士を取得している。 

 本校の卒業生は,準学士課程（6,002 名）・専攻科課程

（388 名）で,一部上場・地元企業や大学・高専等各界で

活躍している。最近は,準学士の 65 ％が専攻科・大学へ,

専攻科修了生の 60 ％が大学院に進学しており,求人企業

は 1,360 社（平成 17年度）となっている。 

 また,本校では多様な人材の確保と国際化の流れの中で,

昭和 55 年に工業高校から編入生を,昭和 58 年には留学生

の受入れを開始している。留学生受入れとは別に,（独）

国際協力機構（JICA）のプロジェクトに参画し,インドネ

シアとタイに長期・短期専門家として教員を派遣すると

共に,トルコからの外国人受託研修員を受入れる等開発途

上国の技術教育支援を積極的に進めている。 

 平成１6 年 4 月からの独立行政法人化に伴って,新しい

時代に向けた本校の教育指針として,従前からの教育理念

である「創造の意欲」「幅広い視野」「自律と友愛」の

三つの標語をベースに据えつつ「国際社会でも活躍しう

る豊かな人間性と独創性を有した,実践的かつ専門的技術

者及び研究者を育成すること」と定めている。さらに本

校では,本科４〜5 年生と専攻科生を対象として「豊かな

人間性」「工学の基礎知識」「コミュニケーション能

力」「新規システムを創成する能力」を目標にした「シ

ステム創成工学」教育プログラムを設けており,この教育

プログラムは日本技術者教育認定機構（JABEE）から工学

（融合複合・新領域）関連分野において認定を受けた。 

 本校は高等教育機関の使命の一つである地域密着型を

基軸にした産学官連携事業等を推進している。地域や近

隣の産業界（奈良県,八尾市,東大阪市）等との共同研究,

受託研究を通して,学生のインターンシップの充実を図り,

教育・研究支援の一助としている。特に,平成 16 年に協

定調印された地元大和郡山市と本校との学市連携事業

「スーパーサイエンスの達人派遣」は,各方面から高い評

価を受け,本事業をベースとし専攻科生の問題解決型学習

（PBL）をも包含した取組,「サイエンス・『ものづく

り』・地域力の展開」事業が,平成 17 年度の文部科学省

「大学改革推進等補助金（現代的教育ニーズ取組支援プ

ログラム）」（現代 GP）に採択された。 

 また平成 16 年 10 月には大阪大学大学院工学研究科と

単位互換制度等包括的な協定の締結を行ない,専攻科生の

教育研究活動を積極的に支援し進路保障にも資している。
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Ⅱ 目的 

１ 奈良工業高等専門学校の使命 

 本校は中学校卒業を入学資格とした学生を受け入れ，５年間の一貫教育によって深く専門の学芸を教授し，豊かな教養と職業に必

要な能力を育成することを使命としている。また本校は,専攻科を全国高専に先駆けて設置し，県下で唯一の学部相当の工学系高等

教育機関として教育研究活動を行うと共に，奈良県や地域産業界等の要請に応え,連携を図りつつ，技術的・社会的な人材の養成と

支援を行うことも使命としている。 

 

２ 教育活動の基本的な理念と指針 

 本校の教育理念は，「創造の意欲」，「幅広い視野」，「自律と友愛」の三つの標語で表されている。 

これらの教育理念のうち「創造の意欲」は，技術者として未知の新しい課題に積極的に取組み，それを実現できる能力を育成するこ

とであり，「幅広い視野」は,単に自己の専門分野の知識のみならず幅広い知識に基づいて物事を多面的に考察し，判断できる能力

を育成すること，そして「自律と友愛」は,自己を冷静に見つめ，他者を理解しようとする姿勢を身に付けさせることにある。 

 平成１6 年 4 月からの独立行政法人化にともなって，本校では新しい時代に向けた教育指針として，上記の教育理念をベースに据

えつつ，「国際社会でも活躍しうる豊かな人間性と独創性を有した，実践的かつ専門的技術者及び研究者を育成すること」を掲げて

いる。 

  

３ 養成すべき人材像と教育目標 

 本校は，中学校卒業後の早い段階から実験・実習・実技等の体験的な学習を重視した教育を行うため，自ら理工系・技術系分野に

対し興味と基礎能力・適性を有し，学習意欲の旺盛な入学者を選抜することが，優れた教育効果を挙げるために不可欠なことである。

こうした観点から本校では，アドミッションポリシー（学生受入れ方針）として次の４項目を掲げている。 

(1) 技術者としての夢を持ち，情熱を持って自ら勉学に取組める人 

(2) 創造力を生かし，新しい技術にチャレンジしたい人 

(3) 技術を通して世界に羽ばたきたい人 

(4) 技術的好奇心があり，それを実践により確かめたい人 

 アドミッションポリシーに則り受け入れた学生に対し，本校では以下のような人材を養成する。 

 準学士課程 

  準学士課程は機械工学科，電気工学科，電子制御工学科，情報工学科，物質化学工学科の５学科があり，各学科独自の教育目標は

次の通りとなっている。 

 機械工学科では，機械の設計・製作に関する基礎知識と技術を身につけた，工業技術の急速な動きに即応できる機械技術者の育成

を目標としている。 

 電気工学科では，電気主任技術者Ⅱ種の資格認定を堅持しつつ，電気電子機器・設備から材料・デバイス，情報・通信装置に至る

領域の設計，開発，運用に関する基礎的な知識と技術を習得させ，現代の工学技術の幅広い分野に適合しうる電気電子技術者の育成

を目標としている。 

 電子制御工学科では，工学技術分野における急速な自動化の進展及びコンピュータによる制御技術の発展に対応できる，総合的な

処理能力を持った実践的メカトロニクス技術者の育成を目標としている。 

 情報工学科では，計算機のハードウエアとソフトウエアの双方に精通した専門技術者を育成し，これを基礎として計算機を有効に

利用できる能力，問題分析能力，システム化技術を修得させ，広範囲にわたる情報技術分野について，柔軟に適応できる能力の育成

を目標としている。 

 物質化学工学科では，産業構造の変革と技術の高度化に対応し，先端技術を担えるような研究開発能力を持った質の高い実践技術

者を養成することを目標としている。 
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 このように各学科独自の教育目標をもっているが，共通となる準学士課程の学習・教育目標は，「社会（伝統・文化・環境等）の

発展に貢献できる，豊かな人間性を備えた技術者の育成」，「幅広い工学的知識を基礎に，実践力を備えた技術者の育成」，「コミ

ュニケーション能力を備えた国際的に活躍できる技術者の育成」，「自主的・継続的に学習し，課題解決能力を備えた技術者の育

成」としている。 

 専攻科課程 

 本校の専攻科教育は，準学士課程と同様にアドミッションポリシー及び３専攻がそれぞれの教育目標を持ち，専攻独自の特徴を生

かした教育を行っているが，３専攻が共通して実施している点は，実験（問題解決型学習（PBL）），特別研究，専門応用に重点を

おき，基礎と実践を重視した複合・融合教育であり，より高度な技術開発能力の育成である。専攻科では準学士課程教育における一

貫性と，大学の教育課程とは一線を画した高等専門学校専攻科教育の独自性を前面に出して，学習・教育目標を設定している。具体

的には４つの標語（より高く，より幅広く，より新しく，再び）を指針とし，以下の項目を学習・教育目標としている。 

(1) 豊かな人間性……文化の重要性と多面的思考能力，技術者として社会的責任等を理解する。 

(2) 工学の基礎知識……数学と自然科学の知識や思考力により，工学的諸問題の解決に適用する。基礎工学の知識を専門工学に

応用し，情報関連機器を駆使して情報検索・収集やデータ解析をすることができる。 

(3) コミュニケーション能力……日本語による論理的な記述能力と発表し討論する能力，英語（読解，記述，発表等）の基礎能

力を育成する。 

(4) 新規システムの創成……新規システムを創成する意欲と能力，自主的・継続的に問題解決に向けて学習し，デザイン能力を

身につけることができ，チームワークにより課題を完成させる。 

 上記の教育目標は，日本技術者教育認定機構（JABEE）から認定された，融合複合・新領域におけるシステム創成工学教育プログ

ラムに掲げた学習・教育目標をも包含している。 

 

４ 教育と研究活動の基本的な方針 

 本校は技術者として有為な人材を養成するため，次のような取組によって行っている。 

(1) アドミッションポリシーを明示して，近隣（奈良・大阪・京都・滋賀・和歌山・三重等）の中学生から技術や理工系分野に

関する基礎能力と適性を有し，学習意欲の旺盛な入学者を選抜する。 

(2) 優れた教職員を確保し，恵まれた環境を生かしつつ施設・設備等の教育環境を充実させて，本校の持つ魅力と成果を広く社

会に発信し，優れた入学生を確保すると共に地域社会や産業界等との連携を深め支援を行う。 

(3) こうした教育環境の下で準学士課程では，中学卒業という早い年齢段階から５年間の一貫した専門職業教育，ものづくりを

基盤とする実験・実習・実技による実践的な技術教育，また寮や課外活動等を通して全人格的教育を行い，国際社会でも活躍し

うる豊かな人間性と独創性を有した，実践的かつ専門的技術者を養成する。 

(4) 専攻科課程ではコミニュケーション能力，実験（問題解決型学習（PBL）），特別研究，専門応用に重点をおき，準学士課程

で学習した基礎と実践を重視した融合・複合教育を実施し，より高度な技術開発能力の育成を行う。 

 

５ 学生支援に係る基本的な事項 

(1) 学習支援：シラバスの作成，オフィスアワーの実施と学習相談，専攻科生のTeaching Assistant (TA) による低学年の補習授業，

ALC Network Academyを導入し自学・自習の確保，障害等を持つ学生への学習支援。 

(2) 学生生活支援：新入生校外オリエンテーション，進路指導（就職支援・進学指導），奨学金等経済的支援，学生会活動，各

種スポーツ大会，高専祭，課外活動，健康管理，学生相談，安全指導と対策，生協による支援。 

(3) 学生寮支援：宿日直による指導，生活指導，寮生会活動と諸行事の支援，安全指導，留学生支援。 

(4) 施設・設備：図書館の充実，課外活動施設，視聴覚機器室，マルチメディア・情報処理演習室の確保。 
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Ⅲ 基準ごとの自己評価 

 

基準１ 高等専門学校の目的 

（１）観点ごとの分析 

観点１－１－①： 目的として，高等専門学校の使命，教育研究活動を実施する上での基本方針，

及び，養成しようとする人材像を含めた，達成しようとしている基本的な成果等

が，明確に定められているか。 

（観点に係る状況） 

 高等専門学校としての本校の目的は，以下の通り明文化されている（資料１－１－①－１） 

資料１－１－①－１ 目的 

第１章 目 的 

 第１条 奈良工業高等専門学校（以下「本校という。」は，教育基本法（昭和２２年法律第２５

号）及び学校教育法（昭和２２年法律第２６号）に基づき，深く専門の学芸を教授し，職業に必要な

能力を育成することを目的とする。 

 

          （出典 奈良工業高等専門学校学則 昭和３９年４月１日制定:規程集）

  

 創設時に上記学則に係る規程が定められ，以来，本校の目的は一貫したものであるが，専攻科の設

置に伴って，専攻科に係る目的を追加した（資料１－１－①－２）。 

資料１－１－①－２ 専攻科 

第７章 専攻科 

 第３１条 専攻科は，高等専門学校の基礎の上に，精深な程度において工学の高度な専門知識と技

術を教授し，その研究指導をすることを目的とする。 

 

           （出典 奈良工業高等専門学校学則 平成４年４月１日改正:規程集）

  

 次に，本校が教育研究活動を実施する上での基本的な指針である「教育理念と目標」について述べ

る（資料１－１－①－３）。本教育理念については，昭和５２年に明文化されて学校概要を始め，学

生生活のしおり，ホームページに掲載され，以降，本校の学生・教職員・受験者向けの印刷物で周知

し，定着している。 

資料１－１－①－３ 教育理念 

 本校の教育理念は「創造の意欲」・「幅広い視野」・「自律と友愛」の三つの標語で表している。

これらの教育理念のうち「創造の意欲」は，技術者として未知の新しい課題に積極的に取り組み，そ

れを実現できる能力を育成することであり，「幅広い視野」は，単に自己の専門分野の知識のみなら

ず幅広い知識に基づいて物事を多面的に考察し，判断できる能力を育成すること，そして「自律と友

愛」は，自己を冷静に見つめ，他人を理解しようとする姿勢を身に付けさせることであり，この三つ

の標語を本校の基本的な理念としている。 

 平成１6 年 4 月からの独立行政法人化に伴って，本校では新しい時代に向けた教育指針として，上

記の教育理念をベースに据えつつ，「国際社会でも活躍しうる豊かな人間性と独創性を有した，実践
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的かつ専門的技術者及び研究者を育成すること」を掲げている。 

 

                     （出典 奈良工業高等専門学校 学生生活のしおり）

  

 本校は，中学校卒業後の早い段階から実験・実習・実技等の体験的な学習を重視した教育を行うた

め，自ら理工系・技術系分野に対し興味と基礎能力・適性を有し，学習意欲の旺盛な入学者を選抜す

ることが，優れた教育効果を挙げ人材養成を図るために不可欠なことである。こうした観点から本校

では，アドミッションポリシーとして次の４項目（資料１－１－①－４）を掲げている。 

資料１－１－①－４ アドミッションポリシー 

準学士課程のアドミッションポリシー（学生受入れ方針） 

（１） 技術者としての夢を持ち，情熱を持って自ら勉学に取り組める人 

（２） 創造力を生かし，新しい技術にチャレンジしたい人 

（３） 技術を通して世界に羽ばたきたい人 

（４） 技術的好奇心が有り，それを実践により確かめたい人 

 

（出典 奈良工業高等専門学校入学者募集要項）

  

 アドミッションポリシーに則り，受け入れた学生に対し，本校では以下のような能力及び豊かな教

養と人間性を兼ね備えた人材を養成する（資料１－１－①－５）。 

資料１－１－①－５ 養成すべき人材像 

準学士課程の学習・教育目標 

 準学士課程は機械工学科，電気工学科，電子制御工学科，情報工学科，物質化学工学科の５学科が

あり，各学科独自の教育目標を持っているが，共通となる学習・教育目標は上記教育理念と指針のも

と，次のように定めている。 

（１） 社会（伝統・文化・環境等）の発展に貢献できる，豊かな人間性を備えた技術者の育成 

（２） 幅広い工学的知識を基礎に，実践力を備えた技術者の育成 

（３） コミュニケーション能力を備えた国際的に活躍できる技術者の育成 

（４） 自主的・継続的に学習し，課題解決能力を備えた技術者の育成 

 

（出典 奈良工業高等専門学校 学校概要）

  

 本校の専攻科課程は，準学士課程と同様にアドミッションポリシー（資料１－１－①－６）に則り，

高専卒業と同程度の基礎能力を有した学生を受け入れ，３専攻がそれぞれの教育目標を持ち，複合・

融合を生かした独自の教育を行っている。特に，専攻科では準学士課程教育における一貫性と，大学

の教育課程とは一線を画した高等専門学校専攻科教育の独自性を前面に出して，学習・教育目標（資

料１－１－①－７）を設定している。 

資料１－１－①－６ 

専攻科課程のアドミッションポリシー（学生受入れ方針） 

（１） 豊かな人間性を有する技術者になりたい人 
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（２） 自らの専門分野を生かし，さらに応用する力を育みたい人 

（３） 技術を通して国際社会に貢献したい人 

（４） 創造性を高め，新しいシステムをつくり出したい人 

 

                     （出典 奈良工業高等専門学校専攻科入学者募集要項）

 

資料１－１－①－７ 

専攻科課程の学習・教育目標 

（１） 豊かな人間性・・文化の重要性と多面的思考能力。技術者として社会的責任等を理解する。 

（２） 工学の基礎知識・・数学と自然科学の知識や思考力により，工学的諸問題の解決に適用す

る。基礎工学の知識を専門工学に応用する。情報関連機器を駆使して情報検索・収集やデータ

解析をすることができる。 

（３） コミュニケーション能力・・日本語による論理的な記述能力と発表し討論する能力，英語

（読解，記述，発表等）の基礎能力を育成する。 

（４） 新規システムの創成・・新規システムを創成する意欲と能力，自主的・継続的に問題解決に

向けて学習し，デザイン能力を身につけさせ，チームワークにより課題を完成させる。 

 

                    （出典 奈良工業高等専門学校専攻科入学者募集要項）

 

（分析結果とその根拠理由） 

 本校の目的は学則により明文化されて定められている。教育研究活動を遂行する上での基本理念と

指針，学習・教育目標，養成しようとする人物像及び達成しようとする基本的な成果等は，学校概要

を始め，学生生活のしおり，ホームページに掲載され，本校の学生・教職員・受験者向けの印刷物，

各種広報誌で周知している。 

 以上のことから，本校は高等専門学校の教育目的，使命等を明確に定めている。 

 

観点１－１－②： 目的が，学校教育法第７０条の２に規定された，高等専門学校一般に求められ

る目的から，はずれるものでないか。 

（観点に係る状況）  

 本校は規程集（資料１－１－①－１）のなかで，教育基本法（昭和２２年法律第２５号）及び学校

教育法（昭和２２年法律第２６号）に基づき，深く専門の学芸を教授し，職業に必要な能力を育成す

ることを目的としていると定めている。したがって，本校では創設以来，この目的を達成するために

具体的な教育理念と指針（資料１－１－①－３），学習・教育目標（資料１－１－①－５）を掲げ有

為な技術者の養成を図ってきた。ここでは学校教育法第７０条の２に規定された，二つの大きな目的

と具体的な本校の教育理念と指針，学習・教育目標の関係を示す（資料１－１－②－１）。 
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資料１－１－②－１ 

学校教育法第７０条の２に規定された目的と本校の教育理念と指針，学習・教育目標の関係 

本校の目的 「深く専門の学芸を教授し」に対応 「職業に必要な能力を育成」に対応 

教育理念 

及び 

指 針 

      創造の意欲 

独創性を有した，実践的かつ専門的技術者

及び研究者の育成 

自律と友愛， 幅広い視野 

国際社会でも活躍しうる豊かな人間性 

 

準学士 

課 程 

・幅広い工学的知識を基礎に，実践力を備

えた技術者の育成 

・自主的・継続的に学習し，課題解決能力

を備えた技術者の育成 

・社会（伝統・文化・環境等）の発展に貢献

できる，豊かな人間性を備えた技術者の育成 

・コミュニケーション能力を備えた国際的に

活躍できる技術者の育成 

 

 

学 習・ 

教育目標 

 専攻科 

課 程 

・工学の基礎知識 

・新規システムの創成 

・豊かな人間性 

・コミュニケーション能力 

 

                   （出典 奈良工業高等専門学校 学校概要等から作成） 

  

 上記の通り教育理念と指針，学習・教育目標は，「深く専門の学芸を教授し」並びに「職業に必要

な能力を育成」の両者に対し，バランス良く定められている。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 本校の教育理念と指針，学習・教育目標は，学校教育法第７０条の２に規定されている目的から外

れるものではなく，（資料１－１－②－１）から明らかなように十分対応をしている。 

 

観点１－２－①： 目的が，学校の構成員（教職員及び学生）に周知されているか。 

（観点に係る状況）  

 教職員への周知状況：本校の目的は学則に定められており，全文が「学生生活のしおり」に記載さ

れ，毎年教職員へ配付し広く周知されている。教育理念と指針，学習・教育目標は，「学校概要」や

「ホームページ」にも載せており，教職員はいつでもこれを見ることができる。また，月例のFDに

おいても周知を図っており（資料１－２－①－１），特に校長，３主事，人事係長による新任教職員

研修では各種書類が配付され，本校の目的等が周知され理解されている（資料１－２－①－２）。 

資料１－２－①－１ 月例 FD 

 

〔非開示につき省略〕 
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〔非開示につき省略〕 
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〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          （出典 庶務課保管資料）

 

資料１－２－①－２ 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 庶務課作成新人研修会実施要項）

 

 学生への周知状況：上記の「学生生活のしおり」は，教職員同様に毎年全学生に配付されており，



奈良工業高等専門学校 基準１ 

 - 11 - 

学生には４月の全校集会時（資料１－２－①－３）や年度当初に担任から常に読むように指導をして

いる。また，本校の目的，教育理念と指針，学習・教育目標及び JABEE プログラムの学習・教育目

標は，学校玄関や各教室等に掲示され理解を深めている。新入生に対しては，入学前（資料１－２－

①－４）及び入学後の新入生オリエンテーション時（資料１－２－①－５）に説明をし，本校の教育

理念と目標等について理解させている。 

資料１－２－①－３ 全校集会 

平成１８年度 全校集会日程 

１． 日 時：平成１８年４月６日（木） ９時２０分 〜 ９時５０分 

２． 場 所：第１体育館 

３． 内 容：校長挨拶，教務主事挨拶と諸連絡（奈良高専の目的，教育理念と目標等について）， 

        学生主事挨拶と諸注意，新人教員の紹介，留学生と編入学生の紹介，表彰，諸連絡 

（出典 学生課教務係作成全校集会実施要項）

 

資料１－２－①－４ 

平成１８年度 入学予定者（保護者）オリエンテーション日程 

１． 日 時：平成１８年３月２３日（木） １０時 〜 １５時 

２． 場 所：大視聴覚室 

３． 内 容：教務主事（学生生活のしおり，シラバス等を配付） 

          奈良高専のアドミッションポリシー，目的，教育理念と目標について 

                 学習と教務に関すること及び共通試験等について 

        学生主事 

                 学生生活とカウンセラー，通学，校則と表彰制度等について 

        寮務主事 

             寮生活と寮室の確認等 

        教科書，教材，制服，自転車等購入（奈良高専生協が支援） 

（出典 入学予定者オリエンテーション実施要項）

 

資料１－２－①－５ 

平成１８年度 入学者オリエンテーション日程 

１． 日 時：平成１８年４月１３日（木）〜 １４日（金） １泊２日 

２． 場 所：信貴山 

３． 内 容：教務主事補 

         奈良高専の目的，教育理念と目標について 

         高専での学習に関する心構えについて 

         教務に関する手続き及び当面の諸行事について 

        （以下省略） 

（出典 入学者オリエンテーション実施要項）

 

 これら教育理念や目標等の認知度に関する１年生のアンケート結果は（資料１－２－①－６）とな
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っており，知っている，やや知っているを入れると約７７％となっている。このことから１年生は，

本校の教育理念や目標等の認知度が高いと言える。 

資料１—２－①－６ 

教育理念・目標等の認知度に関するアンケート結果 

問  機 械 電 気 制 御 情 報 化 学 合 計

ア        ９        ７       １４        ５     ５   ４０

イ    ２３    ３１    ２３    ３１    ３４  １４２

ウ        ７        ５        ０    １０     ３   ２５

 

 問１ 

合 計    ３９    ４３    ４１    ４２    ４２  ２０７

ア        ３        ５       １２        １     ０   ２１

イ    ２３    ２３    ３０    ２７    ３７  １４０

ウ       １３       １５        ０    １４     ５   ４７

 

 問２ 

合 計    ３９    ４３    ４２    ４２    ４２  ２０８

ア        ３        ４       １０        ２     ２   ２１

イ    ２４    ２６    ３２    ２５    ３４  １４１

ウ       １２       １３        ０    １５     ６   ４６

 

 問３ 

合 計    ３９    ４３    ４２    ４２    ４２  ２０８

ア        ０        ０        ０        ０     ０    ０

イ        ０        ０        ０        ０     ０    ０

ウ        ０        ０        ０        ０     ０    ０

 

問４(1) 

合 計        ０        ０        ０        ０     ０    ０

ア       １８       ２３        ３       ２０    ２５   ８９

イ    １４    １７     ４    １７    １３   ６５

ウ        ５        ２        １     ３     ３   １４

 

問４(2) 

合 計    ３７    ４２     ８    ４０    ４１  １６８

   アンケート項目：問１ あなたは，本校の教育理念を知っていますか。 

                          ア．知っている。  イ．具体的な内容は忘れたが，知っている。  ウ．知らない。 

            問２ あなたは，本校のアドミッション・ポリシーを知っていますか。 

   ア．知っている。  イ．具体的な内容は忘れたが，知っている。  ウ．知らない。 

            問３ あなたは，本校の学習・教育目標を知っていますか。 

                ア．知っている。  イ．具体的な内容は忘れたが，知っている。  ウ．知らない。 

             問４(1) 学生生活の満足度についてお聞きします。 

                ア．している。 イ．どちらとも言えない。          ウ．していない。 

                        問 4(2) 資格取得や検定試験受講，外国留学等に興味を持っていますか。 

                ア．持っている。 イ．どちらとも言えない。 ウ．持っていない。 

（出典 運営会議資料）

 

 学生生活のしおり，学校概要，ホームページ，シラバス等における本校の目的，教育理念と指針，

学習・教育目標の掲載状況と配付状況は，次のようになっている（資料１－２－①－７）。 
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資料１－２－①－７ 

本校の目的，教育理念と指針，学習・教育目標の掲載状況と資料の配付先 

資 料 目 的 教 育 理 念 教育指針 学習・教育目標 配 付 先 

学 校 概 要 ○ ○ ○ ○ 全教職員・企業・

大学・中学校等 

学生生活のしおり ○ ○ ○ ○ 全教職員・全学生 

シ ラ バ ス ○ ○ ○ ○ 全教員・全学生 

ホームページ ○ ○ ○ ○  

奈良高専中期計画  ○ ○ ○ 全教職員 

入学者募集要項 ○ ○ ○ ○ 全教員・大学・高

等学校・中学校等

                             （出典 庶務課・学生課保管資料）

 

 

 （分析結果とその根拠理由）  

 教職員に対しては，学生生活のしおりや学校概要が毎年配付され，ホームページにも載せており広

く周知されている。また，月例の FD においても周知を図っており，特に校長，３主事，人事係長に

よる新任教職員研修では各種書類が配付され，本校の目的と教育目標等が周知され理解されている。 

 学生には学生生活のしおりの配布や４月の全校集会時，年度当初に担任からも指導を行っている。

また，本校の教育理念や学習・教育目標等は，学生玄関や各教室等に掲示され理解を深めている。新

入生に対しては，入学前及び入学後の新入生オリエンテーション時に説明をし，本校の目的等につい

て理解させている。 

 以上のことから，本校の目的は構成員（教職員及び学生）に周知されている。 

 

観点１－２－②： 目的が，社会に広く公表されているか。 

（観点に係る状況）  

 本校は創設以来，学則第１章第１条に高等専門学校の目的を記載し，これに基づいて学校概要（資

料１－２－②－1）に分かり易く記載し，かつ教育理念と指針を学校概要の冒頭に掲げて，広く社会

に公表してきた。学校概要は（資料１－２－②－２）に示した各種機関等に配布されている。 

資料１－２－②－1 

学校概要の冒頭文 

      （前文略） 

 高等専門学校は，中学校卒業程度を入学資格とする５年制の高等教育機関であり，深く専門の学芸

を教授して，豊かな教養と職業に必要な能力を育成することを目的としている。 

      （以下略） 

 

（出典 奈良工業高等専門学校 学校概要）
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資料１－２－②－２ 配付先 

学 校 概 要 の 配 布 先   

配     布     先 部  数 

教職員及び各課事務室等 １３７ 

名誉教授，学校医，非常勤講師 ８３ 

独立行政法人・国立高等専門学校機構（事務局・留学生募集用） ４１ 

国公立高等専門学校 ５９ 

奈良地区六機関 ６ 

近畿地区国立大学 １２ 

文部科学省大臣官房人事課 １ 

    〃    会計課 １ 

    〃    文教施設企画部 １ 

    〃    高等教育局専門教育課 １ 

    〃    高等教育局学生課 １ 

国立国会図書館 ５ 

産学交流・地域連携 ２００ 

学生募集に係る諸行事（含，中学校等訪問） １,０００ 

来校企業等就職用 １,０００ 

保存用・予備 ５２ 

合 計 ２,６００ 

            （出典 庶務課保管資料）

 

 また，学生募集に係る諸行事（体験入学，中学校訪問，入試説明会，入試懇談会，学習塾主催説明

会，中学校主催説明会等）において学校概要等を配布し，積極的に広報活動を進め，目的等を説明し

ている。各行事の参加者数は資料の通りとなっている（資料１－２－②－３）。さらに目的等に関し

ては，本校のホームページにも掲載されており，ホームページにアクセスする数は月平均１万３千件

となっており，多くの方が本校の状況を閲覧している（資料１－２－②－４）。特に１１月は入試説

明会後の入試情報等を閲覧するために２万件強となっている。 

資料１－２－②－３ 

平成１７年度 学生募集に係る諸行事 

行 事 名 実 施 時 期 担 当 者 実 施 内 容 及 び 参 加 者 

 

体験入学 

７月２８日（木） 

７月２９日（金） 

校長 

教務主事 

教務主事補（３名）

各科教員 

ビデオ上映 

校長 挨拶 

教務主事 学校の目的・制度等の 

説明 

各学科で実施 

    ２日間の合計：３３１名 

中学校訪問 ８月下旬から 

９月中旬まで 

全教員 

学生課・庶務課職員

          ３２９校 

      （内，県内９５校）  



奈良工業高等専門学校 基準１ 

 - 15 - 

 

入試説明会 

（中学校教員及び 

学習塾教員） 

10 月４日（火） 

10 月７日（金） 

 10 月 11 日（火） 

10 月 12 日（水） 

10 月 14 日（金） 

校長 

３主事 

教務主事補（３名）

 

奈良県北部      ３６名 

京都府        １２名 

大阪府        １１名 

奈良県南部      ３９名  

学習塾        ２０名 

         計 １１８名 

入試説明と懇談会 

  （中学生・保護者） 

10 月 22 日（土） 

10 月 23 日（日） 

教務主事 

教務主事補（３名）

各学科教員 

     １２６組：２３０名 

     １４３組：２９７名 

        計 ５２７名 

学習塾主催説明会 ９月 23 日（金） 

12 月３日（土） 

教務主事 

 

大和郡山市内    ４８２名 

奈良市内（２回） １,３７８名 

中学校主催説明会 

（生徒及び保護者） 

 教務主事 

教務主事補（３名）

７中学校      ９６４名 

来 校 者 

（中学生・保護者） 

９月〜１２月 

 

教務主事 

教務主事補 

教務係職員 

   

      ７４名 

                                  

（出典 教職員会議配布資料）

 

資料１－２－②－４ 

平成 17 年度 ホームページへのアクセス数 

0

5000
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20000

25000

Apr May Jun Jul Aug Sep Oct Nov Dec Jan Feb Mar

 

                                              （出典 事務用電算機室資料） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 高等専門学校の目的については，本校では分かり易く記載し，かつ教育理念と指針を学校概要の冒

頭に掲げ，広報誌として各種機関等に広く配布をしている。本校あるいは外部機関による学生募集に
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係る諸行事では，学校概要や各種広報誌を利用して，本校の目的，教育理念と指針，アドミッション

ポリシ− ，学習・教育目標等を，さらに入学予定者及び保護者に対するオリエンテーションにおいて

も同様な説明をしている。また，教育目的等はホームページにも掲載されている。 

 以上のことから，本校の目的は社会に広く公表されている。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

・ 高等専門学校の目的について，本校では分かり易く記載し，これに基づく教育理念と指針を

掲げて学習・教育目標を設定し，準学士課程と専攻科課程で養成する人材像と技術者像を明

確にしている。 

（改善を要する点）  

・ 該当なし。 

 

（３）基準１の自己評価の概要 

 高等専門学校としての「目的」は，創設時に明文化され学則に定められており，以来，本校の目的

は一貫したものであるが，専攻科設置に伴って，専攻科に係る「目的」を追加した。高専の目的につ

いて本校では分かり易く記載し，これを基盤として昭和５２年に教育研究活動を実施する上で，基本

的な「教育理念」を，独法化に伴って「教育指針」を定めている。目的，教育理念と指針は学校概要

を始め，学生生活のしおり，ホームページに掲載され定着している。 

 本校は，中学校卒業後の早い段階から実験・実習・実技等の体験的な学習を重視した教育を行うた

め，自ら理工系・技術系分野に対し興味と適性を有し，学習意欲の旺盛な入学者を選抜することが，

優れた教育効果を挙げ，人材養成を図るために不可欠なことである。このような観点から本校ではア

ドミッションポリシーを掲げ，基礎能力を有した学生を受入れている。準学士課程は機械工学科，電

気工学科，電子制御工学科，情報工学科，物質化学工学科の５学科があり，各学科独自の教育目標を

持っているが，共通となる学習・教育目標は教育理念と指針のもとで定めている。 

 専攻科課程では，準学士課程と同様にアドミッションポリシーを掲げ，高専卒業と同程度の能力を

有した学生を受け入れ，３専攻がそれぞれの教育目標を持ちつつ，複合・融合を生かした教育を行っ

ている。特に，専攻科では準学士課程における一貫性と，大学の教育課程とは一線を画した専攻科教

育の独自性を前面に出して，学習・教育目標を設定している。 

 こうした目的，教育理念と指針，学習・教育目標は，教職員に対して毎年配付する学校概要等を通

して，またホームページにも載せ，広く周知されている。特に，新任教職員には研修会を実施し，本

校の目的等が周知され理解される機会を設定している。学生には学生生活のしおりの配布や４月の全

校集会時，年度当初に担任からも指導を行っている。本校の教育理念や学習・教育目標等は，学校玄

関や各教室等に掲示し理解を深めている。新入生と保護者に対しては，入学前及び入学後のオリエン

テーション時に説明をし，高専の目的等について理解を図っている。 

 目的，教育理念と指針，学習・教育目標を記載した学校概要等は，広報誌として各種機関や学生募

集に係る諸行事等で配布し，また説明を行っている。このように本校の目的等は，構成員（教職員及

び学生）や社会に広く公表されている。 
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基準２ 教育組織（実施体制） 

 

（１）観点ごとの分析 

観点２－１－①： 学科の構成が，教育の目的を達成する上で適切なものとなっているか。 

（観点に係る状況）  

 本校は５学科構成となっている（資料２－１－①－１）。 

資料２－１－①－１ 学科構成 

第７条  学科，学級数及び入学定員は，次の通りとする。 

学   科 学  級  数 定   員 

機 械 工 学 科 １ ４０ 

電 気 工 学 科 １ ４０ 

電子制御工学科 １ ４０ 

情 報 工 学 科 １ ４０ 

物質化学工学科 １ ４０ 

                      

(出典 奈良工業高等専門学校学則)

 

 各学科（含，一般教科）の概要は次の通りである（資料２－１－①－２）。 

資料２－１－①－２ 各学科の概要 

○ 一般教科 

 一般教科では，各専門学科と協力して優れた技術者の育成を期すため，広い視野と社会人として必要な教養を備

え，創造的で個性豊かな人間性及び健全な身体と精神を育む教育を目標としています。一般教科の科目は全学年にわ

たって学ぶもので，総授業数の約半分を占めています。５年間の一貫教育の中で，高校 1 年から大学２年程度の内容

を学ぶことになります。文科系科目では，幅広い教養と語学力を身につけた国際感覚溢れる技術者の養成を，また理

科系科目では，数学，物理，化学等専門科目を習得するのに十分な基礎となる能力を培うことをねらいとしていま

す。 

○ 機械工学科 

 機械工学科では，各産業分野における設計開発，生産技術，品質管理等の幅広い分野に対応できるできる技術者の

養成を目標としている。このため，機械工学の基礎的科目に加えて，電子・電気工学の知識を修得させるとともに，

情報処理系科目については４年間にわたって講義及び演習を行っている。また，コンピュータ援用技術を導入した設

計教育を行うほか，生産にかかわる技術教育を実施している。さらには，設計・製図から製作に至るプロセスを体験

させる等して，開発能力及び創造能力を培わせるとともに，機械技術者としての洗練されたセンスが身につくよう教

育内容を充実させている。 

○ 電気工学科 

 電気工学科では，電気・電子機器や装置等の「ものづくり」を基盤とした知識と技術を修得させ，現代の工学技術

の幅広い分野に適合しうる創造性豊かな電気技術者の育成を目標としている。このため，電気・電子工学に関係する

専門の基礎理論から，電力・エネルギー・制御系，電子・新素材・デバイス系，情報・通信・コンピュータ系分野に

関する専門知識を段階的に教授し，しかも，演習と実験・実習を重視して技術的な実践能力を高める指導を行ってい

る。５学年では，より高度な専門知識を修得させるために，高電圧工学と電力応用工学を軸とした電力系，信号処理
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とコンピュータ応用を軸とした電子系のいずれかを選択できるようになっている。しかも電気主任技術者のⅡ種資格

認定が両系ともに満たされている。さらに，個人指導による卒業研究によって計画・調査・設計・実験等を行い，卒

業論文にまとめさせ，技術能力を向上させる指導を行っている。 

○ 電子制御工学科 

 電子制御工学科では，工学技術分野における急速な自動化の進展及びコンピュータによる制御技術の発展に対応で

きる総合的な処理能力を持った実践的メカトロニクス技術者の育成を目標としている。このためメカトロニクスノ分

野では不可欠な機械工学，電気・電子工学，情報処理，制御工学，ロボット工学等の基礎知識を修得させた上に，こ

れらを総合的に取り扱えるように指導する。また，実験・実習・演習を通じて各分野及び相互間の有機的つながりを

実践的に教育することにより総合的な技術力を養う。 

○ 情報工学科 

 情報工学科では，高度情報化社会の形成に不可欠であり，またあらゆる産業分野で必要とされる，コンピュータの

ハードウエアとソフトウエア及び情報処理に関する知識と技術を身につけた情報処理技術者の育成を目標としてい

る。このため一般科目並びに電気・電子に関する理論や情報処理に関する基礎を修得させたうえ，コンピュータのハ

ードウエア，ソフトウエア及び情報処理システム開発の等の専門技術を教授する。これらは単に理論だけではなく実

験・演習によって具体的に身につくように指導する。さらに第５学年においては，情報工学科分野における主な先端

的技術に関する科目を開講し，学生の興味と適正に応じて選択できるように配慮している。また，卒業研究では，修

得した専門技術をもとに，総合的な技術開発能力を高めさせるよう指導する。 

○ 物質化学工学科 

 産業構造の変革と技術の高度化に対応し，先端技術を担えるような研究開発能力を持った質の高い実践技術者を養

成するため，平成９年度化学工学科を改組し，物質化学工学科と改めた。物質化学工学科では，第４学年から「化学

応用工学コース」と「生物化学工学コース」の２コース制を導入し，より専門教育の充実をはかっている。学生は，

４学年に２つのコースの内どちらか希望するするコースを選択することになっている。低学年（１〜３学年）では基

礎課程として共通カリキュラムを編成し，講義以外に実験・実習を通じ化学技術者としてより確かな基礎学力がつく

よう配慮している。また，第５学年ではすべての学生に卒業研究が課せられている。各研究室に配属し各々の専門分

野に関する研究テーマについて，修得した専門技術を基に技術開発能力の向上を目指して個人指導を行う。 

・ 化学応用工学コース：従来の単位操作，反応工学等を基礎とした化学装置の設計・操作について学ぶと共に，新

たに分子レベルでの新物質の合成や機能性材料の設計，さらに電気エネルギーや光エネルギー等化学エネルギーに

関する関する基礎及び応用技術について学ぶ。 

・ 生物化学工学コース：生物化学を基礎として，微生物の機能を利用した有用物質の生産，遺伝子工学やタンパク

質工学を用いた新規物質の生産及び食品加工・農産物製造におけるバイオ技術について学ぶ。さらに，生物化学工

学を基礎にして，バイオプロセスの最適設計・制御や生成物の分離生成プロセス等の生産技術に関する基礎と応用

技術について学ぶ。 

（出典 奈良工業高等専門学校 学校概要）

  

 本校は，高度成長期に５年制の高等教育機関として，昭和 39 年に２学科（機械工学科：２学級，

電気工学科：１学級）が創設され，昭和 44 年に化学工学科が増設された。この間，本校は県下に学

部相当の工科系高等教育機関を持たなかったことから，社会が必要とする工学の分野拡大，地元産業

界や地域（資料２－１－①－３），また時代の要請に対応して，昭和 61 年に全国の高専では数少な

い情報工学科が新設された。その後，平成 2 年に機械工学科が分離改組されて電子制御工学科が設置，

平成 9 年には化学工学科を物質化学工学科へ改組し，いち早く生物系コースを導入した。現在は一般
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教育及び専門教育を５学科体制で実施している。 

 

 資料２－１－①－３ 新学科増設，専攻科設置に係る要望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 奈良工業高等専門学校 三十年誌） 
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 資料２－１－①－３ 新学科増設，専攻科設置に係る要望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 奈良工業高等専門学校 三十年誌） 
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資料２－１－①－３ 新学科増設，専攻科設置に係る要望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 奈良工業高等専門学校 三十年誌） 
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 本校の学科は，大きく分けて工学の基盤であり，また産業の基幹となる機械系，電気系，化学系の

３分野５学科（機械系分野は機械工学科と電子制御工学科，電気系分野は電気工学科と情報工学科，

化学系分野は物質化学工学科）から構成されており，高専の目的である「深く専門の学芸を教授し，

職業に必要な能力を育成する」に合致するものである。 

（分析結果とその根拠理由）  

 技術者養成の期待に応えるべく本校の学科は，主に産業の基幹となっている機械系，電気系，化学

系の３分野５学科（機械工学科・電気工学科・電子制御工学科・情報工学科・物質化学工学科）から

構成されている。５学科は共通の学習・教育目標を持って，中学卒業後という早い年齢段階から５年

間の一貫した専門職業教育，工学的な基礎の上に立っての実験・実習・実技を重視した実践教育，少

人数クラス編制による教育指導を行ってきている。その教育成果は，広く産業界や大学から高い評価

を得る等，独自の複線型学校制度として定着している。このように本校の学科構成は，工学の基盤領

域を担いつつ，産業界や地域からの要請に基づいて設置されており適切なものとなっている。 

 

観点２－１－②： 専攻科を設置している場合には，専攻科の構成が，教育の目的を達成する上で

適切なものとなっているか。 

（観点に係る状況）  

 学校教育法の改正により新しく高専に専攻科を設置できることとなったが，この制度改正では，学

校教育法 70 条２にある「高専は，深く専門の学芸を教授し，職業に必要な能力を育成することを目

的とする」という高専制度の基本は変えていない。それゆえ専攻科の設置目的は「高専教育のアイデ

ンティティを保持しながら，精深な程度において特別な事項を教授し，その研究指導をする」ことと

している。こうした背景で，本校は平成４年に３専攻を持つ２年制の専攻科を全国の高専に先駆けて

設置し，専攻科教育の目的を達成するため３専攻の構成を以下のようにした（２－１－②－1）。 

資料２－１－②－1 専攻科 

第７章  専攻科 

   第３２条 専攻及び入学定員は，次のとおりとする。 

専    攻 入  学  定  員 

機 械 制 御 工 学 専 攻 8 人 

電 子 情 報 工 学 専 攻 ８人 

化 学 工 学 専 攻 ４人 

         

                           （出典 奈良工業高等専門学校学則） 

 

 専攻科の設置にあたっては，大学評価・学位授与機構の認定を得ることが前提であり，このことは，

高専の専攻科が上記したように高専教育のアイデンティティを保持し，その教育レベルにおいて少な

くとも大学学部教育以上のレベルであることの制度的な保証として意味を持つものである。したがっ

て，専攻科は学科があって成り立つものであり，各学科との連携によって適切に組織されるべきもの

である。本校では，機械工学科と電子制御工学科をベースとする機械制御工学専攻，電気工学科と情

報工学科をベースとする電子情報工学専攻，物質化学工学科をベースとする化学工学専攻で組織され

ている（２－１－②－２）。 
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資料２－１－②－２ 組織 

専 攻 科 の 組 織 

専  攻  科 準 学 士 課 程（本 科） 

機 械 制 御 工 学 専 攻 

（入学定員８名／学年） 

機 械 工 学 科 

電子制御工学科 

電 子 情 報 工 学 専 攻 

（入学定員８名／学年） 

電 気 工 学 科 

情 報 工 学 科 

化 学 工 学 専 攻 

（入学定員４名／学年） 

物質化学工学科 

 

（出典 奈良工業高等専門学校専攻科パンフレット）

 

 設置当初の専攻科の教育目標としては，文部省（現，文部科学省）が監修し，国立高等専門学校協

会が編集した『高等専門学校・専攻科』に以下の３項目が挙げられている（２－１－②－３）。 

資料２－１－②－３ 

国立高等専門学校協会が指針とした専攻科の教育目標 

1. 高専の実践的技術を駆使する研究開発能力，創造能力を育成すること。 

2. 高度の技術科学を体系的に教授し，専門領域の幅を拡大すること。 

3. 国際的職業人として，より広い視野を持った実践的技術者を育成すること。 

 

（出典 奈良工業高等専門学校 2002 年度自己点検・評価報告書）

 

 他方，本校専攻科教育の特色は，（資料２－１－②－３）以前につくられた専攻科新設に伴う学生

募集のためのパンフレットと，これ以降の専攻科紹介の中で次の４つの標語を用いて分かりやすく説

明している（資料２－１－②－４）。 

資料２－１－②－４ 

専攻科教育の特色を４つの標語で記載 

1. より高く・・・特別実験，特別研究を重視しつつ基礎力の充実を図り，高等専門学校（準学士）

課程で培われてきた実践的技術者としての能力を高める。目標の設定から達成まで一貫して遂行できる

実践的な研究開発能力をもった人材の養成を目指す。 

2. より幅広く・・専門技術を核にしつつも，広く人間社会に対する視野を培う総合的な人間教育を

心がけ，適正な価値観と判断力を合わせもった人材の育成を目指す。また，外国語能力の増強だけでは

なく，他国の文化・習慣に対する知的関心を高め，国際社会でも活躍できる人材の養成を目指す。 

3. より新しく・・本校は，京阪神に近く，文化発祥の地で四方を緑に囲まれた環境にある。この豊

かな自然の中で，これからの技術のあり方を重視した技術教育を心がけ，地球環境を保護し，人に優し

い技術を具現できる新しい感覚を持った技術者の養成を目指す。 

4. 再び・・・高専の卒業生等に門戸を開き，技術者の再教育に貢献する。各専門分野において，新しく

展開してきている技術を中心に，基礎に加えて応用力を付与し，技術者としての活性化を推進する。 

（出典 奈良工業高等専門学校専攻科パンフレット）
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 このように専攻科教育の目的を達成するため，本校は３専攻の構成にあたって高専教育のアイデン

ティティを保持し，準学士課程を構成する各学科との複合・融合を基本として組織されている。した

がって各専攻は，機械工学科と電子制御工学科による機械制御工学専攻，電気工学科と情報工学科に

よる電子情報工学専攻，物質化学工学科による化学工学専攻で構成されている。これによって専攻科

では，準学士課程教育における一貫性と，大学の教育課程とは一線を画した高等専門学校専攻科教育

の独自性を前面に出し，教育指針（より高く，より幅広く，より新しく，再び）を掲げ，学習・教育

目標（資料１－１－①－７）を設定して有為な人材の養成を行っている。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 本校専攻科の構成は，高専教育のアイデンティティと一貫性を保持しながら，創設当初から学校教

育法に記載されている「精深な程度において特別な事項を教授し，その研究を指導をする」に準拠し

ており，ふさわしいものとなっている。したがって本校では，専攻科教育の目的と専攻科の構成に整

合性が取れている。 

 

観点２－１－③： 全学的なセンター等を設置している場合には，それらが教育の目的を達成する

上で適切なものとなっているか。 

（観点に係る状況）  

 本校には全学的なセンターとして次の施設がある（資料２－１－③－1）。 

資料２－１－③－1 

奈良工業高等専門学校 情報メディア教育センター規程（抜粋） 

（設置） 

第１条 奈良工業高等専門学校（以下「本校」という。）に 情報メディア教育センター（以下「セ

ンター」という。）を置く。 

（出典 奈良工業高等専門学校規程集）

 

 情報メディア教育センター（平成 16 年に図書館と統合し，総合情報センターから名称変更）の設

置目的としては，教育研究のための学術情報等の収集・管理，本校の教職員及び学生に対してのその

情報提供の２点が明示されている（資料２－１－③－２）。また，これを具体化するための業務は以

下のとおり定めている（資料２－１－③－３）。 

 

資料２－１－③－２ 

奈良工業高等専門学校 情報メディア教育センター規程（抜粋） 

 

（目的） 

第２条 センターは，教育研究に資するため，広く学術情報等を収集・管理し，本校の教職員及び学

生に対してその情報を提供することを目的とする。 

（出典 奈良工業高等専門学校規程集）
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資料２－１－③－３ 

奈良工業高等専門学校 情報メディア教育センター規程（抜粋） 

 （業務） 

第５条 センターは，第２条の目的を達成するため次の業務を行う。 

 （１） センターの業務計画及び管理運営に関すること。 

 （２） 学術情報等の収集とその管理運用に関すること。 

 （３） センターの利用計画，総括及び連絡調整に関すること。 

 （４） その他目的達成に必要な事項に関すること。 

（出典 奈良工業高等専門学校規程集）

 

 情報メディア教育センターは，図書館，情報処理演習室・マルチメディア演習室・LL 教室等から

構成されており，センター長・副センター長・ネットワーク管理員及びセンター員によって管理運営

され，目的と業務に記載されているような役割と機能を持っている。同センターは，本校の学習・教

育目標にある「幅広い工学的知識を基礎に，実践力を備えた技術者の育成」と「工学の基礎知識」を

身に付けるために必要不可欠なものであり，今日の情報社会を担っていくためにも重要かつ全学的な

共同利用施設である。授業での利用状況は以下のとおりである（資料 ２－１－③－４）。 

 

資料２－１－③－４ 

平成 17 年度 授業での利用状況（前期） 

 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 

情報処理演習室 プロⅡ(3I) 

プロ製図(5C) 

機器分析(5C) 

信号処理(5S) 

情報理論(3M) 

情報理論(2M) 

プログラミ(3S)

国語(2S) 

国語(2M) 

英語 I-2B(5IC) 

英語(4S) 

情報(2C) 

プログラミ(2S) 

マルチメディア

演習室 

国語(2E) 

国語(2I) 

ドイツ語 

(4 学年全クラス)

ドイツ語(専１)

プログラミ(3E)

英語(4E) 

英語(4I) 

英語(4C) 

ドイツ語(全５) 

プロ設計(5C) 

数値解(5S) 

統計(専 2) 

L L 教室 英語(2S) 

英語(3E) 

英会話(1M) 

英会話 I(1E) 

英会話 I(1S) 

 英会話 I(1I) 

英会話 I(1C) 

英語表現 I(専１)

英語表現 I(専 2)

英語(3I) 

英語(4M) 

 

英語(3S) 

英語(3M) 

英語(3C) 

英語 I-2A(5MES)

国語(2C) 

 

 

平成 17 年度 授業での利用状況（後期） 

 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 

情報処理演習室 情報処理(2M) 

国語(2I) 

国語(2E) 

プログラミ(3I)

数値解(5S) 

プログラミ(3E)

国語(2M) 

国語(2S) 

プログラミ(2S)

プログラミ(3S)
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情報処理(3M) 

マルチメディア

演習室 

国語(2S) 

英語(3C) 

物化工演(4C) 

ドイツ語 

(4 学年全クラス)

ドイツ語(専１) 

英語表現 I(専１)

英語(4M) 

英語(4E) 

英語(4I) 

英語(4C) 

ドイツ語(全５)

情報科学(2C) 

機器分析(5C) 

L L 教室 英会話 I(1E) 

英会話(1M) 

英語(3E) 

英会話 I(1S) 

英会話 I(1I) 英語表現 (専 2)

英語(3I) 

英会話 I(1I) 

英語(3M) 

英語(3S) 

英語 I-2B(5IC)

英語(4S) 

国語(2C) 

 

（出典 平成 17 年度授業時間割表）

 

 マルチメディア演習室や LL 教室には，平成 16 年度に ALC Network Academy（アルク社の語学演

習システム）が導入され，学習教育目標の「コミュニケーション能力を備えた技術者の育成」，

JABEE 学習教育目標の一つである「TOEIC 試験 400 点」を達成するため，言語教育の充実化を図っ

ており全学的な利用体制としている。学生達は昼休みや放課後，本システムを積極的に利用して自学

自習に励んでおり，特に放課後には，専攻科生による TA（ティーテングアシスタント）によって２

学年以上の学生が，また専攻科生自身の自学自習に際し便宜を図っている（資料２－１－③－５）。 

 

資料２－１－③－５ 

平成 16 年度 授業時間以外での利用状況（後期） 

 機械工学科 電気工学科 電子制御工学科 情報工学科 物質化学工学科

２学年 ５０ ８４８ ４７０ ９３２ １１８ 

３学年 ５,５１０ ５,８６７ ５,８６４ ５,１１９ ６,３１４ 

４学年 ２,４２２ １,９４０ １,７７５ １,８３７ １,２４６ 

５学年 ６２１ ９２８ ２０４ ４９１ １１ 

専攻科生 １,２７１ 

(平成 16 年 10 月１日〜平成 17 年 3 月 31 日)

（出典 情報メディア教育センター統計資料）

 

 このように情報メディア教育センターは，本校が全学的に教育研究活動を行っていく上で重要な機

能を持っている。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 全学的なセンター施設として情報メディア教育センターを設置している。当該センターは情報処理

教育と研究，本校内外への情報提供，情報収集等共同利用のために必要な支援を行うと共に，本校の

学習・教育目標を達成するための全学的に必要不可欠な共同利用施設である。以上のことから，情報

メディア教育センターの設置は適切なものとなっている。 

 

観点２－２－①： 教育課程全体を企画調整するための検討・運営体制及び教育課程を有効に展開
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するための検討・運営体制が整備され，教育活動等に係る重要事項を審議する等

の必要な活動を行っているか。 

（観点に係る状況）  

 教育課程全体を企画・立案し調整するための検討・運営体制としては企画会議がある（資料２－２

－①－1）。企画会議は，平成１６年度にスタートした国立高等専門学校機構の発足を踏まえ，主事

会議から名称と機能を変更したものである。 

 

資料２－２－①－1 企画会議規程（抜粋） 

奈良工業高等専門学校企画会議規程 

（設置） 

第１条 奈良工業高等専門学校（以下「本校」という。）に企画会議（以下「会議」という。）を置く。

（審議事項） 

第２条 会議は，次の各号に掲げる事項を企画・立案する。 

(1) 本校の運営に関する基本方策に関すること。 

(2) 本校の教育，研究の基本方策に関すること。 

(3) 予算等財務に関する基本方策に関すること。 

(4) 施設，設備の整備等に関する基本方策に関すること。 

(5) その他本校の管理，運営に関する重要事項。 

（組織） 

第３条 会議は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

(1) 校長 

(2) 教務主事 

(3) 学生主事 

(4) 寮務主事 

(5) 専攻科主任 

(6) 事務部長 

(7) 庶務課長，会計課長及び学生課長。 

（議長） 

第４条 会議に議長を置き，校長をもって充てる。 

    （以下省略） 

（出典 奈良工業高等専門学校規程集）

 

 企画会議で企画・立案・調整された教育課程や教育活動全般に係る重要かつ新規事項については，

運営会議（運営委員会から名称と機能を変更）において審議される（資料２－２－①－２）。企画会

議及び運営会議は，毎月定例で，また必要に応じて臨時に開催している（資料２－２－①－３）。 

 

資料２－２－①－２ 運営会議規程（抜粋） 

奈良工業高等専門学校運営会議規程 

（設置） 
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第１条 奈良工業高等専門学校（以下「本校」という。）に運営会議（以下「会議」という。）を置く。 

（審議事項） 

第２条 会議は，企画会議，委員会等から提案された事項を審議する。 

（組織） 

第３条 会議は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

(1) 校長 

(2) 教務主事 

(3) 学生主事 

(4) 寮務主事 

(5) 専攻科主任 

(6) 一般教科及び専門各学科主任 

(7) 情報メディア教育センター長 

(8) 事務部長 

（会議の召集等） 

第４条 会議は，校長が召集し，その議長となる。 

    （以下省略） 

（出典 奈良工業高等専門学校規程集）

 

資料２－２－①－３ 

平成１７年度 企画及び運営会議活動状況 

開 催 日 時 活 動 状 況 

平成 17 年４月１日（金） 

平成 17 年４月５日（火） 

平成 17 年４月 12 日（火） 

定例企画会議 

臨時運営会議 

定例運営会議 

平成 17 年５月１１日（水） 

平成 17 年５月１２日（木） 

定例企画会議 

定例運営会議 

平成 17 年６月６日（月） 

平成 17 年６月 14 日（火） 

平成 17 年６月 16 日（木） 

平成 17 年６月 23 日（木） 

定例企画会議 

定例運営会議 

臨時運営会議 

臨時運営会議 

平成 17 年７月８日（金） 

平成 17 年７月 12 日（火） 

定例企画会議 

定例運営会議 

平成 17 年９月 13 日（火） 

平成 17 年９月 15 日（木） 

定例企画会議 

定例運営会議 

平成 17 年 10 月７日（金） 

平成 17 年 10 月 13 日（木） 

定例企画会議 

定例運営会議 

平成 17 年 11 月９日（水） 

平成 17 年 11 月 17 日（木） 

定例企画会議 

定例運営会議 

平成 17 年 12 月７日（水） 定例企画会議 



奈良工業高等専門学校 基準２ 

 - 29 - 

平成 17 年 12 月８日（木） 

平成 17 年 12 月 20 日（火） 

定例運営会議 

臨時運営会議 

平成 18 年１月 10 日（火） 

平成 18 年１月 12 日（木） 

平成 18 年１月 29 日（日） 

平成 18 年１月 30 日（月） 

定例企画会議 

定例運営会議 

臨時企画会議 

臨時運営会議 

平成 18 年２月６日（月） 

平成 18 年２月９日（木） 

平成 18 年２月 21 日（火） 

定例企画会議 

定例運営会議 

臨時運営会議 

平成 18 年３月２日（木） 

平成 18 年３月４日（土） 

平成 18 年３月７日（火） 

平成 18 年３月 13 日（月） 

臨時運営会議 

定例企画会議 

定例運営会議 

臨時運営会議 

 

（出典 庶務課保管資料）

 

 企画会議と運営会議の他，教育課程を立案し，有効に展開するための検討・運営体制としては教務

委員会がある（資料２－２－①－４）。 

 

資料２－２－①－４ 教務委員会規程（抜粋） 

奈良工業高等専門学校教務委員会規程 

 （設置） 

第１条 奈良工業高等専門学校に教務委員会(以下「委員会」という。)を置く。 

 （審議事項） 

第２条 委員会は，校長の命により教務に関する重要事項等を審議する。 

 （組織） 

第３条 委員会は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。ただし，第２号の委員は，第３号又は第４

号の委員を兼ねることができる。 

 （１） 教務主事 

 （２） 教務主事補 

 （３） 一般教科から選出された専任教員 ２名 

 （４） 専門各学科から選出された専任教員 各１名 

 （５） 学生課長 

 （委員の任期） 

第４条 委員の任期は，１年とする。ただし，再任を妨げない。 

２ 補欠の委員の任期は，前任者の残任期間とする。 

 （委員長） 

第５条 委員会に委員長を置き，教務主事をもって充てる。 



奈良工業高等専門学校 基準２ 

 - 30 - 

 （議長） 

第６条 委員長は，委員会を招集し，その議長となる。 

    （以下省略） 

（出典 奈良工業高等専門学校規程集）

 

 教務委員会においては，校長から命を受けた教務主事が教育課程を有効に展開するため，教育計画

の立案その他教務に関することを掌理し（資料２－２－①－５），以下の事項を審議する（資料２－

２－①－６）。また，教務主事が委員長（資料２－２－①－４）となっていることで，委員会の責任

の所在が明確となっている。 

 

資料２－２－①－５  教員組織 

第４章 教員組織 

（主事） 

(1) 本校に教務主事，学生主事及び寮務主事を置く。 

 ２ 教務主事は，校長の命を受け，教育計画の立案その他教務に関することを掌理する。 

 ３ 学生主事は，校長の命を受け，学生の厚生補導に関すること（寮務主事の所掌に属するものは 

   除く。）を掌理する。 

  ４ 寮務主事は，校長の命を受け，学寮における学生の厚生補導に関することを掌理する。 

     （以下省略） 

（出典 奈良工業高等専門学校学則）

 

資料２－２－①-６ 審議事項 

教務委員会における審議事項 

 １ 教育課程の編成及び実施に関する事項。 

 ２ 授業，定期試験，成績評価，進級・卒業認定に関する事項 

 ３ 教務関係行事等に関する事項。 

 ４ 学級担任業務，学生の身分異動に関する事項。 

  ５ 教育内容と方法等の改善に関する事項。 

 ６ その他，教務に関する事項。 

（出典 奈良工業高等専門学校学生指導必携）

  

 教務委員会は，教務主事と主事を補佐する教務主事補（３名）の他，一般教科担当教員（２名），

各専門学科担当教員（５名）から構成され，各々の立場で教育計画の立案・運営等に参画し，学科と

の綿密な連絡体制をとっており，委員会に学生課長と教務係長が加わり専門的な立場から教育計画の

立案・運営等に携わっている。教務委員会の活動状況は，夏季休業期間を除く毎月定例で１１回とな

っており，また進級・卒業認定や学生の身分異動に係ることでは，臨時委員会を４回程度開催してい

る。平成１７年度の教務委員会活動状況（資料２－２－①－７）と，直近の審議内容に係る議事概要

を示す（資料２－２－①－８）。 
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資料２－２－①－７ 

平成１７年度 教務委員会活動状況 

開 催 日 時 活 動 状 況 

平成 17 年４月４日（月）         定例教務委員会 

平成 17 年５月 10 日（木） 定例教務委員会 

平成 17 年６月２日（木） 

平成 17 年６月 22 日（水） 

定例教務委員会 

臨時教務委員会 

平成 17 年７月５日（火） 定例教務委員会 

平成 17 年９月６日（火） 定例教務委員会 

平成 17 年 10 月６日（木） 定例教務委員会 

平成 17 年 11 月１日（火） 定例教務委員会 

平成 17 年 12 月１日（木） 定例教務委員会 

平成 18 年１月５日（木） 定例教務委員会 

平成 18 年２月２日（木） 

平成 18 年２月 17 日（金） 

定例教務委員会 

臨時教務委員会 

平成 18 年３月１日（水） 

平成 18 年３月 10 日（金） 

定例教務委員会 

臨時教務委員会 

 

（出典 学生課教務係保管資料）

 

資料２－２－①－８ 議事概要 

 

〔非開示につき省略〕 
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〔非開示につき省略〕 
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〔非開示につき省略〕 
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〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

                          

（出典 学生課教務係議事概要）

 

 議事概要は学生課教務係が作成し，校長決済を経て各学科選出の教務委員から各科内会議で報告さ

れ，またホームページ（学内専用閲覧）に掲載される。ここでは，電気工学科で開催された直近の科

内会議議事要録を示す（資料２－２－①－９）。 

 

（資料２－２－①－９） 

   

〔非開示につき省略〕 
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 〔非開示につき省略〕 
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〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          （出典 電気工学科科内会議 議事要録） 

 

 教育課程に係る重要かつ新規事項については，企画会議で調整され運営会議で審議される他，学生

の学籍に係ることは運営会議の議を経て教職員会議において審議される（資料２－２－①－10）。教

職員会議（直近）の議事要録を（資料２－２－①－11）に示す。 

 

資料２－２－①－10 教職員会議規程（抜粋） 

奈良工業高等専門学校教職員会議規程 

（設置） 

第１条 奈良工業高等専門学校（以下「本校」という。）に教職員会議（以下「会議」という。）を置く。 

 （目的） 

第２条 会議は本校の運営に関し，校長が必要と認める事項について連絡調整を図ることを目的とする。 

（審議事項） 

第３条 会議は，学籍に関する事項及び校長が必要と認める事項を審議する。 

（組織） 

会議は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

(1) 校長 

(2) 常勤の教員 

(3) 事務部長 

(4) 庶務課長，会計課長及び学生課長 

(5) 総合技術室長 
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（会議の開催） 

第４条 会議は，原則として毎月１回校長が召集し，その議長となる。なお，必要ある時は臨時に開催することがで

きる。 

    （以下省略） 

（出典 奈良工業高等専門学校規程集）

 

（資料２－２－①－11） 

 

〔非開示につき省略〕 
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〔非開示につき省略〕 
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〔非開示につき省略〕 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                       

（出典 教職員会議 議事要録）

 

（分析結果とその根拠理由）  

 本校は教育課程全体を企画・立案・調整するための検討機能として企画会議がある。企画会議で企

画・立案・調整された教育課程や教育活動全般に係る重要かつ新規事項については，運営会議におい

て審議される。企画会議及び運営会議の他，教育課程を立案し，有効に展開するための検討・運営体

制としては教務委員会がある。特に，学生の学籍に係ることは教務委員会及び運営会議の議を経て教

職員会議において審議される。企画会議，運営会議及び教務委員会は，規定により委員構成，役割，

責任体制等が明確にされており，毎月定例と臨時で会議を開催し，重要事項等を審議・決定して運営

を行っている。審議・決定された重要事項等は，一般教科，各専門学科の科内会議や各課で報告され

全教職員に周知されている。 
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観点２－２－②： 一般科目及び専門科目を担当する教員間の連携が，機能的に行われているか。 

（観点に係る状況）  

 一般科目及び専門科目を担当する教員間のネットワーク組織，連携活動としては言語教育ワーキン

グ・グループと数学教育ワーキング・グループがある。この他学級担任・教科担当連絡会があるが，

これについては学級担任支援体制のところで述べる。言語教育ワーキング・グループは，本校中期計

画の柱の1つである言語教育を充実するため，一般教科及び専門５学科から各々語学を担当する教員

代表（国語，英語，ドイツ語，各専門学科の英語担当から各1名の計５名）を構成員として，平成１

５年1月に発足した（資料２－２－②－１）。 

 

資料２－２－②－１ 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 （出典 第２回将来計画検討委員会議事要録）

 

 言語教育ワーキング・グループでは，各専門学科のニーズと一般教科の教育の現状とを互いに確認

しつつ，教育改善等に向けての議論を重ね，以下の提案を行っている（資料２－２－②－２）。 

 

資料２－２－②－２ 

言語教育ワーキング・グループの提案事項 

(1) 日本語による自己表現能力を身に付けさせる。 

(2) 科学系英語文章「読み，書く」能力をしっかり身に付けさせる。 

(3) 英語によるコミュニケーション「聞き，話す」基礎能力を養成する。 

(4) TOEIC-IP試験を複数回受験させ，80%以上の学生をスコアアップさせる。 

(5) 語学教育と工学教育とを結び付ける教育目標として，プレゼンテーション教育を位置づける。 

(6) 多文化共生の時代に対応した異文化理解の態度を身に付けさせる。 

（出典 言語教育ワーキング報告書）
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 言語教育ワーキング・グループからの提案は，JABEE等の学習・教育目標やカリキュラムの設計

（例えば「日本語表現法」,「英語表現法」の科目新設）等に反映されており，またTOEIC-IP試験に

よる学生の英語能力評価の継続的な実施や，語学演習システム（ALC Network Academy）の導入が行

われている。 

 数学教育ワーキング・グループは，本校の数学教育と専門教育の充実と連携を図るため，平成１５

年度に組織され（資料２－２－②－３），言語教育WGと同様に次のような提案がされている（資料２

－２－②－４）。 

 

資料２－２－②－３ 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 （出典 第17回将来計画検討委員会議事要録）

 

資料２－２－②－４ 

数学教育ワーキング・グループの提案事項 

(1) 数学に興味を持たせることにより，理工系科目修得の意欲をより高める。 

(2) 問題の本質をつかみ，筋道を立てて対応する数学的思考力を養う。 

(3) 数学− 専門科目対応表と専門科目における数学的解法例集の作成と配布。 

(4) 数学学力試験（FE試験相当）の実施。 

 

（出典 数学教育ワーキング報告書）

 

 言語教育・数学教育ワーキング・グループを核として，本校では一般科目及び専門科目を担当する

教員間のネットワーク組織，連携活動が機能的に行われている。 

  

（分析結果とその根拠理由）  

 本校では，一般科目及び専門科目を担当する教員間ネットワークや連携活動がワーキング・グルー

プを通して組織的かつ機能的に行われ，各種の提案がなされている。提案の一部は，具体的な形とな

って実施されている。また，これらの成果は月例FD等において報告され周知されている。 

観点２－２－③： 教育活動を円滑に実施するための支援体制が機能しているか。 
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（観点に係る状況）  

 本校は教育活動を円滑に実施するための支援体制として，学則第９条の規程に基づく教務主事，学

生主事及び寮務主事の他，次の職を置いている（資料２－２－③－１）。 

 

資料２－２－③－１ 

教育活動実施のための支援体制（校務分掌） 

（ア）専攻科主任・副主任 

（イ）情報メディア教育センター長・図書館担当副センター長,マルチメディア担当副センター長 

（ウ）一般教科主任・副主任 

（エ）専門学科主任・副主任 

（オ）JABEE 統括会議委員長・副委員長 

（カ）産学交流室長・副室長 

（キ）ネットワーク管理室長 

（ク）学級担任 

（ケ）教務主事補，学生主事補，寮務主事補 

（以下省略） 

     （出典 平成１８年度役付職員，学級担任及び諸会議・各種構成員一覧から作成）

 

 各主任，センター長，室長，主事補等は，各々の立場で教育活動に対する支援を行っているが，円

滑に実施するために学級担任が校務分掌のなかで重要な役割を果たしている。学級担任は，担任業務

の効果を上げるため１学年から４学年までの２年間，一般教科教員と専門学科教員（助手は除く）が

交互に同一学級を受け持ち，５学年は専門学科教員（含，主任）が受け持つ体制としている。具体的

な学級担任の職務は次の通りであり，円滑に学級運営が実施できるようにマニュアル化して支援を行

っている（資料２－２－③－２）。 

 

資料２－２－③－２ 学級担任 

学級担任の職務と支援（教務関係） 

第３章 学級担任 

 3-1 学級担任の年間計画 

 3-2 特別活動の指導 

  3-2-1 特別活動の目的 

  3-2-2 特別活動の成績評価 

  3-2-3 特別活動の実施計画 

 3-3 学生指導及び学級運営 

  3-3-1 学生指導 

  3-3-2 学級日誌 

  3-3-3 教室備え付け備品，物品の不足・破損 

  3-3-4 学級費 

  3-3-5 身上調書 
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  3-3-6 慶弔 

  3-3-7 保護者懇談会 

  3-2-8 その他 

 3-4 教室・その他の清掃 

  3-4-1 教室の清掃 

  3-4-2 屋内共通部分の清掃 

第４章 学生の身分の異動 

 4-1 退学 

  4-1-1 退学の理由 

  4-1-2 手続き 

  4-1-3 その他 

 4-2 休学及び復学 

  4-2-1 休学及び復学 

  4-2-2 手続き 

  4-2-3 留学 

                       （出典 奈良工業高等専門学校学生指導必携）

 

 上記以外に担任の学級生活指導に係る支援（含，経費）としては，主に次の事項がある（資料２－

２－③－３）。 

 

資料２－２－③－３ 

学級生活指導に係る支援（学生関係） 

１ 人権教育 

２ 新入生オリエンテーション 

３ 学生相談室の利用 

４ セクシャル・ハラスメント相談室の利用 

５ 保健室の利用 

６ 違反，事故，事件に係ること 

７ 事故等の緊急措置について 

８ 障害を持つ学生への対応について 

９ 懲戒に係る指導措置等について 

10 家庭訪問について 

11 クラス行事等引率経費について 

          （出典 奈良工業高等専門学校学生指導必携）

 

 本校では学級担任が各クラスで行っている特別活動の一環として，学年毎に合同特活を実施すると

共に，人間の素養の涵養に係る諸行事を実施し，担任への支援を図っている（資料２－２－③－４）。 

 



奈良工業高等専門学校 基準２ 

 - 44 - 

資料２－２－③－４ 

平成 18 年度 合同特活及び諸行事の実施予定表 

実 施 時 期 対 象 学 年 合同特活及び諸行事の実施事項 

平成 18 年４月６日（木） 

平成 18 年４月７日（金） 

平成 18 年４月 10 日（月） 

平成 18 年４月 13 日（木） 

〃 

平成 18 年４月 14 日（金） 

〃 

平成 18 年４月 27 日（木） 

２学年〜５学年 

３学年〜５学年・専攻科 

１ 学 年 

１学年（一泊２日） 

１・２学年 

２学年〜４学年 

５ 学 年 

クラブ部長・副部長等 

全 校 集 会 

TOEIC-IP テスト 

新入生校内オリエンテーション 

新入生校外オリエンテーション 

基 礎 学 力 共 通 試 験 

春 季 ハ イ キ ン グ 

進 路 指 導 

校内リーダース研修会 

平成 18 年５月 11 日（木） 

平成 18 年５月 23 日（火） 

平成 18 年５月 25 日（火） 

1 学年〜５学年（留学生） 

全学年・専攻科 

２ 学 年 

学 生 会 総 会 

春季スポーツ大会 

交通安全教室（合同特活） 

平成 18 年６月 22 日（木） 

〃 

平成 18 年６月 24 日（土） 

平成 18 年６月 29 日（木） 

２ 学 年（３年留学生） 

３ 学 年 

クラブ部長・副部長等 

２ 学 年 

古典芸能観賞会（合同特活） 

卒業生と語る会（合同特活） 

夏季リーダース研修会 

人権合同特活（ビデオ研修） 

平成 18 年７月６日（木） ４ 学 年 インターンシップ特別講演会 

平成 18 年９月１日（金） 

平成 18 年９月７日（木） 

平成 18 年９月 12 日（木） 

全 学 年 

1 学年〜５学年（留学生） 

３ 学 年 

全 校 集 会 

学 生 会 総 会 

マリンバ演奏会（合同特活） 

平成 18 年 10 月 12 日（木） 

平成 18 年 10 月 17 日（火） 

平成 18 年 10 月 19 日（木） 

平成 18 年 10 月 26 日（木） 

２学年〜４学年 

全学年・専攻科 

５学年・専攻科 

４ 学 年 

単 車 安 全 講 習 会 

秋季スポーツ大会 

人権特別講演会（エイズと人権） 

人権特別講演会（障害者と人権） 

平成 18 年 11 月８日（水） 

平成 18 年 11 月９日（木） 

平成 18 年 11 月 10 日（金） 

平成 18 年 11 月 16 日（木） 

５学年（10 日まで） 

４学年・専攻科（一泊２日）

1 学年〜３学年 

1 学 年 

卒 業 旅 行 

秋季社会工場見学 

秋季社会工場見学 

人権合同特活（ネチケットについて）

平成 18 年 12 月 14 日（木） 

平成 18 年 12 月 16 日（土） 

３ 学 年 

クラブ部長・副部長等 

人権合同特活（環境問題） 

冬季リーダース研修会 

平成 19 年１月９日（火） 

平成 19 年１月 11 日（木） 

平成 19 年１月 25 日（木） 

全 学 年 

1 学 年 

４ 学 年 

全 校 集 会 

保健衛生教室（合同特活） 

消費者教育特別講演会 

（出典 学生生活のしおり：平成 18 年度年間行事予定）

 

 さらに学級担任が成績不振学生等を指導する場合の手助けとして，また教員間ネットワーク活動と
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して，本校では学級担任・教科担当連絡会を年２回設けている（資料２－２－③－５）。 

 

資料２－２－③－５ 

学級担任・教科担当連絡会 

 

 学生支援の一環として，指導対応が必要な学生を担任及び教科担当が把握するため，後期中間成績

が出た時点で，学年別に教科担当と学級担任との連絡会を開催しています。日時等，詳細については

教務係より連絡します。 

                    実 績 

平成１８年１月６日（金）１０時００分〜１２時３０分 １学年から３学年まで 

            １３時３０分〜１４時３０分 ４学年及び５学年 

平成１８年３月７日（火）１３時３０分〜１５時００分 １学年から５学年まで 

（出典 奈良工業高等専門学校学生指導必携）

 

 学級担任間の情報交換と引き継ぎ業務をスムーズにする支援策として，学年毎の特別活動記録を小

冊子として綴じ，供している（資料２－２－③－６）。 

 

資料２－２－③－６ 

 

〔非開示につき省略〕 
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〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課教務係特別活動記録資料）

 

 学級担任は校務分掌のなかで重要な役割を果たしている。担任業務の効果を上げるため，本校では

学級担任制度を組織的に確立し，担任が教育活動を実施するに当っては，各種の支援策が広くなされ

ている。 

 次に課外活動の指導教員が，人間の素養の涵養に係る教育活動を実施する場合には，教員全員が顧

問となって指導に当っている（資料２－２－③－７）。 

 

資料２－２－③－７ クラブ顧問 

平成18年度 クラブ顧問・部員一覧 

      体 育 部 

ク ラ ブ 名 顧 問 教 員（一番左が連絡担当） 部員数

アーチェリー 三木功次郎・本間啓道・山口賢一 ２２

合 気 道 多喜正城・石飛 学 ７

空 手 道 北村 誠・岩井保善・木村倫幸 １３

弓  道 鍵本有理・片山悦男・京兼 純・片倉勝己・石丸裕士・谷口幸典 ２８

剣  道 中村善一・福田和広・土井滋貴 ２８

硬式野球 酒井史敏・桐川 修・野々垣 稔・平 俊男・勢田勝郭・三木功次郎 ４８

サッカー 小山雅史・梅原 忠・多喜正城・山口智浩・松尾賢一・山口賢一・

竹村憲太郎 

４７

柔  道 中西茂巳・小畠耕二・小柴 孝 ７

少林寺拳法 河越幹男・福嶌克彦 １０

水  泳 石飛 学・廣 和樹・島岡三義・平 俊男 ２１

ソフトテニス 伊月亜有子・西田茂生・泉 生一郎・宇田亮子 ３２

卓  球 飯田賢一・榊原和彦・和田任弘・武田充啓・市原 亮・名倉 誠 ３０

テ ニ ス 阪部俊也・大植正敏・嶋田豊司・櫟 弘明・西野 悟 ４１

バスケットボール 北川誠之助・中谷武志・片倉勝己・伊月亜有子 ３８
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バドミントン 谷口幸典・藤井治久・押田至敬・竹村憲太郎 １９

バレーボール 松井良明・守屋雅博・早川恭弘・金澤直志・矢野順彦 ９

ハンドボール 大谷真弘・桐島俊之・市原 亮 １７

ラ グ ビ ー 小柴 孝・中西茂巳・井村榮仁・森 弘暢 ２０

陸 上 競 技 長瀬 潤・安田智之・坂本雅彦・森 弘暢 １９

 

     文 化 部 

か ら く り 宮本止戈雄・堀内泰男・矢野順彦・竹村憲太郎  ３９

機械研究会 谷口幸典・平 俊男小畠耕二・櫟 弘明  １０

軽 音 楽 近藤勝也  ２８

茶   道 西田茂生・宇田亮子  １２

将   棋 勢田勝郭・西野 悟  ２２

情報処理研究会 世古 忠・成田紘一・松尾賢一  ２０

吹 奏 楽 藤田直幸・名倉 誠・荒金憲一・京兼 純・土井滋貴・島岡三義  ５６

美    術 大矢良哲   ８

放  送 勢田勝郭・榊原和彦・三木功次郎   ８

 

        同 好 会 

SF 研究会 河越幹男・堀内泰男・   ７

化  学 宇田亮子・石丸裕士・伊月亜有子・西野 悟  ２１

クラシック同好会 北川誠之助   ９

現代視覚文化研究会 世古 忠  １５

サイエンス研究会 三木功次郎・石丸裕士・北村 誠・名倉 誠  １２

生協学生同好会 大谷真弘・木村倫幸  １１

電気技術同好会 大谷真弘・  １１

料理研究会 伊月亜有子・木村倫幸  １６

 

（出典 学生課学生係保管資料）

 

 顧問となった指導教員が課外活動を行う時の支援体制は，次の通りであり（資料２－２－③－８），

支援の一環としてクラブ顧問会議を開催している（資料２－２－③－９）。 

 

資料２－２－③－８ 

 クラブ顧問への支援体制 

１． クラブ顧問会議 

２． 指導謝金の支給 

３． 高専大会，対外試合等の支援 

４． クラブ活動に必要な備品・設備の支援 

５． 外部コーチによる支援 
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６． 安全対策に関すること 

７． 緊急時連絡及び事故発生時の措置に関すること 

（出典 学生課学生係保管資料）

 

資料２－２－③－９ クラブ顧問会議 

 平成１７年度 クラブ顧問会議 議事要録 

平成１７年５月２６日（木）１６時 〜 １８時 

 （議 題） 

１．合宿について 

２．月間計画表について 

３．練習試合について 

４．クラブ活動に必要な設備・備品調査について 

５．外部コーチ謝金について 

６．部室入替について 

７．地区大会について 

８． クラブ指導謝金及び教員特殊業務手当（講師・助手）について 

９． クラブ活動禁止について 

10. 部室等の鍵の管理等について 

11. 施設・設備の管理について 

12. 物品購入について 

13. 学生会への支出伝票提出について 

14. その他 

（出典 学生課学生係作成）

 

 学級担任とクラブ顧問が実施する教育活動を側面から支援する業務は学生課で行っており，学生課

の事務分掌を以下に示す（資料２－２－③－10）。 

 

資料２－２－③－10 

 第２章 組織・運営（学生課の事務分掌のみ掲載） 

第７条 学生課の専門職員及び各係は，次の事務をつかさどる。 

 専 門 職 員（学務担当） 

(1)   学生募集及び入学者の選抜に係る専門的事項に関すること。 

(2)   専攻科学生の修学指導に係る専門的事項に関すること。 

(3)   外国人学生に係る専門的事項に関すること。 

(4)   その他学務に係る事務のうち，重要な企画・調査及び連絡調整に関すること。 

 教 務 係 

(1)   学生の募集及び入学者の選抜に関すること。 

(2)   教育課程の編成，授業及び試験に関すること。 

(3)   学生の学籍に関すること。 
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(4)   学生の指導要録その他学生の諸記録の整理保管に関すること。 

(5)    教科書及び補助教材に関すること。 

(6)    進級及び卒業の認定に関すること。 

(7)    学生の身分，成績，卒業等の証明に関すること。 

(8)    学生の表彰及び懲戒に関すること。 

(9)   学生の校外実習（インターンシップ）及び見学等に関すること。 

(10) 外国人留学生に関すること。 

(11) 研究生，聴講生及び科目等履修生に関すること。 

(12) 卒業証書及び修了証書等の交付に関すること。 

(13) その他学生課の他係に属しない事項に関すること。 

 学 生 係 

(1) 学生の課外活動に関すること。 

(2) 学生の団体に関すること。 

(3) 学生の集会，印刷物，掲示に関すること。 

(4) 学生の保健衛生及び保健施設の管理運営に関すること。 

(5) 奨学生に関すること。 

(6) 授業料の免除に関すること。 

(7) 学生旅客運賃割引証，通学証明書及び諸証明に関すること。 

(8) 学生の就職及びアルバイトに関すること。 

(9) 学生相談に関すること。 

(10) その他学生の厚生補導に関すること。 

 寮 務 係 

(1) 学寮の管理運営に関すること。 

(2) 寮生の保健衛生並びに栄養管理に関すること。 

(3) 寮生の団体，集会等に関すること。 

(4) 寄宿料の免除等に関すること。 

(5) 学寮における教員の宿日直に関すること。 

(6) その他寮務に関すること。 

（出典 奈良工業高等専門学校規程集）

 

 学生課の各担当者は，学級担任やクラブ顧問と協力し連携して，例えば専門員や教務係は学生の修

学指導面等で，学生係は学生の厚生補導や課外活動等について，寮務係は寮生と留学生の生活指導面

等で教育活動が円滑に進められるように支援を行っている。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 学級担任制度が整備され，担任が教育活動を実施する場合に，学生指導必携で活動業務がマニュア

ル化されており，教務委員会を始め各種の支援策が広くなされている。 

 また本校では課外活動に際し，教員全員がクラブ顧問となって学生の指導に当たると共に，時間外

での教育活動を実施する場合，学生委員会や学生課等からの支援体制が整備されている。 

 



奈良工業高等専門学校 基準２ 

 - 50 - 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

・学科と専攻科は，高専教育のアイデンティティと一貫性を保持しながら，大学の教育課程とは一線

を画した高等専門学校の独自性を前面に出し，高専教育の目的に沿って構成されている。 

・本校では独立行政法人化に伴って，委員会制度を見直し企画会議と運営会議を導入し，規程により

委員構成，役割，責任体制等を明確にしている。毎月定例と臨時で会議を開催し，重要事項等を審議

決定し運用を行っている。審議・決定された重要事項等は，一般教科，各専門学科の科内会議や各課

で報告がなされ，またホームぺージにも掲載され全教職員に周知されている。 

・一般科目及び専門科目を担当する教員間ネットワークや連携活動は，ワーキング・グループを通し

て組織的かつ機能的に行われ，各種の提案がなされ，一部は具体的な形となって実施されている。こ

れらの成果は，月例FD等において報告され周知されている。 

・学級担任は校務分掌のなかで重要な役割を果たすと共に，担任制度が組織的に確立しており教育活

動を実施するに際し，各種の支援策が広くなされている。また本校では課外活動の指導教員が，人間

の素養の涵養に係る教育活動を実施する場合に，種々の支援体制が整備されている。 

（改善を要する点）  

 該当なし。 

 

（３）基準２の自己評価の概要 

 本校の学科は，機械系，電気系，化学系の３分野５学科（機械工学科・電気工学科・電子制御工学

科・情報工学科・物質化学工学科）から構成されている。５学科は共通の学習・教育目標を持って，

中学卒業後という早い段階から５年間の一貫した専門職業教育，実験・実習等を重視した実践教育を

行っており，産業界や地域からの要請に基づいて設置されている。 

 専攻科は５学科の上に，機械制御工学専攻，電子情報工学専攻，化学工学専攻の３専攻から構成さ

れており，高専教育のアイデンティティと一貫性を保持し，学校教育法にある「精深な程度において，

特別の事項を教授し，その研究を指導する」に準拠しており，教育目的と専攻科の構成には整合性が

取れている。 

 全学的なセンター施設として情報メディア教育センターがある。当該センターは情報処理教育と研

究，本校内外への情報提供・収集等共同利用のために必要な支援を行うと共に，学習・教育目標を達

成するために必要不可欠な共同利用施設であり，センターの設置は適切なものとなっている。 

 本校は教育課程全体を企画・立案し調整する検討体制として企画会議がある。企画会議で立案・調

整された重要かつ新規事項については，運営会議で審議される。企画・運営会議の他，教育課程を立

案・検討し，有効に展開するための体制として教務委員会がある。特に，学生の学籍に係ることは教

務委員会及び運営会議の議を経て教職員会議において審議される。企画・運営会議及び教務委員会は，

規程により委員構成，役割，責任体制が明確にされており，毎月定例と臨時で会議を開催し，重要事

項等を審議・決定して運営を行っている。審議・決定された事項は，ホームページに掲載され，また

各学科の科内会議や各課で報告され，全教職員に周知されている。 

 一般科目及び専門科目を担当する教員間ネットワークや連携活動は，ワーキング・グループを通し

て組織的かつ機能的に行われ，各種の提案がなされている。提案の一部は，TOEIC試験導入等具体的

な形となって実施されている。 

 学級担任制度は校務分掌のなかで重要な役割を担っており，担任が教育活動を実施する場合，学生
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指導必携で活動業務がマニュアル化され，教務委員会を始め各種の支援策がなされている。本校では

課外活動に際し，教員全員がクラブ顧問となって学生の指導に当たると共に，時間外においても学生

委員会や学生課等からの支援体制が整備されている。 
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基準３ 教員及び教育支援者 

（１）観点ごとの分析 

観点３－１－①： 教育の目的を達成するために必要な一般科目担当教員が適切に配置されている

か。 

（観点に係る状況）  

平成１７年度における教員（専任）の現員は，校長１名，教授，助教授，講師，助手計８１名，合

計８２名である（資料３－１－①－１）。そのうち，一般科目担当教員，主として応用数学，応用物

理を担当する専門基礎科目担当教員及び非常勤講師の教員数を示す（資料３－１－①－２）。専任の

教員数は，教授１２名，助教授９名，講師４名，合計２５名（専門基礎科目担当教員を含む）であり，

非常勤講師数は２３名である。なお，専門基礎科目担当教員３名は，組織上機械工学科に所属してい

るが，担当科目は，応用数学，応用物理以外に数学，物理も担当している。また，科内会議について

も，一般教科の科内会議に出席しているため，本基準では一般科目担当教員とした。一般科目担当教

員及び専門基礎担当教員の担当科目は，学校概要（資料３－１－①－３，４）等で広く公開されてい

る。 

専任の一般科目担当教員の専門分野等については，本校ホームページ（資料３－１－①－５），奈

良高専自己点検・評価報告書（資料３－１－①－６）等で広く公開されており，一般科目担当教員と

しての専門分野等をまとめて示す（資料３－１－①－７）。一般科目担当教員は，低学年の科目を比

較的多く担当しているため教員免許を持つ者が２５名中１７名，高等学校等での教職歴を持つ者２５

名中７名と多く，低学年の教育，指導に有効な配置となっている。また，一般科目担当教員が担当す

る講義科目は，担当教員の専門分野との整合性が見られる（資料３－１－①－７）。理科・数学・化

学等の理数系科目担当教員１１名中５名が，博士の学位を持っている。また，専門性が要求される英

会話（外国人教員），音楽，美術等は非常勤講師が担当している（資料３－１－①－８）。 

授業の実態として，平成１７年度前期及び後期の授業時間割表（資料３－１－①－９）と，教員別

授業時間配当表（資料３－１－①－１０）を示す。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 高等専門学校設置基準第６条２項４号の規定によれば，一般科目を担当する専任者の数は，入学定

員に係る学生を５の学級に編制する場合，２２人の専任者の数を下回ってはならないこととなってい

る。本校の場合，専任者は２５名であるので設置基準を満たしている。また，一般科目担当教員の教

員数及び授業担当者としての適性も確保されていることから，教育の目的を達成するために必要な一

般科目担当教員が適切に配置されている。 
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資料３－１－①－１ 教員現員数 

 

（出典 平成１７年度学校概要）
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資料３－１－①－２ 平成１７年度 一般科目担当教員数（専門基礎科目，非常勤を含む） 

 

一般科目 

 国

語 

倫

理

・

哲

学 

政

治

・

経

済 

歴

史 

地

理 

 

数

学

物

理

化

学

生

物

保

健

体

育

美

術 

 

音

楽 

 

英

語 

ド

イ

ツ

語 

合

計

教員数(専任) 3 1 0 1 0 5 2 1 0 3 0 0 5 1 22

教授 1 1  1  2 1 0  0   3 1 10

助教授 2 0  0  1 1 0  2   2 0 8

 

講師 0 0  0  2 0 1  1   0 0 4

教員数(非常勤) 2 1 3 2 1 2 0 1 1 1 1 1 3 1 20

教員数               42

 

専門基礎科目 

 応用数学系 応用物理系 合計 

教員数(専任) 2 1 3 

 教授 1 1 2 

助教授 1 0 1 

 

 講師 0 0 0 

教員数(非常勤) 2 1 3 

教員数   6 

 

（出典 教員別授業時間配当表（学生課教務係作成）等から集計） 
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資料３－１－①－３ 一般科目担当教員 

（出典 平成１７年度学校概要）
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資料３－１－①－４ 専門基礎科目・専門科目（機械工学）担当教員 

（出典 平成１７年度学校概要）
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資料３－１－①－５ 一般科目担当教員の専門分野等（奈良高専ホームページ） 

 

（出典 奈良高専ホームページ）

 



奈良工業高等専門学校 基準３ 

- 59 - 

資料３－１－①－６ 一般科目担当教員の専門分野等（自己点検・評価報告書） 

 

  

（出典 自己点検・評価報告書（平成１７年１０月発行）
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資料３－１－①－７ 一般科目・専門基礎科目担当教員の専門分野等（専任教員） 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 一般教科主任作成（平成１７年度））
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資料３－１－①－７ 一般科目・専門基礎科目担当教員の専門分野等（専任教員） 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 一般教科主任作成（平成１７年度））
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資料３－１－①－８ 一般科目担当教員の専門分野等（非常勤講師） 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 一般教科主任作成（平成１７年度））
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資料３－１－①－９ 平成１７年度授業時間割（前期） 

（出典 平成１７年度授業時間割（前期））

 



奈良工業高等専門学校 基準３ 

- 64 - 

資料３－１－①－９ 平成１７年度授業時間割（後期） 

（出典 平成１７年度授業時間割（後期））



奈良工業高等専門学校 基準３ 

- 65 - 

資料３－１－①－１０ 教員別授業時間配当表（平成１７年度前期分） 

（出典 学生課教務係作成）
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資料３－１－①－１０ 教員別授業時間配当表（平成１７年度後期分） 

（出典 学生課教務係作成）
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観点３－１－②： 教育の目的を達成するために必要な各学科の専門科目担当教員が適切に配置され 

ているか。 

（観点に係る状況）  

専門科目担当教員及び非常勤講師の教員数を示す（資料３－１－②－１）。専任の教員数は，教授

２４名，助教授１７名，講師６名，助手９名，合計５６名である。また，非常勤講師の場合，他の専

門科目学科の教科も講義している場合もあるが，延べ３３名である。専門科目担当教員の担当科目は，

学校概要（資料３－１－①－４，資料３－１－②－２～５）等で広く公開されている。専門科目担当

教員の専門分野等については，本校ホームページ（資料３－１－②－６），奈良高専自己点検・評価

報告書（資料３－１－②－７）等で公開されており，専門科目担当教員をまとめて（資料３－１－②

－８～１２）に示している。 

授業の実態は，平成１７年度授業時間割（資料３－１－①－９）に示している。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 学科の教員数が高等専門学校設置基準に定められた教員数３６名（助手を除く）に対し，本校では

４７名の教員（助手を除く）が配置されている。９名の専任助手が，演習，実験・実習の補助として

教授・助教授の職務を助けている。 

専門科目を担当する専任の教授及び助教授の数４１名は，一般科目を担当する専任教員数２５名と

専門科目を担当する専任教員数４７名（助手を除く）の合計７２名の（２分の１）を下回ってはいな

い。従って，専門科目担当教員の教員数及び授業担当者としての適性は確保されていることから，教

育の目的を達成するために必要な専門科目担当教員が適切に配置されている。 

資料３－１－②－１ 平成１７年度における専門科目担当教員数（専門基礎科目担当教員 

３名は除く） 

 

 機械工学科 電気工学科 電子制御工学科 情報工学科 物質化学工学科 合計

教員数(専任) 11 10 11 11 13 56 

教授 5 4 5 5 5 24 

助教授 3 3 4 2 5 17 

講師 1 2 0 2 1 6 

 

助手 2 1 2 2 2 9 

教員数(非常勤) 5 6 6 5 11 33 

教員数      89 

 

（出典 学科主任作成資料（資料３－１－②－８～１２（後出））等から集計） 
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資料３－１－②－２ 専門科目（電気工学）担当教員 

 

（出典 平成１７年度学校概要）
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資料３－１－②－３ 専門科目（電子制御工学）担当教員 

（出典 平成１７年度学校概要）
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資料３－１－②－４ 専門科目（情報工学）担当教員 

 

 

（出典 平成１７年度学校概要）
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資料３－１－②－５ 専門科目（物質化学工学）担当教員 

（出典 平成１７年度学校概要）
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資料３－１－②－６ 専門科目担当教員の専門分野等（機械工学科所属教員の一例） 

 

（出典 奈良高専ホームページ）
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資料３－１－②－７ 専門科目担当教員の専門分野等（自己点検・評価報告書） 
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（出典 自己点検・評価報告書（平成１７年１０月発行）） 
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資料３－１－②－８ 専門科目（機械工学）担当教員 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 機械工学科主任作成（平成１７年度））
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資料３－１－②－８ 専門科目（機械工学）担当教員 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

（出典 機械工学科主任作成（平成１７年度））
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資料３－１－②－８ 専門科目（機械工学）担当教員（非常勤講師） 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

（出典 機械工学科主任作成（平成１７年度））
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資料３－１－②－９ 専門科目（電気工学）担当教員 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 電気工学科主任作成（平成１７年度））



奈良工業高等専門学校 基準３ 

- 79 - 

資料３－１－②－９ 専門科目（電気工学）担当教員（非常勤講師） 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

（出典 電気工学科主任作成（平成１７年度））
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資料３－１－②－１０ 専門科目（電子制御工学）担当教員 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 電子制御工学科主任作成（平成１７年度））
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資料３－１－②－１０ 専門科目（電子制御工学）担当教員（非常勤講師） 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 電子制御工学科主任作成（平成１７年度））
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資料３－１－②－１１ 専門科目（情報工学）担当教員 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 情報工学科主任作成（平成１７年度））
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資料３－１－②－１１ 専門科目（情報工学）担当教員（非常勤講師） 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 情報工学科主任作成（平成１７年度））
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資料３－１－②－１２ 専門科目（物質化学工学）担当教員 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 物質化学工学科主任作成（平成１７年度））
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資料３－１－②－１２ 専門科目（物質化学工学）担当教員 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 物質化学工学科主任作成（平成１７年度））
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資料３－１－②－１２ 専門科目（物質化学工学）担当教員（非常勤講師） 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 物質化学工学科主任作成（平成１７年度））
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観点３－１－③： 専攻科を設置している場合には，教育の目的を達成するために必要な専攻科

の授業科目担当教員が適切に配置されているか。 

（観点に係る状況）  

本校では，専攻科の授業科目担当教員は，大学評価・学位授与機構による教員審査で適格の判定を

得た教員により教育に当たっている。 

専攻科授業科目学年配当表（資料３－１－③－１）から，専攻科特別研究，専攻科特別実験を除い

た専攻科課程の授業担当教員数は，専任５1名，非常勤１０名である（資料３－１－③－２）。専攻

科特別研究は，博士の学位を有する教授２０名が担当しており，企業等での経験者７名を配置してい

る。内１名は，技術士の資格も有している。 

専攻科の授業科目担当教員の特性（資料３－1－①－７，資料３－1－②－８～１２）及びJABEE受

審自己点検書（引用・裏付資料編）（資料３－１－③－３）の添付資料に記載された「教員個人デー

タ」（資料３－１－③－４）から，専攻科教育の目的を達成するために適した教員が配置されている

ことが分かる。さらに，学校教育法（第７０条の６）２項に，「・・・，その研究を指導することを

目的とし，・・・」とあり，専攻科課程の教員資格は，準学士課程のそれに比べて研究実績等の面で

厳しくなっている。そこで，教員１名が１年間で３．６８件の研究発表（資料３－１－③－５）をす

る等，活発な研究活動を通じ，専攻科特別研究の指導を行っている。 

授業の実態として，平成１７年度前期及び後期の授業時間割表（資料３－１－③－６）を示す。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 専攻科の授業科目担当教員は，教員の専門分野，博士の学位取得者，研究論文の発表状況等から判

断して専攻科教育の目的を達成するために適した教員が配置されている。 
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資料３－１－③－１ 専攻科授業科目学年配当表 

（出典 平成１７年度専攻科シラバス）
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 資料３－１－③－１ 専攻科授業科目学年配当表 

 

 
（出典 平成１７年度専攻科シラバス）
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 資料３－１－③－２ 専攻科課程の授業科目担当教員数 

 

専 門 区分 教養 専門基礎 

機械制御 

工学専攻 

電子情報 

工学専攻 

化学 

工学専攻 

合計 

専任教員数 8 9 16 12 6 51 

特別研究 

担当教員数 

  10 

（3） 

6 

（4）〔1〕

4 

 

20 

（7）〔1〕

非常勤講師数 0 4 2 2 2 10 

非常勤講師 

担当授業科目 

 ○コミュニケ

ーション英語 

○技術者倫理 

○基礎化学 

○生物基礎 

○技術英語 

○塑性加工

学 

○アクティ

ブ制御 

○実用技術

英語 

○パターン

認識論 

○ 高 分子

材料学 

○ 細 胞工

学 

 

 

（ ）：企業等経験者，〔 〕：技術士（企業経験者） 

 

（出典 平成１７年度専攻科シラバス（授業科目学年配当表）等から集計） 
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 資料３－１－③－３ 自己点検書（引用・裏付資料編） 

    

（出典 自己点検書（引用・裏付資料編））
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資料３－１－③－４ 教員個人データの一例 

 

（出典 自己点検書（引用・裏付資料編）「添付資料」）
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資料３－１－③－５ 教員の研究に対する評価 

 

（出典 自己点検・評価報告書（平成１７年１０月発行））
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資料３－１－③－６ 平成１７年度専攻科授業時間割表 

（出典 専攻科委員会）
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観点３－１－④： 学校の目的に応じて，教員組織の活動をより活発化するための適切な措置（例

えば，均衡ある年齢構成への配慮，教育経歴や実務経験への配慮等が考えられ

る。）が講じられているか。 

（観点に係る状況）  

平成１７年度の性別構成は，教員８１名中５名が女性教員である（資料３－１－④－１）。平成１

３年度から１７年度の年齢構成の推移（資料３－１－④－２）から，平成１３年度では５５歳前後の

教員が多く，３０歳前後の教員が少なかった。教員の年齢構成の均等を図るために，定年退職者の後

任に当たっては，３０歳前の若手教員（資料３－１－④－３，資料３－２－①－１１）を採用してき

たため，平成１７年度では，全体年齢層を通じて年齢構成の均等は保たれている。 

企業での経験者は，過去５年間を通じて２０名程度であるが，教授に限っては平成１３年度の５名

から７名に増加している（資料３－１－④－４）。専任教員８１名中６８名の者が修士以上の学位を

有しており，その内４９名が博士の学位を有している（資料３－１－④－５）。 

本校中期計画中，優れた教員の確保という項目の中で，「高度な資格保有者の割合が専門科目（理

系一般教科を含む）担当教員全体の７０％以上となること」としている。そこで，平成１６年１０月

に，「優れた教員の確保に関する検討事項」について，長期的な対応が検討されている（資料３－１

－④－６）。高度な資格保有者の割合は，平成１７年４月現在７８．９％と高い（資料３－１－④－

７）。また，「修士以上の学位取得者，民間企業等での経験者の割合が，理系以外の一般教科担当教

員の８０％以上になるようにすること」としているが，この割合も，平成１７年４月現在９２．８％

と高い（資料３－１－④－７）。国立高等専門学校機構中期計画及び本校中期計画中，優れた教員の

確保という項目の中で，「多様な経験を持つもの及び 1 年以上の海外渡航研究歴を有する者が教授，

助教授全体の６０％以上となること」としているが，この割合は，平成１７年４月現在５３．２％で

ある（資料３－１－④－７）。しかし，平成１７年度には助教授１名が海外渡航研究歴を経験し，現

在助教授１名が海外渡航研究中である。さらに，平成１８年４月には，他高専からの転入（助教授）

があり，この３名を加えると５８％になる。これらの支援策として，独立行政法人国立高等専門学校

機構教職員の研修（資料３－１－④－８），独立行政法人国立高等専門学校機構内地研究員制度（資

料３－１－④－９），平成１７年度「国立高等専門学校機構在外研究員」（資料３－１－④－１０）

への応募，独立行政法人国立高等専門学校機構教職員就業規則第４２条に基づく研究研修（資料３－

１－④－１１）が有効に作用している。 

 平成１５年度から，教員の活動をより活発化するために，国立高等専門学校機構教員顕彰への推薦

（資料３－１－④－１２）及び本校の教員顕彰制度（資料３－１－④－１３）に基づく表彰を実施し，

教員活動の活発化を図っている（資料３－１－④－１４）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

学校の目的に応じて，教員組織の活動をより活発化するための適切な措置（均衡ある年齢構成への

配慮，教育経歴や実務経験への配慮，教員顕彰制度等）が講じられている。
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資料３－１－④－１ 平成１７年度における専任教員の性別構成 

 

 一般

教科 

専門基

礎 

機械工

学科 

電気工

学科 

電子制御

工学科 

情報工

学科 

物質化学

工学科 

合計

教員数 22 3 11 10 11 11 13 81 

男性教員数 20 3 11 10 11 10 11 76 

女性教員数 2 0 0 0 0 1 2 5 

 

（出典 庶務課人事係作成 経歴及び学位取得状況一覧（資料３－１－④－５）から集計） 
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資料３－１－④－２ 平成１３年度から１７年度（５年間）の年齢構成の推移 

 

 

（出典 庶務課人事係作成）
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資料３－１－④－３ 教員公募案内文 

 

（出典 庶務課人事係）
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資料３－１－④－４ 教育経歴，実務経験を持つ者の任用状況の推移（平成１３年度から１７

年度） 

（出典 庶務課人事係作成）
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資料３－１－④－５ 経歴及び学位取得状況一覧 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 庶務課人事係作成（平成１７年度））
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資料３－１－④－５ 経歴及び学位取得状況一覧 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 庶務課人事係作成（平成１７年度））
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資料３－１－④－５ 経歴及び学位取得状況一覧 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 庶務課人事係作成（平成１７年度））
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資料３－１－④－５ 経歴及び学位取得状況一覧 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 庶務課人事係作成（平成１７年度））
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資料３－１－④－６ 優れた教員の確保に関する検討事項  

〔非開示につき省略〕 
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資料３－１－④－６ 優れた教員の確保に関する検討事項  

（出典 人事委員会議事要録（平成１６年１０月））
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資料３－１－④－６ 優れた教員の確保に関する検討事項  

（出典 人事委員会議事要録（平成１６年１０月））
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資料３－１－④－７ 学位取得等の状況 

 

○「高度な資格保有者の割合」 

専門教科教員（理系の担当教員，専門基礎担当教員を含む） 

 教授 助教授 講師 助手 合計 

博士の学位もしくは技術士 20 13 7 5 45 

割合（45/57（57 名中 11 名

は理系の一般教科担当教

員）） 

    78.9％ 

＊ 中期計画の達成目標：専門科目（理系一般教科を含む）担当教員全体の７０％以上

（平成１６年１０月現在では６４．２％） 

 

 

 

○「修士以上の学位取得者，民間企業等での経験者の割合」 

理系以外の一般教科担当教員（理系の担当教員，専門基礎担当教員を含まず） 

 教授 助教授 講師 合計 

修士以上の学位取得者 3 5 1 9 

民間企業等での経験者 6 1 1 8 

合 計 7(2) 5(1) 1(1) 13 

割合（13/14）    92.8％ 

＊ 中期計画の達成目標：理系以外の一般教科担当教員全体の８０％以上 

（平成１６年１０月現在では９２．８％） 

 

 

 

○「多様な経験を持つもの，及び 1 年以上の海外渡航研究歴を有する者の割合」 

 

 教授 助教授 合計 

民間企業等での経験者や 1 年以上

の海外渡航研究歴を有する教員 

20 13 33 

割合（33/62）   53.2％ 

＊ 中期計画の達成目標：教授，助教授全体の６０％以上 

（平成１６年１０月現在では５３．１％） 

 

 

（出典 庶務課人事係作成資料（資料３－１－④－４，５）から集計） 
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資料３－１－④－８ 独立行政法人国立高等専門学校機構教職員の研修に関する規則 

 

２～３ページは，省略

（出典 独立行政法人国立高等専門学校機構教職員の研修に関する規則）
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資料３－１－④－９ 独立行政法人国立高等専門学校機構内地研究員制度実施要項 

 

２ページは，省略

（出典 独立行政法人国立高等専門学校機構内地研究員制度実施要項）
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資料３－１－④－１０ 平成１７年度「国立高等専門学校機構在外研究員」募集要項 

 

２ページ目，省略

（出典 平成１７年度「国立高等専門学校機構在外研究員」募集要項）
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資料３－１－④－１１ 独立行政法人国立高等専門学校機構教職員就業規則第４２条に 

基づく研究研修 

 

（出典 平成１８年度研究研修について）
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資料３－１－④－１２ 平成１７年度国立高等専門学校教員顕彰実施要項 

 

２ページ目，省略

（出典 平成１７年度国立高等専門学校機構教員顕彰実施要項）
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資料３－１－④－１３ 奈良工業高等専門学校教員顕彰内規 

（出典 奈良工業高等専門学校教員顕彰内規）
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資料３－１－④－１４ 奈良工業高等専門学校教員顕彰推薦者・受賞者一覧  

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 奈良工業高等専門学校教員顕彰推薦者・受賞者一覧）
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観点３－２－①： 教員の採用や昇格等に関する規定等が明確かつ適切に定められ，適切に運用が

なされているか。 

（観点に係る状況）  

教員の採用（非常勤講師の新規採用を含む）及び昇任その他人事に関し，人事委員会（資料３－２

－①－1）が置かれ，教員の採用，昇任等，教員の選考に関しては，奈良工業高等専門学校教員選考

基準（資料３－２－①－２）が定められている。教員の採用に関しては，学科主任が校長の了承を得

てから庶務課長に手続きを依頼し（資料３－２－①－３），公募文書（資料３－２－①－４）を高専

・大学他に配布する（資料３－２－①－５）と共に，本校ホームページ（資料３－２－①－６），ネ

ット（資料３－２－①－７）等で広く公開している。毎回多くの応募があり（資料３－２－①－８），

採用にあたっては，応募書類，教員選考個人調書（資料３－２－①－９）により，人事委員会の答申

（資料３－２－①－１０）を受け，校長が決定し，採用（資料３－２－①－１１）している。 

教員の昇任に関しても，教員選考個人調書により教育・研究上の能力等を考慮・評価し，人事委員

会の答申（資料３－２－①－１０）を受け，校長が決定（資料３－２－①－１２）している。さらに，

「昇任に係る特記事項」（資料３－２－①－１３）を各科の主任から本人へ指示するようになってい

る。 

非常勤講師の新規採用に関しては，履歴書，非常勤講師選考個人調書（資料３－２－①－１４）に

よって，教育研究上の能力等を考慮・評価し，人事委員会（資料３－２－①－１５）の答申を受けて，

校長が決定（資料３－２－①－１６）している。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 教員の採用（非常勤講師の新規採用を含む）及び昇任その他人事に関しは，校長が必要に応じて諮

問する事項を審議するため人事委員会が置かれ，教育・研究上の能力等を考慮・評価し，人事委員会

の答申を受け，校長が決定している。 

従って，教員の採用や昇格等に関する規定等が明確かつ適切に定められ，適切に運用がなされてい

る。 
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資料３－２－①－1 奈良工業高等専門学校人事委員会規程 

（出典 奈良工業高等専門学校人事委員会規程）
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資料３－２－①－２ 奈良工業高等専門学校教員選考基準 

（出典 奈良工業高等専門学校教員選考基準）
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資料３－２－①－３ 教員公募の依頼 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 庶務課人事係保管資料）
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資料３－２－①－４ 教員公募の案内文書 

（出典 庶務課人事係保管資料）
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資料３－２－①－５ 教員公募の案内文章送付先（一例）  

（出典 庶務課人事係保管資料）
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資料３－２－①－６ 奈良高専ホームページによる教員公募案内 

 

（出典 奈良高専ホームページによる教員公募案内）

資料３－２－①－７ ネットによる教員公募案内 

 

（出典 ネットによる教員公募案内）



奈良工業高等専門学校 基準３ 

- 122 - 

資料３－２－①－８ 教員公募における応募状況（一例）  

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 庶務課人事係保管資料）
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資料３－２－①－９ 教員選考個人調書（記入例） 

（出典 庶務課人事係保管資料）
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資料３－２－①－９ 教員選考個人調書（記入例） 

（出典 庶務課人事係保管資料）
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資料３－２－①－９ 教員選考個人調書 

 

（出典 庶務課人事係保管資料）
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資料３－２－①－１０ 人事委員会 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 人事委員会議事録（平成１７年１２月））
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資料３－２－①－１０ 人事委員会 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 人事委員会議事録（平成１７年１２月））
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資料３－２－①－１１ 採用実績表 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 庶務課人事係作成）
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資料３－２－①－１２ 昇任実績表 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 庶務課人事係作成）
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資料３－２－①－１３ 教員の選考について 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 庶務課人事係保管資料）
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資料３－２－①－１４ 非常勤講師選考個人調書 

 

（出典 庶務課人事係保管資料）
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資料３－２－①－１４ 非常勤講師選考個人調書 

 

（出典 庶務課人事係保管資料）
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資料３－２－①－１４ 非常勤講師選考個人調書 

 

（出典 庶務課人事係保管資料）
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資料３－２－①－１５ 人事委員会議事録 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 人事委員会議事録（平成１８年３月））
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資料３－２－①－１６ 非常勤講師の発令 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成 1７年度非常勤講師の発令の原議書）
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 観点３－２－②： 教員の教育活動に関する定期的な評価を適切に実施するための体制が整備され， 

実際に評価が行われているか。 

（観点に係る状況）  

教員の教育活動に関する定期的な評価を適切に実施するための体制として，点検・評価委員会担当

の学生による授業アンケート，教職員による公開授業（資料３－２－②－1）（平成１６年度からFD

委員会で担当（資料３－２－②－２））がある。その他，国立高等専門学校機構による教員顕彰（資

料３－１－④－１２），奈良工業高等専門学校教員顕彰（資料３－１－④－１３）がある。 

授業アンケートについては，平成６年度から毎年実施されており（資料３－２－②－３，４），授

業アンケート結果は，冊子にまとめられ，すべての教科において公開されている（資料３－２－②－

５，６）。 

公開授業については，平成１５年度から毎年実施されており（資料３－２－②－1），平成１７年

度奈良高専公開授業実施の案内（資料３－２－②－７）に示すように公開授業実施要領が定められ，

参観授業に対するコメントが記入された報告書（資料３－２－②－８）が，参観者から授業担当者に

配布されることにより，授業改善に生かされている。また，公開授業終了後，点検・評価委員会（資

料３－２－②－９）及びFDで公開授業の内容が報告（資料３－２－②－１０）されている。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

教員の教育活動に関する定期的な評価を適切に実施するための体制として，平成６年度から毎年実

施されている学生による授業アンケート，教職員による公開授業及び教員顕彰の体制が整備され，評

価が実施されている。また，その結果把握された事項に対して適切な取り組みがなされている。 
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 資料３－２－②－１ 授業アンケート，公開授業実施について 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 第４回点検・評価委員会議事要録（平成１５年９月））
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資料３－２－②－２ 授業アンケート，公開授業実施について 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 第１回 FD 委員会議事要録（平成１６年４月））
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資料３－２－②－３ 平成１６年度授業アンケート報告書（あとがき） 

（出典 平成１６年度授業アンケート）
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資料３－２－②－４ 平成１７年度授業アンケート依頼文 

 

平成１７年１０月２７日 

教員・非常勤講師各位 

                                                               FD 委員会委員長

平成１７年度授業アンケート実施にあたってのお願い 

１．調査目的 

 授業担当教員の授業内容・方法の改善のための参考資料に資するとともに，自己点検評価

活動の一環として本校の授業改善に対する組織的な取り組みを広くアピールすることを目的

とします。 

 

２．実施方法 

（１）調査対象科目は，インターンシップを除く全科目とします。 

（２）実施期間：［前期科目］平成１７年１０月３１日（月）～１１月１７日（木） 

［後期及び通年科目］平成１７年１２月１４日（水）～平成１８年１月１

６日（月） 

（３）授業の開始直後または終了直前の１０～１５分をこの調査にあててください。 

（４）実施に先だって，科目ごとの調査結果がクラスに公開されることをはっきりお伝えい

ただき，この調査の趣旨を学生によく説明してください。 

（５）調査用紙は，アンケート用紙（設問，自由記述）とマークシート回答用紙の２種類あ

ります。アンケート用紙は，一般的な講義系科目，実技系科目，実験・実習系科目の

３系統に分かれています。系統別に設問の内容が異なっていますので，間違いのない

ようご注意ください。 

（６）回答は，はっきりとていねいにマークするよう，学生を指導してください。 

（７）専用の封筒に封入しておりますので，調査回収の際にはそれをご利用ください。ま

た，その封筒にある「科目コード」を学生に示し，その科目コードを間違いなく記入

するよう学生にご指示ください。 

（８）「Ｃ群 10 番と 11 番」に関して，必ず調査用紙に「丸」を記入するよう学生にご指示

ください。 

（９）調査終了後，マークシート回答用紙は，科目ごと，クラスごとにまとめて，封筒に入

れ，統合学科事務室の学科ごとの箱に入れてください。選択科目で学生が複数の学科

編成の場合，受講クラス単位で一括して扱い，いずれか一つの学科の箱に返却してく

ださい。 

（10）授業アンケート用紙（自由記述を含む）は，授業担当教員で保管してください。 

（11）未使用の用紙は，回答済み用紙とは別にして，「未使用用紙専用の回収箱」にお返し

ください。 

                              以下，省略  

（出典 平成１７年度授業アンケート実施にあたってのお願い）
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資料３－２－②－５ 平成１６年度授業アンケ

ート報告書（表紙） 

 

（出典 平成１６年度授業アンケート）

 

資料３－２－②－６ 平成１６年度授業アンケ

ート報告書（一例） 

 

（出典 平成１６年度授業アンケート）
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資料３－２－②－７ 平成１７年度奈良高専公開授業実施の案内 

（出典 運営会議資料（平成１７年１０月））
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資料３－２－②－７ 平成１７年度奈良高専公開授業実施の案内 

（出典 運営会議資料（平成１７年１０月））
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資料３－２－②－８ 公開授業参観報告書 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 庶務課庶務係保管）
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資料３－２－②－９ 公開授業の終了について 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 第７回点検・評価委員会議事要録（平成１５年１２月））
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 資料３－２－②－１０ 公開授業のまとめについて 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 第７回 FD 要録（平成１５年１２月））
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観点３－３－①： 学校において編成された教育課程を展開するに必要な事務職員，技術職員等の 

教育支援者が適切に配置されているか。 

（観点に係る状況）  

奈良工業高等専門学校事務組織規程（資料３－３－①－1）に事務組織及び所掌事務の分掌が定め

られ，事務職員，技術職員による教育支援体制としては，庶務課図書係，学生課教務係・学生係・寮

務係・総合技術室等があり，更に，総合技術室は，第一，二，三，四技術班から編成されている（資

料３－１－①－１）。学生課には，事務職員１５名（非常勤職員５名を含む），技術職員１７名（非

常勤職員３名を含む），合計３２名（非常勤職員８名を含む）が配置されている。図書係には６名

（非常勤職員３名を含む）の事務職員が配置され，その内，１名は常勤の司書であり，図書係の３名

は交替で平日の夜間や休日の学習支援を行っている。非常勤職員については，学生課に５名の事務職

員が配置され，教務係に１名，寮務係に４名（用務員１，寮母１名，寮父２名）が配置されている

（資料３－３－①－２）。  

技術職員の内，総合技術室には１５名の技術職員（３名の非常勤職員を含む）が配置されており，

専門性の高い教育を支援するために各学科等の居室にいる（資料３－３－①－２）。総合技術室の組

織等については，奈良工業高等専門学校における技術職員の組織等に関する要項に明記されており

（資料３－３－①－３），それぞれの班について共通業務以外に，専門的な業務（資料３－３－①－

４）を担当することとなっており，職の設置，選考基準等については，工業高等専門学校における技

術専門官及び技術専門職員に関する規程（資料３－３－①－５）が設けられている。総合技術室では，

授業への支援（資料３－３－①－６）以外に，第一，二班が所属する機械工学科実習工場では，卒業

研究，専攻科特別研究（資料３－３－①－７），教員の研究活動（資料３－３－①－８），学校行事

（資料３－３－①－９）等への幅広い教育支援を行っている（資料３－３－①－１０）。 

技術職員は，教育・研究支援を効果的に展開するために，研修会（資料３－３－①－１１）への参

加，科学研究費補助金への申請（資料３－３－①－１２），資格取得（資料３－３－①－１３），学

会等での研究発表（資料３－３－①－１４）を行っている。 

情報メディア教育センターでは，教育活動への支援体制として，新入生に対するセンター利用の講

習会（資料３－３－①－１５），図書館利用の講習会（資料３－３－①－１６），情報検索及び電子

ジャーナルについての説明会（資料３－３－①－１７）を行っている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

本校の教育課程を展開するために必要な事務組織が整備され，事務職員，技術職員等が適切に配置

され，教育活動を支援するための研修制度等も設けられている。さらに，技術職員については，科学

研究費補助金への申請，資格取得，学会発表等の活動を通じ自らの資質向上に努めている。 
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資料３－３―①―１  事務組織規程  

 

○奈良工業高等専門学校事務組織規程  

昭和 42 年 4 月 1 日制定  

第 1 章  総則  

第 1 条  この規程は，独立行政法人国立高等専門学校機構の組織に関する規則 (独立行

政 法 人 国 立 高 等 専 門 学 校 機 構 規 則 第 ４ 号 )並 び に 奈 良 工 業 高 等 専 門 学 校 学 則 に 基 づ

き ， 奈 良 工 業 高 等 専 門 学 校 の 事 務 組 織 及 び 所 掌 事 務 の 分 掌 を 定 め る こ と を 目 的 と す

る。  

第 2 章  事務組織  

第 2 条  奈 良 工 業 高 等 専 門 学 校 の 事 務 部 に 庶 務 課 ， 会 計 課 及 び 学 生 課 を 置 き ， そ の 事

務を分掌させるためそれぞれ次の係・室を置く。  

庶務課  庶務係  

人事係  

図書係  

会計課  総務係  

用度係  

出納係  

施設係  

学生課  教務係  

学生係  

寮務係  

総合技術室  

第 3 条  事務部に部長を，課に課長を，係に係長を置く。  

2 事 務 の 運 営 に 必 要 が あ る と き は ， 課 に 課 長 補 佐 又 は 専 門 員 ・ 専 門 職 員 を ， 係 に 主 任

を置くことができる。  

3 前 項 に 定 め る も の の ほ か ， 学 生 課 の 総 合 技 術 室 に 技 術 専 門 官 及 び 技 術 専 門 職 員 を 置

くことができる。  

4 技術専門官及び技術専門職員は，技術職員をもって充てる。  

5 技術職員に関し必要な事項は，別に定める。  

第 4 条  事務部長は，事務部の事務を総括し，課長は，課の事務を処理する。  

2 課長補佐は，課長を補佐する。  

3 専門員及び専門職員は上司の命を受け，課の事務に関する専門的事項を処理する。

4 係長は，上司の命を受け，係の事務を処理する。  

5 主任は，係長を補佐する。  

6 係 員 は ， 係 の 事 務 に 従 事 す る 。 た だ し ， 上 司 の 命 が あ る と き は ， そ の 指 示 さ れ た 事

務に従事しなければならない。  

第 3 章  事務分掌  

第 5 条  庶務課の専門員・専門職員及び各係は，次の事務をつかさどる。  
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専門員  

(1) 将来計画，自己評価に係る企画・連絡調整に関すること。  

(2) 組織，機構のあり方に係る企画・立案に関すること。  

(3) 地域協力に係る企画・調査に関すること。  

(4) 情報公開に係る専門的事項に関すること。  

(5) 調査統計及び諸報告に関すること。  

(6) 広報に関すること。  

(7) 沿革史その他諸記録の編さん及び保存に関すること。  

(8) その他企画調査に係る事務に関すること。  

専門職員 (情報処理担当 ) 

(1) 各課事務の電算化に係る専門的事項に関すること。  

(2) 要員養成のための研修の企画・立案に係る専門的事項に関すること。  

(3) 事務用電子計算機室の運用及び管理に係る専門的事項に関すること。  

(4) 事務用電子計算機の更新等に係る専門的事項に関すること。  

(5) 事務用電子計算機の運用及び管理に関すること。  

(6) そ の 他 情 報 処 理 に 係 る 事 務 の う ち ， 重 要 な 企 画 ， 連 絡 調 整 に 係 る 専 門 的 事 項

に関すること。  

庶務係  

(1) 学校の事務の総括及び連絡調整に関すること。  

(2) 機密に関すること。  

(3) 渉外並びに秘書事務に関すること。  

(4) 儀式，会議その他諸行事に関すること。  

(5) 公印の管守 (会計機関及び学生課で使用する公印を除く。 )に関すること。  

(6) 学則その他諸規則の制定及び改廃に関すること。  

(7) 公文書類の発送，接受及び整理保存に関すること。  

(8) 情報公開に関すること。  

(9) 知的財産権（発明及び特許権等）に関すること。  

(10) 内地研究員及び在外研究員に関すること。  

(11) 職員の福利厚生に関すること。  

(12) 学校要覧等刊行物に関すること。  

(13) 電話交換に関すること。  

(14) 校内の警備に関すること。  

(15) 学外団体等との連絡に関すること。  

(16) 産学官連携及び研究協力に関すること。  

(17) 奨学寄付金の受入に関すること。  

(18) 公開講座に関すること。  

(19) 法人登記に関すること。  

(20) 専攻科審査に関すること。  

(21) 公用車に関すること。  
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(22) 外国人受託研修員の受入に関すること。  

(23) その他他係に属しない事項に関すること。  

人事係  

(1) 教職員の任免，分限，懲戒及び服務等に関すること。  

(2) 教職員の定員等の管理に関すること。  

(3) 教職員の給与及び諸手当に関すること。  

(4) 教職員の人事記録の作成及び保管に関すること。  

(5) 教職員の勤務成績に関すること。  

(6) 教職員の研修に関すること。  

(7) 教職員の安全衛生及び災害補償に関すること。  

(8) 共済組合 (長期給付に限る。 )及び退職手当に関すること。  

(9) 教職員の栄典，表彰及び賞罰に関すること。  

(10) 機構に関すること。  

(11) 教職員の労働時間及び休暇に関すること。  

(12) 教職員の旅行命令等に関すること。  

(13) 教職員の団体に関すること。  

(14) 教職員に関する諸証明に関すること。  

(15) その他人事に関すること。  

図書係  

(1) 図書等資料の調達等契約，整備及び管理に関すること。  

(2) 図書等資料の閲覧及び貸出等に関すること。  

(3) 研究紀要の編集及び交換に関すること。  

(4) その他図書に関すること。  

第 6 条  会計課の各係は，次の事務をつかさどる。  

総務係  

(1) 会計事務の総括及び連絡調整に関すること。  

(2) 予算の編成，配分及び管理に関すること。  

(3) 収入及び支出に関する書類の監査に関すること。  

(4) 会計の諸規則に関すること。  

(5) 会計機関の使用する公印の監守に関すること。  

(6) 自己収入，運営費交付金，外部資金及び預り金の確認に関すること。  

(7) 職員宿舎の入居及び退去に関すること。  

(8) 科学研究費の申請に関すること。  

(9) 旅費の計算及び支出関連業務に関すること。  

(10) 共済組合 (長期給付を除く。 )に関すること。  

(11) 財務会計システムの総括に関すること。  

(12) その他会計課の他係に属しない事項に関すること。  

用度係  

(1) 物品の管理及び計画に関すること。  
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(2) 物品の調達及び役務に関すること。  

(3) 物件費及び諸謝金等の支出関連書類の作成に関すること。  

(4) 物品の出納及び保管に関すること。  

(5) 毒物及び劇物等の安全管理に関すること。  

(6) 寄附物品の受入れに関すること。  

(7) 政府調達に関すること。  

(8) 不用物品の処分及び売払に関すること。  

(9) 清掃業務等労務作業に関すること。  

出納係  

(1)  債権の管理に関すること。  

(2)  収入，支出の決算及び計算証明に関すること。  

(3)  現金，預金，貯金及びその他有価証券に関すること。  

(4)  寄付金，受託研究費，共同研究費及び科学研究費等の経理に関すること。  

(5)  自己収入，運営費交付金，外部資金及び預り金の残高等確認に関すること。

(6)  諸給与の支出に関する書類の作成に関すること。  

(7)  給与等の支払及び所得税等の徴収に関すること。  

(8)  共済組合資金の出納に関すること。  

施設係  

(1)  施設整備の長期計画に関すること。  

(2)  施設実態調査に関すること。  

(3)  施設・設備の点検及び評価に関すること。  

(4)  施設マネジメントに関すること。  

(5)  施設整備及び営繕工事並びに不動産に係る契約に関すること。  

(6)  施設整備及び営繕工事並びに不動産に係る支出関連書類の作成に関す  

ること。  

   (7) 施設整備及び営繕工事並びに不動産に係る契約の監督に関すること。  

(8) 電気，ガス，水道，電話及び冷暖房施設等の維持管理に関すること。  

(9) 不動産に関すること。  

(10) 不動産登記に関すること。  

第 7 条  学生課の専門員（専門職員）及び各係は，次の事務をつかさどる。  

専門員 (専門職員 ) 

(1)  教育改善に関すること。  

(2) 学生募集及び入学者の選抜に係る専門的事項に関すること。  

(3) 専攻科学生の修学指導に係る専門的事項に関すること。  

(4) 外国人留学生に係る専門的事項に関すること。  

(5)  そ の 他 学 務 に 係 る 事 務 の う ち ， 重 要 な 企 画 ・ 調 査 及 び 連 絡 調 整 に 関 す る こ

と。  

教務係  

(1) 学生の募集及び入学者の選抜に関すること。  
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(2) 教育課程の編成，授業及び試験に関すること。  

(3) 学生の学籍に関すること。  

(4) 学生の指導要録その他学生の諸記録の整理保管に関すること。  

(5) 教科書及び補助教材に関すること。  

(6) 進級及び卒業の認定に関すること。  

(7) 学生の身分，成績，卒業等の証明に関すること。  

(8) 学生の表彰及び懲戒に関すること。  

(9) 学生の校外実習及び見学等に関すること。  

(10) 外国人留学生に関すること。  

(11) 研究生，聴講生及び科目等履修生に関すること。  

(12) 卒業証書及び修了証書等の交付に関すること。  

(13) その他学生課の他係に属しない事項に関すること。  

学生係  

(1) 学生の課外教育活動に関すること。  

(2) 学生の団体に関すること。  

(3) 学生の集会，印刷物，掲示等に関すること。  

(4) 学生の保健衛生及び保健施設の管理運営に関すること。  

(5) 奨学生に関すること。  

(6) 授業料の免除等に関すること。  

(7) 学生旅客運賃割引証，通学証明書及び諸証明に関すること。  

(8) 学生の就職及びアルバイトに関すること。  

(9) 学生相談に関すること。  

(10) その他学生の厚生補導に関すること。  

寮務係  

(1) 学寮の管理運営に関すること。  

(2) 寮生の保健衛生並びに栄養管理に関すること。  

(3) 寮生の団体，集会等に関すること。  

(4) 寄宿料の免除等に関すること。  

(5) 学寮における教官の宿日直に関すること。  

(6) その他寮務に関すること。  

 附  則  

この規程は，昭和 42 年 4 月 1 日から施行する。  

(略 ) 

附  則 (平成 16 年 4 月 1 日 ) 

この規程は，平成 16 年 4 月 1 日から施行する。  

 

 

 

（出典  奈良工業高等専門学校規程集）  
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資料３－３－①－２ 平成１７年度における学生課，庶務課図書係の配置状況 

 

＊ 総合技術室は，第一，二，三，四技術班から編成 

 

 

総合技術室 技術職員１５名の居室場所 

機械工学科実習工場 ５名 

機械工学科 １名 

電気工学科 １名 

電子制御工学科 １名 

情報工学科 １名 

物質化学工学科 ２名（１名の非常勤職員を含む） 

マルチメディア演習室 １名 

LL教室 １名 

一般教科 ２名（全て非常勤職員） 

 

 

（出典 職員録等から作成） 
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資料３－３－①－４ 技術職員の業務内容 

 

（出典 自己点検・評価報告書（２００３年１０月発行））

資料３－３－①－３ 奈良工業高等専門学校における技術職員の組織等に関する要項 

 

（出典 自己点検・評価報告書（２００３年１０月発行））
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資料３－３－①－５ 奈良工業高等専門学校における技術専門官及び技術専門職員に関する規

程 

 

（出典 規程集）



奈良工業高等専門学校 基準３ 

- 156 - 

資料３－３－①－６ 総合技術室技術職員の授業への支援体制（非常勤職員を含む） 

（出典 平成１７年度総合技術室技術職員授業時間割表）
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資料３－３－①－７ 専攻科課程特別研究における支援 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 実習工場保管資料）
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資料３－３－①－８ 製作依頼書（教員研究活動） 

  

（出典 実習工場保管資料）
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資料３－３－①－９ 製作依頼書（入試説明会） 

（出典 実習工場保管資料）
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資料３－３－①－１０ 実習工場使用状況調べ（平成１５～１７年度） 

 

 

 

（出典 実習工場作成資料）
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資料３－３－①－１０ 実習工場使用状況調べ（平成１５～１７年度） 

 

 

 

（出典 実習工場作成資料）
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資料３－３－①－１０ 実習工場使用状況調べ（平成１５～１７年度） 

（出典 実習工場作成資料）
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資料３－３－①－１１ 技術職員の研修 

（出典 技術職員の研修会実施要項）
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資料３－３－①－１１ 技術職員の研修 

（出典 技術職員の研修会実施要項）
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資料３－３－①－１２ 技術職員の科学研究費補助金申請，採択状況 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 会計課作成資料）
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  資料３－３－①－１３ 資格取得状況 

 

合 技 術 室 

 

資格取得・技能講習受講状況 

（平成１７年度現在）  

取 得 資 格 人 数（名） 

工学士 ６ 

衛生工学衛生管理者 １ 

溶接士免許 １ 

鋳造技能士 ２級 １ 

第２種電気工事士 １ 

工事担任者アナログ２種 １ 

機械工技能測定（雇用促進事業団） １ 

ガス溶接技能講習修了証 ３ 

アーク溶接等の業務に係る特別教育修了証 １ 

フォークリフト技能講習修了証 １ 

小型移動式クレーン運転技能講習修了証 １ 

玉掛け（１ｔ未満）特別教育修了証 １ 

自由研削砥石取替・試運転特別教育 ２ 

第４級アマチュア無線技士 １ 

ラジオ音響３級 １ 

CCNA (Cisco Certified Network Associate) CSCO10828037 １ 

高等学校教諭免許（工業） ３ 

 

 

 

（出典 総合技術室作成資料） 
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資料３－３－①－１４ 学会等で研究発表状況 

総合技術室 平成１７年度 活動状況（その1） 

【学術論文等】    ７件 

◎ 教員(*1)との連名（２件） 

1. 衝撃強さとＡＥ発生の相関について（第２報） 

  奈良高専研究紀要，41,(2006),1-4. 

  市瀬辰己，岩井保善*1，谷口幸典*1，尾崎充紀 

 2. パソコン演習室の維持管理 

  国立高専機構主催教育教員研究集会報告集,(2005),. 

  本間啓道*1，西野貴之，世古忠*1 

 

◎ 教員(*1)と専攻科生(*2)との連名（５件） 

1. 化学的水素生成システムに関する基礎研究 

電気化学協会 技術・教育研究論文誌 11, 2, 83-87. 
大西 康幸，上村 恭平*，前川 敏靖*，泉 生一郎*1 

2. 二液分離型光化学ダイオードによる水素生成 

JOURNAL OF ECOTECHNOLOGY RESEARCH 10, 4, 206-207. 
大西 康幸，松本 雅至*2，坂 朋子*2，泉 生一郎*1 

3. 二酸化炭素の電位パルス電解還元 

JOURNAL OF ECOTECHNOLOGY RESEARCH 10, 4, 210-211. 
坂 朋子*2，大西 康幸，上村 恭平*，泉 生一郎*1 

4. グラファイト層間化合物の電極触媒及び光触媒への応用 

奈良高専研究紀要 41, 99-102(2006). 
泉 生一郎*1, 大西 康幸, 松本 雅至*2，安永 夕香子*，黒田 久美子*，岩下 哲雄* 

 5. サッカーロボットにおけるシュートシステムの研究 

  奈良高専研究紀要，41,(2006),41-46. 

  道下貴広，坂 圭司*2，土居優太*2，横山和明*2，阪部俊也*1 

（出典 総合技術室作成資料）
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資料３－３－①－１４ 学会等で研究発表状況 

総合技術室 平成１７年度 活動状況（その2） 

【学会講演等】  ９件 

◎ 技術職員のみ（１件） 

 1. ロボットコンテスト学内プロジェクトと技術支援 

  平成１７年度鳥取大学実験・実習技術研究会(2006) 

尾崎充紀，市瀬辰己 

◎ 教員(*1)との連名（２件） 

1. 奈良高専情報工学科における情報基礎教育の取り組み 

  情報処理教育研究集会,(2005). 

松尾賢一*1，山口賢一*1，本間啓道*1，西野貴之 

 2. 奈良高専におけるネットワークの外注化 

  第２５回高等専門学校情報処理教育研究発表会,(2005) 

  山口賢一*1，榊原和彦*1，中裏良一，二宮由成 

 

◎ 教員(*1)と専攻科生(*2)との連名（６件） 

1.  Hydrogen Production by Product-Separable Photochemical Diode. 
Y.Ohnishi, M.Matsumoto*2, T.Saka*2, I.Izumi. *1. 
11th Asian Symposium on Ecotechnology. 

2.  Pulsed Electroreduction of Carbon Dioxide. 
T.Saka*2, Y.Ohnishi, K.Uemura*. I.Izumi*1.. 
11th Asian Symposium on Ecotechnology. 

3.  液層析出法による光触媒薄膜の形成 

多賀谷 脩平*2，大西 康幸，泉 生一郎*1 

第3 回光触媒研究会． 

4.  黒鉛層間化合物を電極触媒とした二酸化炭素のカソード還元 

松本 雅至*2，大西 康幸，安永 夕香子*，泉 生一郎*1． 

5.  液層析出法による光触媒薄膜の形成 

国際光触媒展2005(2005 9 14 ~ 9 16) 
泉 生一郎*1，大西 康幸，松本 雅至*2，日浅 丈夫*，塩田 博明* 

6.  二酸化炭素のカソード還元に対するグラファイト層間化合物の電極触媒作用 

日本化学会 第86 春季年会(2006) 
松本 雅至*2，安永 夕香子*，大西 康幸，泉 生一郎*1，岩下 哲雄* 

（ただし，*は学外の共同研究者） 

 

（出典 総合技術室作成資料）
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資料３－３－①－１５ 総合情報センター演習室利用講習会 

（出典 第２４回高専情報処理教育研究発表会）
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資料３－３－①－１６ 新入生の情報メディア教育センターオリエンテーション 

 

（出典 新入生の情報メディア教育センターオリエンテーション案内文）

資料３－３－①－１７ 情報検索等説明会 

 

 （出典 情報検索等説明会案内文） 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

・ 高度な資格保有者の割合が，専門科目（理系の一般科目を含む）担当教員全体の７９％と高い割

合である。 

・ 修士以上の学位取得者，民間企業等での経験者の割合が，理系以外の一般科目担当教員全体の９

２．８％で高い割合である。 

・ 教員の教育活動に関する定期的な評価を適切に実施するための体制として，学生による授業アン

ケートが，平成６年度から毎年実施されている。さらに，教職員による公開授業が平成１５年度

から毎年実施されている。 

・ 本校の教育課程を展開するために必要な事務組織が整備され，事務職員，技術職員等が適切に配

備され，教育活動を支援するための研修制度等も設けられている。さらに，技術職員については，

科学研究費補助金への申請，資格取得，学会発表等の活動を通じ自らの資質向上に努めている。 

 

（改善を要する点）  

該当なし 

 

（３）基準３の自己評価の概要 

準学士課程においては，専門性が要求される英会話，音楽，美術等については非常勤講師に依存し

ているが，一般科目の多くを専門分野の専任教員が担当すると共に，教員免許を持つ者，高等学校等

での教職歴を持つ者が一般科目担当教員に配置されている。専門科目担当教員においても，教員数及

び授業担当者としての適性は確保され，適切に配置されている。さらに，専攻科の授業科目担当教員

においても，専攻科特別研究に企業等経験者を多く配置すると共に，学位取得者，研究論文の発表状

況等から，専攻科教育の目的を達成するために高い質を持つ教員が配置されている。 

本校中期計画中，「優れた教員の確保に関する検討事項」について，長期的な対応が検討され，高

度な資格保有者の割合が，専門科目（理系の一般科目を含む）担当教員全体の７９％である。また，

修士以上の学位取得者，民間企業等での経験者の割合が，理系以外の一般科目担当教員の９２．８％

である。さらに，国立高等専門学校機構教員顕彰への推薦及び本校の教員顕彰制度を設け，教員活動

の一層の活発化を図っている。 

教員の採用，昇任等，教員の人事に関しては，人事委員会が置かれ，奈良工業高等専門学校教員選

考基準が定められている。教員の採用に関しては，公募文書を高専・大学等に配布するとともに，本

校ホームページ，ウェブ等広範囲に公募を行っている。採用にあたっては，応募書類，教員選考個人

調書により，人事委員会の答申を受け，校長が決定し，採用している。教員の昇任に関しても，教員

選考個人調書により教育・研究上の能力等を考慮・評価し，人事委員会の答申を受け，校長が決定し

ている。非常勤講師の新規採用に関しては，履歴書，非常勤講師選考個人調書によって，教育上の能

力等を考慮・評価し，人事委員会の答申を受けて，校長が決定している。 

教員の教育活動に関する定期的な評価を適切に実施するための体制として，学生による授業アンケ

ート，教職員による公開授業が整備され，適切に評価が行われている。 

事務職員，技術職員による教育支援体制としては，庶務課図書係，学生課教務係・学生係・寮務係

・総合技術室等の事務組織が整備され，幅広い教育支援を行っている。 
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基準４ 学生の受入 
（１）観点ごとの分析 
観点４－１－①： 教育の目的に沿って，求める学生像や入学者選抜（例えば，準学士課程入学者

選抜，編入学生選抜，留学生選抜，専攻科入学者選抜等が考えられる。）の基本方

針等が記載されたアドミッション・ポリシーが明確に定められ，学校の教職員に

周知されているか。また，将来の学生を含め社会に公表されているか。 
（観点に係る状況） 
本校では，アドミッション・ポリシーを定めている（資料４－１－①－１）。 
専攻科のアドミッション・ポリシーは（資料４－１－①－２）のとおり定められている。 
アドミッション・ポリシーは本校のホームページ上に公開している（資料４－１－①－３）。本校

学生に対しては全校集会やホームルーム等で説明している（資料４－１－①－４）。本校教職員に対し

てはＦＤを通して啓蒙している（資料１－２－①－１）。さらに，広く受験生に知らせるため，中学校

訪問（資料４－１－①－５），体験入学（資料４－１－①－６），学校＆入試説明会（資料４－１－①

－７），中学校進路指導教諭及び学習塾先生を対象とした入試説明会（資料４―１―①－８）等の機会

をとらえてアドミッション・ポリシーと教育方針等を説明している。アドミッション・ポリシーの学

生及び教職員への周知は本年度実施したアンケート結果によると，これらの内容を熟知している学生

は１３～２０％であり，その存在を知っている学生も含めると４５～６３％である。また，常勤職員

（教員を除く）のアンケート結果をみると，内容まで熟知している割合は４６～６８％，存在を認識

している割合も含めると９５％以上となっている。 

資料４－１－①－１ 平成１８年度学生募集要項（９頁 抜粋） 

（出典 平成１８年度学生募集要項）
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アドミッション・ポリシーを広く社会に公表するために，本校ではアドミッション・ポリシーと教育

方針等を掲載した資料を配布している。その配布先，配布数の一覧表（資料４－１－①－９），並びに

学校＆入試説明会と体験入学の参加者数をまとめた一覧表を示す（資料４－１－①－１０）。学校＆入

試説明会で 506～613 名，体験入学で 302～373 名の参加者があった。その他，随時に訪問してくる

保護者や中学生，さらに，求人企業に対しても本校の教育方針，アドミッション・ポリシーを説明し

ている。 
 
（分析結果とその根拠理由） 
アドミッション・ポリシーが明文化されており，適切な手段で公開され，社会に対しても公表され

ている。 
 

  
 
 
 

資料４－１－①－２ 平成１９年度専攻科学生募集要項（９頁 抜粋） 

（出典 平成１９年度専攻科学生募集要項）
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資料４－１－①－３ 奈良高専ホームページ 

 
（出典 奈良高専ホームページ）

資料４－１－①－４ 学生集会 

（出典 教務係作成資料）

資料４－１－①－５ 中学校訪問実施要項 

（出典 教務係保存資料）

資料４－１－①－６ 体験入学実施計画 

（出典 教務係保存資料）
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資料４－１－①－９ アドミッション・ポリシーと教育方針を開示・公表するための刊行物等 

行物等の種類 配布先 配布部数 配布方法 

学生募集要項 
（準学士課程） 

中学校，保護者，

受験生等 
936

学校概要 
中学校，保護者，

受験生，企業等 
908

ポケットガイド 中学校等 30,140

学校説明会，入試説明会，中学校訪問

郵送等 

学生募集要項 
（専攻科） 

在校生，他高専，

企業等 
213

進路指導ガイダンス，学校説明会 
公開講座 

専攻科案内 
中学校，保護者，

受験生，企業等 
1,200

進路指導ガイダンス，学校説明会 
公開講座 

 

ホームページ 一般 156,748 Web 

 
 
 

（出典：募集要項等送付先一覧，中学校郵送資料一覧表，中学校訪問配付資料一覧表）

（出典 教務係保存資料，学生課保存資料）

 

資料４－１－①－７ 学校＆入試説明会実

施計画 

（出典 教務係保存資料）

資料４－１－①－８中学校＆塾教師対象説明会実施

計画 

 

（出典 教務係保存資料）
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観点４－２－①：  アドミッション・ポリシーに沿って適切な学生の受入方法が採用されており，実際の入学

者選抜が適切に実施されているか。 

（観点に係る状況） 
本校では次の要領で入学者選抜（準学士課程入試，準学士課程４年次編入，専攻科入試，留学生の

受入）を行っている。 
準学士課程入学者選抜試験は，推薦による特別選抜（以下，推薦選抜）と学力検査による選抜（以

下，学力選抜）の２種類がある（資料４－２－①－１）。 
推薦枠は各学科とも定員の約２５％にあたる１０名程度としている（資料４－２－①－１）。学力

入試による合格者は定員と推薦入試合格者の差としている。ただし，入学辞退者の発生による入学者

の確定が遅くなることを避けるため，各学科とも２名を余分に合格させており，合格者数は４２名で

ある。入学辞退があっても，定員４０名を下回らない限り，補欠合格は行わない。平成１４年度～１

８年度の５年間の補欠合格者数は，平成１６年度の１名だけである。 
 

 
 

 
資料４－１－①－１０ 学校＆入試説明会と体験入学の参加者数 

 13 年度 14 年度 15 年度 16 年度 17 年度

学校＆入試説明会（中学生・保護者対象） 613 600 537 506 527 
学校＆入試説明会（中学校教諭対象） 87 103 109 104 98 
体験入学 323 373 335 302 331 

（出典：教務係保存資料）

資料４－２－①－１ 準学士課程入学者選抜方法（平成１８年度学生募集要項抜粋） 

 

（出典 平成１８年度学生募集要項）
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４年次への編入学は入学者の多様性を確保するために，高校からの４年次への編入学を受け入れて

いる。アドミッション・ポリシーは準学士課程入学の場合のそれを準用している。従来から工業高校

からの編入学を受け入れてきたが，平成１８年度入試からは普通高校にも門戸を開き，電子制御工学

科と物質化学工学科で編入学試験を実施した（資料４－２－①－２）。 
留学生の受入は教育の国際化と文化の多様性に対応するため，文部科学省あるいは独立行政法人国

立高等専門学校機構本部（以下，機構本部）から受け入れの打診があった場合，留学生規程に則って

積極的に受入れを図ってきた（資料４－２－①－３）。 
専攻科の入試には，(1)推薦による選抜（以下，推薦選抜），(2)学力による選抜（以下，学力選抜），

(3)社会人選抜の３つの選抜方法があり，学力選抜と社会人選抜では，多様な入学生を確保するため，

Ａ日程（７月に選抜試験）とＢ日程（１０月に選抜試験）の２回に分けて，選抜試験を実施している

（資料４－２－①－４）。 
面接はアドミッション・ポリシーに基づいて志願者の勉学意欲や本校への熱意・適性を知るため，

全ての選抜で取入れている。準学士課程の推薦入試では，本校への志望動機，勉学意欲，将来への希

望を探るための面接を行っている。学力選抜においても，入学意志を再確認するため，合格者全員に

対して面接を実施している（資料４－２－①－５）。専攻科の選抜では，全ての選抜において受験者全

員に対する面接を実施している（資料４－２－①－６）。 

資料４－２－①－２ 編入学募集要項（抜粋） 

（出典 平成１８年度編入学志願者募集要項）
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４年次への編入試験においても受験者全員に対して面接する。 
以上のように本校ではアドミッション・ポリシーや教育方針等を基準にして評価し，合否判定資料

としている。 
留学生の受入においても，入学希望学科の学科主任が独立行政法人・日本学生支援機構・東京日本

語教育センターに出向き，面談を行っている。 
 準学士課程の入試平均倍率（過去１０年間）は平成１７年度を除いて２倍を保っている（資料４－

２－①－７）。 
  過去５年間の編入学志願者数は（資料４－２－①－８）のように，毎年１５名以上の志願者がある。 

過去５年間の留学生受入状況は（資料４－２－①－９）のとおりであり，例年１名以上の留学生を 
受け入れている。 
専攻科志願者数と入学者数は過去５年間（資料４－２－①－１０）となっており。Ａ日程とＢ日程

の志願者合計数は定員の 2.35～3.25 倍（平均 2.8 倍）で，全志願者数を合格者数で除した実質倍率は

1.2～1.6 倍である。ほとんどは本校出身者であるが，他高専出身者も毎年若干名いる。 
 準学士課程の入試問題は国立高等専門学校機構で作成し全国共通である。 
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資料４－２－①－３ 留学生規程（抜粋） 
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資料４－２－①－４ 専攻科入試日程（平成１９年度専攻科募集要項 抜粋） 

 
（出典 平成１９年度専攻科学生募集要項）
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資料４－２－①－５ 合格者面接実施計画 

 
〔個人情報が含まれているので省略〕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典 教務係保存資料）
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資料４－２－①－７ 平成９年～１８年の準学士課程入学者選抜状況（志願者の倍率） 

年度 機械工学科 電気工学科 電子制御工学科 情報工学科 物質化学工学科 平均倍率

９ 2.0 1.7 1.7 3.3 2.1 2.1 
１０ 2.4 1.5 3.1 2.8 1.9 2.3 
１１ 2.3 1.7 2.7 3.4 2.0 2.4 
１２ 2.1 1.7 2.3 2.8 2.6 2.3 
１３ 2.5 2.2 2.3 3.1 1.9 2.4 
１４ 2.5 1.4 2.4 2.3 2.1 2.1 
１５ 1.8 1.9 1.9 2.3 2.6 2.1 
１６ 1.7 1.4 2.2 2.5 1.7 1.9 
１７ 1.8 1.3 1.6 1.4 1.7 1.6 

 

１８ 1.7 1.6 1.9 2.2 1.6 1.8 

 

（出典 学科別志願者数概況，教務係保存資料）

資料４－２－①－６ 専攻科面接 平成１９年度専攻科学生募集要項（抜粋） 

 
（出典 平成１９年度専攻科学生募集要項）
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（分析結果とその根拠理由） 
準学士課程入学選抜においては推薦選抜と学力選抜を採用し，専攻科入学選抜においては推薦選抜

と学力選抜に加え，社会人選抜を実施しており，アドミッション・ポリシーに沿った選抜システムが

存在する。さらに，工業高校，普通高校からの編入制度，留学生の受入等多様な選抜制度も整備され

ている。また，全ての選抜において面接が適切に実施されている。  

資料４－２－①－８ 過去５年間の４年次編入学志願者数と合格者数 

年度 項 目 機械工学科 電気工学科 電子制御工学科 情報工学科 物質化学工学科 合計 
志願者数 2 2 1 2 1 8 

１４ 
合格者数 0 2 1 2 0 5 
志願者数 6 4 2 6 1 19 

１５ 
合格者数 3 2 1 1 0 7 
志願者数 9 2 2 2 1 16 

１６ 
合格者数 3 1 1 2 0 7 
志願者数 5 3 2 4 2 16 

１７ 
合格者数 2 1 0 1 1 5 
志願者数 5 4 2 4 1 16 

 

１８ 
合格者数 3 2 0 2 0 7 

 

（出典 教務係保存資料）

表４－２－①－９ 過去５年間の留学生受入数 

平成年度 機械工学科 電気工学科 電子制御工学科 情報工学科 物質化学工学科 合 計 
１４ ０ ０ ０ １ １ ２ 
１５ １ ０ ０ ０ ０ １ 
１６ ０ １ ２ ０ ０ ３ 
１７ ２ ０ １ １ １ ５ 

 

１８ ０ ０ １ ０ １ ２ 

 

（出典 留学生委員会保存資料）

資料４－２－①－１０ 平成１４年～平成１８年の本校専攻科志願者数 

平成年度 機械制御 電子情報 化学工学 合計数 合格者数 名目倍率 実質倍率＊）

１４ ２４ １６ １４ ５４ ４５ ２．７０ １．２０ 
１５ ２９ １９ １３ ６１ ３９ ３．０５ １．５６ 
１６ ２１ １７ ９ ４７ ３５ ２．３５ １．３４ 
１７ ２８ ２８ ９ ６５ ４１ ３．２５ １．５９ 

 

１８ ２６ ２０ １０ ５６ ４１ ２．８０ １．３７ 

 

＊）実質倍率＝（合計数）／（合格者数）                        （出典 教務係保存資料）
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 過去５年間の入試状況を見ると，準学士課程で 1.6～2.1 倍，専攻科で 2.4～3.3 倍の平均競争率を

維持しており，アドミッション・ポリシーに沿った適切な入学者選抜が行われている。工業高校から

の編入学も，ほぼ適正数の入学者を受け入れている。平成１８年度からは普通高校からの編入学を始

めた。留学生は，毎年受け入れており，学生の国際認識の向上に寄与している。 
 
観点４－２－②： アドミッション・ポリシーに沿った学生の受け入れが実際に行われているかどう

かを検証しており，その結果を入学者選抜の改善に役立てているか。 
（観点に係る状況） 
入学者選抜の改善は，学校運営事項の一環であるので，入試改善については企画会議（資料４－２

－②－１）及び運営会議（資料４－２－②－２）にて検討することになっている。また，入試の事務

処理は入試事務室で掌握している（資料４－２－②－３）。 
学生の受入状況を検証して，問題点を洗い出すと共に毎年の入試状況を企画会議と運営委員会で解

析し，入学者選抜の改善を図っている。（資料４－２－②－４）。過去５年間の準学士課程入試におけ

る合格者の最高点，最低点，平均点を示した（資料４－２－②－５）。入学生の学力水準は過去５年間，

ほぼ一定である。 
 

資料４－２－②－１ 奈良高専企画会議規程 

（出典 庶務課保存資料）
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資料４－２－②－２ 奈良高専運営会議規程 

（出典 庶務課保存資料）

資料４－２－②－３ 奈良高専入学試験事務室組織規程 

 
（出典 庶務課保存資料）
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資料４－２－②－４ 運営会議議事録（平成１７年３月２２日 抜粋） 

 
〔非開示につき省略〕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典 庶務課保存資料）
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本校ではアドミッション・ポリシーを満たしているかどうかを検証するために，入学後に英語，数

学，国語について共通試験を実施しており（資料４－２－②－６），その結果を資料（４－２－②－７）

に示した。 
編入学試験においては，平成１９年度の入試で，電子制御工学科と物質化学工学科に加えて電気工

学科も普通高校から編入学を受け入れる（資料４－２―②―８）。 
また，普通高校からの意見を採り入れて，編入試験の時期を工業高校と普通高校で別々に実施し，

工業高校は従来通り６月，普通高校は１１月に実施することとした（資料４－２―②―８）。 
 
（分析結果とその根拠理由） 

 学生の受入状況を検証し，入学者選抜の改善を図るために企画会議と運営会議が存在し，その機能

を果たしている。また，学生の受入状況を検証し，入学者選抜の改善を図る様々な取組が実施されて

いる。 
 

資料４－２－②－５ 平成１４年～平成１８年の準学士課程入試成績（合格者） 

平成年度 項 目 機械工学科 電気工学科 電子制御工学科 情報工学科 物質化学工学科 

最高点 427 422 440 428 396 
最低点 340 330 351 351 339 

 
１４ 

平均点 368.8 357.0 380.6 386.3 365.5 
最高点 422 456 451 452 427 
最低点 342 353 352 362 362 

 
１５ 

平均点 367.9 372.6 386.9 395.7 390.8 
最高点 436 436 452 443 410 
最低点 331 338 371 376 340 

 
１６ 

平均点 360.6 364.6 401.4 406.2 368.1 
最高点 393 446 428 436 476 
最低点 319 316 328 313 340 

 
１７ 

平均点 342.8 341 361.3 358.9 372.3 
最高点 416 415 444 435 431 
最低点 349 355 365 366 357 

 

 
１８ 

平均点 372.5 372.4 394.4 390.2 374.2 
（出典 教務係保存資料）



奈良工業高等専門学校 基準４ 

 - 189 -

 

資料４－２－②－６ 学年共通試験の趣旨及び成績の取り扱い 

 
（出典 教務係保存資料）
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資料４－２－②－７ 平成１４年～平成１８年の準学士課程入学生の共通試験成績（平均点） 

 
 
 
 
 

 
〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

（出典 一般教科保存資料）
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資料 ４－２－②－８ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                      （出典 平成19年度編入学志願者募集要項）
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観点４－３－①： 実入学者数が，入学定員を大幅に超える，または大幅に下回る状況になっていな

いか。また，その場合には，これを改善するための取組が行われる等，入学定員と

実入学者数との関係の適性化が図られているか。 
 
（観点に係る状況） 

 準学士課程の入学定員は各学科とも４０名で，全学科合計の定員は２００名である（資料４－２－

①－１：平成１８年度学生募集要項）。また，専攻科の入学定員は，機械制御工学専攻８名，電子情報

工学専攻８名，化学工学専攻４名である（資料４－３－①－１）。 
（資料４－３－①－２）に過去５年間の準学士課程の定員，志願者数，受験者数，入学者数をまと

めて示している。合格者数は，各学科とも定員４０名の５％増の４２名を合格としている。従って，

合格者総数は４２名×５学科＝２１０名であり，入学定員に対して適正な入学者となっている。 
専攻科における過去５年間の志願者数，受験者数，入学者数を（資料４－３－①－３）にまとめて

示した。専攻科全体としては，定員のほぼ２倍（４０名）の入学者を受入れている。これまで，学士

取得率はほぼ１００％であり，修了者のほぼ全員が就職あるいは大学院進学をしている。また，専攻

科課程においては教員及び研究指導に対して教員，施設，設備等に何ら支障がないことから考えて，

適正な入学者と考えられる。 
 

 
 
 
 
 
 

資料４－３－①－１：平成１９年度専攻科学生募集人数 

 
（出典 平成１９年度専攻科学生募集要項 抜粋）
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 平成１７年度の準学士課程入試では志願者数が減少した。この対策については企画会議，運営会議，

教務委員会で議論し，中学校訪問，学校説明会の実施方法等に改善を加えた（資料４－３―①―４）。

また，平成１８年度入試においては推薦人数を変更した（資料４－３―①―５）。また，普通高校から

の編入実施も決定した（資料４－３―①―６）。さらに，平成１９年度編入試験では工業高校と普通高

校を分けて実施することとした（資料４－３－①－７）。 
 専攻科課程の場合（資料４－３－①－３）に示したように，例年，入学者数は定員の２倍となって

おり，教育研究指導にはほとんど支障がない。このように専攻科課程への入学希望が多いため，予算

面と教員数の確保の点から，現状の入学者数に相応した定員を設定することが望ましい。そのため，

本校では平成１８年度の概算要求項目に専攻科定員増を挙げている（資料４－３―①―８） 
（分析結果とその根拠理由） 
入学者は，準学士課程及び専攻科とも定員を少し上回り，適正である。しかし，今後この適正な状

況を維持するために本校では，中学生人口の減少に対処する方策を講じている。 
 
 
 
 

資料４－３－①－２ 過去５年間の準学士課程の志願者数，受験者数，入学者数 

学 科 名 機械工学科 電気工学科 電子制御工学科 情報工学科 物質化学工学科 合 計
年度 

定  員 ４０ ４０ ４０ ４０ ４０ ２００

志願者数 ９９ ５５ ９６ ９０ ８４ ４２４

受検者数 ９６ ５４ ９０ ８８ ８４ ４１２

 
１４ 

入学者数 ４２ ４２ ４２ ４１ ４１ ２０８

志願者数 ７１ ７６ ７６ ９３ １０４ ４２０

受検者数 ６８ ７２ ７５ ８９ １０２ ４０６

 
１５ 

入学者数 ４１ ４２ ４２ ４２ ４１ ２０８

志願者数 ６９ ５６ ８７ ９８ ６９ ３７９

受検者数 ６６ ５６ ８５ ９６ ６６ ３６９

 
１６ 

入学者数 ４１ ４２ ４１ ４２ ４０ ２０６

志願者数 ７２ ５３ ６３ ５４ ６９ ３１１

受検者数 ７２ ５２ ６２ ５１ ６７ ３０４

 
１７ 

入学者数 ４２ ４２ ４２ ４２ ４２ ２１０

志願者数 ６６ ６３ ７５ ８７ ６４ ３５５

受検者数 ６６ ６３ ７４ ８６ ６１ ３５０

 
 
 
 
 
 

 
１８ 

入学者数 ４０ ４１ ４２ ４２ ４１ ２０６

（出典 教務係保存資料）
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資料４－３－①－３ 過去５年間の専攻科の定員，志願者数，合格者数，入学者数 

専 攻 名 機械制御工学専攻 電子情報工学専攻 化学工学専攻 合 計 
平成年度 

定  員 ８ ８ ４ ２０ 
志願者数 ２４ １６ １４ ５４ 
合格者数 １７ １５ １３ ４５ 

 
１４ 

入学者数 １５ １４ １１ ４０ 
志願者数 ２９ １９ １３ ６１ 
合格者数 １６ １３ １０ ３９ 

 
１５ 

入学者数 １５ １２ ８ ３５ 
志願者数 ２１ １７ ９ ４７ 
合格者数 １５ １３ ７ ３５ 

 
１６ 

入学者数 １４ １１ ７ ３２ 
志願者数 ２８ ２８ ９ ６５ 
合格者数 １９ １６ ６ ４１ 

 
１７ 

入学者数 １９ １５ ５ ３９ 
志願者数 ２６ ２０ １０ ５６ 
合格者数 １７ １６ ８ ４１ 

 
 
 
 
 
 

 
１８ 

入学者数 １６ １６ ７ ３９ 

 

（出典 専攻科委員会保存資料，平成１８年度専攻科学生募集要項）
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資料４－３－①－４ 運営会議議事要録（抜粋） 

 

〔非開示につき省略〕 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 庶務係保存資料）
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資料４－３―①―５ 運営会議議事要録（抜粋） 
  
     
 
        
  
  

  
  

 

 

 
  

（出典 庶務係保存資料）
 

   

〔非開示につき省略〕 
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資料４－３－①－６ 運営会議議事要録（抜粋） 

 

〔非開示につき省略〕 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              （出典 庶務係保存資料）  
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資料４－３－①－７ 運営会議議事要録（抜粋） 

 

〔非開示につき省略〕 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              （出典 庶務係保存資料）  
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

・推薦による選抜，学力試験による選抜，工業高校（一部の学科では普通高校）からの編入学，さら

に専攻科の場合には社会人選抜をも実施しており，多様な入学者選抜を行っている。 
・留学生を積極的に受け入れ，学生の国際感覚と文化の多様性に対する理解を深めている。 
・中学校訪問，体験入学，学校（入試）説明会を実施して，本校の教育方針を広く社会に公開し，ア

ドミッション・ポリシーに適合した入学者の獲得に努力している。 
・入学直後に共通試験を実施し，アドミッション・ポリシーに適合した入学者が確保できたかどうか

を検証している。 
・専攻科の入学者選抜においてはＡ日程（７月）とＢ日程（１０月）を設定し，多様な資質を持った

学生を確保している。 

資料４－３－①－８ 運営会議議事要録（抜粋） 

 

〔非開示につき省略〕 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              （出典 庶務係保存資料）  
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・専攻科入試においては，社会人に配慮した選抜を行っている。 
 

（改善を要する点） 

該当事項なし 
 
（３） 基準４の自己評価の概要 

 本校の目的にそった学生像や入学者選抜の基本方針を定めたアドミッション・ポリシーが明確に定

められ，印刷物（学校概要，学校案内，入学者募集要項）やホームページで広く社会に公開されてい

る。また，準学士課程の入学者選抜においては推薦選抜と学力選抜を実施し，本校の教育方針に沿っ

た学生を確保している。さらに，入学直後に共通試験を実施して，本校の教育方針に沿った学生が確

保できているかどうかの検証を行うと同時に，入学生の学力の経年変化を追跡している。また，工業

高校からの編入学を受け入れ，多様な経歴をもつ学生の確保に努力している。さらに，近年の社会情

勢を鑑み，普通高校からの編入学の受入も始めた。専攻科課程の学生受入では，推薦選抜，学力選抜

（Ａ日程・Ｂ日程），社会人選抜等多様な選抜を実施している。 
 以上のように，本校の学生受入は適切に行われていると考える。中学生人口が減少する中で，準学

士課程入試では２倍近い平均倍率を維持し，また，専攻科課程入学者も定員の２倍程度になっている

ことが，この証左である。 



奈良工業高等専門学校 基準５ 

- 201 - 

基準５ 教育内容及び方法 

（１）観点ごとの分析 

＜準学士課程＞ 

観点５－１－①： 教育の目的に照らして，授業科目が学年ごとに適切に配置（例えば，一般科目

及び専門科目のバランス，必修科目，選択科目等の配当等が考えられる。）され，

教育課程の体系性が確保されているか。また，授業の内容が，全体として教育課

程の編成の趣旨に沿って，教育の目的を達成するために適切なものになっている

か。 

（観点に係る状況） 

 本校の準学士課程における学習・教育目標は，教育理念と指針（資料５− １− ①— １）に基づい

て，（１）から（４）の４つの項目に分けられている（資料５− １− ①— ２）。 

 一般科目においては，学習・教育目標（１）と（３）を達成するため，人文系科目や語学，芸術，

体育の科目を低学年だけでなく，高学年においても適切に配置している（資料５− １− ①— ３）。

また，学習・教育目標（２）の達成のために，数学や物理，化学を低学年に重点的に配置して基礎

的学力の育成を図るとともに，高学年での専門科目との体系性を確保している（資料５− １− ①—

３）。 

 専門科目においては，学習・教育目標（２）の達成のため，低学年から専門科目を配置して専門

的領域への関心を高めるとともに，高学年への進級に伴い，専門科目の時間数を増やしてゆく教育

課程となっている（資料５− １− ①— ３）。また，学習・教育目標（４）の達成のために，低学年

より演習科目を配置して高専教育の独自性を示し，高学年では，卒業研究や問題解決型学習

（PBL）の授業科目も配置している（資料５− １− ①— ３）。 

 全体としては，低学年では一般科目が，また，高学年では専門科目の比率が高くなるいわゆる

“くさび形”の教育課程となっている。第４学年以降では，選択科目を配当しており，電気工学科

と物質化学工学科では学科内でのコース選択を実施している（資料５− １− ①— ４）。 

 授業内容が教育課程の編成の趣旨に沿って，教育の目的を達成する為に適切なものになっている

ことは，シラバスに記載された週毎の講義項目・内容（資料５− １− ①— ５）で確認することがで

き，教育課程の体系性の確保については，授業科目（カリキュラム）系統図（資料５− １− ①—

６）に沿って授業のレベルが段階的に引き上げられていることで確認できる。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 各学科とも，学習・教育目標に照らして，低学年では基礎となる多くの一般科目を配置し，学年

の進行とともに多くの専門科目と選択科目を配置している。また，授業科目系統図に沿って，授業

内容のレベルを段階的に引き上げている。 

以上のことから，本校の準学士課程では教育の目的に照らして，授業科目が学年ごとに適切に配

置され，教育課程の体系性が確保されている。また，授業の内容が教育課程の編成の趣旨に沿って，

教育の目的を達成するために適切なものになっている。 
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資料５－１－①－１ 

奈良高専の教育理念と指針 

 「創造の意欲」，「幅広い視野」，「自律と友愛」の３つの理念のもと，国際社会でも活躍しうる

豊かな人間性と独創性を有した実践的かつ専門的技術者及び研究者を育てていく。 

 

（出典 学校概要） 

 

資料５－１－①－２ 

本科の学習・教育目標 

（１）社会（伝統・文化・環境等）の発展に貢献できる，豊かな人間性を備えた技術者の育成 

（２）幅広い工学的知識を基礎に，実践能力を備えた技術者の育成 

（３）コミュニケーション能力を備えた国際的に活躍できる技術者の育成 

（４）自主的・継続的に学習し，課題解決能力を備えた技術者の育成 

（出典 学校概要） 



奈良工業高等専門学校 基準５ 

- 203 - 

 

資料５－１－①－３ 教育目標別科目系統図 

 

（出典 学生課教務係作成資料） 
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資料５－１－①－４ 

 

（出典 平成 18 年度シラバス） 
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資料５－１－①－４ 

 

（出典 平成 18 年度シラバス） 
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資料５－１－①－５ 週毎の講義項目・内容の例 

 

（出典 平成 18 年度シラバス） 
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資料５－１－①－６ カリキュラム系統図の例 

 

（出典 平成 18 年度シラバス） 
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観点５－１－②： 学生の多様なニーズ，学術の発展動向，社会からの要請等に対応した教育課程

の編成（例えば，他学科の授業科目の履修，他高等教育機関との単位互換，イン

ターンシップによる単位認定，補充教育の実施，専攻科教育との連携等が考えら

れる。）に配慮しているか。 

（観点に係る状況） 

 本校の中期目標には，その前文（資料５－１－②－１）において，地元企業の期待に応えるだけ

でなく，国際社会で活躍しうる学生を育てていくことの必要性を謳っており，特に準学士課程にお

いては低学年における英語教育や数学教育を重視している。そこで，社会からの要請や学生のニー

ズに対応した本校の取組として以下の例を挙げる。 

・インターンシップによる単位認定 

 準学士課程においては，４年次においてインターンシップ（学外実習）を取入れ，実習先での修

了証明書，業務日誌，報告書，学内での報告の発表に基づいて単位を認定しており（資料５－１－

②－２），約７０％の学生が多くの企業に参加している（資料５－１－②－３）。 

・ 資格試験による単位認定 

 ３年次以降の英語において，「実用英語Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ」を設け，英語検定や TOEICテストの結果に

基づいて単位を認定している（資料５－１－②－４）。 

・ 補充教育 

 １年次の数学において，毎週木曜日の８限に補充教育を実施し（資料５－１－②－５），専攻科

生にはティーチング・アシスタント（TA）を依頼している（資料５－１－②－６）。 

・ 低学年における共通テスト 

 低学年における自学自習の定着を促進するため，新１，２年生に対して，４月に学年共通試験を

行っている（資料５－１－②－７）。 

・ 語学演習システム 

 語学教育の充実のため，LL教室のパソコンを使って英語の自学自習をすることができる語学演習

システム（ALC Network Academy）を導入し，昼休みと放課後に開放している（資料５－１－②－

８）。現在 3 年目ではあるが，多くの学生に利用されている（資料５－１－②－９）。 

・ オフィスアワー 

各教員が学生からの質問や相談等に確実に対応できる曜日と時間帯，場所を設け，その一覧表を

全学生に配布している（資料５－１－②－１０）。 

・ 大阪大学との協定 

本校と大阪大学工学部・大学院工学研究科は，教育及び学術研究上の協力関係を推進するため，

平成 16 年 9 月 3 日，教育研究交流に関する包括的な協定を締結した（資料５－１－②－１１）。

単位互換やインターンシップ等について具体的に協議を進めることにしている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 インターンシップや資格試験による単位認定，補充教育，共通テストの実施等，社会からの要請

や学生の多様なニーズに対応した教育課程の編成に取組んでおり，実績も上がっていることから，

教育課程の編成に適切な配慮がなされている。 
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資料５－１－②－１ 奈良高専中期目標前文（抜粋） 

 

（前文） 

 本校は，奈良県唯一の工科系高等教育機関として，奈良県はもとより近隣の府県からも大きな期待を寄せられて 

きた。激しく移り変わる社会の中，今後も引き続き，その期待に応えるためには，地元企業のみならず，国際社会 

でも活躍しうる高度な教養と独創性を有した実践的かつ専門的技術者及び研究者を育てていくことが肝要であると 

考える。 

 本校は，平成４年に全国の高専に先駆けて専攻科が設置され，本年で１２年目を迎えたが，この間，本科で学ん 

だ教育との関連を重視しつつ，より高度な教育・研究を行ってきた。今後は，専攻科生の定員増も視野に入れ，本 

科との一層の関係強化を図りながら，JABEE（日本技術者教育認定機構）認定や特別研究の充実を目指し，その成 

果を学会発表や特許出願等を通して社会に積極的に発信していくことや，近隣の大学等とも連携し，大学院への進 

学率の向上にも力を入れていきたい。 一方，本科の方では，国際社会で通用する人材を養成するためにも，特に 

低学年教育を重視し，英語等の言語教育，理科教育及び数学教育の拡充と徹底を図りたいと考えている。 

 

（出典 奈良高専中期目標） 
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資料５－１－②－２ 

 

（出典 平成 18 年度シラバス） 

  



奈良工業高等専門学校 基準５ 

- 211 - 

資料５－１－②－２

 

（出典 平成 18 年度シラバス） 
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資料５－１－②－３ 

 

（出典 平成17年度学外実習報告書） 
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資料５－１－②－４

 

（出典 平成 18 年度シラバス）
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資料５－１－②－４

 

（出典 平成 18 年度シラバス）
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資料５－１－②－４ 

 

 

（出典 平成18年度シラバス） 
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資料５－１－②－４ 

 

（出典 学生課教務係保存資料） 



奈良工業高等専門学校 基準５ 

- 217 - 

 （資料５－１－②－） 

 

 

（出典 ）

（資料５－１－②－） 

 

 

（出典 ）

資料５－１－②－５

 

（出典 学生課教務係保存資料）
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 資料５－１－②－６ 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課教務係保存資料）
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資料５－１－②－７ 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課教務係保存資料）
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資料５－１－②－７ 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課教務係保存資料）
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資料５－１－②－８ 

 

（出典 情報メディア教育センター保存資料） 
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資料５－１－②－８ 

 

 

（出典 情報メディア教育センター保存資料） 
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資料５－１－②－９ ALC Network Academy 利用実績表

 

（出典 情報メディア教育センター保存資料） 
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資料５－１－②－１０

（出典 学生課教務係保存資料）
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資料５－１－②－１０ 

 

（出典 学生課教務係保存資料） 
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資料５－１－②－１１  

 http://jsv1.jimu.nara-k.ac.jp/handaikyoutei/index.html 

（出典 奈良高専ホームページ） 
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観点５－２－①： 教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが適

切であり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされている

か。（例えば，教材の工夫，少人数授業，対話・討論型授業，フィールド型授業，

情報機器の活用，基礎学力不足の学生に対する配慮等が考えられる。） 

（観点に係る状況） 

 学習・教育目標（１）における科目の授業形態別単位数は講義（人文系科目，語学）が６５％，

演習（体育，芸術）が３５％を占めている（資料５− ２− ①− １）が，例えば，講義科目の地理に

おいては，地図利用の演習形式の授業や地域の理解を深めるために地域の地形や旧街道を実体験さ

せるフィールド型授業を取入れている（資料５− ２− ①− ２）。また，ドイツ語においては情報機

器を活用した授業を取入れている等教材や学習指導方法の工夫をしている（資料５− ２− ①− ３）。 

 学習・教育目標（２）における科目の授業形態別単位数は講義が７７％，演習が５％，実験・実

習が１８％を占めており（資料５− ２− ①− １），全ての学科において実験・実習を取入れること

で，工学の知識を身をもって修得していく力を育てている。また，物理や化学においても積極的に

実験を取入れており（資料５− ２− ①− ４），情報理論や機器分析，数値解析においては情報機器

を活用した授業を行っている（資料５− ２− ①− ３）。 

 学習・教育目標（３）における科目の授業形態別単位数は講義が１００％を占めている（資料５

− ２− ①− １）が，英会話では，国際的に活躍出来る技術者を育てるため，ネイティブによる対話

型授業を取入れており（資料５− ２− ①− ５），英語のみならず，国語においても情報機器を活用

した授業も実施している（資料５− ２− ①− ６）。 

 学習・教育目標（４）における科目の授業形態別単位数は講義が４％，演習が６０％，実験・実

習が３６％を占めており（資料５− ２− ①− １），第５学年における卒業研究（資料５− ２− ①−

７）はもちろんのこと，PBLの授業が取入れられた第５学年の設計工学演習や第４学年のシステム

設計Ⅱ，情報工学演習Bでは（資料５− ２− ①− ８），学生が自主的・継続的に学習し，課題解決

の能力を育成できる体制となっている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 学習・教育目標（１）から（３）における科目では講義を中心としつつ，フィールド型授業や実

験，対話型授業，情報機器を活用した授業等，学習指導方法の工夫がなされている。また，学習・

教育目標（４）における科目においては演習や実験を中心とし，課題解決能力の育成のため，PBL

の授業が取入れられている。 

以上のように，教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが適切

であり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされている。
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資料５－２－①－１ 教育目標別科目系統図 

 

（出典 学生課教務係作成資料） 
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資料５－２－①－２  

 

（出典 平成 18 年度シラバス） 
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資料５－２－①－２ 

 

（出典 平成 18 年度シラバス） 
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資料５－２－①－２ 

 

（出典 学生課教務係保存資料） 
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資料５－２－①－３ 

 
（出典 学生課教務係作成資料） 
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資料５－２－①－４ 

 
（出典 平成 18 年度シラバス） 
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資料５－２－①－４ 

 

（出典 平成 18 年度シラバス） 
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資料５－２－①－５ 

 
（出典 平成 18 年度シラバス） 
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資料５－２－①－６ 

 

（出典 平成 18 年度シラバス） 
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資料５－２－①－７ 

 

（出典 平成 18 年度シラバス） 
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資料５－２－①－８ 

 

（出典 平成 18 年度シラバス） 
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資料５－２－①－８ 

 

（出典 平成 18 年度シラバス） 
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資料５－２－①－８ 

 

（出典 平成 18 年度シラバス） 
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観点５－２－②： 教育課程の編成の趣旨に沿って，適切なシラバスが作成され，活用されている

か。 

（観点に係る状況） 

・シラバスの作成 

 教務委員会と専攻科委員会によるシラバス作成の基本方針とテンプレート（資料５－２－②－１ 

）に従って，講義の目的，到達目標，評価方法，各週の講義内容等が記載されたシラバスを作成し

ている（資料５－２－②－２）。また，各週の講義項目・内容の欄には自己評価欄を設けて，学生

に講義内容の理解度を確認させている（資料５－２－②－２）。さらには，５年間の授業科目系統

図を記載している（資料５－２－②－３）。 

・ シラバスの活用 

 シラバスは年度始めに全学生に配付され，本校ホームページで公開（資料５－２－②－４）され

ており，学生がシラバスを活用しやすい環境を整えている。また，授業アンケートにおいては，授

業内容とシラバスの整合性やシラバスの活用に関する項目を設けている（資料５－２－②－５）。

アンケートの集計結果とそれに対する各教員のコメントを学生及び教員に公表している（資料５－

２－②－６）。 また，全体の集計結果を授業アンケート報告書に記載しており，その結果から授

業内容がシラバスに沿っていることが分かる（資料５－２－②－７）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 本校のシラバスは講義の内容や評価方法等を記載するだけにとどまらず，学生による自己評価欄

や授業科目系統図等も掲載し，教育課程の編成の趣旨に沿って適切に作成されている。また，本校

ホームページでのシラバスの公開等，学生がシラバスを活用しやすい環境を整えるとともに，授業

アンケートの結果とコメントを公表することで，シラバスの活用状況を確認できる体制も整ってい

る。 
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資料５－２－②－１ シラバス作成の基本方針 

 

（出典 学生課教務係保存資料） 
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資料５－２－②－１ シラバスのテンプレート 

 

（出典 学生課教務係保存資料） 
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資料５－２－②－１ シラバスのテンプレート 

 

（出典 学生課教務係保存資料） 
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資料５－２－②－２ シラバスの例 

 

（出典 学生課教務係保存資料） 
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資料５－２－②－２ シラバスの例 

 

（出典 学生課教務係保存資料） 
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資料５－２－②－３ 

 

（出典 平成 18 年度シラバス） 
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資料５－２－②－３ 

 

（出典 平成 18 年度シラバス） 
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資料５－２－②－３ 

 

（出典 平成 18 年度シラバス） 
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資料５－２－②－３ 

 

（出典 平成 18 年度シラバス） 
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資料５－２－②－３ 

 

（出典 平成 18 年度シラバス） 
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資料５－２－②－３ 

 

（出典 平成 18 年度シラバス） 
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資料５－２－②－４ 

 

 

http://jsv1.jimu.nara-k.ac.jp/curriculum/curriculum2006 

（出典 奈良高専ホームページ） 
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資料５－２－②－５ 

 
（出典 学生課教務係保存資料） 
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資料５－2－②－６ 授業アンケート集計結果とコメントの例 

（出典 平成 16 年度授業アンケート報告書）
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資料５－２－②－７ 授業アンケート全体の集計結果に対する報告（抜粋） 

 

（出典 平成16年度授業アンケート報告書） 
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資料５－２－②－７ 授業アンケート全体の集計結果 

 

（出典 平成16年度授業アンケート報告書） 
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観点５－２－③： 創造性を育む教育方法（PBL等）の工夫やインターンシップの活用が行われて

いるか。 

（観点に係る状況） 

・ 創造性を育む教育方法 

 準学士課程においては，卒業研究（資料５－２－③－１）を中心とした実験，演習科目が自主的

かつ継続的に行われており，問題解決型によるデザイン能力と創造性を育む教育が実施されている。

また，機械工学科では５年次の「設計工学演習」（資料５－２－③－２）において，チームごとに

学生達が自ら開発・改善課題の設定，解決方法の探究，成果発表を行うPBLを取入れている。電子

制御工学科では４年次の「システム設計Ⅱ」（資料５－２－③－３）において，創造性や問題解決

能力を養うために，学科内ロボットコンテストを目標にして，グループごとにロボットの開発，設

計，製作を行っている。情報工学科では４年次の「情報工学演習B」（資料５－２－③－４）にお

いて，問題解決能力を体得するため，学生が自らサーバーを設定し，管理者としてサーバーの監視

と維持管理を行っている。 

・インターンシップ（学外実習） 

 準学士課程においては，４年次の全ての学科においてインターンシップ（学外実習）を取入れて

いる（資料５－２－③－５）。参加希望者と受入企業の調整のため，各科で学外実習ガイダンスと

受入企業決定後には学外実習事前研修（資料５－２－③－６）を行い，学外の講師を招いて学外実

習特別講演会（資料５－２－③－７）も行っている。平成１７年度の実習先の企業は１１４社，学

生の参加数は１４２名である（資料５－２－③－８）。学外実習後には報告書（資料５－２－③－

９）を提出させ，報告会（資料５－２－③－１０）も実施している。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 準学士課程における創造性を育む教育方法は卒業研究にとどまらず，さまざまな科目でPBLの教

育方法を取入れる工夫がなされている。また，インターンシップでは，学生にとって有意義な体験

となるよう，入念な事前・事後指導が行われており，約７０％の学生が参加している。 

以上のことから，創造性を育む教育方法の工夫やインターンシップの活用が行われている。 
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資料５－２－③－１ 

 

（出典 平成 18 年度シラバス）
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資料５－２－③－１ 

 

（出典 平成 18 年度シラバス）
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資料５－２－③－１ 

 

（出典 平成 18 年度シラバス）
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資料５－２－③－１ 

（出典 平成 18 年度シラバス）
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資料５－２－③－１ 

（出典 平成 18 年度シラバス）
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資料５－２－③－１ 

（出典 平成 18 年度シラバス）
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資料５－２－③－１ 

 

（出典 平成 18 年度シラバス）
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資料５－２－③－１ 

 

（出典 平成 18 年度シラバス）
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資料５－２－③－１ 

 

（出典 平成 18 年度シラバス）
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資料５－２－③－１ 

 

（出典 平成 18 年度シラバス）
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資料５－２－③－２ 

（出典 平成 18 年度シラバス）
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資料５－２－③－２ 

（出典 平成 18 年度シラバス）
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資料５－２－③－３ 

 

（出典 平成 18 年度シラバス）
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資料５－２－③－３ 

 

（出典 平成 18 年度シラバス）
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資料５－２－③－４ 

 

（出典 平成 18 年度シラバス）
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資料５－２－③－４ 

 

（出典 平成 18 年度シラバス）
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資料５－２－③－５ 

 

（出典 平成 18 年度シラバス）
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資料５－２－③－５ 

 

（出典 平成 18 年度シラバス）
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資料５－２－③－５ 

 

 

（出典 平成 18 年度シラバス） 
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資料５－２－③－５ 

 

 

（出典 平成 18 年度シラバス） 
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資料５－２－③－５ 

 

（出典 平成 18 年度シラバス） 
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資料５－２－③－５ 

 

（出典 平成 18 年度シラバス） 
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資料５－２－③－５ 

 

 

（出典 平成 18 年度シラバス） 
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資料５－２－③－５ 

 

 

（出典 平成 18 年度シラバス） 
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資料５－２－③－５ 

 

（出典 平成 18 年度シラバス） 
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資料５－２－③－５ 

 

（出典 平成 18 年度シラバス） 
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資料５－２－③－６ 学外実習ガイダンス・事前研修報告書 

 

（出典 平成 17 年度学外実習報告書） 
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資料５－２－③－７ 学外実習特別講演会報告書 

 

（出典 平成 17 年度学外実習報告書） 
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資料５－２－③－８ 

 

（出典 平成 17 年度学外実習報告書） 
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資料５－２－③－８ 

 

（出典 平成17年度学外実習報告書） 
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資料５－２－③－８ 

 

（出典 平成17年度学外実習報告書） 
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資料５－２－③－８ 

 

（出典 平成17年度学外実習報告書） 
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資料５－２－③－８ 

 

（出典 平成17年度学外実習報告書） 
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資料５－２－③－９ 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成 17 年度学外実習報告書） 
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資料５－２－③－９ 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成 17 年度学外実習報告書） 
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資料５－２－③－１０ 

 

（出典 平成 17 年度学外実習報告書） 
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観点５－３－①： 成績評価・単位認定規定や進級・卒業認定規定が組織として策定され，学生に

周知されているか。また，これらの規定に従って，成績評価，単位認定，進級認

定，卒業認定が適切に実施されているか。 

（観点に係る状況）  

・規定の策定 

 成績評価・単位認定規定や進級・卒業認定規定は，規程集及び申合せ事項に記載されている(資

料５-３-①-１)。 また，この規定の概要は全教員に配布されている学生指導必携（資料５-３-①-

２）にも記載されている。 

・学生への周知 

 規定内容の学生への周知は，新年度毎に全学生に配付される「学生生活のしおり」への記載(資

料５-３-①-３)を基本として，教科担当や担任による説明，年に２回配付される学期末の成績通知

票への記載（資料５-３-①-４）を行うことで徹底を図っている。また，新入学生に対しては新入

生オリエンテーションにおいて，教務委員会からの説明も行っている(資料５-３-①-５)。 

・ 評価及び認定の実施 

 成績評価はシラバスの評価方法に従って実施されており，評価内容の詳細及び学生の試験答案の

例等を教科ごとにファイルを作って閲覧可能にしている（訪問時に閲覧可）。追・再試験が必要な

場合も，申合せ事項及び学生指導必携（資料５-３-①-６）の実施・評価方法に基づいて実施して

いる。また，試験答案返却時に学生に対する説明を行い，規定内容の周知とより厳正な成績評価を

行っている。 

 進級及び卒業の認定は，年度末の教務委員会及び運営会議を経て教職員会議にて審議され(資料

５-３-①-７)，その結果に基づいて校長が認定を行っている。会議では審議資料として，全学生の

認定資料（訪問時に閲覧可）を配付し，厳格な認定を行っている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 規定については，規程集への記載のみならず全教員に配付される学生指導必携にも記載されてお

り，組織として策定されている。規定内容は学生生活のしおりと成績表にも記載され，学生への周

知徹底が図られている。成績評価に関しては，その詳細を記した科目ファイルを作成することで厳

格性を保っており，進級・卒業認定では，教務委員会，運営会議，教職員会議において全学生の認

定資料が配付され，全教員のもとで厳格に審議されている。 
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資料５－３－①－１ 

 

（出典 学生課教務係保存資料） 
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資料５－３－①－１ 

 

（出典 学生課教務係保存資料） 
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資料５－３－①－１ 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課教務係保存資料） 
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資料５－３－①－１ 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課教務係保存資料） 
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資料５－３－①－１ 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課教務係保存資料） 
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資料５－３－①－２ 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生指導必携） 
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資料５－３－①－２ 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生指導必携） 
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資料５－３－①－２ 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生指導必携） 
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資料５－３－①－３ 

 

（出典 平成 18 年度学生生活のしおり） 
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資料５－３－①－３ 

 

（出典 平成 18 年度学生生活のしおり） 
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資料５－３－①－３ 

 

（出典 平成 18 年度学生生活のしおり） 
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資料５－３－①－３ 

 

（出典 平成 18 年度学生生活のしおり） 
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資料５－３－①－４ 成績通知票 

 

 
（出典 学生課教務係保存資料） 



奈良工業高等専門学校 基準５ 

- 309 - 

 

資料５－３－①－５ 

 

（出典 学生課学生係保存資料） 

資料５－３－①－６ 
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〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生指導必携） 
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資料５－３－①－６ 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生指導必携） 
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資料５－３－①－７ 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課教務係保存資料） 
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資料５－３－①－７ 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課教務係保存資料） 
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資料５－３－①－７ 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課教務係保存資料） 
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資料５－３－①－７ 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 庶務課庶務係保存資料） 
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資料５－３－①－７ 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 庶務課庶務係保存資料より抜粋） 
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資料５－３－①－７ 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 庶務課庶務係保存資料より抜粋） 



奈良工業高等専門学校 基準５ 

- 318 - 

 

資料５－３－①－７ 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 庶務課庶務係保存資料より抜粋） 
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観点５－４－①： 教育課程の編成において，特別活動の実施等人間の素養の涵養がなされるよう

配慮されているか。 

（観点に係る状況）  

 １〜３年次において，毎週1時間の特別教育活動を組み込んでいる（資料５－４－①－１）。１

年間につき３０単位時間実施しており，３年間で９０単位時間を確保している。また，特別教育活

動の履修を進級条件に入れている（資料５－４－①－２）。特別教育活動の主な内容は，学生指導

必携資料（５－４－①－３）を参考にしたロングホームルーム活動と，講演会等の学年合同による

特別教育活動が挙げられる。ロングホームルームに関しては，年度末に担任より実施報告書が提出

される（資料５－４－①－４）。合同特別活動においては，各種委員会の主導で，学内外の講師に

よる人権教育等の講演会や文化鑑賞会等多様な内容のものを実施している（資料５－４－①－５）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 ３年間で特別活動を９０単位時間実施しており，その内容もロングホームルームにとどまらず，

学年合同での講演会や文化鑑賞会等多様なものとなっており，教育課程の編成において多面的に人

間の素養の涵養がなされるよう配慮されている。 
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資料５－４－①－１ 

 

 

（出典 学生指導必携） 

 

資料５－４－①－１ 

 

 

（出典 時間割より抜粋） 
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資料５－４－①－２ 

 

（出典 学生指導必携） 

 

資料５－４－①－３ 

 

 

 

（出典 学生指導必携） 
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資料５－４－①－３ 

 

（出典 学生指導必携） 
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資料５－４－①－４ 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課教務係保存資料） 
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資料５－４－①－４ 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課教務係保存資料） 
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資料５－４－①－４ 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課教務係保存資料） 
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資料５－４－①－５ 教務委員会主催の合同特別活動一覧  

 

（出典 学生課教務係保存資料） 
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資料５－４－①－５ 教務委員会主催の合同特別活動一覧 

 

（出典 学生課教務係保存資料） 
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資料５－４－①－５ 学生委員会主催の合同特別活動一覧 

 

 

（出典 学生課学生係保存資料） 
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資料５－４－①－５ 

 

（出典 学生課学生係保存資料）  
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資料５－４－①－５ 

 

（出典 学生課学生係保存資料） 
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資料５－４－①－５ 

 

（出典 学生課学生係保存資料） 
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資料５－４－①－５ 

 

（出典 学生課学生係保存資料）  
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資料５－４－①－５ 

 

（出典 学生課学生係保存資料）  
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資料５－４－①－５ 

 

（出典 学生課学生係保存資料）  
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資料５－４－①－５ 

 

（出典 学生課学生係保存資料）   
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資料５－４－①－５ 

 

（出典 学生課学生係保存資料）  
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資料５－４－①－５ 

 

（出典 学生課学生係保存資料）  
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資料５－４－①－５ 

 

（出典 学生課学生係保存資料） 
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観点５－４－②： 教育の目的に照らして，生活指導面や課外活動等において，人間の素養の涵養

が図られるよう配慮されているか。 

（観点に係る状況） 

・生活指導 

 生活指導については，学生主事と主事補（資料５— ４— ②— １）を中心として，学生の安全面や

健康面に留意した様々な取組を行っている（資料５— ４— ②— ２）。クラス担任を始めとする個々

の教員による生活指導には，学生指導必携（資料５— ４— ②— ３）に指針が示されている。 

・課外活動 

課外活動では，現在１９の運動部と９の文化部，１３の同好会が活動している（資料５— ４—

②— ４）。全ての教員がいずれかのクラブの顧問になっており（資料５— ４— ②— ５），対外試合

や遠征の引率等，教員が一体となって課外活動をサポートしている。また，学生には年度ごとに顧

問教員の承諾書と年間計画表，活動状況報告書等（資料５— ４— ②— ６）を提出させることで，部

長を中心とした自主的な活動を促しており，特に活発な活動を行っているクラブでは，高専大会に

おいても成果を上げている（資料５— ４— ②— ７）。 

 学生会では執行部を中心にして，学生総会や各種委員会の開催を行っている（資料５— ４— ②—

８）。また，執行部と学生主事，主事補による毎月の会議では，学生からの要望，意見を聞いてい

る（資料５－４－②－９）。 

・ 学校行事 

本校では，春秋のスポーツ大会やクリーンキャンペーンを始め，高専祭や社会工場見学，ハイキ

ング，修学旅行等，人間の素養の涵養に配慮した年間行事を数多く実施して学生の視野の拡大を図

っている（資料５－４－②－１０）。 

・ 学生表彰 

学生として表彰に値する事柄があれば，優秀賞，皆勤賞，特別賞を授与している。優秀賞は在学

5年間において，学業成績が優秀で，人物が優れている学生に与えられ，特別賞は課外活動や学生

会，寮生会等において優れた業績を挙げた学生に与えられる（資料５－４－②－１１）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 本校教育の目的の一つに，豊かな人間性を備えた技術者の育成が挙げられているが，生活指導で

は，学生の安全面や健康面から，人間の素養の基礎となる部分への配慮がなされている。課外活動

においては，教職員のサポートにより，学生の主体性や協調性を育むための配慮がなされている。

また，学校行事では多くの年間行事が計画・実施されている。以上のことから，教育の目的に照ら

して，生活指導面や課外活動等において，人間の素養の涵養が図られるよう配慮されている。 
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資料５－４－②－１ 

 

 

（出典 平成 17 年度学校概要） 
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資料５－４－②－２ 

 

（出典 学生課学生係保存資料） 
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資料５－４－②－２ 

 

（出典 学生課学生係保存資料） 
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資料５－４－②－２ 

 

 

（出典 学生課学生係保存資料） 
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資料５－４－②－３ 学生指導必携もくじ 

 

 

（出典 学生指導必携） 
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資料５－４－②－４ クラブ・同好会一覧 

 

（出典 平成 17 年度学校概要） 



奈良工業高等専門学校 基準５ 

- 346 - 

 

資料５－４－②－５ 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課学生係保存資料） 
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資料５－４－②－６ 

 

（出典 学生課学生係保存資料） 
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資料５－４－②－６ 

 

（出典 学生課学生係保存資料） 
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資料５－４－②－６ 

 

（出典 学生課学生係保存資料） 
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資料５－４－②－７ 

 

（出典 学生課学生係保存資料） 
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資料５－４－②－８ 

 

（出典 平成 18 年度学生生活のしおり） 
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資料５－４－②－９ 会議議事録の例 

 

（出典 学生課学生係保存資料） 
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資料５－４－②－１０ 

 

（出典 学生課学生係保存資料） 
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資料５－４－②－１０ スポーツ大会プログラム 

 

 

（出典 学生課学生係保存資料） 
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資料 5－4－②－10 

 

（出典 学生課学生係保存資料） 
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資料 5－4－②－10 高専祭プログラム 

 

 

（出典 学生課学生係保存資料） 
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資料５－４－②－１０ 

 

（出典 学生課教務係保存資料） 
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資料５－４－②－１０ 

 

 

（出典 学生課教務係保存資料） 
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資料５－４－②－１０ 修学旅行旅程表 

 

（出典 学生課教務係保存資料） 
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資料５－４－②－１１ 

 

（出典 平成 18 年度学生生活のしおり） 
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<専攻科課程> 

 

観点５－５－①: 準学士課程の教育との連携を考慮した教育課程となっているか｡ 

 

(観点に係る状況) 

本校専攻科の「教育課程」(資料５－５－①－１)は，「専攻科学生便覧」に記載されている。また，専

攻科課程の学習・教育目標(資料５－５－①－２)には｢本校では，本科４年生から専攻科２年生までの４

年間については，新しいシステムを設計，構築，開発，研究が出来る技術者の育成を目的としている｣と

示されている。ここで言う「新しいシステム」とは，「新しい技術を創生して行くシステム」のことであ

る。 

その目的を達成するため，本校専攻科の学習・教育目標は，準学士課程における学習・教育目標(資料

５－１－①－２)４項目を踏襲し，同じく４項目の学習・目標(資料５－５－①－２)を掲げている。これ

に伴い，学問的な専門細目分野におけるバランスを保ちつつ，準学士課程からの継続性･一貫性(資料５

－５－①－３～８)が，この学習・教育目標に沿って定められ，連携している。シラバスにも，科目ごと

に｢関連科目｣(資料５－５－②－５～７)が示され，準学士課程や専攻科課程で割当てられた科目との相

互関係が示されている。 

 

 (分析結果とその根拠理由) 

専攻科での教育課程は専門細目分野のバランスを保ちつつ，準学士課程からの継続性･一貫性(資料５－

５－①－３～８)が十分に配慮されたものとなっている｡これは，専攻科教育課程において各科目シラバス

(資料５－５－②－５～７)に「学習・教育目標との対応」及び「関連科目」が記載されて，継続性・一貫

性が見られる。また，準学士課程学習・教育目標から専攻科課程学習・教育目標へと，発展的，具体的に

踏襲されている。 

これらのことから，本校専攻科課程は準学士課程の教育との連携を考慮した適切な教育課程となってい

る｡ 

 

資料５－５－①－１ 専攻科教育課程 

 

(出典 平成１８年度専攻科学生便覧， p.７) 

 

 



奈良工業高等専門学校 基準５ 

 - 362 -

資料５－５－①－２ 専攻科学習・教育目標 
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(出典 平成１８年度専攻科学生便覧， pp.６－７) 
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資料５－５－①－３ 機械制御工学専攻プログラム継続性・一貫性（機械工学科） 
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(出典 平成１７年度JABEE資料：準学士課程と専攻科間における目標細目ごとの科目系統図) 
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資料５－５－①－４ 電子情報工学専攻プログラム継続性・一貫性(電気工学科) 
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(出典 平成１７年度JABEE資料：準学士課程と専攻科間における目標細目ごとの科目系統図) 
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資料５－５－①－５ 機械制御工学専攻プログラム継続性・一貫性(電子制御工学科) 
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(出典 平成１７年度JABEE資料：準学士課程と専攻科間における目標細目ごとの科目系統図) 
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資料５－５－①－６ 電子情報工学専攻プログラム継続性・一貫性(情報工学科) 
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(出典 平成１７年度JABEE資料：準学士課程と専攻科間における目標細目ごとの科目系統図) 
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資料５－５－①－７ 化学工学専攻プログラム継続性・一貫性(物質化学工学科：化学応用) 
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(出典 平成１７年度JABEE資料：準学士課程と専攻科間における目標細目ごとの科目系統図) 
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資料５－５－①－８ 化学工学専攻プログラム継続性・一貫性(物質化学工学科：生物応用) 
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(出典 平成１７年度JABEE資料：準学士課程と専攻科間における目標細目ごとの科目系統図) 
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観点５－５－②: 教育の目的に照らして，授業科目が適切に配置(例えば，必修科目，選択科目等の配当

等が考えられる)され，教育課程の体系性が確保されているか｡また，授業の内容が，全

体として教育課程の編成の趣旨に沿って，教育の目的を達成するために適切なものにな

っているか｡ 

 

(観点に係る状況) 

・学校の学習･教育目標に沿った体系性 

専攻科課程における４項目の学習･教育目標(資料５－５－①－２)は，準学士課程の学習･教育目標(資

料５－１－①－２)を引き継いでいる｡例えば，準学士課程学習･教育目標には「（２）幅広い工学的知識

を基礎に，実践能力を備えた技術者の育成」とあるが，これは専攻科課程学習･教育目標「（Ｂ）工学の

基礎知識」へと引き継がれている。専攻科では選択科目も多く，教育目標の各項目を達成するために必要

に応じて必修科目･選択必修科目を設定している。この学習・教育目標に沿って，各科目の配置は，「準

学士課程と専攻科間における目標細目ごとの科目系統図」(資料５－５－①－３～８)としてまとめられて

いる｡この図から，各項目間のバランスと，準学士課程からの発展性が考慮されている｡ 

・専攻の専門に照らした体系性 

準学士課程の学科に対応した専門性をより高度に発展させ，また他の工学分野にも視野を広めるように，

教育課程が編成されている｡本校専攻科課程学習･教育目標の下，その体系性は「準学士課程と専攻科間に

おける目標細目ごとの科目系統図」(資料５－５－①－３～８)としてまとめられている｡専門分野別に，

学習･教育目標に沿って，より発展的な科目が配置されている。 

・授業内容の適切性 

専攻科では準学士課程の関連科目を基礎としつつ，学士に相応しいレベルと内容が求められる。各科目

の担当教員及び授業内容の適切性は大学評価･学位授与機構により審査･認定されている｡各専攻における

授業科目は，その主旨に沿って適切に学年に配当されている (資料５－５－②－１～３)。また，シラバ

スには，各科目の「学習・教育目標との対応」，「JABEE基準との対応」，「講義の目的」，「履修上の

留意点」，「到達目標」，「評価方法」，「教科書及び参考文献」，「関連科目」，「講義項目・内容」，

「自己評価」が記載されている(資料５－５－②－５～７)。シラバスの記載内容は専攻科委員会でチェッ

クされる｡ 

このように専攻科教育課程は，修了生全員が学士の学位を取得すべく編成されている。平成５年度第１

回修了生から平成１７年度第１３回修了生までの計３８８名のうち，学士号取得者は３８７名(９９.７%)

である(資料５－５－②－８)｡修了生のほぼ全ての学生が学位を取得しており， 学士号未取得の１名は平

成１８年３月の修了生で，現在再申請をしており平成１８年９月には学位を取得出来る見込みである。 

 

(分析結果とその根拠理由) 

教育課程は，学習･教育目標を達成しつつ全修了生の学士号取得を目指して編成されている。各専攻の

専門性をより高度に発展させつつ，他の工学分野にも視野を広げることが出来るよう，学習･教育目標別

及び専門細目分野別に，科目系統図がまとめられ，準学士課程から専攻科課程へと，教育課程の体系性が

示されている(資料５－５－①－３～８)｡授業内容の適切性は，シラバスへの明示とその実行により確保
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され，大学評価･学位授与機構により認定されている｡ 

以上のことから，教育の目的に照らして，授業科目が適切に配置され，教育課程の体系性が確保されて

いる，また，授業の内容が教育の目的を達成するために適切なものになっている。 
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資料５－５－②－１ 機械制御工学専攻授業科目学年配当表 

 



奈良工業高等専門学校 基準５ 

 - 379 -

 

(出典 平成１８年度専攻科シラバス，pp.５－６) 
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資料５－５－②－２ 電子情報工学専攻授業科目学年配当表 
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(出典 平成１８年度専攻科シラバス，pp.７－８) 
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資料５－５－②－３ 化学工学専攻授業科目学年配当表 
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(出典 平成１８年度専攻科シラバス，p.５６) 
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資料５－５－②－４ 平成１８年度専攻科シラバス目次 
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(出典 平成１８年度専攻科シラバス，目次) 
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資料５－５－②－５ 一般教科「コミュニケ－ション英語」シラバス 
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(出典 平成１８年度専攻科シラバス，pp.５６－５７) 
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資料５－５－②－６ 機械制御工学「精密加工学」シラバス 
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(出典 平成１８年度専攻科シラバス，pp.７４－７５) 
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資料５－５－②－７ 化学工学専攻「現代有機化学論」シラバス 
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(出典 平成１８年度専攻科シラバス，pp.１６４－１６５) 
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資料５－５－②－８ 専攻科修了・学士取得状況 

 

(出典 専攻科作成資料) 

 

観点５－５－③: 学生の多様なニ－ズ，学術の発展動向，社会からの要請等に対応した教育課程の編成

(例えば，他専攻の授業科目の履修，他高等教育機関との単位互換，インターンシップに

よる単位認定，補充教育の実施等が考えられる｡)に配慮しているか｡ 

 

(観点に係る状況) 

・大阪大学工学部との教育研究交流協定を締結(資料５－５－③－１)  

平成16年９月，本校と大阪大学工学部・大学院工学研究科は，教育及び学術研究上の協力関係を

推進するため，教育研究交流に関する包括的な協定を締結した。これに基づき，教育分野では本校

学生と阪大生が各学校の授業を受講できる相互履修と，各々の授業を受講した 場合に各校の単位と

して認める単位互換のほか，本校学生が大阪大学の研究に参加するインターンシップを実施してい

る。また，本科卒業生の大阪大学工学部３年生への推薦による編入学は，具体的に協議を進めるこ

とにしている。 

・他の教育施設等における授業科目の履修(資料５－５－③－２～４) 

他高専専攻科及び他教育施設開設の授業科目が履修可能である。 

・大学院前期課程への特別推薦入試が実施された 

専攻科修了生の大阪大学大学院工学研究科博士前期課程への推薦による入学が平成17年度より行

われている。 

また，長岡技術科学大学大学院，豊橋技術科学大学大学院，北陸先端科学技術大学院大学，奈良

先端科学技術大学院等への特別推薦入試が実施されている(資料５－５－③－５)。 

・３専攻共通必修専門科目「システムデザイン演習」を開設(資料５－６－①－５) 

平成18年度履修者から，３専攻共通で開設された専門科目「システムデザイン演習」が必修とな

った。これにより， PBLを通して高度なシステムを構築できるように配慮している。 

・インターンシップとして｢学外実習｣を実施(資料５－５－③－６～１２) 

学外実習は，夏期休暇等を利用し，10日間(合計80時間)以上の実習を行っている。 

・補充教育 (資料５－５－③－１３～１４) 

補充教育としては，平成17年度に「冬季TOEIC集中講座」(９日間)，「春季TOEIC集中講座」(３日
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間)が実施された。 

さらに，平成18年度には「夏季TOEIC集中講座」(４日間)を行う予定である。 

 

(分析結果とその根拠理由) 

本校では学生の多様なニ－ズ，学術の発展動向，社会からの要請等に対応して，他大学との相互履修制

度，他専攻科目の履修，インターンシップの単位認定等，教育課程改善の取組がされている｡また，他大

学での履修の便宜等にも配慮している｡ 

このことから，専攻科課程では教育課程の編成等において，適切な配慮がなされている｡ 
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資料５－５－③－１ 大阪大学工学部との教育研究交流協定 

 

（出典 平成１８年度専攻科学生便覧， p.８） 
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資料５－５－③－２ 専攻科準用規定 

 

（出典 平成１８年専攻科学生便覧「奈良工業高等専門学校学則：第３９条」， p.５０） 

 

資料５－５－③－３ 高等専門学校以外の教育施設等における学修等 

 

（出典 平成１８年専攻科学生便覧「奈良工業高等専門学校学則：第１４条」， p.４７） 
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資料５－５－③－４ 他の教育施設等における授業科目の履修 

 

（出典 平成１８年度専攻科学生便覧， p.５８） 
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資料５－５－③－５ 専攻科修了後の資格と進路 

 

(出典 独立行政法人国立奈良工業高等専門学校専攻科２００６， p.２) 
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資料５－５－③－６ 専攻科「学外実習」実施要項 
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（出典 平成１８年度専攻科学生便覧， pp.６５－６６） 
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資料５－５－③－７ 専攻科学外実習証明書 

 

（出典 平成１８年度専攻科学生便覧， p.６７） 
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資料５－５－③－８ 専攻科学外実習申込書 

 

（出典 平成１８年専攻科学生便覧， p.６８） 
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資料５－５－③－９ 学外実習における誓約書 

 

（出典 平成１８年専攻科学生便覧， p.６９） 
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資料５－５－③－１０ 専攻科学外実習報告書 

 

（出典 平成１８年専攻科学生便覧， p.７０） 



奈良工業高等専門学校 基準５ 

 - 404 -

資料５－５－③－１１ 専攻科学外実習日誌 

 

（出典 平成１８年専攻科学生便覧， p.７１） 
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資料５－５－③－１２ シラバス「学外実習」 
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（出典 平成１８年専攻科シラバス， pp.５０－５１） 
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資料５－５－③－１３ 冬季TOEIC集中講座出欠表（補充教育） 

 

(出典 英語科作成資料) 

 

資料５－５－③－１４ 春季TOEIC集中講座出欠表（補充教育） 

 

(出典 英語科作成資料) 

 

観点５－６－①: 教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが適切であ

り，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされているか｡ (例えば，

教材の工夫，少人数授業，対話･討論型授業，フィ－ルド型授業，情報機器の活用等が考

えられる。) 

 

(観点に係る状況) 

・教育の目的に沿った講義，演習，実験，実習等の授業形態とその配分の適切性 

授業科目は学習・教育目標に沿って適切に配分され，また，専攻科シラバスには「学習・教育目標の対

応」が記されており，全ての科目が本校専攻科の教育目標に対応したものである。 

また，その配分は (資料５－６－①－１)にあるように，講義科目は全体平均４７.７％，演習科目は全

体平均３３.８％，実験・実習科目は全体平均１８.５％となり適切となっている。 

・教育内容に応じた適切な学習指導の工夫 

学習指導方法としては，計算課題演習･討論･プレゼンテ－ション等，演習･実習系の要素が取入れられ

ており，工夫を凝らした授業が担当教員ごとに展開されている。 

 (a) 教材の工夫 

学習・教育目標を達成するための学習指導方法・教材の工夫として， ｢コミュニケ－ション英語｣ (専

門共通科目， ２年生， ２単位，必修)を例示する。この科目では，文章･図表･口頭による表現を実践的

に学び，英語でのコミュニケ－ション能力を身につける｡また，学生の専門課題テ－マを利用しながらパ

ワ－ポイントによる発表･討論を行い，英語というコミュニケーションツールを通して，工学関連分野に
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視野が広まるよう工夫されている。 

 (b) 少人数授業 

少人数制により教員からの決め細やかな指導を通して，目標設定から達成まで一貫して遂行出来る研究

開発能力を持つ技術者を育成している。各専攻科における「特別研究」(資料５－６－①－２～４)を例示

する。 

 (c) 対話・討論型授業 

 「システムデザイン演習」(資料５－６－①－５)では，自ら主体的に課題に取組み，成果そのものの評

価のみならず，取組の課程での対話・討論についても評価する。 

(d) フィ－ルド型授業 

 「日本古代技術史」(資料５－６－①－６)では，座学と臨地講義の２つの形態を組み合わせて授業が行

われる。特に臨地講義においては，実際に現場に立って，古代からの伝統的な心と技のすばらしさを体感

し，その重要性を理解した上で，最先端の技術に応用出来るものを修得することができる。 

(e) 情報機器の活用 

 「情報システム」(資料５－６－①－７)では，補助教材にホームページを利用する等，マルチメディア

を活用した授業が行われている。 

 

(分析結果とその根拠理由) 

本校の専攻科課程では，学習･教育目標に応じて，講義，演習，実験，実習等の授業形態が適切である｡ 

また，各教科において，学生が技術者として自主的にテ－マを選定し調査研究発表を行い，対話・討論

する授業，パワ－ポイント等のソフトや情報機器を効率よく利用し，相手に英語で自分の意思を伝える授

業，座学と臨地講義を組み合わせ現場で体感できる授業等，担当教員ごとに教育内容に応じた適切な学習

指導方法の工夫が十分に行われている｡ 

 

資料５－６－①－１ ３専攻科における授業形態別時間数とその配分 

 

 

 

 

 

 

(出典 専攻科作成資料) 
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資料５－６－①－２ 機械制御工学「特別研究」シラバス 
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(出典 平成１８年度専攻科シラバス，pp.６６－６７) 
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資料５－６－①－３ 電子情報工学専攻「特別研究」シラバス 
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(出典 平成１８年度専攻科シラバス，pp.１３２－１３３) 
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資料５－６－①－４ 化学工学専攻「特別研究」シラバス 
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(出典 平成１８年度専攻科シラバス，pp.１５４－１５５) 
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資料５－６－①－５ ３専攻共通「システムデザイン演習」シラバス 
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(出典 平成１８年度専攻科シラバス，pp.６８－６９) 
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資料５－６－①－６ 一般教科「日本古代技術史」シラバス 
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(出典 平成１８年度専攻科シラバス，pp.１６－１７) 
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資料５－６－①－７ 電子情報工学「情報システム」シラバス 
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(出典 平成１８年度専攻科シラバス，pp.１２６－１２７) 
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観点５－６－②: 創造性を育む教育方法(PBL等)の工夫やインターンシップの活用が行われているか｡ 

 

(観点に係る状況) 

創造性を育む教育方法を取入れた科目としては， ｢システムデザイン演習｣や「特別研究」等が開設さ

れている。また，インターンシップも十分に活用されている。 

「システムデザイン演習｣は，PBL形式で進められ，これまでに培ってきた基礎知識を生かして，工学的

な問題を解決するデザイン能力を育成する。この授業を通して，自主的，継続的に学習する能力を養い，

最終成果を発表することで，日本語による表現能力も育成する。評価方法としては，学習過程，成果物を

総合して評価を行う。学習過程については，毎週の学習の履歴等による教員の評価，自身による自己評価，

学生による総合評価等によって行う。成果物に対しても教員の評価，学生の総合評価等を総合して評価す

る。 

「特別研究」の研究テーマの設定に当たっては，学生自身の工学的興味を尊重し，教員から提示された

テ－マや企業との共同研究を始め，委託研究や実用化を含めた幅広い分野から選定している(資料５－６

－②－１)。さらに，その独創的な研究により学協会での発表を経て，表彰されている学生は，これまで

37名となっている(資料５－６－②－２～３)。 

｢学外実習｣では，長期休業期間を利用し１０日間(計８０時間)以上実施している｡各専攻では，事前説

明会(資料５－６－②－４～６)を実施し，期間中に学生は専攻科学外実習報告書(資料５－５－③－１０)

と専攻科学外実習日誌(資料５－５－③－１１)をつけ，教員はそれらを元に学生の取組状況を観察すると

共に，受入担当者と意見交換することで，その後の学生の指導に役立てている｡「学外実習」を通して，

現場での問題発見から解決に至るプロセスを学んでいることが確認出来る。 

 

(分析結果とその根拠理由) 

本校専攻科では，PBL形式の科目として１年次に必修２単位の｢システムデザイン演習｣を開設している｡

この科目では問題提起から解決・発表に至る一連の過程を経て，学生は創造性を育むことができる｡ 

「特別研究」では，幅広い分野から自分のテ－マを選定し，テ－マに沿った目標設定を行い，それを達

成する研究開発能力を育成することができる。 

選択２単位の「学外実習｣を設定しており，学生たちは，現場で有意義な経験をしてきている。 

以上のことから，本校の専攻科課程では，創造性を育む教育方法の工夫やインターンシップの活用が十

分に行われている｡ 
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資料５－６－②－１ 平成１７年度専攻科特別研究概要集 
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(出典 平成１７年度専攻科特別研究概要集， 表紙，目次) 
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資料５－６－②－２ 「特別研究」における学会発表受賞者一覧 

 

(出典 平成１７年度専攻科特別研究概要集， pp.６３－６４) 
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資料５－６－②－３ 最近の学会発表受賞者一覧 

 

(出典 独立行政法人国立奈良工業高等専門学校専攻科２００６， p.１４) 
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資料５－６－②－４ 平成１７年度電子情報工学専攻学外実習ガイダンス・事前研修報告書 

 

(出典 平成１７年度学外実習報告書「専攻科」， p.１７１) 
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資料５－６－②－５ 平成１７年度機械制御工学専攻学外実習ガイダンス・事前研修報告書 

 

(出典 平成１７年度学外実習(インターンシップ)報告書， p.１７２) 
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資料５－６－②－６ 平成１７年度化学工学専攻学外実習ガイダンス・事前研修報告書 

 

(出典 平成１７年度学外実習(インターンシップ)報告書， p.１７３) 
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観点５－６－③: 教育課程の編成の趣旨に沿って，シラバスが作成され，事前に行う準備学習，教育方

法や内容，達成目標と評価方法の明示等内容が適切に整備され，活用されているか｡ 

 

(観点に係る状況) 

・シラバスの作成 

各授業科目の「達成目標」と「学習･教育目標」との対応が明記されたシラバスが作成されている(資料

５－５－②－５～７)｡ 

・シラバスの活用と確認 

教員には，シラバス記載の評価方法や各週の授業内容について学生に説明し，それを実行することが求

められている。シラバスは本校ホームページにも公開され，学生は選択科目の決定，自学自習，授業計画

や評価方法の確認等々のため充分に活用されている｡また，教員相互が他科目の状況･情報を知ることにも

役立っている｡ 

学生は，シラバスのスケジュ－ルどおりに授業が行われ，その内容について理解したかどうかを，授業

ごとに毎回，シラバス内の「自己評価」欄に５段階（４：完全に理解した～０：まったく理解できなかっ

た）で書き込むことになっている。授業最終日には，学生たちの自己評価を担当教員が回収し，次年度，

さらに良い授業へと発展させるために，その結果を授業に反映することができる。 

学生による専攻科授業アンケート(資料５－６－③－１～２)では，シラバスどおりに授業が行われたか

を問う設問が設けられている。また，学生の自主的な取組姿勢や授業に対する積極的な態度に対する項目

も設けられている。学生による授業評価(資料５－６－③－３～４)は概ね良好である。 

 

(分析結果とその根拠理由) 

専攻科で行われる全ての科目に関して，学習･教育目標に沿った詳細なシラバスが作成され，活用され

ている｡各科目では，毎週，学生自身が週ごとの項目を理解したかどうか，自己評価を行い，シラバス内

に記載する。授業最終日には，学生自身が行った「自己評価」を回収し，次年度以降の参考にしている。 

さらに授業アンケートを行い，シラバスどおりに行われたかどうか，そのアンケート結果から授業担当

者は次年度の授業にその結果を反映することができる。 

以上のことから，教育課程の編成の趣旨に沿って，詳細なシラバスが作成され，準備学習，教育方法や

内容，達成目標と評価方法の明示等内容が適切に整備され，十分に活用されている｡ 
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質料５－６－③－１ 平成１７年度専攻科授業アンケート 
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(出典 専攻科作成資料) 
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質料５－６－③－２ 平成１７年度専攻科授業アンケート(特別実験) 
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(出典 専攻科作成資料) 
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質料５－６－③－３ 専攻科平成１７年度前期授業アンケート集計結果 

 

(出典 専攻科作成資料) 
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質料５－６－③－４ 専攻科平成１７年度後期・通年授業アンケート集計結果 

 

(出典 専攻科作成資料) 
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観点５－７－①: 専攻科で修学するにふさわしい研究指導(例えば，技術職員等の教育的機能の活用，複

数教員指導体制や研究テ－マ決定に対する指導等が考えられる｡ )が行われているか。 

 

(観点に係る状況) 

各専攻科における｢特別研究｣は必修科目であり，２年間で合計１４単位を課している。学生は指導教員

から，研究内容だけでなく，専門分野の一般的基礎学力，論文作成，成果発表を通しての文章や図表の表

現方法，研究の取組姿勢等について，一対一できめ細かい指導を受ける｡指導教員と研究テ－マの決定は，

シラバスの「講義項目・内容」第１週にあるように，１年次４月当初の各研究室への配属及びガイダンス

が行われる。特に他高専からの入学生には，研究テ－マや研究室の指導方針等について，各指導教員から

説明がなされる｡本校出身学生では準学士課程の卒業研究を継続してより深い研究を志向する者が多い。

指導教員は，博士の学位を有する教授が専門的知識と研究経験を活かして学生の指導に当たっている｡ま

た，学年末には各専攻において，研究成果が公表され，外部からの参加者もあり，広く公開されている。

さらに，国内外の学協会で発表し高い評価を受けている専攻科課程学生も多い。 

１年生の学年末には中間発表を課し，「研究計画の立案」「実験装置の作成」「実験方法の確立」に関

して，その「達成度」について評価する(資料５－７－①－４～５)｡修了時には専攻毎に専攻科特別研究

審査発表会(資料５－７－①－１～３)が行われ，「研究計画」「研究態度」「論文」「発表能力」につい

て，「評価シート」(資料５－７－①－５)を用いて評価する｡ 

 

(分析結果とその根拠理由) 

専攻科特別研究では，学生は指導教員から，２年間にわたり，一対一のきめ細かい指導を受ける｡シラ

バス記載の「評価方法」に従って，研究成果の公表が義務づけられ，中間発表会及び特別研究発表会では，

複数教員により審査･評価され，論文についても担当教員により審査･評価されている｡ 

以上のことから，本校の専攻科課程では，専攻科で修学するにふさわしい適切な研究指導が十分に行わ

れている｡ 
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資料５－７－①－１ 機械制御工学専攻 平成１７年度特別研究発表会プログラム 

 

(出典 専攻科作成資料) 
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資料５－７－①－２ 電子情報工学専攻 平成１７年度特別研究発表会プログラム 

 

(出典 専攻科作成資料) 
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資料５－７－①－３ 化学工学専攻 平成１７年度特別研究発表会プログラム 

 

(出典 専攻科作成資料) 
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資料５－７－①－４ 特別研究評価シ－ト記入要領 

 

〔非開示につき省略〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(出典 専攻科作成資料) 
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資料５－７－①－５ 特別研究評価シ－ト 

 

(出典 専攻科作成資料) 
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観点５－８－①: 成績評価･単位認定規定や修了認定規定が組織として策定され，学生に周知されている

か｡また，これらの規定に従って，成績評価，単位認定，修了認定が適切に実施されてい

るか｡ 

 

(観点に係る状況) 

・規定の策定 

単位認定，修了認定については，専攻科学生便覧｢奈良工業高等専門学校学則第３８条｣(資料５－８－

①－１)に記載されている｡ 

「成績の評価及び評定」に関しては，平成１８年度専攻科学生便覧｢専攻科の履修に関する規定第６条・

第７条｣(資料５－８－①－２)に明記されている。各科目においては，シラバスにある「評価方法」に従

い，試験の成績及び平素の成績を総合して評価される。 

・学生への周知 

成績評価，単位認定，修了認定については学生に周知するために，専攻科学生便覧 (資料５－８－①－

１)に掲載し，説明会を毎年実施している。新入学生に対しては入学オリエンテ－ション(資料５－８－①

－３)において，専攻科主任より説明を行っている。 

・規程の運用 

単位･修了の認定は，専攻科委員会（資料６－１－①－６）で先議され，その後，運営会議（資料５－

３－①－７）を経て，教職員会議（資料５－３－①－７）において審議したうえで校長が決定する｡これ

により，各科目における評価の厳格性が確保されている。各科目において科目ファイルが義務付けられて

いて，資料室にて保管される。教職員は資料室において資料を閲覧することができる。これによりシラバ

ス記載の評価基準と方法に従って評価されているかどうか，教員相互により点検が出来る。 

 

(分析結果とその根拠理由) 

専攻科学生便覧には，｢専攻科の履修に関する規定｣が掲載され，「専攻科新入生入学オリエンテーショ

ン」等により，学生への周知が徹底されている｡単位及び修了の認定は，専攻科委員会，運営委員会，教

職員会議で審議し，校長が決定する｡成績評価の厳格性は，教員相互に点検可能なように成績の根拠資料

を「科目ファイル」に綴じ，資料室にて閲覧可能にすることで確保されている。 

以上のことから，成績評価･単位認定規程や修了規程が組織として策定され，学生に十分に周知されて

いる｡また，これらの規程に従って，成績評価，単位認定，修了認定が十分適切に実施されている。 
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資料５－８－①－１ 修了認定について 

 

(出典 平成１８年度専攻科学生便覧， p.５０) 

 

資料５－８－①－２ 成績の評価及び評定について 

 

(出典 平成１８年度専攻科学生便覧「専攻科の履修に関する規程」， p.６０) 
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資料５－８－①－３ 平成１8年度専攻科新入生入学オリエンテ－ション案内 

 

(出典 専攻科作成資料) 
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 (２)優れた点及び改善を要する点 

(優れた点) 

・ 他大学との相互履修を実施し，他学科･他専攻及び外国の教育機関での修得科目を単位認定している｡ 

・ 英語力強化のため，TOEICの受験を３年～５年及び専攻科全学生に奨励･支援している。 

・ 準学士課程では，オフィスアワ－や補講，ティーチングアシスタントを利用した補充教育を行ってい

る。 

・ 専攻科課程では，PBL形式の科目として｢システムデザイン演習｣を開設し，グル－プ作業を通じて創造

性が育まれるよう，学生に自主的に取組ませている。 

・ シラバスは，FD委員会・教務委員会・専攻科委員会のチェックを受け，ホームページで学内外に公表

されている｡ 

・ シラバス内に「自己評価」欄を設け，学生に講義内容と理解度を確認させ，授業最終日には学生達の

自己評価を回収し，次年度の授業改善に役立てている。 

・ シラバスに関する評価の入った授業アンケート結果は，教室で冊子として開示されている｡ 

・ 成績評価は，教務委員会・専攻科委員会・運営会議・教職員会議で審議され，厳格に行われている。

また，成績評価の根拠として，教員相互で点検可能な各科目の｢科目ファイル｣も利用されている｡ 

 

(改善を要する点) 

･該当なし｡ 

 

(３)基準５の自己評価の概要 

(準学士課程) 

教育課程は，学習・教育目標に基づいて体系的に編成されており，インターンシップの活用や TOEIC

試験の結果による単位認定等が取入れられ，社会の要請や学生のニーズに対する配慮がなされている。

各授業においては，フィールド型授業，ネイティブによる対話型授業，PBL 型授業等，教育課程を展開

するにふさわしい授業形態が整備されている。また，授業内容はシラバスに記載され，授業アンケート

を用いてシラバスの活用状況を確認できる体制が整備されている。 
成績評価は規程に基づいて行われ，各教科の評価内容の詳細や試験答案の科目ファイル（専攻科課程

でも作成）を作成し閲覧可能にすることで厳格性を保っている。進級・卒業に関しては，教務委員会，

運営会議，教職員会議において審議され，校長が決定し認定されている。 
特別活動は 90 単位時間が確保されており，ロングホームルームを始め，講演会や文化鑑賞会等多様

な取組が行われている。生活指導については，学生委員会を中心として，学生の安全面や健康面に配慮

した取組を行っており，課外活動においては全教員が顧問になることで，学生の自主的な活動をサポー

トしている。また，スポーツ大会や高専祭，社会工場見学等多様な学校行事を実施している。この様に，

本校では人間の素養の涵養に関する取組が適切に行われている。 
(専攻科課程) 

教育課程は，準学士課程からの継続性･一貫性が配慮され，学習･教育目標別及び専門分野別に授業科目

系統図が整備され，体系性が明示されている。学習･教育目標に応じて，講義科目と演習科目がバランス



奈良工業高等専門学校 基準５ 

 - 447 -

よく配置されている｡マルチメディア教材を用いる等，学生の興味を引くような教授法によりプレゼンテ

－ションや双方向の質疑討論，意見発表等，少人数であることを活かした授業が多く行われている｡また，

学生の多様なニーズや社会の動向等に配慮し教育課程を改善していくシステムが機能している｡ 

PBL形式の科目として，｢システムデザイン演習｣が開設され，問題解決する手段を自らが見つけていく

学習プログラムが設定されている。またインターンシップも適切に実施されている。 

シラバスは学習･教育目標に沿って作成され，活用されている。 

シラバス内に「自己評価」欄を設け，学生に講義内容と理解度を確認させ，授業最終日には学生達の自

己評価を回収し，次年度の授業改善に役立てている。 

特別研究は指導教員から２年間にわたり，一対一のきめ細かい研究指導を受け，研究成果を公表するこ

とが義務づけられており，学協会から表彰される学生も多い｡ 

成績評価･単位認定･修了認定については，準学士の課程と同様に審議される。 
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基準６ 教育の成果 

（１）観点ごとの分析 

観点６－１－①： 高等専門学校として，その目的に沿った形で，課程に応じて，学生が卒業（修

了）時に身に付ける学力や資質・能力，養成する人材像等について，その達成状

況を把握・評価するための適切な取組が行われているか。 

（観点に係る状況）  

本校の準学士課程において卒業時における達成状況の把握は，学業成績評価，進級及び卒業の認定

に関する規則（資料６－１－①－１）に基づき，以下の手順で実施している。(1)各科目の学習目標

や成績評価基準はシラバスに明記され，成績はそれに基づいて評価される。(2)教務委員会で成績評

価基準に基づいて卒業に必要な単位の習得状況を把握する（資料６－１－①－２）。(３)運営会議，

教職員会議の審議を経て卒業認定される（資料６－１－①－３）（資料６－１－①－４）。 

 専攻科課程では専攻科の履修に関する規程（資料６－１－①－５）により準学士課程と同様に専攻

科委員会，運営会議，教職員会議を経て修了認定される（資料６－１－①－６）（前出資料６－１－

①－３，４）。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 卒業時及び修了時におけるこれらの達成状況については，準学士課程では「教務委員会」で，専攻

科課程では「専攻科委員会」において，適切に把握・評価されている。 

以上のことから，卒業（修了）時の達成状況を把握・評価するための適切な取組が行われている。 
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資料６－１－①－1 

奈良工業高等専門学校学業成績評価，進級及び卒業の認定に関する規則(抜粋) 

（昭和４６年４月１日制定）

 （趣旨） 

第１条 奈良工業高等専門学校における試験，学業成績の評価，進級及び卒業の認定等に

ついては，この規則の定めるところによる。 

 （試験） 

第２条 定期試験は，学期末に実施する。 

２ 必要のある科目については，中間試験を実施する。 

３ 前２項のほか，校長が必要と認めたときは，追試験を実施することができる。 

第３条 平素の学業成績で評価し得る科目については，試験の全部又はその一部を実施し

ないことができる。 

 （追試験） 

第４条 定期試験又は中間試験に欠席した場合，学生は追試験受験願を提出し，校長がや

むを得ないと認めたときは，受験することができる。 

２ 追試験を実施する場合，教務主事は当該科目の担当教員及び学級担任と協議のうえ校

長の承認を受けて試験日等を定めるものとする。 

３ 追試験は，原則として当該学期内に行うものとする。 

 （試験の成績の評価） 

第５条 試験の成績は，その試験の結果に基づき１００点法により評価する。 

 （学年成績の評価及び評定） 

第６条 学年成績は，その年度における試験の成績及び乎常点（平素の成績及び出席の状

況等）を総合して，１００点法により評価し，次の区分により優・良・可・不可で評定する。 

     優  １００～８０ 

     良   ７９～６５ 

     可   ６４～６０ 

    不 可  ５９～０ 

２ 不可の評定については，次の区分によりＡとＢに分けて取扱う。 

         ５９～４０（Ａ） 

    不 可 

         ３９～０（Ｂ） 

３ 卒業研究は，優・良・可・不可で評定する。 

４ 学年成績を指導要録に記載するときは評点で行う。ただし，部外に通知する必要がある

ときは優・良・可・不可などの評定によることができる。 

（出典 奈良工業高等専門学校規程集）
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資料６－１－①－２ 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 臨時教務委員会議事要録）
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資料６－１－①－３ 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 臨時運営会議議事要録）
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資料６－１－①－４ 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 教職員会議議事要録）
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資料６－１－①－５ 

 専攻科の履修に関する規程(抜粋) 

（平成４年４月１日制定）

 

（趣 旨） 

第１条 奈良工業高等専門学校(以下「本校」という。)専攻科における履修，試験，学業成績の評価及び修了

の認定等については，この規程の定めるところによる。 

（履 修） 

第２条 専攻科授業科目の履修は学則別表第４および別表第５によるものとする。 

 ただし，平成１７年度以降の本校からの入学生については，出身学科により別表に定める単位を履修しなけ

ればならない。なお，本校以外の高専等出身者については，専攻科委員会が指定する科目を履修するものと

する。 

２ 必要に応じて他専攻の授業科目を履修することができる。 

３ 履修にあたっては，各学期の始めの指定時期までに履修届を提出しなければならない。 

（試験） 

第３条 授業科目の成績評価は，授業科目終了期の定期試験により行う。 

２ 定期試験は，原則として筆記試験とする。ただし，成績評価が筆記試験により難い場合は，口述試験等他

の方法に代えることができる。 

３ 筆記試験は，学科の期末及び学年末試験期間に合わせて実施する。 

ただし，特別な試験時間割表は作成せず，教科担当教員が試験期間内の講義時間に実施する。 

第４条  定期試験受験に際し不正行為を行った者は，その学期の定期試験の全科目を不合格とする。 

（追試験） 

第５条 病気その他やむを得ない事由により定期試験を受験できなかった学生に対しては，願い出により追試

験を実施することができる。 

（成績の評価及び評定） 

第６条 授業科目の成績は，試験の成績及び平常点を総合して，100 点法により評価し，次の区分により評定

する。 

優 100 ～80 

良 79 ～65 

可 64 ～60 

不 可 59 ～ 0 

２ 特別研究は，優・良・可・不可で評定する。 

３ 授業科目の成績原簿への登記は評点で行う。ただし，部外への証明書の交付は，優・良・可・不可の表記と

する。 

 

（出典 奈良工業高等専門学校規程集）
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資料６－１－①－６ 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 専攻科委員会議事要録）
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観点６－１－②： 各学年や卒業（修了）時等において学生が身に付ける学力や資質・能力につい

て，単位取得状況，進級の状況，卒業（修了）時の状況，資格取得の状況等から，

あるいは卒業研究，卒業制作等の内容・水準から判断して，教育の成果や効果が

上がっているか。 

（観点に係る状況）  

 準学士課程学生の進級状況を（資料６－１－②－１）に示す。各学年の進級率は３学年（90％）を

を除き94％以上と高い。本校では技術士第一次試験合格者（資料６－１－②－２）及び機械設計技術

者試験の合格者もいる（資料７－１－④－２）。 

卒業研究の一部は学会発表を行い，これまでに学会発表賞を受賞している。（資料６－１－②－

３）に情報工学科５年生の学会発表リストを示す。 

専攻科修了生の学士取得率は高く，100％となっている（資料６－１－②－４）。また，専攻科生

の研究成果の発表実績と最近の学会発表受賞者一覧を（資料６－１－②－５）に示す。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 準学士課程学生の卒業研究は学会発表を行い，これまでに学会発表賞を受賞している。また，専攻

科学生は学協会で研究成果の発表も多数行われており，多くの賞を受賞している。これらは準学士課

程学生の卒業研究，専攻科課程学生の特別研究の内容・水準が高いことを示している。 

以上のことから各学年や卒業（修了）時等において学生が身に付ける学力や資質・能力について，

単位取得状況，進級の状況，卒業（修了）時の状況，資格取得の状況等から，あるいは卒業研究等の

内容・水準から判断して，教育の成果や効果が上がっている。 
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資料６－１－②－１ 

（出典 教務係作成資料）
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資料６－１－②－２ 技術士第一次試験合格証 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             （出典 JABEE 自己点検書） 
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資料６－１－②－３ 

（出典 情報工学科作成資料）
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資料６－１－②－４ 

（出典 専攻科作成資料）
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資料６－１－②－５ 

 

 

（出典 奈良高専専攻科パンフレット）
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観点６－１－③： 教育の目的において意図している養成しようとする人材像等について，就職や

進学といった卒業（修了）後の進路の状況等の実績や成果から判断して，教育の

成果や効果が上がっているか。 

（観点に係る状況）  

準学士課程卒業生の進路状況を資料（６－１－③－１）に示す。就職率（就職者数／就職希望者

数）及び進学率（進学者数／進学希望者数）は100％を維持している。卒業生の就職先業種別リス

ト及び編入学先リストを（資料６－１－③－２）に示す。各々の学科の関連分野の企業に多数就職

している。 

専攻科修了生の進路状況を資料（６－１－③－３）に示し，修了生の就職率及び進学率ともに

100％である。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 卒業生及び修了生の進路先は就職，進学ともに各学科，専攻科の関連分野が中心である。就職率，

進学率においても100％の高い水準を示しており，就職先や進学先で本校の教育成果や効果が認めら

れている証である。 

以上のことから，教育の目的において意図している養成しようとする人材像について，就職や進学

といった卒業（修了）後の進路の状況等の実績や成果から判断して，教育の成果や効果が上がってい

る。 
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資料６－１－③－１ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                      （出典 平成17年度学校概要）

    



奈良工業高等専門学校 基準６ 
 

- 464 - 

資料６－１－③－２ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                      （出典 平成17年度学校概要）

     

 

 

 

 

 

 



奈良工業高等専門学校 基準６ 
 

- 465 - 

 

 

資料６－１－③－２ 

（出典 学生課資料）
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資料６－１－③－３ 

（出典 専攻科作成資料）
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観点６－１－④： 学生が行う学習達成度評価等から判断して，学校の意図する教育の成果や効果が 

上がっているか。 

（観点に係る状況）  

学生による卒業時（修了時）の学習達成度評価として，最近5年間の卒業生（修了生）に対してア

ンケート調査を行った。調査結果（抜粋）を（資料６－１－④－１）に示す。また，平成１６年度か

ら「学習目標達成度自己評価シート」を用いて，定期試験ごとに達成度を評価している。また，シラ

バスにも自己評価欄を設け，学生自身に評価を行わせている。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

卒業時における学生による達成度評価では，問５における４段階の基準で全回答の平均が「エ．教

養に関する基礎学力」，「ク．表現力」に関して評点が低いものの，それ以外では2.5以上の達成度

となっている。また，「問16 入社時，あるいは大学等入学時における実力」，「問17 企業におけ

る仕事ぶり，あるいは大学等での学習能力」に関しても｢十分｣と「おおむね十分」で約半数を占めて

おり，｢普通｣まで含めると85％程度の卒業生（修了生）が目標を達成していると判断している。この

ことから，学生が行う学習達成度評価等から判断して，学校の意図する教育の成果や効果が上がって

いる。

資料６－１－④－1 アンケート調査結果 

 

（出典 運営会議作成資料）
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観点６－１－⑤： 卒業（修了）生や進路先等の関係者から，卒業（修了）生が在学時に身に付け

た学力や資質・能力等に関する意見を聴取する等の取組を実施しているか。また，

その結果から判断して，教育の成果や効果が上がっているか。 

（観点に係る状況）  

卒業（修了）生が在学時に身に付けた学力や資質・能力等に関する意見を聴取する取り組みとして

は，就職先の企業に対するアンケート調査（資料６－１－⑤－１）や求人のために来校される企業の

方に直接話を聞く等を実施している。また，運営諮問会（外部評価）を実施し，本校卒業（修了）生

に関する意見を聞いている（資料11－２－①－１）。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

就職先の企業に対するアンケート結果では，各項目に関して高い評価結果となった。その中で「ク．

表現力」だけが平均値よりやや高いとなっている。また，｢問１６ 入社時の学生の能力｣，｢問17 

仕事ぶり｣に関しては「満足」と「おおむね満足」あわせて90％近い割合であり，卒業（修了）生の

学力や資質・能力は企業から高く評価されている。このことから本校は進路先等の関係者から，卒業

（修了）生が在学時に身に付けた学力や資質・能力等に関する意見を聴取する等の取組を実施してお

り，また，その結果から判断して，教育の成果や効果が上がっている。 

資料６－１－⑤－1 アンケート調査結果 

（出典 運営会議作成資料）
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

・ 卒業時，修了時における学力等レベル・教育目標の達成度の評価システムが確立しており，学生

が希望どおりの進路先に進んでいる。 

・ 準学士課程卒業生及び専攻科課程の修了生は就職率，進学率ともに100％である。 

・ 準学士課程及び専攻科課程において，日頃の学習成果や研究成果の学会等への発表が積極的に行

われており，学協会等から表彰を受けた学生が多い。 

・ 学科卒業生，専攻科修了生及び進路先企業から，卒業生や修了生が在学時に身につけた学力や 

資質・能力等に関する意見を聴取する等の取組が実施され，高い評価を得ている。 

 

（改善を要する点）  

・ 該当なし 

 

（３）基準６の自己評価の概要 

本校では進級・卒業（修了）基準が明確に設定され，教育目的に応じた学力や資質・能力及び養成

する人材像を学生が身につけたかどうかを把握・評価するための取組が適切に行われている。 

単位取得率及び進級率が極めて高いこと，卒業（修了）生の就職率が100％及び進学率が100％の高

い水準を維持していること，授業科目の内容や卒業研究・専攻科特別研究の水準から判断して，学校

が意図する教育の成果や効果が上がっている。 

卒業後の進路については進学の割合がやや多い状況であり，学生が希望する大学，企業等へ進学・

就職している。専攻科課程では，大学評価・学位授与機構による学士の学位の授与実績及び各工学分

野の学協会等の発表において高い評価・表彰される等を得ていること，さらに平成１７年度から本校

の教育プログラムがJABEE認定を受けていること等から判断して，高い水準の教育・研究レベルが維

持されている。 

卒業生及び修了生が在学時に身に付けた学力や資質・能力等に関する意見を聴取する取組としては，

卒業生及び進路先の関係者に対して種々のアンケート調査を実施しており，企業の人事担当者等から

学生の資質や能力についての貴重な意見が寄せられている。卒業生及び修了生は，基礎学力や専門知

識，実務（実践的）能力，技術者としての将来性等について多くの企業から高い評価を受けており，

このことからも教育の成果が十分に認められる。 
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基準７ 学生支援等 

（１）観点ごとの分析 

観点７－１－①： 学習を進める上でのガイダンスが整備され，適切に実施されているか。また，

学生の自主的学習を進める上での相談・助言を行う体制が整備され，機能してい

るか。 

 

（観点に係る状況） 

 教育理念・方針等は，学校概要（資料７－１－①－１，２），シラバス（資料７－１－①－３，

４），学校ホームページや学科ウェブ（資料７－１－①－５，６）等で明示しており，学習を進め

る上での指針となっている。 

 準学士課程入学・編入学者の学習を進める上でのガイダンスとして，入学前のオリエンテーショ

ン（資料７－１－①－７），入学後のホームルーム（資料７－１－①－８），新入生校内・外オリ

エンテーション（資料７－１－①－９，１０），情報メディア教育センターオリエンテーション

（資料７－１－①－１１）等を実施している。第２～５学年には，年度当初の全校集会で必要な事

柄等を説明している（資料７－１－①－１２）。専攻科課程入学者には，入学前後にオリエンテー

ションを実施している（資料７－１－①－１３）。 

 準学士課程全クラスで担任制を導入し（資料７－１－①－１４），学生指導必携，身上調書，保

護者との懇談会（資料７－１－①－１５，１６，１７）等によってきめの細かい指導をしている。

第１～２学年対象に，学年共通試験を実施し（資料７－１－①－１８），家庭学習等の促進を促し

ている（資料７－１－①－１９）。推薦入学者については，前期末及び学年末成績を分析し（資料

７－１－①－２０），学力把握の一助としている。第１～３学年には，特別教育活動の時間を利用

し，学習の動機付けをしている（資料７－１－①－２１）。第４学年には，本校の教育目標及び

JABEE基準に対応した科目履修が行えるようガイダンスを実施している（資料７－１－①－２２）。

成績不振学生指導・クラス運営等を支援するため，学級担任・教科担当教員連絡会（資料７－１－

①－２３），担任会（資料７－１－①－２４），担任と学科との懇談会（資料７－１－①－２５）

等を実施している。専攻科学生の日常的指導は特別研究指導教員があたり（資料７－１－①－２

６），懇談会（資料７－１－①－２７）等も実施している。他に，第１学年学生対象のティーチン

グ・アシスタント（ＴＡ）制度（資料７－１－①－２８）や全教員が週に２時間以上対応するオフ

ィスアワー制度（資料７－１－①－２９）等を整備し，これらの改善のためのアンケートも実施し

ている（資料７－１－①－３０，３１）。 

 また全学生を対象に，学習活動等の優秀者を表彰する各賞を設け，学生の意欲を引き出している

（資料７－１－①－３２）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 入学前後及び年度当初に学習を進める上での各種ガイダンスやオリエンテーション等が適切に実

施されている。一方，学年共通試験，特別活動を利用した学習動機付け，担任を中心とする各種連

絡会や懇談会，オフィスアワー，ＴＡ制度等，自主的学習を進める上での相談・助言体制が整備さ

れ，機能している。 
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資料７－１－①－１ 学科概要 

 

（出典 平成１７年度学校概要）

資料７－１－①－２ 専攻科概要 

 

（出典 平成１７年度学校概要）
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資料７－１－①－３ 本校の教育目標 

 

（出典 平成１７年度シラバス（準学士課程））

資料７－１－①－４ 「システム創成工学」教育プログラムの学習・教育目標 

 

（出典 平成１７年度シラバス（専攻科課程））
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資料７－１－①－５ 教育方針 

（出典 奈良高専ホームページ）
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資料７－１－①－６ 学科概要 

 

（出典 電子制御工学科ウェブ）
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資料７－１－①－７ 入学予定者オリエンテーション 

 

 

新入生用： 

 

 

（出典 入学予定者オリエンテーション資料）



奈良工業高等専門学校 基準７ 

 - 477 -

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料７－１－①－７ 入学予定者オリエンテーション 

 

 

編入生用： 

（出典 入学予定者オリエンテーション資料）
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資料７－１－①－８ 学級担任によるホームルーム 

 

（出典 臨時教職員会議資料（平成 18 年 4 月 5 日））

資料７－１－①－９ 新入生校内オリエンテーション 

 

（出典 臨時教職員会議資料（平成 18 年 4 月 5 日））



奈良工業高等専門学校 基準７ 

 - 479 -

資料７－１－①－１０ 新入生校外オリエンテーション 

 

（出典 新入生校外オリエンテーションのしおり）
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資料７－１－①－１０ 新入生校外オリエンテーション 

 

 

 

（出典 学生委員会作成資料）
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資料７－１－①－１１ 情報メディア教育センターオリエンテーション 

 

（出典 情報メディア教育センター運営委員会資料（平成 18 年 4 月 4 日））
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資料７－１－①－１２ 年度当初の全校集会 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 臨時教職員会議資料（平成 18 年 4 月 5 日） ・教務主事補作成資料）
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資料７－１－①－１３ 専攻科入学式前後オリエンテーション 

入学予定者オリエンテーション： 

 

 

専攻科オリエンテーション・ガイダンス（学習・教育目標等の説明等）： 

 

（出典 専攻科ガイダンス資料）
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資料７－１－①－１４ 学級担任一覧 

 

（出典 平成１８年度 役付職員，学級担任及び諸会議・各種委員会構成員一覧資料）

資料７－１－①－１５ 学級担任の役割 

 

 

（出典 学生指導必携）

資料７－１－①－１６ 身上調書 

 
（出典 身上調書）
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資料７－１－①－１７ 保護者との懇談会 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課教務係保存資料）
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資料７－１－①－１８ 「学年共通試験」の趣旨及び成績の取扱について 

 

（出典 教務主事作成資料）
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資料７－１－①－１９ 学年共通試験結果の分析 

 

（出典 教務委員会作成資料）
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資料７－１－①－２０ 推薦入学者の前期末成績 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 教職員会議資料）
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資料７－１－①－２０ 推薦入学者の学年末成績 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 教職員会議資料）
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資料７－１－①－２１ 特別教育活動を利用した学習の動機付け 

 

 

 

（出典 ２００５年１０月自己点検・評価報告書）

資料７－１－①－２２ 選択科目履修説明会及び就職・進学ガイダンスの実施について 

 

（出典 教務委員会作成資料）
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資料７－１－①－２３ 学級担任・教科担当教員連絡会 

（出典 ２００５年１０月自己点検・評価報告書）

資料７－１－①－２４ 担任会 

 

（出典 ３年担任会資料）

資料７－１－①－２５ 学級担任と機械工学科との懇談会 

（出典 ２００５年１０月自己点検・評価報告）
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資料７－１－①－２６ 特別研究指導教員一覧 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 専攻科委員会作成資料）
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資料７－１－①－２７ 専攻科生との懇談会 

 

（出典 自己点検書（引用・裏付資料編））

資料７－１－①－２８ ＴＡ実施計画 

 

 

（出典 教務委員会作成資料）
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資料７－１－①－２９ オフィスアワー一覧表 

 

 

（出典 学生課教務係作成資料・研究室ドア）
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資料７－１－①－３０ ティーチングアシスタントアンケート調査と結果 

 

 

（出典 教務委員会作成資料）
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資料７－１－①－３１ オフィスアワー利用度実態調査 

 

（出典 教務委員会作成資料）
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資料７－１－①－３２ 学生表彰規程 

準学士課程： 

 

専攻科課程： 

 

（出典 学生指導必携（平成 16 年 4 月）・専攻科委員会作成資料）
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観点７－１－②： 自主的学習環境（例えば，自主学習スペース，図書館等が考えられる。）及び

厚生施設，コミュニケーションスペース等のキャンパス生活環境等が整備され，

効果的に利用されているか。 

 

（観点に係る状況） 

 学生の自主的学習に供されている施設は，空調設備を完備した教室等（資料７－１－②－１），

情報メディア教育センター（情報処理及びマルチメディア演習室・LL教室）（資料７－１－②－２，

３，４），図書館（資料７－１－②－５，６，７），実習工場（資料７－１－②－８，９，１０，

１１），学科演習室（資料７－１－②－１２）等である。また，学修単位導入に伴う自学自習室と

して教室等をあてている（資料７－１－②－１３）。 

 情報メディア教育センターには，英語学習システム（ALC Network Academy）が導入され（資料

７－１－②－１４），授業以外に，昼休みと放課後を開放し，特に，LL教室は，午後８時まで延長

開放し自学自習を促進している（資料７－１－②－１５）。情報機器やネットワーク上における個

人プライバシーを保護するため，情報セキュリティポリシーを策定・遵守している（資料７－１－

②―１６）。 

 図書館の開館時間は，通常は午後８時まで，土曜日は午後４時３０分まで延長している（資料７

－１－②―１７）。館内には，シラバスや特許・知的所有権関係のコーナー（資料７－１－②―１

８）等を配している。さらに，各種データベースが利用出来るよう館内にパソコン端末が設置され

ている（資料７－１－②―１９，２０，２１）。利用を促進するため多読表彰（資料７－１－②―

２２），読書感想文コンクール（資料７－１－②―２３），ブックハンティング（資料７－１－②

―２４）等を実施し，広報誌（資料７－１－②―２５）を発行している。 

 厚生施設及びコミュニケーションペースとしては，福利施設（凌雲館）と課外教育共用施設，体

育更衣室（資料７－１－②―２６），アメニティ（資料７－１－②―２７），コミュニティスペー

ス（資料７－１－②―２８），学生寮談話室（資料７－１－②―２９）等が整備されている。学生

委員会が校内を定期的に巡回・指導している（資料７－１－②―３０）。 

 施設・設備を時間外に利用する際には，申請により許可している（資料７－１－②―３１）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 教室，情報メディア教育センター，図書館，実習工場，学科演習室等が自主的学習環境として整

備され，効果的に利用されている。特に，図書館及びLL教室では開放時間を延長し，利用を促進し

ている。厚生施設及びコミュニケーションスペース等のキャンパス生活環境も整備され，効果的に

利用されている。 
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資料７－１－②－１ 教室等 

教室： 

 

  

 

大規模教室： 

（出典 ２００５年１０月自己点検・評価報告書・学生課教務係作成資料）
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資料７－１－②－２ 情報メディア教育センター規程及び概要 

 

 

（出典 奈良高専規程集・平成１７年度学校概要）
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資料７－１－②－３ 情報メディア教育センターシステム構成 

 
（出典 情報メディア教育センターウェブ）
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資料７－１－②－４ 情報メディア教育センター演習室利用実績 

 

 

（出典 自己点検書（引用・裏付資料編））
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資料７－１－②－５ 図書館配置図 

 

 

（出典 図書館利用の手引）
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資料７－１－②－６ 図書館の概要 

 

（出典 平成１７年度学校概要）
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資料７－１－②－７ 図書館利用実績 

 

 

（出典 情報メディア教育センター運営委員会（平成 18 年 4 月 4 日））



奈良工業高等専門学校 基準７ 

 - 506 -

 

 

 

資料７－１－②－８ 実習工場 

 

（出典 平成１７年度学生生活のしおり）
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資料７－１－②－９ 実習工場保有器材一覧 

工作機械： 

 

鋼材倉庫： 

（出典 実習工場作成資料）
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資料７－１－②－１０ 実習工場利用実績 

（出典 実習工場作成資料）



奈良工業高等専門学校 基準７ 

 - 509 -

 

資料７－１－②－１１ 実習工場安全作業の手引 

 

 

（出典 実習工場作成資料）
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資料７－１－②－１２ ＣＡＤ演習室（機械工学科内） 

 

 

 

（出典 平成１７年度学生生活のしおり・機械工学科 CAD 演習室）
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資料７－１－②－１３ 学修単位導入に際しての自学自習について 

 

（出典 教職員配布資料（２００６年４月６日））
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資料７－１－②－１４ 英語学習システム 

 

 

 

 

（出典 自己点検書（引用・裏付資料編）・２００５年１０月自己点検・評価報告書）
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資料７－１－②－１４ 英語学習システム 

 

 

（出典 ２００５年１０月自己点検書・自己点検・評価報告書）
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資料７－１－②－１５ ＬＬ教室時間外開放日程表 

 

（出典 情報メディア教育センター作成資料）
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資料７－１－②－１６ 奈良高専情報セキュリティポリシー 

（出典 情報メディア教育センター作成資料）
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資料７－１－②－１７ 図書館利用案内 

 

 

（出典 図書館利用の手引き）
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資料７－１－②－１８ シラバス・特許・技術者倫理・工業英語コーナー 

 

 

 

（出典 図書館内）
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資料７－１－②－１９ コンソーシアム加入状況 

 

（出典 図書館ウェブ）
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資料７－１－②－２０ 図書館内に整備されたパソコン端末 

 
（出典 図書館内）

資料７－１－②－２１ 文献複写依頼・検索機能等を持つ図書館ＨＰ 

 

（出典 図書館ウェブ）



奈良工業高等専門学校 基準７ 

 - 520 -

 

 

 

資料７－１－②－２２ 多読表彰 

 

（出典 2004 年 2 月図書館だより）
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資料７－１－②－２３ 読書感想文コンクール 

 

（出典 2004 年 2 月図書館だより）
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資料７－１－②－２４ ブックハンティング 

 

（出典 2003 年 11 月図書館だより）
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資料７－１－②－２５ 図書館広報誌「図書館だより」 

 

（出典 ２００５年２月図書館だより）
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資料７－１－②－２６ 厚生施設と課外教育共用施設，体育更衣室 

 

 

（出典 平成１７年度学生生活のしおり）
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資料７－１－②－２７ 学科内アメニティスペース 

  電気工学科:               情報工学科: 

  

（出典 電気工学科・情報工学科内）

資料７－１－②－２８ キャンパス内コミュニティーペース 

 図書館入口ピロティ：           キャンパス内：      

  

（出典 学内キャンパス）

資料７－１－②－２９ 談話室 

 

（出典 学生寮内）
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資料７－１－②－３０ 学生委員会による校内指導 

 

 

 

 

（出典 学生委員会資料（平成１８年１月 6 日））
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資料７－１－②－３１ 時間外施設・設備使用願い 

準学士課程： 

 
 

専攻科課程： 

 

（出典 学生課学生係保存資料）
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観点７－１－③： 学習支援に関する学生のニーズ（例えば，資格試験や検定試験受講，外国留学

等に関する学習支援等が考えられる。）が適切に把握されているか。 

 

（観点に係る状況） 

 学生生活上のありとあらゆる要望・相談に関係機関と連携を図りながら迅速かつ的確に対応すべ

く，平成１６年度より，なんでも相談室を開設し，学生ニーズの把握に努めている（資料７－１－

③－１）。相談室を直接訪ねることが困難な学生に対応すべく，なんでも相談室ぷちアンケートを

実施し，回答を掲示している（７－１－③－２，３）。 

 全学生を対象に実施する授業アンケート（資料７－１－③－４）や学生自身による学習目標達成

度点検シートの自由記述（資料７－１－③－５）で授業に対する学生ニーズを把握している。授業

アンケート結果は，担当教員が分析と課題を整理した上で，学生にフィードバックしている（資料

７－１－③－６）。専攻科学生には，連絡・要望等を懇談会（資料７－１－③－７）で汲み上げて

いる。図書館内外に意見・目安箱を設置し，学生ニーズ把握に努めている（資料７－１－③－８，

９）。 

 ５年生対象のボランティア活動（資料７－１－③－１０），奈良高専卒業にあたっての満足度

（資料７－１－③－１１，１２），３年生対象のマリンバ・歌舞伎鑑賞会に関する調査（資料７－

１－③－１３，１４）等を実施している。平成１８年度から学習支援に関するアンケートを実施し，

学生ニーズの明確な把握に努めている（資料７－１－③－１５）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 なんでも相談室によるぷちアンケート，授業アンケートや学生自身による学習目標達成度点検シ

ートの自由記述，図書館の意見・目安箱の設置，各種アンケートや懇談会等の定期的な実施により

学習支援に関する学生ニーズが適切に把握されている。 
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資料７－１－③－１ なんでも相談室 

（出典 なんでも相談室リーフレット）
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資料７－１－③－２ なんでも相談室ぷちアンケート 

学生昇降口の掲示された案内： 

 

学生昇降口に設置されたアンケート回収箱： 

 

（出典 なんでも相談室掲示）
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資料７－１－③－３ アンケート回答例 

 

（出典 なんでも相談室ぷちアンケート回答）
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資料７－１－③－４ 授業アンケート 

 

（出典 平成１７年度授業アンケート資料）
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資料７－１－③－５ 学生自身による学習目標の達成度点検シート 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生自身による学習目標の達成度点検シート（平成１７年度・４Ｍ流体工学））
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資料７－１－③－６ 担当教員による分析と課題例 

 

（出典 平成 16 年度授業アンケート報告書）

資料７－１－③－７ 専攻科生との懇談会 

 

（出典 自己点検書（引用・裏付資料編））
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資料７－１－③－８ 図書館内外に設置された意見箱 

 意見箱：                          目安箱：    

  

 

               意見箱： 

 

（出典 図書館）
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資料７－１－③－９ 目安箱への回答 

 

（出典 図書館だより）
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資料７－１－③－１０ ボランティア活動に関する調査と結果 

 

（出典 ボランティア活動に関するアンケート）
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資料７－１－③－１１ 奈良高専卒業にあたっての「満足度」に関する調査 

 

（出典 奈良高専卒業にあたっての「満足度」に関するアンケート）
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資料７－１－③－１２ 奈良高専卒業にあたっての「満足度」に関する調査結果 

 

 

 

 

（出典 奈良高専卒業にあたっての「満足度」に関するアンケート）
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資料７－１－③－１３ マリンバ演奏会に関する調査と結果 

（出典 マリンバと歌舞伎に関するアンケート）
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資料７－１－③－１４ 歌舞伎鑑賞会に関する調査と結果 

 

（出典 マリンバと歌舞伎に関するアンケート）
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資料７－１－③－１５ 学習支援に関するアンケート調査と結果 

 

（出典 学習支援に関するアンケート）
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観点７－１－④： 資格試験や検定試験受講，外国留学のための支援体制が整備され，機能してい

るか。 

 

（観点に係る状況） 

 資格及び検定試験に関する支援体制としては，各学科・教科において受験を奨励し（資料７－１

－④－１），取りまとめ等を行っている（資料７－１－④－２）。英語力の向上を図るため外部の

資格試験による単位認定科目を設けており，学生の意欲を喚起している（資料７－１－④－３，４，

５）。 

 2004年度より重点教育目標の一つとして英語によるコミュニケーション基礎能力の養成を掲げ，

準学士課程の第３～５学年及び専攻科課程の学生を対象にTOEIC IPテストを年数回実施している

（資料７－１－④－６）。これらの結果を分析し（資料７－１－④－７），補講の実施等学習支援

に反映している（資料７－１－④－８，９）。この他にも多くの資格・検定試験が本校を会場に実

施され，学生の受験に伴う負担を軽減している（資料７－１－④－１０）。 

 外国留学に関する支援体制としては，平成２年に留学規程を制定し（資料７－１－④－１１），

留学に関する細則（資料７－１－④－１２）や海外留学に伴う休学についての申し合わせ（資料７

－１－④－１３）を設け，留学先で取得した単位認定や年度途中からの留学でも帰国後継続して履

修ができるよう配慮している。平成１７年度は，５名の学生が留学した（資料７－１－④－１４）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 資格試験や検定試験受講が各学科・教科において奨励されており，一部教科で単位を認定してい

る。ＴＯＥＩＣ－ＩＰテストの学習支援体制が整備され，機能している。毎年数名の学生が留学し

ており，外国留学のための支援体制が整備され，機能している。 
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資料７－１－④－１ 資格取得の奨励 

（出典 ２００５年１０月自己点検・評価報告書）

資料７－１－④－２ 受験の取りまとめ等 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 自己点検書（引用・裏付資料編）・４Ｍ工業外国語担当教員作成資料） 
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資料７－１－④－３ 「実用英語」Ⅰ～Ⅲについての理由書 

（出典 教務委員会作成資料）
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資料７－１－④－４ シラバス 

実用用語Ⅰ： 

 

 

英語表現法Ⅰ： 

 

（出典 平成１７年度シラバス）
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資料７－１－④－５ 単位認定実績 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成１７年度進級認定資料）
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資料７－１－④－６ 「TOEIC IP-test」受験 

 

 

（出典 ２００５年１０月自己点検・評価報告書・自己点検書（引用・裏付資料編））
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資料７－１－④－７ TOEIC IP テスト実施結果 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 教務委員会作成資料）
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資料７－１－④－８ ＴＯＥＩＣ対策の支援体制 

 

（出典 運営会議資料（２００５年１１月１４日））
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資料７－１－④－９ ＴＯＥＩＣ補講出欠 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 ２００５年１０月自己点検・評価報告書）
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資料７－１－④－１０ 施設開放状況 

（出典 自己点検書（引用・裏付資料編））
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資料７－１－④－１１ 奈良高専留学規程 

 

（出典 奈良高専規程集）
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資料７－１－④－１２ 留学に関する細則 

 

（出典 奈良高専規程集）
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資料７－１－④－１３ 海外留学に伴う休学についての申し合わせ 

 
（出典 教務委員会作成資料）

資料７－１－④－１４ 留学者一覧 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

（出典 学生課教務係作成資料）
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観点７－１－⑤： 特別な学習支援を必要な者（例えば，留学生，編入学生，社会人学生，障害の

ある学生等が考えられる。）がいる場合には，学習支援体制が整備され，機能し

ているか。 

 

（観点に係る状況） 

 留学生の指導は，留学生委員会及び留学生指導部があたり（資料７－１－⑤－１），各々の留学

生にチューター１名を配している（資料７－１－⑤－２）。修学を支援するため，日本語や専門教

科に関する特別カリキュラムを組んでいる（資料７－１－⑤－３，４）。日本の文化や産業等の見

学を目的にした研修旅行や相互理解を深めるための懇談会等を実施している（資料７－１－⑤－５，

６）。 

 編入学生には，入学前・後に指導を実施している（資料７－１－⑤－７，８，９）。 

 高機能自閉症（アスペルガー症候群）に該当する学生が在籍している（資料７－１－⑤－１０）。

障害のある学生には，学習支援プロジェクトを組み（資料７－１－⑤－１１），各種の学習支援対

策を講じるとともに（資料７－１－⑤－１２，１３，１４），障害の理解を深めるべく教職員研修

を実施している（資料７－１－⑤－１５，１６，１７）。過去，障害のある学生が在籍したが，同

様の学習支援対策を講じ，卒業している（資料７－１－⑤－１８）。校内バリアフリー化を鋭意進

めている（資料７－１－⑤－１９）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 留学生には，指導教員及びチューターを配し，特別カリキュラムにより学習支援している。編入

学生には，入学前・後に学習支援をしている。障害のある学生には，適切な学習支援対策が講じら

れ機能している。 
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資料７－１－⑤－１ 留学生委員会及び留学生指導部 

（出典 教職員会議資料（平成１８年４月５日））

資料７－１－⑤－２ 外国人留学生台帳 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 教職員会議資料（平成 18 年 4 月 5 日））
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資料７－１－⑤－３ 留学生特別カリキュラム 

 

 

 

（出典 留学生指導教員作成）
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資料７－１－⑤－４ 日本語補講 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課教務係作成資料）
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資料７－１－⑤－５ 留学生研修旅行 

 

（出典 留学生社会工場見学引率教員作成資料）
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資料７－１－⑤－６ 留学生との懇談会 

 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課教務係作成資料）
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資料７－１－⑤－７ 編入学生への学習支援（学校） 

 

 

（出典 機械工学科作成資料）
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資料７－１－⑤－８ 編入学生への学習支援（機械工学科） 

 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 ２００５年１０月自己点検・評価報告書）
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資料７－１－⑤－９ 編入学生への学習支援（情報工学科） 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 情報工学科作成資料）
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資料７－１－⑤－１０ 障害のある学生への支援 

 

 

（出典 ２００５年１０月自己点検・評価報告書）

資料７－１－⑤－１１ 学習支援プロジェクト 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 障害学生修学支援プロジェクト作成資料）
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資料７－１－⑤－１２ 「障害を持つ学生への支援」申請書 

（出典 障害学生修学支援プロジェクト作成資料）
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資料７－１－⑤－１３ 補習実施日一覧 

 

（出典 障害学生修学支援プロジェクト作成資料）

資料７－１－⑤－１４ 補習担当非常勤講師並びにカウンセラー謝金 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 障害学生修学支援プロジェクト作成資料）
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資料７－１－⑤－１５ 教職員研修会 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 ＦＤ資料（２００５年 4 月２１日））
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資料７－１－⑤－１６ 教職員研修会 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 ＦＤ資料（２００６年 1 月２６日））
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資料７－１－⑤－１７ 教職員研修会 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 ＦＤ資料（２００５年１０月２７日））
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資料７－１－⑤－１８ 過去に本校に在籍した障害のある学生への学習支援 

 

 

（出典 障害学生修学支援プロジェクト作成資料）
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資料７－１－⑤－１９ 身障者支援設備 

 

（出典 学生課施設係保存資料）
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観点７－１－⑥： 学生のクラブ活動や学生会等の課外活動に対する支援体制が整備され，機能し

ているか。 

 

（観点に係る状況） 

 学生会活動は，学生会執行部（役員会）を中心に，学生会規約にもとづき運営されている（資料

７－１－⑥－１，２）。学生会主催行事は，学生委員会が運営を支援し（資料７－１－⑥－３），

クラス当該委員が補佐している（資料７－１－⑥－４）。 

 現在活動中のクラブ総数は，２８クラブ（体育部１９クラブ，文化部９クラブ），８同好会ある。

各クラブには，顧問教員が付けられ（資料７－１－⑥－５），年度当初開催されるクラブ顧問会議

で諸課題が検討される（資料７－１－⑥－６）。活動の実施日程や状況（資料７－１－⑥－７，

８），部室の鍵（資料７－１－⑥－９）等は学生課で管理している。また，学生の要望を調査・把

握している（資料７－１－⑥－１０）。必要に応じて外部コーチを招聘している（資料７－１－⑥

－１１）。活動経費は，学生会費や後援会費等で賄っている（資料７－１－⑥－１２）。他の課外

活動として，アイデア対決・全国高等専門学校ロボットコンテストでは，支援プロジェクトを発足

させ（資料７－１－⑥－１３），活動を支援している（資料７－１－⑥－１４，１５）。プログラ

ミングコンテストに対しても同様の支援をしている（資料７－１－⑥－１６）。高専祭・クラブ活

動等での備品製作（資料７－１－⑥－１７），平成８年に設立された生活協同組合に係る生協学生

委員会活動（資料７－１－⑥－１８），卒業旅行の計画・実施（資料７－１－⑥－１９）等を支援

している。課外活動に特別な功績があった者を表彰し，学生の意欲を喚起している（資料７－１－

⑥－２０）。 

 課外活動を含む学生の健康管理を，計画実施（資料７－１－⑥－２１）し，適宜，注意喚起して

いる（資料７－１－⑥－２２）。自動体外式除細動器（ＡＥＤ）を平成１６年度に導入し（資料７

－１－⑥－２３，２４），使用法講習会を実施している（資料７－１－⑥－２５）。学生の安全を

確保するため，安全対策についての申し合わせ（資料７－１－⑥－２６）に基づいて，緊急時の対

応をマニュアル化している（資料７－１－⑥－２７，２８，２９）。 

 不審者の学内への侵入監視等の対策のため，防犯ビデオカメラを設置し（資料７－１－⑥－３

０），地域青少年センター等と連携・協力している。（資料７－１－⑥－３１）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 学生会・クラブ等の課外活動には，学生委員会・クラブ顧問・学生課教職員による人的支援体制

と学生会費や後援会費等による財政的支援体制が適切に整備され，機能している。他の課外活動に

ついても同様の支援が実施されている。学生の安全を確保するため，安全対策についての申し合わ

せに基づいて緊急時の対応をマニュアル化している。 

   以上のことから，学生のクラブ活動や学生会等の課外活動に対する支援体制が整備され，機能し

ている。 
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資料７－１－⑥－１ 学生会組織図 

 

（出典 ２００５年 10 月自己点検・評価報告書）
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資料７－１－⑥－２ 学生会規約 

 

（出典 平成１８年度学生生活のしおり）



奈良工業高等専門学校 基準７ 

 - 576 -

 

資料７－１－⑥－３ 学生会活動への学生委員会による支援 

 

（出典 学生委員会作成資料）
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資料７－１－⑥－４ 学生会活動へのクラス委員の協力 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 リーダース研修会資料）
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資料７－１－⑥－５ クラブ総数と顧問一覧 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 クラブ顧問会議資料（平成１８年５月３０日））
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資料７－１－⑥－６ クラブ顧問会議 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 クラブ顧問会議資料（平成１７年５月 26 日））
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資料７－１－⑥－７ クラブ活動等実施日程 

（出典 学生課学生係作成資料）
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資料７－１－⑥－８ クラブ活動状況報告書 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課学生係保存資料）
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資料７－１－⑥－９ 部室の鍵貸出簿 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課学生係保存資料）
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資料７－１－⑥－１０ クラブ活動に必要な設備・備品についての要望書 

 

（出典 クラブ顧問会議資料（平成１７年５月２６日））

資料７－１－⑥－１１ 招聘コーチ一覧 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課学生係作成資料）
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資料７－１－⑥－１２ 活動経費 

 

 

 

（出典 学生会作成資料）



奈良工業高等専門学校 基準７ 

 - 585 -

 

 

 

 

資料７－１－⑥－１２ 活動経費 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課学生係作成資料）
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資料７－１－⑥－１３ ロボコン支援プロジェクト 

（出典 教官会議資料（平成１６年５月２７日））
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資料７－１－⑥－１４ ロボコン実習工場使用講習会 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 ロボコン支援プロジェクト作成資料）
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資料７－１－⑥－１５ ロボコン実習工場使用一覧 

 

（出典 ロボコン支援プロジェクト作成資料）
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資料７－１－⑥－１６ プログラミングコンテストへの応募について 

 

（出典 情報メディア教育センター運営委員会資料（平成１８年４月２７日)）
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資料７－１－⑥－１７ クラブ・同好会・行事等の実習工場使用一覧 

（出典 実習工場作成資料）
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資料７－１－⑥－１８ 生協案内パンフレット 

 

（出典 生協案内パンフレット）
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資料７－１－⑥－１９ 卒業旅行に対する支援 

（出典 教務委員会作成資料）
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資料７－１－⑥－２０ 学生表彰 

 

（出典 教員向配布資料）
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資料７－１－⑥－２１ 学校保健安全計画 

（出典 学生課学生係作成資料）
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資料７－１－⑥－２２ 課外活動中の注意喚起 

 

送信者  ""Keiko Kassai"" <kassai@jimu.nara-k.ac.jp> 

宛先  <minna@center.nara-k.ac.jp> 

件名    光化学スモッグ注意報の発令について 

日時   2004 年 7 月 23 日 15 58 

                        平成 16 年 7 月 23 日 

教職員各位 

                              学生主事 

光化学スモッグ注意報の発令について 

標記の件について，光化学スモッグ注意報が奈良県北部に本日 15 10 発令されましたので

お知らせします。 

教職員の皆様におかれましてはご自身の注意をしていただくとともに，学生諸君の指導方

よろしくお願いいたします。（本年これまで発令されていたのは予報です） 

注意報ではできるだけ屋外での運動は避け屋内に入る目に刺激や痛みを感じたらうがいを

するのど，鼻に刺激や痛みを感じたらうがいをする等の注意が必要です。 

  * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * 

  葛 西 敬 子  （かっさいけいこ） 

  奈良高専 保健室 

    e-mail    kassai@jimu.nara-k.ac.jp        

      tel       0743-55-6034               

     fax      0743-55-6039 

  * * * * * * * * * * * * * * * * * * * 

（出典 課外活動中の学生への注意喚起メール）
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資料７－１－⑥－２３ 自動対外式除細動器（AED）導入 

（出典 教職員向配布資料）
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資料７－１－⑥－２４  AED 導入の掲示（学生向） 

 

（出典 学生課学生係作成資料）
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資料７－１－⑥－２５ ＡＥＤ使用法講習会案内 

 

（出典 ＡＥＤ使用法講習会の案内メール）
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資料７－１－⑥－２６ 安全対策についての申し合わせ 

 
（出典 安全対策についての申し合わせ）
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資料７－１－⑥－２７ 緊急時連絡ルート（教職員向） 

 

 

（出典 安全対策についての申し合わせ）
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資料７－１－⑥－２８ 事故等が発生した場合の学校への連絡について（学生向） 

 

（出典 学生向配布資料）
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資料７－１－⑥－２９ 緊急時連絡ルート（学生用） 

（出典 学生向配布資料）
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資料７－１－⑥－３０ 防犯ビデオカメラ運用内規 

 

（出典 奈良高専規程集）
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資料７－１－⑥－３１ 変質者・不審者等連絡票 

 

 

（出典 学生課学生係保存資料）
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観点７－２－①： 学生の生活や経済面に係わる指導・相談・助言を行う体制が整備され，機能し

ているか。 

 

（観点に係る状況） 

 学生の状況に応じて迅速かつ効果的な指導がとれる体制を構築している（資料７－２－①－１）。 

学級担任は，学生指導必携に基づいて学生の日常的な指導にあたっている（資料７－２－①－２）。

学生委員会は，学生委員会規程に基づいた指導を行っている（資料７－２－①－３）。学生生活や

経済面に係わる事項等は，学生生活のしおりに掲載している（資料７－２－①－４）。環境保全・

美化に対する意識向上のため，年４回の校内清掃を実施している（資料７－２－①－５）。健康維

持・向上のため，保健室に看護師１名が常勤で対応し（資料７－２－①－６，７），各種健康測定

器具が利用できるよう整備している（資料７－２－①－８）。 

 学生相談室，セクシャル・ハラスメント相談室に加え，平成１６年度からオフィスアワーを利用

したなんでも相談室を開設している。学生相談室では（資料７－２－①－９），学生等へのリーフ

レット配布（資料７－２－①－１０），グループワーク（資料７－２－①－１１），電子メール相

談（資料７－２－①－１２）等を実施している。カウンセリングの理解を深めるため，カウンセラ

ーと教職員との懇談会を実施している（資料７－２－①－１３）。活動実績をもとに改善を図って

いる（資料７－２－①－１４）。セクシャル・ハラスメント相談室では（資料７－２－①－１５），

投書箱設置（資料７－２－①－１６），リーフレット配布（資料７－２－①－１７），意識向上の

ための研修会を実施している（資料７－２－①－１８）。学生アンケートを実施し，結果を掲示し

ている（資料７－２－①－１９）。なんでも相談室は，学生の相談・要望に応じて関係機関と連携

・対応している（資料７－２－①－２０）。利用を促すためアンケートを実施し（資料７－２－①

－２１），回答を掲示している（資料７－２－①－２２）。各相談室室長は，情報交換をしている

（資料７－２－①－２３）。教務委員会が休・退学を定期的に調査し，学生指導の一助としている

（資料７－２－①－２４）。 

 保護者・ＯＢとの協力体制が不可欠であることから，キャンパス（資料７－２－①－２５）や同

窓会誌である新芽（資料７－２－①－２６）等の広報誌を発行・配布している。 

 経済面の支援体制として，入学料及び授業料免除等については，入学前オリエンテーション（資

料７－２－①－２７）や掲示の他，担任等を通じて（資料７－２－①－２８）周知徹底し，学生委

員会で厳正に審議している（資料７－２－①－２９）。奨学生の募集は，担任等を通じて周知徹底

し（資料７－２－①－３０），学生委員会で決定し（資料７－２－①－３１），返還説明会を実施

している（資料７－２－①－３２）。 

 各種共済保険等の案内は，入学前オリエンテーションや生活協同組合にて資料を配布・周知して

いる（資料７－２－①－３３，３４）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 学生生活に係る指導等を学生指導必携でマニュアル化しており，学級担任や特別研究指導教員を

中心に，学生委員会，学生相談室，セクシャル・ハラスメント相談室，なんでも相談室が互いに連

携して迅速かつ的確に対応できる指導体制を構築し，機能している。経済面での支援もオリエンテ

ーションや担任等を通じて学生への周知徹底がなされている。 
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資料７－２－①－１ 指導・相談・助言体制 

（出典 ２００５年１０月自己点検・評価報告書）
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資料７－２－①－２ 学級担任の役割 

 

 

 

（出典 学生指導必携）
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資料７－２－①－３ 学生委員会規程 

 

（出典 奈良高専規程集）
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資料７－２－①－４ 学生生活や経済面に係わる諸事項 

（出典 平成１８年度学生生活のしおり）
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資料７－２－①－５ 校内清掃 

学生向けの掲示： 

 

（出典 学生委員会会議資料（平成１８年３月２日））
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資料７－２－①－５ 校内清掃 

総括： 

（出典 学生委員会会議資料（平成１８年３月２日））
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資料７－２－①－６ 保健室概要 

（出典 平成１８年度学生生活のしおり）
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資料７－２－①－７ 保健室利用実績 

（出典 学生課学生係作成資料）
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資料７－２－①－８ 保健室内外に整備された健康測定器具 

 

   血圧計（学生昇降口）                    体重・身長・座高計 

 

 

視力検査等 

（出典 保健室）
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資料７－２－①－９ 学生相談室規程 

（出典 奈良高専規程集）
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資料７－２－①－１０ 学生相談室リーフレット 

 

学生用 

 

保護者用 

（出典 学生相談室リーフレット）
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資料７－２－①－１１ グループワーク 

 
（出典 学生相談室作成資料）

資料７－２－①－１２ 電子メールによる相談 

 

（出典 学生相談室作成資料）
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資料７－２－①－１３ カウンセラーと教職員との懇談会 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 カウンセラーとの談話会開催案内メール）
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資料７－２－①－１４ 学生相談室活動報告 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 奈良高専校報（平成１８年４月））
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資料７－２－①－１５ セクシャル・ハラスメントの防止等に関する規程 

（出典 運営委員会資料（平成１６年９月９日））
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資料７－２－①－１６ 「セクシャル・ハラスメント相談室」と「なんでも相談室ぷちアンケート」投書箱 

 

（出典  セクシャル・ハラスメント相談室）

資料７－２－①－１７ セクシャル・ハラスメント相談室リーフレット 

 

（出典  セクシャル・ハラスメント相談室リーフレット）
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資料７－２－①－１８ セクシャル・ハラスメントについて（ＦＤ） 

（出典 ＦＤ資料（平成１８年２月 21 日））



奈良工業高等専門学校 基準７ 

 - 623 -

 

資料７－２－①－１９ セクシャル・ハラスメントに関するアンケート結果について 

 

（出典  セクシャル・ハラスメント相談室作成資料）
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資料７－２－①－２０ 「なんでも相談室」 

（出典 なんでも相談室作成資料）
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資料７－２－①－２１ 「なんでも相談室」ぷちアンケート 

 
（出典 なんでも相談室作成資料）

資料７－２－①－２２ アンケート結果と掲示例 

 

（出典 なんでも相談室作成資料）
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資料７－２－①－２３ 各室長懇談会メモ 

 

（出典 運営委員会資料（平成１６年１２月１７日））
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資料７－２－①－２４ 休・退学調査結果 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 教務委員会作成資料）

資料７－２－①－２５ キャンパス 

 

（出典 2005Spring キャンパス）
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資料７－２－①－２６ 新芽 

（出典 第２７号新芽（平成１５年１０月５日））
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資料７－２－①－２７ 入学料及び授業料の免除について 

（出典 入学前オリエンテーション資料）
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資料７－２－①－２８ 授業料免除について 

（出典 学生向配布資料）
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資料７－２－①－２９ 入学料・授業料免除者数 

 

（出典 自己点検書（引用・裏付資料））
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資料７－２－①－３０ 奨学金の募集について掲示 

（出典 学生委員会作成資料）

資料７－２－①－３１ 日本支援機構奨学生推薦者数 

（出典 学生委員会作成資料）
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資料７－２－①－３２ 日本支援機構奨学金返還説明会 

 

（出典 学生委員会作成資料）
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資料７－２－①－３３ 日本スポーツ振興センター災害共済給付制度案内 

 

（出典 入学前オリエンテーション資料）
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資料７－２－①－３４ 共済保険の案内 

 

（出典 奈良高専生協作成資料）
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観点７－２－②： 特別な支援が必要な者（例えば，留学生，障害のある学生等が考えられる。）

がいる場合には，生活面での支援が適切に行われているか。 

 

（観点に係る状況） 

 留学生は学生寮に全員入寮し（資料７－２－②－１），文化・慣習等の違いが配慮された環境が

整備されている（資料７－２－②－２）。留学生には，寮務担当を含む教職員（資料７－２－②－

３），チューター（資料７－２－②－４），担任や非常勤の日本語担当教員（資料７－２－②－

５）等が連携をとりながら多面的に支援している。英語併記による情報発信や連絡が，学校概要や

ホームページ（資料７－２－②－６），寮務係（資料７－２－②－７）で実施されている。国際交

流に関する情報は留学生に周知され，派遣協力等がなされている（資料７－２－②－８）。 

 障害のある学生へのバリアフリー化をはじめとした生活面への支援が，適切に行われている（資

料７－２－②－９，１０，１１）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 留学生の生活面での支援は，学寮での施設・備品等の整備をはじめチューターや指導教員等を配

し，多面的に支援している。障害のある学生には，学内施設のバリアフリー化等の支援を進めてお

り，生活面での支援が適切に行われている。 
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資料７－２－②－１ 留学生規程及び受入留学生一覧 

 

 

 

（出典 ２００５年１０月自己点検・評価報告書）
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資料７－２－②－２ 談話室内整備状況 

           補食設備： 

 

            パソコン・ＴＶ等： 

 

            浴室とシャワー室： 

 

（出典 学生寮談話室（留学生用））
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資料７－２－②－３ 留学生委員会規程及び留学生指導部の設置に関する内規，構成員一覧 

 

 

 

（出典 奈良高専規程集・臨時教職員会議資料（平成１８年４月５日））
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資料７－２－②－４ 学生相談員の配置 

 

 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 奈良高専規程集・臨時教職員会議資料（平成１８年４月５日））



奈良工業高等専門学校 基準７ 

 - 641 -

 

 

資料７－２－②－５ 日本語担当教員の配置 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課学生係作成資料）
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資料７－２－②－６ 学校概要・学校ホームページの英文による情報発信 

 

 

（出典 平成１７年度学校概要・２００５年１０月自己点検・評価報告資料）
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資料７－２－②－７ 寮務係から留学生への連絡 

（出典 学生課寮務係作成資料）
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資料７－２－②－８ 国際交流に関する情報の連絡 

 

 

（出典 学生課教務係作成資料）
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資料７－２－②－９ 障害のある学生への支援 

 

 

（出典 ２００５年１０月自己点検・評価報告書・ＦＤ資料）



奈良工業高等専門学校 基準７ 

 - 646 -

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料７－２－②－１０ 障害のある学生への支援 

 

 

（出典 障害学生修学支援プロジェクト作成資料）
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資料７－２－②－１１ 身障者対策設備配置図 

（出典 会計課施設係作成資料）



奈良工業高等専門学校 基準７ 

 - 648 -

 

観点７－２－③： 学生寮が整備されている場合には，学生の生活及び勉学の場として有効に機能

しているか。 

 

（観点に係る状況） 

 学寮（男子のみ）は（資料７－２－③－１，２），定員１４１名に対し在寮生は，平成１８年４

月１日現在１２１名である（資料７－２－③－３）。過去５年間の平均充足率は，約８５％である

（資料７－２－③－４）。プライバシー保護の観点から，１年生の一部を除き，原則，個室である

（資料７－２－③－５）。空調等を完備した談話室（資料７－２－③－６）や６台のパソコン端末

を設置した平屋棟集会室等があり（資料７－２－③－７），寮生の自主的学習を支援している。 

 寮生会（資料７－２－③－８）から選出された学寮委員会（資料７－２－③－９）が，寮生活の

しおり（資料７－２－③－１０）等に従い，学寮生活の向上と充実を図っている。学寮委員会は毎

月1回開催され，学寮の改善に向けた協議をしている（資料７－２－③－１１）。２０時から２２

時までを学習時間に充てる等，日課表等に従い，寮生は，自主的に規則正しい生活を過ごしている

（資料７－２－③－１２，１３，１４）。なお，定期試験前１週間及び試験期間中等は，学習を支

援すべく消灯時間延長等を，適宜，実施している（資料７－２－③－１５）。 

 寮務委員会を中心に（資料７－２－③－１６），寮務係関係職員等による人的支援体制を敷いて

いる（資料７－２－③－１７）。宿日直教員は（資料７－２－③－１８，１９），宿日直日誌や検

食報告書（資料７－２－③－２０）への記載をはじめ，点呼確認のための巡視方法に基づき（資料

７－２－③－２１），各棟各階の談話室を寮長あるいは副寮長とともに回り，リーダーから点呼報

告書を受け取り（資料７－２－③－２２），チェックリストにより不在者を確認している（資料７

－２－③－２３）。点呼厳正化のため，不在であった寮生には，点呼不在票を居室に掲示し，帰寮

報告書の提出を義務付けている（資料７－２－③－２４）。寮生の欠席等の情報は，寮務係を経由

し，担任等へ報告されている（資料７－２－③－２５）。寮生の安全確保のため，事故・災害等の

緊急時対応をマニュアル化している（資料７－２－③－２６）。学寮の改善を図るべく寮務委員会

等の活動を年度毎に総括している（資料７－２－③－２７）。 

 保護者を含む関係者への情報発信手段として，本校ホームページ（資料７－２－③－２８）や各

種広報誌を発行している（資料７－２－③－２９，３０）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 学寮が規則正しい生活や自主的学習の場として機能するよう適切な施設・人的支援体制が整って

おり，有効に機能している。寮務委員会による学寮委員会への指導の連携体制が構築されており，

両者の定期的な会合により学寮全般にわたる改善が実施されている。 

 

 

 

 



奈良工業高等専門学校 基準７ 

 - 649 -

 

 

資料７－２－③－１ 学寮配置図 

 

（出典 入学前オリエンテーション資料）
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資料７－２－③－２ 学寮規則 

 

（出典 奈良高専規程集）
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資料７－２－③－３ 在寮生数推移調べ 

 

（出典 学生課寮務係作成資料）

資料７－２－③－４ 定員充足率 

 

（出典 学生課寮務係作成資料）
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資料７－２－③－５ 学寮の個室化 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課寮務係作成資料）
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資料７－２－③－６ 学寮内談話室 

 

 

 

 

（出典 学生寮談話室・寮生活のしおり（平成１８年度３月改訂））
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資料７－２－③－７ 集会室内のパソコン端末 

 

（出典 学生寮平屋棟・寮生活のしおり（平成１８年度３月改訂））
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資料７－２－③－８ 寮生会 

会則： 

 

 

（出典 寮生活のしおり（平成１８年度３月改訂））
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資料７－２－③－８ 寮生会 

組織： 

 
（出典 ２００５年１０月自己点検・評価報告書）
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資料７－２－③－８ 寮生会 

役員名簿： 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課寮務係作成資料）
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資料７－２－③－９ 学寮委員会規程 

（出典 奈良高専規程集）
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資料７－２－③－１０ 寮生活のしおり 

 

（出典 寮生活のしおり～保存版～（平成１５年７月改訂））
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資料７－２－③－１１ 委員会議事要録 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 寮務委員会議事要録（平成１８年４月６日）・学寮委員会議事要録（平成１８年４月１８

日）） 
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資料７－２－③－１２ 学習時間と日課表 

 

 

 

（出典 寮生活のしおり（平成 18 年３月改訂））
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資料７－２－③－１３ 寮生による寮内衛生・環境管理について 

 

（出典 学生課寮務係作成資料）
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資料７－２－③－１４ 学寮の年間行事 

（出典 ２００５年１０月自己点検・評価報告書）



奈良工業高等専門学校 基準７ 

 - 664 -

資料７－２－③－１５ 消灯時間延長 

定期試験 1 週間前と試験期間中： 

 

（出典 奈良高専規程集）
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資料７－２－③－１５ 消灯時間延長 

進路に係わる勉強： 

 

（出典 寮務委員会作成資料）
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資料７－２－③－１６ 寮務委員会規程 

 

（出典 奈良高専規程集）
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資料７－２－③－１７ 人的支援体制 

From: <miyoshi@jimu.nara-k.ac.jp> 

To: "wada" <wada@mech.nara-k.ac.jp> 

Sent: Tuesday, May 02, 2006 10:03 AM 

Subject: 認証評価の件 

おはようございます。寮の身吉でございます。お問い合わせのありましたことにつきまして，以下のとお

り報告しますので，よろしくお願い申し上げます。 

臨時用務員  １名（学寮の環境整備が職務）    

          （勤務時間） 

          通常（月～金）  ８：３０～１５：００ 

          閉寮期間     ８：３０～１５：００ 

          （職務内容） 

          ①寮周辺の整備 

          ②寮の環境整備 

          ③寮生会行事等の補助 

          ④市のゴミ収集の対応 

寮母 １名（学寮における母親として寮生に対する指導助言や「心のケ ア」，学寮の環境整備が職務） 

          （勤務時間） 

          通常（月～金）１５：００～２１：３０ 

          閉寮期間    ９：３０～１６：００  

          （職務内容） 

          ①寮生の健康管理及び保健衛生に関する指導・助言 

          ②寮生に対する生活指導・助言 

          ③寮周辺の整備 

          ④郵便物・宅配便等の収受，鍵・電話・来訪者の対応 

寮父 １名（ただし，雇用は２名で交代して勤務している。管理者が無人となる土・日・祝日における職

務） 

          （勤務時間） 

          土曜・日曜・祝日（閉寮期間を除く） ８：００～１８：００  

          （職務内容） 

          ①宿直教員との引継及び寮内巡視 

          ②電話・来訪者の対応，郵便物・宅配便等の収受 

          ③風呂ボイラーの管理他，学寮の管理 

          ④その他緊急時の対応 

 もし他に不明な点がありましたら遠慮なくお申し付け下さい。 

 

（出典 学生課寮務係からのメール）
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資料７－２－③－１８ 学寮指導要領要綱 

 

（出典 奈良高専規程集）
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資料７－２－③－１９ 宿直教員業務の流れ 

（出典 学生課寮務係作成資料）
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資料７－２－③－２０ 宿日直日誌及び検食報告書 

 

 

 

（出典 学生課寮務係保存資料）
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資料７－２－③－２１ 点呼確認のための巡視方法 

（出典 学生課寮務係作成資料）



奈良工業高等専門学校 基準７ 

 - 672 -

 

 

資料７－２－③－２２ 点呼報告書（寮生記載） 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課寮務係作成資料）

資料７－２－③－２３ チェックリスト（寮長あるいは副寮長記載） 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課寮務係作成資料）
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資料７－２－③－２４ 点呼時不在票・帰寮報告書 

 

（出典 学生課寮務係作成資料）
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資料７－２－③－２５ 学生の欠席情報連絡 

 

 

（出典 寮生活のしおり（平成１８年３月改訂））
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資料７－２－③－２５ 学生の欠席情報連絡 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課寮務係保存資料）
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資料７－２－③－２６ 事故・災害時等の緊急時対応 

（出典 寮生活のしおり（平成１８年３月改訂））
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資料７－２－③－２６ 事故・災害等の緊急時対応 

 

（出典 寮生活のしおり（平成１８年３月改訂））



奈良工業高等専門学校 基準７ 
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資料７－２－③－２６ 事故・災害時等の緊急時対応 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課寮務係作成資料）
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資料７－２－③－２７ 寮務委員会総括 

 

（出典 寮務委員会作成資料）



奈良工業高等専門学校 基準７ 

 - 680 -

 

資料７－２－③－２８ 学寮ウェブページ 

（出典 奈良高専ホームページ）
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資料７－２－③－２９ 寮通信 

 

（出典 ２００４年寮通信）
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資料７－２－③－３０ 大和路 

 

 

 

（出典 ２００６年大和路）
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観点７－２－④： 就職や進学等の進路指導を行う体制が整備され，機能しているか。 

 

（観点に係る状況） 

 学校の進路指導に対する体制として，進路対策協議会が設けられており（資料７－２－④－１），

準学士課程第４学年（就職・進学ガイダンス資料の冊子を発行・配布）及び専攻科課程第１学年を

対象に，ガイダンスを実施している（資料７－２－④－２）。進学は，取扱い要領（資料７－２－

④－３）に基づき指導が行われている。学校が受理した就職求人票（資料７－２－④－４）と大学

（院）募集要項（資料７－２－④－５）は，受験報告書と併せて学生課で整理・管理され，学生の

閲覧を容易にしている（資料７－２－④－６）。就職・進学実績は，卒業生就職状況調（資料７－

２－④－７）や学校概要・ホームページ（資料７－２－④－８）等で公開している。求人依頼に対

応するため，学科選出の進路指導担当教員一覧表を統合学科事務室に掲示している（資料７－２－

④－９）。就職開拓のため，企業訪問をしている（資料７－２－④－１０）。就職・進学に関する

研修として，第１～３学年対象の秋季社会工場見学（資料７－２－④－１１）を実施し，４年生に

は，合宿研修として卒業生との懇談会を実施している（資料７－２－④－１２）。卒業生が第３学

年学生と懇談する場として，卒業生と語る会（資料７－２－④－１３）がある。専攻科学生対象の

学外研修や特別講演会（資料７－２－④－１４）等を開催し，進路支援している。 

 学科毎の進路に関する取組として，当該学科の進路指導担当教員を中心に，第４・５学年の保護

者対象の進路説明・懇談会（資料７－２－④－１５，１６，１７，１８，１９），学生対象の各種

ガイダンス（資料７－２－④－２０，２１）を実施している。学科が受理した求人票と大学(院)募

集要項等は学科毎に進路指導室で整理・管理し，学生の閲覧を容易にしている（資料７－２－④－

２２）。進路に係わる受験は受験願の提出により（資料７－２－④－２３），公欠等の処理がなさ

れる。第４学年・専攻科学生対象に学外実習（専攻科生は大学研究室での実習含）も実施されてい

る（資料７－２－④－２４，２５）。学外実習の実施に先立ち，受け入れ先企業の開拓，希望学生

の調整及び決定，講演会や講習会，派遣調整・視察等が行なわれている（資料７－２－④－２６，

２７）。他高専・大学等と教育研究交流協定等を締結し，学外実習や進路等を支援している（資料

７－２－④－２８，２９，３０）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 就職・進学ガイダンス資料の冊子を発行・配布する等進路に係る各種ガイダンス，講演会，懇談

会，研修会，進路情報の公開等が整備され，機能している。当該学科の進路指導担当教員と卒業研

究指導教員が連携し，きめの細かい進路指導体制が構築されている。平成17年度の学外実習参加率

は約７０％に達しており（資料７－２－④－３１），就職希望学生に対する就職率は１００％であ

る（資料７－２－④－３２）。 

 

 

 

 

 

 



奈良工業高等専門学校 基準７ 
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資料７－２－④－１ 進路対策協議会規程 

（出典 奈良高専規程集）
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資料７－２－④－２ 就職・進学ガイダンス資料 

準学士課程第４学年対象： 

 

 

 

（出典 ２００５年１０月自己評価・点検報告書・ 就職・進学ガイダンス資料（平成１６年１１月））
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資料７－２－④－２ 就職・進学ガイダンス資料 

専攻科課程第１学年対象： 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 専攻科進路ガイダンス資料（平成１６年１１月４日））
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資料７－２－④－３ 専攻科入学・大学編入学試験に関する取扱要領 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 教職員会議（平成１２年１１月２８日））
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資料７－２－④－４ 求人票一覧 

 

（出典 学生課学生係作成資料）



奈良工業高等専門学校 基準７ 

 - 689 -

 

 

資料７－２－④－５ 大学（院）からの募集要項一覧 

（出典 学生課教務係作成資料）
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資料７－２－④－６ 求人票・募集要項の管理 

求人票及び受験報告書の検索が可能なパソコン： 

 

 

募集要項及び受験報告書が置かれた書棚： 

 

（出典 学生課設備）
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資料７－２－④－７ 卒業生就職状況調 

 

（出典 卒業生就職状況調資料（平成１５年３月３１日））
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資料７－２－④－８ 進路状況 

 

（出典 平成 17 年度学校概要）
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資料７－２－④－９ 学科就職担当求人対応割り当て 

 

（出典 学生課統合学科事務室作成資料）

資料７－２－④－１０ 就職開拓のための企業訪問 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 電子制御工学科作成資料）



奈良工業高等専門学校 基準７ 

 - 694 -

 

 

資料７－２－④－１１ 秋季社会工場見学 実施要領・行程表（１年～３年次） 

 
 

（出典 学生課教務係作成資料）
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資料７－２－④－１１ 秋季社会工場見学 実施要領・行程表（１年～３年次） 

 

（出典 学生課教務係作成資料）



奈良工業高等専門学校 基準７ 

 - 696 -

 

 

資料７－２－④－１２ 秋季社会工場見学 行程表（４年次）・招聘卒業生一覧 

 

（出典 学生課教務係作成資料）
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資料７－２－④－１３ 卒業生と語る会 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課学生係作成資料）
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資料７－２－④－１４ 専攻科 学外研修・特別講演会 

 

 

（出典 ２００５年 10 月自己点検・評価報告書）
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資料７－２－④－１５ 保護者懇談会（機械工学科） 

（出典 機械工学科作成資料）
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資料７－２－④－１６ 保護者懇談会（電気工学科） 

 

（出典 電気工学科作成資料）
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資料７－２－④－１７ 保護者懇談会（電子制御工学科） 

 

（出典 電子制御工学科作成資料）
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資料７－２－④－１８ 保護者懇談会（情報工学科） 

 

（出典 情報工学科作成資料）
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資料７－２－④－１９ 保護者懇談会（物質化学工学科） 

 

（出典 物質化学工学科作成資料）
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資料７－２－④－２０ 機械工学科（５年生） 

 

 

（出典 自己点検・評価報告書２００５年１０月・機械工学科作成資料）
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資料７－２－④－２１ 情報工学科（４年生） 

 

（出典 情報工学科作成資料）
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資料７－２－④－２２ 学科が受理した求人票等の整理・公開状況 

 

 

（出典 機械工学所有資料）
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資料７－２－④－２２ 学科が受理した求人票等の整理・公開状況 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 機械工学科作成資料）
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資料７－２－④－２３ 編入学・大学院・就職受験願 

準学士課程：  

   

 

専攻科課程：  

   

（出典 学生課教務係保存資料）
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資料７－２－④－２４ 学外実習 

  準学士課程：  

 

  専攻科課程：  

 

（出典 平成１８年度シラバス）
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資料７－２－④－２５ 学外実習 

準学士課程： 

 

専攻科課程： 

  

〔個人情報が含まれているので省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成 16 年度学外実習報告書・自己点検書（引用・裏付資料編））
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資料７－２－④－２６ 学外実習実施の流れ 

（出典 平成１６年度学外実習報告書）
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資料７－２－④－２７ 学外実習実施の取り組み 

受入れ先企業開拓のためのリーフレット：      特別講演会：  

   

教員によるインターンシップ視察先一覧：  

（出典 リーフレット・掲示資料・教務係所有資料）
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資料７－２－④－２８ 教育研究交流に関する協定書 

 

 

（出典 大阪大学工学部・大学院研究科と奈良工業高等専門学校との間における教育研究交流

に関する協定書）
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資料７－２－④－２９ 推薦入学に関する覚書 

 

 

（出典 早稲田大学大学院情報生産システム研究科と国立奈良工業高等専門学校の推薦に入学

に関する覚書・２００６年度からの立命館大学への推薦編入学および大学院入学について）
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資料７－２－④－３０ 推薦入学に関する協定書 

 

 

（出典 奈良先端科学技術大学院大学と奈良工業高等専門学校との推薦入学に関する協定書・

北陸先端科学技術大学院大学と奈良工業高等専門学校との推薦入学に関する協定書）
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資料７－２－④－３１ 学外実習参加率 

（出典 平成 17 年度学外実習報告書）
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資料７－２－④－３２ 就職希望学生に対する就職率 

 

（出典 平成 17 年度学校概要）
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

・ 自主的学習を進める上での支援体制として，学年共通試験，特別活動を利用した学習の動機付け，

担任を中心とする各種連絡会や懇談会，オフィスアワー，ＴＡ制度，ＴＯＥＩＣ－ＩＰ受験支援

等が整備され，機能している。 

・ 教室，情報メディア教育センター，図書館，実習工場，学科演習室等が自主的学習環境として整

備され，効果的に利用されている。特に，図書館及びLL教室では開放時間を延長し，利用を促進

している。 

・ 学習支援に関する学生ニーズは，なんでも相談室ぷちアンケート，授業アンケートや学生自身に

よる学習目標達成度点検シートの自由記述，図書館の意見・目安箱の設置，各種アンケートや懇

談会等の定期的な実施により適切に把握されている。 

・ 学生生活に係る指導等を学生指導必携でマニュアル化しており，学級担任や特別研究指導教員を

中心に，学生委員会，学生相談室，セクシャル・ハラスメント相談室，なんでも相談室が互いに

連携して迅速かつ的確に対応できる指導体制が構築され，機能している。 

・ 課外活動を含む学生生活上の学生の安全を確保するため，緊急時の対応をマニュアル化している。 

・ 留学生及び障害のある学生には，適切な学習支援対策が講じられ，機能している。特に障害のあ

る学生に対しては学内施設のバリアフリー化等も進められている。 

・ 学寮が規則正しい生活や自主的学習の場として機能するよう適切な施設・人的支援体制が整って

いる。 

・ 就職・進学ガイダンス資料の冊子を発行・配布している。学外実習参加率は約７０％に達してお

り，就職希望者に対する就職率は１００％である。 

 

（改善を要する点） 

・ 該当なし 

 

 

（３）基準７の自己評価の概要 

 入学前後及び年度当初に学習を進める上での各種ガイダンスやオリエンテーション等が適切に実

施されている。一方，学年共通試験，特別教育活動を利用した学習の動機付け，担任を中心とする

各種連絡会や懇談会，オフィスアワー，ＴＡ制度，ＴＯＥＩＣ－ＩＰ受験支援等，自主的学習を進

める上での相談・助言体制が整備され，機能している。 

 教室，情報メディア教育センター，図書館，実習工場，学科演習室等が自主的学習環境として整

備され，効果的に利用されている。特に，図書館及びLL教室では開放時間を延長し，利用を促進し

ている。 

 なんでも相談室によるぷちアンケート，授業アンケートや学生自身による学習目標達成度点検シ

ートの自由記述，図書館の意見・目安箱の設置，各種アンケートや懇談会等の定期的な実施により

学習支援に関する学生ニーズが適切に把握されている。 

 留学生には，指導教員及びチューターを配し，特別カリキュラムにより学習支援している。編入

学生には，入学前・後に学習支援をしている。障害のある学生には，適切な学習支援対策が講じら

れ，機能している。生活面では，学寮施設・備品等の整備，学内施設のバリアフリー化を進めてお
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り，支援が適切に行われている。 

 学生会・クラブ等の課外活動には，学生委員会・クラブ顧問・学生課教職員による人的支援体制

と学生会費や後援会費等による財政的支援体制が適切に整備され，機能している。他の課外活動に

ついても同様の支援が実施されている。課外活動を含む学生生活上の学生の安全を確保するため，

緊急時の対応をマニュアル化している。 

 学生生活に係る指導等を学生指導必携でマニュアル化しており，学級担任や特別研究指導教員を

中心に，学生委員会，学生相談室，セクシャル・ハラスメント相談室，なんでも相談室が互いに連

携して迅速かつ的確に対応できる指導体制を構築し，機能している。 

 学寮が規則正しい生活や自主的学習の場として機能するよう適切な施設・人的支援体制が整って

おり，有効に機能している。寮務委員会による学寮委員会への指導の連携体制が構築されており，

両者の定期的な会合により学寮全般にわたる改善が実施されている。 

 就職・進学ガイダンス資料を発行・配布する等進路に係わる各種ガイダンス，講演会，懇談会，

研修会，進路情報の公開等が整備され，機能している。学外実習参加率は約７０％に達しており，

就職希望学生に対する就職率は１００％である。 
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基準８ 施設・設備 

（１）観点ごとの分析 

観点８－１－①： 学校において編成された教育課程の実現にふさわしい施設・設備（例えば，校

地，運動場，体育館，教室，研究室，実験・実習室，演習室，情報処理学習のた

めの施設，語学学習のための施設，図書館等，実験・実習工場さらには職業教育

のための練習船等の設備等が考えられる。）が整備され，有効に活用されている

か。 

（観点に係る状況）  

本校の校地面積(職員宿舎敷地を除く)は 105,983 ㎡，校舎延面積(職員宿舎を除く)は 28,297 ㎡

であり，設置基準に定められている基準値(24,802 ㎡)を満足している（資料８－１－①－１，

２）。設置基準に定められている運動場，体育館，校舎（教室，研究室，実験・実習室，演習

室），総合情報センター，図書館，実習工場，プール等が設置され，授業や課外活動に有効に活用

されている。なお，体育館，陸上競技場，プール等について，休日等の本校授業等に支障の無い日

には，大和郡山市や地域住民に対して開放している（資料８－１－①－３）。 

 

資料８－１－①－１ 施設配置図

（出典 平成１７年度学校概要）
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資料８－１－①－２ 必要面積・保有面積比較（基準面積表調査単位名称により算定した場合） 

［H17.5.1 現在］ （単位：㎡）

調査単位番号 調査単位名称 基準面積 加算面積 保有面積 不足整備面積 備  考

  a b c d=c-a-b 

7010 工業高専校舎 16,700 885 17,140 △ 445   

7110 高専管理部 318 1,352 1,479 △ 191   

7120 高専一般管理施設 0 0 191 191   

7210 高専図書館 1,600 0 1,542 △ 58   

7310 高専屋内運動場 2,100 317 2,396 △ 21   

7320 高専屋内運動場附属施設 0 0 317 317   

7410 高専福利厚生施設 1,546 0 1,092 △ 454   

7510 高専寄宿舎 2,538 0 3,313 775   

7610 高専電算機施設 0 0 303 303   

7810 高専渡り廊下 0 0 60 60   

7910 高専設備室 0 524 464 △ 60   

計   24,802 3,078 28,297 417   

（出典 会計課施設係作成資料）

 

資料８－１－①－３ 地域社会に対して施設開放している事例 

 

（出典 大和郡山市広報）
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近年の校舎改修は，平成１２年度において物質化学工学科棟新築，平成１３年度において本

館改修，平成１４年度において電気工学科棟増築改修が行われており，教育施設の狭隘解消

・改善を図っている。快適な学習環境を保証するため，クラスルーム（一般教室）につい

て，梅雨期・夏期・冬期における教育環境の改善を目的として，平成１４年度から学年進行

（年次計画）により，空調機を順次設置しており，平成１７年度の１年生クラスルーム（一

般教室）への設置をもって，全学年の教育環境改善が完了した。  

  図書館の整備状況は資料（８－１－①－４）のとおりである。平成１３年度に図書館の改

修，平成１６年度に図書館大視聴覚室の改修が行われた。図書館は本校の教職員や学生だけで

なく，一般市民にも広く開放している。なお，学内・一般市民に対する図書貸出合計の平成１

７年度実績は１８，１０１冊である（資料８－１－①－５，６，７）。 

 

資料８－１－①－４ 図書館の整備状況 

昭和５０年新築 鉄筋コンクリート造２階建 １，６２８㎡ 

 主な部屋  閲覧室 ６３２ ㎡ 

  ＬＬ教室 １０５ ㎡ 

  ＬＬ準備室 ７１ ㎡ 

  大視聴覚室 ３５１ ㎡ 

  書庫他 ７１ ㎡ 

 閲覧席数 ９５ 席 

 検索端末 ９ 台 

 ＶＴＲ・ＬＤ・ＤＶＤ席数 各３ 席 

 開館時間 平日 ８：３０～２０：００ 

  土曜日 ９：００～１６：３０ 

（出典 会計課施設係作成資料）
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資料８－１－①－５ 図書館一般利用要項 

（出典 奈良工業高等専門学校図書館一般利用要項）
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資料８－１－①－６ 図書館の利用実績（平成１７年度） 
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（出典 庶務課図書係作成資料）
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資料８－１－①－７ 平成１７年度 図書館利用者実績    （出典 庶務課図書係作成資料）

利用者区分 貸出回数 利用者数 一人当 

 回 人 回／人

機械工学科 595 43 13.8 

電気工学科 723 43 16.8 

電子制御工学科 632 42 15.0 

情報工学科 814 42 19.4 

１学年 

物質化学工学科 258 43 6.0 

機械工学科 113 39 2.9 

電気工学科 469 46 10.2 

電子制御工学科 543 42 12.9 

情報工学科 193 42 4.6 

２学年 

物質化学工学科 479 38 12.6 

機械工学科 483 46 10.5 

電気工学科 179 36 5.0 

電子制御工学科 455 41 11.1 

情報工学科 464 47 9.9 

３学年 

物質化学工学科 931 40 23.3 

機械工学科 1,660 37 44.9 

電気工学科 818 45 18.2 

電子制御工学科 915 43 21.3 

情報工学科 653 36 18.1 

４学年 

物質化学工学科 923 46 20.1 

機械工学科 1,461 48 30.4 

電気工学科 421 39 10.8 

電子制御工学科 380 40 9.5 

情報工学科 439 37 11.9 

５学年 

物質化学工学科 359 29 12.4 

機械制御工学１年 401 20 20.1 

電子情報工学１年 267 15 17.8 専攻科１学年 

化学工学１年 35 5 7.0 

機械制御工学２年 386 13 29.7 

電子情報工学２年 90 11 8.2 専攻科２学年 

化学工学２年 57 7 8.1

研究生・聴講生 6 2 3.0 

職員 932 151 6.2 その他 

一般 567 384 1.5 

合計 18,101 1,638 11.1 
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  総合情報センターの整備状況は，資料（８－１－①－８，９）のとおりである。本校の共同

利用施設として，教育研究活動に有効に使用されている（資料８－１－①－１０）。 

特に，平成１６年度から学生の語学力向上に向けた e-Learning 英語学習教材の導入を行

い，情報処理演習室，マルチメディア演習室，ＬＬ教室での利用を図っている。またこれらの

演習室等を放課後に開放して，学生の自学自習に活用している（資料８－１－①－１１）。 

 

資料８－１－①－８ 総合情報センターの整備状況 

     

 昭和５０年新築 鉄筋コンクリート造平屋建  ３０３㎡ 

 主な部屋  電子計算機室 ３１ ㎡ 

  特殊端末室 ４６ ㎡ 

  情報処理演習室 １２１ ㎡ 

  管理室 ２０ ㎡ 

 端末機室 学生卓 ４８ 台 

  教師卓 １ 台 

 入力装置 ＶＴＲ・パソコン・オーバーヘッドカメラ・ワイヤレスマイク 

 出力装置 天吊プロジェクター・モニターディスプレイ・プリンター・天吊スピーカ 

 開館時間 平日 ９：００～１７：００ 

（出典 会計課施設係作成資料）

  

資料８－１－①－９ マルチメディア演習室，ＬＬ教室の整備状況 

 ○マルチメディア演習室 １３３㎡ 

 ＬＬ装置 学生卓 48 席 

  教師卓 1 席 

 入力装置 ＶＴＲ・パソコン・オーバーヘッドカメラ・ワイヤレスマイク 

 出力装置 天吊プロジェクター・モニターディスプレイ・プリンター・天吊スピーカ 

 開館時間 平日９：００～１７：００ 

     

 ○ＬＬ教室  １０５㎡   

 ＬＬ装置 学生卓 48 席 

  教師卓 1 席 

 入力装置 ＶＴＲ・ＬＤ・ＤＶＤ・パソコン・オーバーヘッドカメラ・壁掛スピーカ 

 出力装置 天吊モニターＴＶ・モニターディスプレイ・プリンター・壁掛スピーカ 

 開館時間 平日     ９：００～１７：００ 

  火・木曜日  ９：００～２０：００ 

 （出典 会計課施設係作成資料）
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資料８－１－①－１０ 情報処理演習室等の使用一覧 
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（出典 学生課教務係作成資料）



奈良工業高等専門学校 基準８ 

 - 731 -

資料８－１－①－１１ 英語学習教材の活用 

（出典 ＣＡＭＰＵＳ第９１号平成１７年７月 14 日発行）
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  実習工場の整備状況は資料（８－１－①－１２）のとおりである。実習工場は，平成１６年

度の独立行政法人化を機に機械工学科の所属を離れ学内共同利用機関として，主に実習・実験

・研究等で使用されている。授業等による定期的な利用以外に，大和郡山市連携事業に係る教

材製作，学科からの製作依頼，技術相談・協力要請の受託や「ロボットコンテスト」，「エコ

ラン」等における「ものづくり」として有効に活用されている（資料８－１－①－１３）。 

 

資料８－１－①－１２ 実習工場の整備状況   

 昭和４１年新築   鉄筋コンクリート平屋建 ４２５㎡   

 昭和４２年増築   鉄筋コンクリート平屋建 ９１２㎡   

 主な部屋 機械実習工場 ３７７ ㎡   

  鋳鍛造実習工場 ２２５ ㎡   

  ＭＣ演習室 ４４ ㎡   

  熱工学実験室 １５０ ㎡   

  流体工学実験室 １５０ ㎡   

  材料力学実験室 １３１ ㎡   

  木型機械室他 １００ ㎡   

 実習時間 平日 ９：００～１７：００   

（出典 会計課施設係作成資料）

 

資料８－１－①－１３ 実習工場の稼働状況 

区分 

学科名等 
年間利用件数 年間稼働時間 １件あたりの平均稼働時間 

機械工学科 １３９ ３６２時間２７分 ２時間３６分

電気工学科 ２ ２時間４２分  １時間２１分

電子制御工学科 ３６ １１２時間１１分 ３時間０７分

専攻科 １０２ ２７８時間１１分 ２時間４４分

クラブ・同好会・行事等 ３２ ７８時間５７分 ２時間２８分

ロボコンＡチーム ６３ １８８時間１３分 ３時間００分

ロボコンＢチーム ５５ １６３時間５４分 ３時間００分

（出典 実習工場作成資料） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

本校の施設設備（校舎・図書館・総合情報センター・実習工場）は，「高等専門学校設置基準」

を十分に満たしており，本校の編成した教育課程の実現にふさわしい施設・設備が整備され，有効

に活用されている。 
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観点８－１－②： 教育内容，方法や学生のニーズを満たす情報ネットワークが十分なセキュリテ

ィ管理の下に適切に整備され，有効に活用されているか。 

 

（観点に係る状況）  

  本校の情報ネットワークの基幹になっているのが，総合情報センターである。本校の情報セキュ

リティにかかる管理を一元的に行っており，情報セキュリティポリシーに則り，ウィルスやソフト

ウェアのセキュリティホールへの対策は適宜行っており，情報資産の保護を図っている（資料８－

１－②－１）。当センターを構成する主な施設として，①情報処理演習室，②マルチメディア演習

室，③ＬＬ教室の３演習室が存在する。学生のパソコン習熟度をアンケート形式で調査しており

（資料８－１－②－２），それを基に，パソコンの仕様については，導入時に教員に対してアンケ

ートを実施したうえで，ニーズに対応した仕様のものを調達している。セキュリティ管理について

は，セキュリティを確保するため，学内基幹ネットワークとは切り離された環境になっている。メ

ールやホームページを使用することによって，学内ネットワークを経由し，外部との通信を可能に

している。学内基幹ネットワークには，専門５学科，一般教科，専攻科，事務部等のネットワーク

がつながっており，教職員，学生が利用できるようになっている。またＳＩＮＥＴを経由して外部

と接続しており，ＳＩＮＥＴとの接続点にファイアウォールを設置することで，通信が許されない

ＩＰアドレスや特定のポートからの通信の遮断を行っている。このようにして総合情報センターで

ネットワークのセキュリティを管理し，快適な情報ネットワークの提供を行っている（資料８－１

－②－３）。 

学生のパソコンの利用状況については，総合情報センター内設置のパソコンの利用状況及び自宅

での保有状況・利用状況をアンケート調査しており，その結果をフィードバックして総合情報セン

ターの役割や位置づけを明確にすることによって，情報基礎教育やメディアリテラシー教育を推進

する教育環境の整備を行っている（資料８－１－②－４）。 
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資料８－１－②－１ 奈良工業高等専門学校情報セキュリティポリシー 

 

 （出典 総合情報センター保存資料）
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 （出典 総合情報センター保存資料） 
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資料８－１－②－２ 学生対象のパソコンアンケート 

 

（出典 総合情報センター保存資料） 
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資料８－１－②－３ 総合情報センターコンピュータシステム構成図 

（出典 平成１７年度学校概要）
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資料８－１－②－４ パソコン利用状況調査報告 

（出典 総合情報センター保存資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

総合情報センターは，本校のセキュリティポリシーに基づき，情報資産保護のための処置及び基

幹ネットワークの管理を一元的に行っている。学生が利用する３つの演習室についてはネットワー

クを本校基幹ネットワークと切り離して管理することにより，学生にとっての利便性を考慮しつつ，

ネットワーク管理上の安全性を高めている。また，クライアントＰＣについても学生が学習に使用

する上で，ハード面，ソフト面いずれもニーズに応えうる性能を持ち，快適な教育環境の整備を図

っている。アンケート等により情報基礎教育・メディアリテラシー教育を行う上で学生にとって何

が必要であるかを情報収集し，それを的確にフィードバックするよう努力を重ねており，ハード面

・ソフト面・人的支援面いずれも基準を満たすものである。 

以上のように，教育内容，方法や学生のニーズを満たす情報ネットワークが十分なセキュリティ

管理の下に適切に整備され，有効に活用されている。 

 

観点８－２－①： 図書，学術雑誌，視聴覚資料その他の教育研究上必要な資料が系統的に整備さ

れ，有効に活用されているか。 

（観点に係る状況） 

 図書館の蔵書数とその内訳を示す（資料７－１－②－６）。図書，視聴覚資料（資料８－２－①

－１）を含め「日本十進分類法」の分類を基本として蔵書配列しているので，館内配置図で所在場

所の発見は容易である。また蔵書検索用パソコンで検索することも可能である。 

 蔵書は毎年約２，０００冊程度が追加されるが，その一部については本校の選書方針に従い，情

報メディア教育センター運営委員会にて推薦・選書されている（資料８－２－①－２）。図書の推

薦・選書の過程で，ホームページから教職員・学生・一般利用者の要望を汲み取り，ニーズに合致

した図書の購入が図られている（資料８－２－①－３）。本校で保有していない文献については，

文献複写サービスを行っており，他大学・国立国会図書館・科学技術振興機構・ＢＬＤＳＣ（英国

図書館文献配布センター）等に複写を依頼することで対応している（資料８－２－①－４）。この

ように教育研究活動に必要な書籍を，限られた予算の中，効率的に収集し，蔵書の検索も容易であ

るので，図書館の整備状況としては適切なものとなっている。 

 

資料８－２－①－１ 視聴覚資料数（平成１７年度末現在） 

 

媒体種別 所有数 

ビデオテープ 162 

ＤＶＤ 256 

レーザーディスク 200 

カセットテープ 18 

ＣＤ 32 

計 668 

 

（出典 庶務課図書係作成資料）
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資料８－２－①－２ 選書方針 

（出典 庶務課図書係保存資料）
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資料８－２－①－３ 図書リクエスト応募様式 

 

（出典 奈良高専ホームページより）

 

資料８－２－①－４ 文献複写依頼 

 

（出典 奈良高専ホームページより）
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（分析結果とその根拠理由）  

図書館に納入される図書・学術雑誌・視聴覚資料は学生・教職員が真に必要とするものを中心に

収集しており，あるいは文献複写サービスを利用することによって教育研究上必要な資料の収集が

行われている。また一般利用者のニーズも組み入れたうえで選書しており，限られた財源の中で最

大限の効果を上げられるよう，情報メディア教育センター運営委員会を中心に図書館の機能を有効

に引き出す努力をしている。 

以上のように，図書，学術雑誌，視聴覚資料及び教育研究上必要な資料については，系統的に整

備され，有効に活用されている。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

・教育環境の改善のため，全クラスルーム（一般教室）に空調機を設置している。 

・情報ネットワークが整備され適切にセキュリティ管理がなされている。 

・体育施設や図書館について一般開放も行っており，地域に密着した活動が実現できている。 

・教育研究施設の稼働率が高い。 

（改善を要する点）  

  該当なし。 

 

（３）基準８の自己評価の概要 

本校の校地面積について，校舎延面積(職員宿舎を除く)は 28,297 ㎡であり，設置基準に定められ

ている基準値(24,802 ㎡)を満足している。設置基準に定められている運動場，体育館，校舎（教

室，研究室，実験・実習室，演習室），総合情報センター，図書館，実習工場，プール等が設置さ

れ，授業や課外活動に有効に活用されている。また自宅からの通学困難な学生及び希望する学生のた

め，学寮を設けている。体育館，陸上競技場，プール等について，休日等の本校授業等に支障の無い

日には，大和郡山市や地域住民に対して開放している。 

さらに本校では，クラスルーム(一般教室)について，梅雨期・夏期・冬期における教育環境の改善

を目的として，平成１４年度から学年進行(年次計画)により，空調機を順次設置しており，平成１７

年度の１年生クラスルームへの設置をもって，全学年の教育環境改善が完了したところである。 

教育インフラとしては「高等専門学校設置基準」を十分に満たしていること，校舎，図書館，総合

情報センター，実習工場，学寮の施設・設備の稼働状況から，本校の編成した教育課程の実現にふさ

わしい施設・設備が整備され有効に活用されている。 
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基準９ 教育の質の向上及び改善のためのシステム 

（１）観点ごとの分析 

観点９－１－①： 教育の状況について，教育活動の実態を示すデータや資料が適切に収集・蓄積

され，評価を適切に実施できる体制が整備されているか。 

（観点に係る状況）  

 教育活動の実態を示すデータや資料の収集は企画会議（資料９－１－①－１），運営会議（資料

９－１－①－２，３）を中心として行われている。各教科の状況を把握するため，全ての授業の科

目ファイル（資料９－１－①－４）を作成し，各教科の教育状況，学生の習熟度等のデータを収集，

蓄積している。また，学生に対する授業アンケートをＦＤ委員会の主導で実施しており，学生から

の評価等を収集している（資料９－１－①－５）。 

 これら収集，蓄積した資料及び学外有識者からなる運営諮問会からの提言は，点検・評価委員会

（資料９－１－①－６），将来計画委員会（資料９－１－①－７）をはじめ教務委員会，専攻科委

員会等の各種委員会及び一般教科，各専門学科において教育の質の向上と改善のために，審議，検

討されている（資料９－１－①－８）。  

 

（分析結果とその根拠理由） 

 企画会議，運営会議，ＦＤ委員会を中心として，科目ファイル，授業アンケート等の教育活動の

実態を示すデータや資料が適切に収集，蓄積されている。また，点検・評価委員会をはじめとする

各種委員会及び各学科において，これを検討，審議する体制が整っている。 

 以上のことから，教育の状況について，教育活動の実態を示すデータや資料が適切に収集・蓄積

され，評価を適切に実施できる体制が整備されている。 

資料９－１－①－１ 企画会議規程 

奈良工業高等専門学校企画会議規程 （抜粋） 

 

 （設置） 

第１条 奈良工業高等専門学校（以下「本校」という。）に企画会議（以下「会議」という。）を置く。

 （審議事項） 

第２条 会議は，次の各号に掲げる事項を企画・立案する。 

 （１） 本校の運営に関する基本方策に関すること。 

 （２） 本校の教育，研究の基本方策に関すること。 

 （３） 予算等財務に関する基本方策に関すること。 

 （４） 施設，設備の整備等に関する基本方策に関すること。 

 （５） その他本校の管理，運営に関する重要事項。 

 （会議の開催） 

第５条 会議は，原則として毎月１回開催するものとし，必要ある時は臨時に開催することが出来る。 

 

（出典 奈良工業高等専門学校企画会議規程）
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資料９－１－①－２ 運営会議規程 

 

奈良工業高等専門学校運営会議規程  

 （設置） 

第１条 奈良工業高等専門学校（以下「本校」という。）に運営会議（以下「会議」という。）を置く。

 （審議事項） 

第２条 会議は，企画会議，委員会等から提案された事項を審議する。 

 （組織） 

第３条 会議は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

 （１） 校長 

 （２） 教務主事 

 （３） 学生主事 

 （４） 寮務主事 

 （５） 専攻科主任 

 （６） 一般教科及び専門各学科主任 

 （７） 情報メディア教育センター長 

 （８） 事務部長 

第４条 会議は，校長が招集し，その議長となる。 

 （会議の開催） 

第５条 会議は，原則として毎月１回開催するものとし，必要ある時は臨時に開催することができる。 

 （委員以外の者の出席） 

第６条 会議が必要と認めたときは，委員以外の者を出席させ，その意見を聴くことができる。 

 （専門委員会） 

第７条 会議は，特定の事項について調査検討するため，会議内に専門委員会を設置することができる。

２ 専門委員会に関して必要な事項は，別に定める。 

 （事務） 

第８条 会議に関する事務は，庶務課で行う。 

（出典 奈良工業高等専門学校運営会議規程）

資料９－１－①－３ 運営会議議事要録 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 運営会議議事要録）
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資料９－１－①－５ ＦＤ委員会議事要録 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 ＦＤ委員会議事要録）

資料９－１－①－４ 科目ファイル授業点検シート 

平成１7 年度 授業点検シート 

担当者                

点検者                     

Ｎｏ． 点検項目 担当者 点検者 

 １ シラバス   

 ２ 学生アンケート結果   

 ３ 公開授業   

 ４ 試験，レポート返却率   

 ５ 成績一覧表   

 ６ 講義ノート，配布資料など   

 ７ 試験問題（前期中間，前期期末，後期中間，学年末）   

 ８ 模範解答（前期中間，前期期末，後期中間，学年末）   

 ９ 試験答案（合否分）（前期中間，前期期末，後期中間，学年末）   

１０ 課題，演習   

１１ 課題，演習の提出レポート（合否分）   

１２ 補充・補講授業の記録，参考資料   

１３ 不可Ａ学生の解消結果（再評価結果）   

１４    

本シートには，授業担当者名の記載と表中の担当者欄には，整備していただいたものに○印を付けてください。 

（出典 科目ファイル 授業点検シート） 
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資料９－１－①－６ 点検・評価規程 

 

奈良工業高等専門学校点検・評価規程 

 （趣旨） 

第１条 奈良工業高等専門学校（以下「本校」という。）が,本校の教育水準の向上を図り,本校の目的及び社会的使

命を達成するため，教有研究活動等の状況について自ら行う点検及び評価については，この規程の定めるところに

よる。 

 （委員会） 

第２条 本校に,前条の趣旨に即し,点検・評価委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

２ 委員会の委員は，奈良工業高等専門学校運営会議の委員をもって充てる。 

３ 委員会に委員長を置き，校長をもって充てる。 

４ 委員長は委員会を招集し，その議長となる。 

５ 委員会に委員長補佐２名を置き，校長が指名した委員をもって充てる。 

６ 委員長に事故があるときは，委員長の指名した委員がその職務を代行する。 

 （任務） 

第３条 委員会は，次の各号に掲げる事項を処理する。 

 （１） 点検及び評価の基本方針並びに実施基準の策定に関すること。 

 （２） 点検及び評価の実施に関すること。 

 （３） 点検及び評価に関する報告書の作成及び公表に関すること。 

 （点検・評価事項） 

第４条 点検及び評価を行う事項は，次の各号に掲げるとおりとする。 

 （１） 本校の教育理念及び目標に関すること。 

 （２） 教育活動に関すること。 

 （３） 研究活動に関すること。 

 （４） 施設・設備に関すること。 

 （５） 国際交流に関すること。 

 （６） 生涯学習に関すること。 

 （７） 社会との連携に関すること。 

 （８） 学校運営に関すること。 

 （９） 自己評価体制に関すること。 

 （10） 委員会が特に必要と認めた事項 

２ 前項各号に係る具体的な点検・評価項目は，委員会が別に定める。 

 （点検・評価の実施） 

第５条 委員会は，点検・評価項目により，一定期間毎に点検及び評価を行うものとする。 

 （報告書の作成及び公表） 

第６条 委員会は，とりまとめた点検及び評価の結果を，報告書等として公表するものとする。 

 （点検・評価結果の対応） 

第７条 校長は，委員会が行った点検及び評価の結果に基づき，改善が必要と認められるものについては,運営会議

又は関係する委員会にその改善策の検討を付託するものとする。 

 （小委員会） 

第８条 委員会の下に，小委員会を置く。 

２ 小委員会は，点検・評価の具体的な項目について検討し，その内容を委員会に報告するとともに，提出された

点検・評価について報告書への纏めを行うものとする。 

３ 小委員会に委員長を置き，委員会の委員長補佐をもって充てる。 

４ 小委員会の委員は，選任教員の中から校長が指名する。 

５ 小委員会の委員の任期は１年とし，再任は妨げない。 

 （専門部会） 

第９条 委員会に，点検及び評価に関し専門的な事項を調査検討及び実施させるため，専門部会を置くことができる。

２ 専門部会に関して必要な事項は，その都度委員会において審議する。 

 （事務） 

第１０条 委員会に関する事務は，庶務課で行う。 

 （雑則） 

第１１条 この規程に定めるもののほか，点検及び評価に関し必要な事項は，委員会の議を経て校長が別に定める。

 

（出典 奈良工業高等専門学校点検・評価規程）



奈良工業高等専門学校 基準９ 

- 745 - 

 

 

資料９－１－①－７ 将来計画委員会規程 

 

奈良工業高等専門学校将来計画委員会規程 

 (設置 ) 

第 1 条  独立行政法人国立高等専門学校機構（以下「機構」という。）奈良工業高等専

門学校（以下「本校」という。）に，本校の今後の在り方や中期計画・中期目標等に

関する事項を審議するため，将来計画委員会(以下「委員会」という。)を置く。 

(目的 ) 

第 2 条  委員会は，機構が定めた中期計画・中期目標に沿った本校の中期計画・中期目

標の設定や，本校の将来の在り方を審議し，その結果を教職員・学生等に正しく認識

させることを目的とする。 

(審議事項) 

第 3 条  委員会は，次の事項について審議する。 

(1) 本校の今後の在り方に関すること。 

(2) 本校の中期計画に関すること。 

(3) 本校の中期目標に関すること。 

(組織 ) 

第 4 条  委員会は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

(1) 校長  

(2) 教務主事，学生主事及び寮務主事 

(3) 専攻科主任 

(4) 一般教科及び専門各学科主任 

(5)  情報メディア教育センター長 

(6) 事務部長  

(7) 庶務課長，会計課長及び学生課長 

(委員長及び委員長補佐) 

第 5 条  委員会に委員長及び委員長補佐を置く。 

２  委員長は，校長をもって充てる。 

３  委員長は委員会を招集し，その議長となる。 

４  委員長補佐は，委員の中から校長が指名する。 

５  委員長補佐は，委員長を補佐し，委員長に事故あるときは，その職務を代行する。

 （小委員会） 

第 6 条  委員会の下に，小委員会を置く。 

２  小委員会は，本校の中期計画・中期目標に組み入れる具体的事項について検討し，

その内容を委員会に報告する。 

３  小委員会に委員長を置き。委員会委員長補佐をもって充てる。 

４  小委員会の委員は，専任教員の中から校長が任命する。 

５  小委員会の委員の任期は１年とし，再任を妨げない。 

（専門部会） 

第７条 委員会は，特別の事項について調査・検討するため，専門部会を設置することが出来る。

 (事務 ) 

第８条  委員会に関する事務は，庶務課で行う。 

 

 

（出典 奈良工業高等専門学校将来計画委員会規程）
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資料９－１－①－８ 運営組織図 

（出典 平成１７年度自己点検・評価報告書）
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観点９－１－②： 学生の意見の聴取（例えば，授業評価，満足度評価，学習環境評価等が考えら

れる。）が行なわれており，教育の状況に関する自己点検・評価に適切な形で反

映されているか。 

（観点に係る状況） 

 学生の意見を聴取する方法としては，平成６年度より毎年授業アンケートを年１度行うと共に，

授業アンケート報告書を発行している（資料９－１－②－１，２）。平成１７年度からは，前期集

中科目と後期集中，通年科目に対するアンケートを年２回行うことにより全科目に対するアンケー

トを行った（資料９－１－②－３）。また，専攻科課程に関しては前後期の全科目に対しアンケー

トを行って（資料９－１－②－４），まとめを発行している（資料９－１－②－５）。アンケート

結果は学生へ年度内を目標としてフィードバックされ（資料９－１－②－６），改善点等を提示す

ると共に，報告書に担当教員による分析と課題を記述している（資料９－１－②－７，８）。これ

らの改善点等は次年度のシラバスに反映され，本校ホームページに公開されている（資料９－１－

②－９）。平成１７年度より，シラバスの講義項目・内容欄に自己評価欄を設け（資料９－１－②－

１０），学生自身による理解・達成度評価を記入させると共に，これを適宜調査している。また，

準学士課程学生及び専攻科生に対し，定期試験ごとに学生自身による学習目標の達成度点検シート

を提出させている（資料９－１－②－１１）。 

 各教員が行っているオフィスアワー（資料９－１－②－１２）を通じて学生の意見を聴取するの

に加え，平成１６年度からは「何でも相談室」（資料９－１－②－１３）として，プチアンケート

回収箱を設置している。さらに専攻科生の意見を聴取するため，「専攻科学生との懇談会」を毎年

６月に実施している（資料９－１－②－１４）。 

 以上の結果を学生への支援体制等に反映している（資料９－１－②－１５）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 授業アンケートや学生自身による自己評価を行うことにより学生の意見の聴取を行い，その結果

を報告書として公表すると共に，次年度のシラバスに反映させている。また，オフィスアワーやプ

チアンケート，懇談会を通じて広く学生の意見を聴取し，改善に努めている。 

 以上のことから，学生の意見の聴取が行なわれており，教育の状況に関する自己点検・評価に適

切な形で反映されている。 

資料９－１－②－１ 授業アンケート報告書 

 （出典 平成１６年度授業アンケート報告書）
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資料９－１－②－２ 授業アンケート報告書 
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（出典 平成１６年度授業アンケート報告書）
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資料９－１－②－３ 教務委員会議事要録 

 

平成１７年１１月教務委員会議事概要 （抜粋） 

日時：平成 17 年 11 月 1 日（火）16:35～18:05 

 

６．授業アンケート進捗状況及びシラバスの作成について 

  授業アンケートについて，本科前期集中科目は１０月３１日～１１月１７日，通年科目，後期集中

科目は，１２月１４日～１月１６日の間に実施することとし，引き続き，委員への協力要請があった。

 

（出典 教務委員会議事概要）

資料９－１－②－４ 専攻科授業アンケート用紙 

（出典 平成１６年度専攻科授業アンケート）
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資料９－１－②－５ 専攻科授業アンケートのまとめ 

（出典 平成１６年度専攻科授業アンケートのまとめ）
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資料９－１－②－６ ＦＤ委員会議事要録 

 

第２回ＦＤ委員会議事要録 

日 時  平成１７年９月１５日（木） １６：１３～１６：２８ 

議 事 

１．授業アンケートについて 

  教務委員会に付託されているが，本年度は前期科目，後期科目，通年科目に区分して実施し，自由記

述に対する学生へのフィードバックは年度内に行う。アンケートは前期科目の１～３年は担任，４～５年

は教務委員で後期開始後早い時期に実施する。後期・通年科目は教科担当者本人に１２月１４日～１月１

６日に実施願う。アンケート回答の提出締め切りは１月１６日とし，アンケート回答はマークシートに  

することで，業者に見積もりを取っている。冊子にするのは翌年度に行うことにしている等の説明があっ

た。 

  昨年は教科担当者以外でアンケートを取るようにとのことであったがとの質問があり，確認すること

とした。また，全体的な計画も提示することとした。 

 

（出典 ＦＤ委員会議事要録）

資料９－１－②－７ 授業アンケート報告書 

 

 

 

（出典 平成１６年度授業アンケート報告書）



奈良工業高等専門学校 基準９ 

- 753 - 
 

資料９－１－②－８ 授業アンケート報告書 

 

（出典 平成１６年度授業アンケート報告書）
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資料９－１－②－９ シラバス（ホームページ公開） 

 

 

（出典 奈良高専ホームページ）
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資料９－１－②－１０ シラバス 

 

計測工学 

( Engineering of Instrumentation ) 

３年・通年・２単位・必修 

電子制御工学科・担当 押田 至啓  

〔学習・教育目標との対応〕 〔JABEE 基準との対応〕 

〔講義の目的〕 

工学の各分野において計測，測定は必要不可欠で非常に重要な技術である。本講義では，

計測工学の基本的な概念と知識を習得するとともに，計測システムの特性を正しく評価し適

切な計測システムを構築するための知識を習得することを目的とする。 

〔講義の概要〕 

計測を情報の検出と処理を行うシステムとの観点からとらえ，情報をどのように検出，認

識し，解析処理し，さらに，これを有効に利用するかということを中心にして，計測工学，

計測システムの知識を習得する。 

〔履修上の留意点〕 

計測・制御システムの例は身近なところにも多く存在しているので，それらがどのような

システムで構成されており，また，どのような考え方を基にして処理を行っているのか，計

測工学の観点から見ることにより，学習内容を理解すること。 

〔到達目標〕 

前期中間試験：１）計測，測定に関する定義と考え方の理解，２）計測目的，計画の理解，３）

単位の基本的な考え方と定義の理解，４）基本となる測定法の分類と特徴の理解

前期末試験 ：１）誤差と精度の定義とその表示方法の理解，２）誤差の原因とその対処方法の

理解，３）測定値の統計的性質の理解，４）誤差の伝播法則と誤差等分の原理の理

解と間接測定における誤差の解析能力 

後期中間試験：１）有効数字の意味の理解と各演算法による有効数字の限定，２）グラフによる

測定結果の整理法の理解，３）最小二乗法による回帰分析の能力 

学年末試験 ：１）計測システムの理解，２）計測システムにおける静特性，動特性の定義とそ

の意味の理解 

〔評価方法〕 

定期試験（８０％）を基本とし，レポートおよび授業中の演習課題（２０％）などにより

総合的に評価する。また，授業に対する自発的な取り組みについても考慮する。 

〔教 科 書〕 

前田良昭・木村一郎・押田至啓  「計測工学」 コロナ社 
〔補助教材・参考書〕 

岩田耕一・久保速雄・石垣博行・岩橋善久 共著 「新版 機械計測」 朝倉書店 

 〔関連科目〕 

講義に当たっては確率，確率密度関数，分布関数等の概念と平均，分散等の統計的な処理，

および微積分を利用する。また，各種物理現象，定理との関連により計測，測定を学習する。 
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講義項目・内容 

週数 講義項目 講義内容 
自己 

評価＊ 

第１週 計測の定義 計測、測定に関する定義と基本となる考え方  

第 2 週 計測の意義 計測工学の工学各分野における必要性と意義  

第 3 週 計測の目的と計画 計測を行うにあたってのシステムとしての計画とその実施  

第 4 週 単位と標準 単位と標準の基本的な考え方  

第 5 週 国際単位系（ＳＩ） 国際単位系の定義とその意味  

第 6 週 
直接測定と間接測定、絶対測定と

比較測定 

測定の一般的な手続き、手法である直接測定と間接測定、絶対測定と比較測

定 
 

第 7 週 偏位法と零位法 測定の基本的手法である偏位法と零位法のそれぞれの特徴  

第 8 週 補償法と置換法 補償法と置換法のそれぞれの方法の基本とその特徴  

第 9 週 誤差の原因① 系統的誤差１ 測定誤差の定義と、原因として測定量、測定方法に起因する誤差  

第１0 週 誤差の原因② 系統的誤差２ 測定器および測定技術に起因する誤差  

第１1 週 
誤差の原因③ 人為誤差と偶然誤

差 
測定者が原因となる誤差と偶発的に生じる誤差  

第１2 週 測定値の統計的意味 偶然誤差による測定値のばらつきの統計的な意味とその取り扱い  

第１3 週 測定精度の意味とその表示 測定精度の定義とその意味、および表示方法  

第１4 週 間接測定の誤差と誤差の伝播法則 間接測定における誤差の考え方と伝播法則  

第１5 週 間接測定における誤差の最大限度 間接測定システム誤差の最大限度の推定と誤差等分の原理  

前期期末試験 

第１6 週 有効数字とは 有効数字の基本的な考え方と意味  

第１7 週 有効数字の限定 加減演算 加減算演算における有効数字の限定方法  

第１8 週 有効数字の限定 乗除演算 乗除算演算における有効数字の限定方法  

第１9 週 グラフによる測定結果の整理 測定結果のグラフによる整理の方法と表示結果の意味  

第 20 週 統計図による測定結果の整理 各種統計図を用いた測定結果の表示方法とその意味  

第 21 週 各種確率紙による測定結果の整理 
各種確率紙（特に正規確率紙）の意味、および確率紙を用いた測定結果の整

理方法と表示結果の意味 
 

第 22 週 最小二乗法による回帰分析① 最小二乗法の考え方、方法と回帰直線の求め方  

第 23 週 最小二乗法による回帰分析② 最小二乗法による各種回帰曲線の求め方  

第 24 週 計測システムの基本構成 計測システムの基本的な構成と信号の流れとしてのとらえ方  

第 25 週 アナログ信号とディジタル信号 信号の基本であるアナログ信号とディジタル信号の特徴と取り扱い  

第 26 週 信号の表示と記録、記憶 計測システムと人とのｲﾝﾀｰﾌｪｰｽである表示方法および記録、記憶方法  

第 27 週 計測システムの特性 静特性 計測システムの静特性の表し方とその意味  

第 28 週 計測システムの特性 動特性 計測システムの動特性の表し方とその意味  

第 29 週 システム解析 計測システムを構築する上でのシステムの解析方法  

第 30 週 計測システムの身近な例 実際の工学、工業の分野における計測システムの実例  

学年末試験 

＊４：完全に理解した, ３：ほぼ理解した, ２：やや理解できた, １：ほとんど理解できなかった, ０：まったく理解できなかった．

 （達成） (達成) (達成) (達成) (達成) 

（出典 平成 18 年度シラバス）
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資料９－１－②－１１ 達成度点検シート 

 

学生自身による学習目標の達成度点検シート 

                              平成１７年６月３日

 

５S システム工学              出席番号    氏名              

 

１．学習項目毎の点検 

 ① システムとシステム工学の定義と基本的な考え方を理解した。         （   ） 

 ② システム工学の源流となる考え方、手法を理解した。             （   ） 

 ③ システムを構築する問題における解決の手順と方法について理解した。     （   ） 

 ④ システム・モデルの意義と、種類およびその特徴について理解した。      （   ） 

 ⑤ システム・シミュレーションの意義と基本的な考え方を理解した。       （   ） 

 ⑥ モンテカルロ法による演算方法を理解した。                 （   ） 

 

上記の（ ）の中に、達成度に応じて 0～4 の数字を入れてください。 

  4：完全に達成した。（完全に理解できた。） 

  3：ほぼ達成した。（ほぼ理解できた。） 

  2：やや達成できた。（やや理解した。） 

  1：ほとんど達成できなかった。（ほとんど理解できなかった。） 

  0：まったく達成できなかった。（まったく理解できなかった。） 

 

２．総合的な点検 

 自由記述（この教科に対する自身の達成度や取り組みについての反省など） 

 

（出典 達成度点検シート）

資料９－１－②－１２ オフィスアワー 

 

（出典 平成１８年度オフィスアワーの実施について依頼文）
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資料９－１－②－１３ 「何でも相談室」プチアンケート 

（出典 何でも相談室プチアンケート）

資料９－１－②－１４ 専攻科学生との懇談会 

              専攻科生との懇談会メモ （抜粋） 

１．日時 平成１７年６月１７日(金)１６：３０～１７：５０ 

１. 内 容  

   学生から次の事項について要望・意見があり，回答した。（※は学校側からの回答） 

    １．専攻科生用の自転車（単車）置場について 

    職員用と混合しているので，専攻科生専用の自転車(単車)置場を確保してほしい。 

        研究室の近くに分散できないか。なぜ毎年駐車場を変更しなければならないのか。 

    自転車用の工作物があるので余計に狭くなっている。 

          ※担当委員会に伝える。 

    ２．英語（アルク）のネットでの学習について 

        各研究室でも使用できないか。ＬＬ教室・マルチ室の時間延長をしてほしい。 

          ※現在はＬＬ教室・マルチ室のみを考えている。各研究室で使用できるようにするには予算的に無理

である。２０時まで時間延長を検討している。 

   ３．専攻科生への連絡について 

        掲示板への掲示方法を工夫してほしい。メールが届かない。 

       ※掲示のしかたを工夫する。 

        学生へのメールを送るのに障害があってうまく送られていないようである。現在調査している。 

    ホームページの中で専攻科掲示板を作れないか。 

       ※検討してみる。 

   ４．就職関係について 

        求人関係の情報が各専攻で異なるが，一括して見られるようにしてほしい。 

また，進路指導の担当教員を決めてほしい。 

          ※担当者は各指導教員があたる。他専攻，他学科との就職関係の情報交換ができるよう検討してみる。

    ５．公欠について 

        本科では「公欠」の制度があるが専攻科はないのか。 

          ※専攻科は大学生と同様の扱いで各授業担当者の判断に委ねていた。今後インターンシップ・就職試

験・入試等の取り扱いを委員会として明確にする予定。  
  ６．補助金について 

        学会発表の交通費を援助してもらっているが，増額できないか。 

※ 後援会から一人あたり年間１回 10,000 円までとなっている。現状では増額をお願いするのは無理

である。 

（出典 専攻科生との懇談会メモ）
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資料９－１－②－１５ 自己点検・評価報告書（学生への支援） 

 

（出典 平成１７年度自己点検・評価報告書）
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観点９－１－③： 学外関係者（例えば，卒業（修了）生，就職先等の関係者等が考えられる。）

の意見が，教育の状況に関する自己点検・評価に適切な形で反映されているか。 

（観点に係る状況）  

 学外関係者として，卒業生，専攻科修了生及び就職先企業へのアンケートを平成１８年３月に行

った（資料９－１－③－１，２）。これらの集計結果をまとめ（資料９－１－③－３，４）にて公

開した。また，専攻科修了生の進路先企業，大学に対しアンケートを行い集計結果を「システム創

成工学」教育プログラム自己点検書で報告した（資料９－１－④－５，６）。 

 平成１４年度より産業界，大学，地域を代表する学外有識者により外部評価委員会を構成し，毎

年評価を得ると共に，外部評価報告書として公表してきた。平成１７年度からは運営諮問会（資料

９－１－③－７）と変更し，地元中学校長会長，本校同窓会長も委員に加え，幅広く評価を受け，

運営諮問会報告書として公表した（資料９－１－③－８）。またその中で，前年度までの指摘内容

についての検討，改善を示した（資料９－１－③－９）。 

 また，４，１０，３月の年３回開催される後援会役員会及び学校報告会（資料９－１－③－１０）

において保護者からの意見を聴取している。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

学外関係者にアンケートを行い広く意見を聴取していると共に，学外有識者による運営諮問会や

後援会の意見を聴取し，これを改善に反映している。 

 以上のことから，学外関係者の意見が，教育の状況に関する自己点検・評価に適切な形で反映さ

れている。 

 

資料９－１－③－１ 卒業（修了）生対象アンケート 

あなたの概要について （該当する箇所のみご記入ください） 

【問 1】本科を卒業し就職された方、あるいは専攻科を修了し就職された方についてお聞きします。あな

たが勤務されている業種についてお聞かせ下さい。 

ア．製造業 イ．商業 ウ．運輸・通信 エ．電気・ガス オ．官公庁 カ．サービス・その他 

 

【問 2】本科を卒業し就職された方、あるいは専攻科を修了し就職された方についてお聞きします。現在、

あなたは、どの様な業務に従事していますか。 

ア．設計 イ．研究開発 ウ．生産技術 エ．生産・品質管理 オ．製造ライン カ．サービスエンジニ

ア キ．営業 ク．その他（具体的にご記入下さい           ） 

 

【問 3】本科を卒業し進学された方、あるいは専攻科を修了し進学された方についてお聞きします。あな

たの経歴をお聞かせ下さい。 

 ●本科を卒業し進学された方 
ア．大学に在籍中である。 

イ．大学を卒業し、大学院へ進学しないで就職した。（この場合、業種、業務を、【問 1】【問 2】中か

ら選んで下さい） 

ウ．大学を卒業し、大学院在籍中である。 

エ．大学を卒業、大学院へ進学し、就職した。（この場合、業種、業務を、【問 1】【問 2】中から選ん

で下さい） 

 ●専攻科を修了し進学された方 
オ．大学院在籍中である 

カ．大学院を修了し、就職した。（この場合、業種、業務を、【問 1】【問 2】中から選んで下さい） 
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教育目的等が、社会に広く公表されているかについて、お聞きします 

奈良高専では、本校の教育理念である「創造の意欲」、「幅広い視野」、「自律と友愛」をベースに据

えつつ、「国際社会でも活躍しうる高度な教養と独創性を有した，実践的かつ専門的技術者及び研究者を

育成すること」を、新しい時代に向けた本校の教育目標としました。また、本科 4・5 年と専攻科では、

「新しいシステムを設計、開発できる技術者の育成」を目標に揚げ、平成 17 年度からの「システム創成

工学」教育プログラムを設定しています。 

 

【 問 4 】 本 校 の 教 育 目 的 ・ 目 標 等 は 、 学 校 概 要 や ホ ー ム ペ ー ジ

(http://jsv1.jimu.nara-k.ac.jp/gaiyou/kyouiku.html)で公開しています。そこで、本校の教育目的等

を、 

ア．学校概要で見たことがある。     イ．ホームページで見たことがある。 

ウ．学校概要やホームページ以外で見たことがある。   エ．見たことがない。 

 

本校における教育の成果・効果の達成について、お聞きします 

【問 5】奈良高専在学時に身に付けた学力、資質・能力は、十分に身に付いていますか 

4 段階でお答え下さい （4：十分身に付いている、3：ある程度身に付いている、2：すこし身に付いて

いる 1：身に付いていない）。 

ア．思考能力   （ 4 、3 、2 、1 ） 

イ．創造力   （ 4 、3 、2 、1 ） 

ウ．実践力   （ 4 、3 、2 、1 ） 

 

エ．教養に関する基礎学力 （ 4 、3 、2 、1 ） 

オ．専門に関する基礎学力 （ 4 、3 、2 、1 ） 

カ．自ら学習する能力  （ 4 、3 、2 、1 ） 

 

キ．目的意識   （ 4 、3 、2 、1 ） 

ク．表現力   （ 4 、3 、2 、1 ） 

ケ．倫理観   （ 4 、3 、2 、1 ） 

 

【問 6】業務を遂行する、あるいは大学等で勉学を進める上で、奈良高専で学んだ英語力で十分対応でき

ていますか。 

ア．十分対応できている イ．ある程度対応できている  

ウ．すこし対応できている エ．対応できていない 

 

【問 7】業務を遂行する、あるいは大学等で勉学を進める上で、奈良高専で学んだ出身学科（例えば、機

械工学科出身においては、材料・加工・熱・流体・計測・制御などの基礎学力）の実力は、十分に身に付

いていますか。 

ア．十分身に付いている イ．ある程度身に付いている  

ウ．すこし身に付いている エ．身に付いていない 

 

【問 8】奈良高専では、実習・実験を通して、現象を科学的に分析・理解する能力を養っています。奈良

高専で学んだこの能力が十分身に付いていますか。 

ア．十分身に付いている イ．ある程度身に付いている  

ウ．すこし身に付いている エ．身に付いていない 

 

【問 9】奈良高専では、卒業研究、専攻科特別研究を通して、自主的・継続的に学習する能力を養ってい

ます。奈良高専で学んだこの能力が十分身に付いていますか。  

ア．十分身に付いている イ．ある程度身に付いている  

ウ．すこし身に付いている エ．身に付いていない 

 

【問 10】あなたは、「技術者としての倫理的責任」について，十分な自覚を持っていますか。 
ア．十分な自覚を持っている イ．ある程度の自覚を持っている  

ウ．すこし自覚を持っている エ．自覚を持っていない 
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あなたの職場、あるいは大学・大学院在学中に要求される教育内容について、お聞きします 

以下の項目は、あなはが、職場で業務を遂行する、あるいは大学等で勉学を進める上で、必要な事柄

についてお聞きするものです。 

【問 11】どの様な能力が必要とされますか？ （重複可） 

ア．コミュニケーション能力、イ．口頭発表能力 ウ．報告書等の記述能力 エ．自己学習能力 オ．

研究開発能力 カ．マネージメント能力 キ．一般教養 ク．専門基礎能力ケ．その他（具体的にご記

入下さい                 ） 

 

【問 12】奈良高専で学んだ以外に、どの様な事柄に関する講義が有効であるとお考えですか。（重複可）

ア．特許に関する講義 イ．経営に関する講義 ウ．マネージメントに関する講義 エ．その他（具体

的にご記入下さい                 ） 

 

【問 13】「英語の会話力をはじめとする国際的に活躍するコミュニケーション能力」が必要とされます

か？  

ア．大いに必要 イ．ある程度必要 ウ．あまり必要ない エ．必要ない 

 

【問 14】あなたは、特許明細書を作成したことがありますか？また、作成する必要性に迫られています

か。 

ア．作成したことがある イ．作成したことはないが、作成する必要性に迫られている   

ウ．作成したこともないし、作成する必要性にも迫られていない 

 

【問 15】奈良高専卒業、あるいは専攻科修了後に、取得した資格はありますか。 

ア．ある（取得した資格名：                         ） 

イ．ない 

 

あなた、もしくは奈良高専卒業生、専攻科修了生の評価を自分自身で判断してご回答下さい 

【問 16】入社時、あるいは大学等入学時において、奈良高専卒業生(修了生)の実力は、十分身に付いて

いますか。 

ア．十分 イ．おおむね十分  ウ．普通 エ．やや不十分 オ．わからない 

 

【問 17】奈良高専卒業生(修了生)の仕事ぶり、あるいは大学・大学院在籍中の学習能力は、十分ですか。

ア．十分 イ．おおむね十分  ウ．普通 エ．やや不十分 オ．わからない 

 

【問 18】奈良高専卒業生(修了生)は、将来的に有望ですか。 

ア．有望である イ．おおむね有望  ウ．普通 エ．やや不満 オ．わからない 

 

【問 19】管理者としての資質は、そなわっていると思いますか。 

ア．そなわっている イ．おおむね そなわっている  ウ．普通 エ．やや不満 

オ．わからない 

 

【問 20】奈良高専の教育内容、教育方法は総合的に見てどう思われますか。 

ア．大変満足    イ．ほぼ満足      ウ．少し不満   エ．不満 

 

【問 21】奈良高専の教育内容、教育方法をさらに良くするために、改善すればよいと思うことがあれば

お書きください。（自由記述） 

 

【問 22】奈良高専の卒業生、専攻科修了生において、強い点、あるいは弱い点について、お気づきの事

柄をお書きください。（自由記述） 

ご協力有難うございました

（出典 卒業生対象アンケート）
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資料９－１－③－２ 就職先企業へのアンケート 

 

貴社の概要について 

【問 1】貴社の業種についてお聞かせ下さい 

ア．製造業 イ．商業 ウ．運輸・通信 エ．電気・ガス オ．官公庁 カ．サービス・その他 

 

【問 2】貴社の従業員数についてお聞かせ下さい 

ア．1～10 イ．11～50 ウ．51～100 エ．101～300 オ．301～1000 カ．1001～5000 キ．5001～10000

ク．10001～ 

 

【問 3】本校卒業生は、どの様な業務に多く従事していますか？（重複可） 

ア．設計 イ．研究開発 ウ．生産技術 エ．生産・品質管理 オ．製造ライン カ．サービスエンジ

ニア キ．営業 ク．その他（具体的にご記入下さい           ） 

 

教育目的等が、社会に広く公表されているかについて、お聞きします 

奈良高専では、本校の教育理念である「創造の意欲」、「幅広い視野」、「自律と友愛」をベースに

据えつつ、「国際社会でも活躍しうる高度な教養と独創性を有した，実践的かつ専門的技術者及び研究

者を育成すること」を、新しい時代に向けた本校の教育目標としました。また、本科 4・5 年と専攻科で

は、「新しいシステムを設計、開発できる技術者の育成」を目標に揚げ、平成 17 年度からの「システム

創成工学」教育プログラムを設定しています。 

 

【 問 4 】 本 校 の 教 育 目 的 ・ 目 標 等 は 、 学 校 概 要 や ホ ー ム ペ ー ジ

(http://jsv1.jimu.nara-k.ac.jp/gaiyou/kyouiku.html)で公開しています。そこで、本校の教育目的等

を、 

ア．学校概要で見たことがある。 

イ．ホームページで見たことがある。 

ウ．学校概要やホームページ以外で見たことがある。 

エ．見たことがない。 

 

本校における教育の成果・効果の達成について、お聞きします 

【問 5】奈良高専卒業生(修了生)が在学時に身に付けた学力、資質・能力が、貴社の業務を遂行する上で、

十分に身に付いていますか？ 

 

4 段階でお答え下さい （4：十分身に付けている、3：やや身に付けている、2：すこし身に付いている

1：身に付いていない）。 

 

ア．思考能力   （ 4 、3 、2 、1 ） 

イ．創造力   （ 4 、3 、2 、1 ） 

ウ．実践力   （ 4 、3 、2 、1 ） 

 

エ．教養に関する基礎学力 （ 4 、3 、2 、1 ） 

オ．専門に関する基礎学力 （ 4 、3 、2 、1 ） 

 

カ．自ら学習する能力  （ 4 、3 、2 、1 ） 

キ．目的意識   （ 4 、3 、2 、1 ） 

ク．表現力   （ 4 、3 、2 、1 ） 

ケ．倫理観   （ 4 、3 、2 、1 ） 

 

【問 6】業務を遂行する上で、奈良高専卒業生(修了生)の英語力で十分対応できていますか？  

ア．十分対応できている イ．ある程度対応できている ウ．あまり対応できていない  

エ．対応できていない 
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【問 7】貴社の業務を遂行する上で、採用された専門学科の主要分野（例えば、機械工学科においては、

材料・加工・熱・流体・計測・制御などの基礎学力）の実力は、十分に身に付いていますか？  

ア．十分身に付いている イ．ある程度身に付いている ウ．すこし身に付いている  

エ．身に付いていない 

【問 8】奈良高専では、実習・実験を通して、現象を科学的に分析・理解する能力を養っています。業

務を遂行する上で、奈良高専卒業生はこの能力が十分身に付いていますか？ 

ア．十分身に付いている イ．ある程度身に付いている ウ．すこし身に付いている  

エ．身に付いていない 

【問 9】奈良高専では、卒業研究、専攻科特別研究，特別実験を通して、自主的・継続的なに学習する

能力とデザイン能力、さらに日本語によるコミュニケーション能力を養っています。業務を遂行する上

で、奈良高専卒業生はこの能力が十分身に付いていますか？  

ア．十分身に付いている イ．ある程度身に付いている ウ．すこし身に付いている  

エ．身に付いていない 

【問 10】奈良高専卒業生(修了生)は、「技術者としての自覚と倫理的責任」について，十分な自覚を

持っていますか？  

ア．十分な自覚を持っている イ．ある程度の自覚を持っている  

ウ．あまり自覚を持っていない エ．全く自覚を持っていない 

貴社で要求される教育内容について、お聞きします 

【問 11】貴社の職場ではどの様な能力が必要とされますか？ （重複可） 

ア．コミュニケーション能力、イ．口頭発表能力 ウ．報告書等の記述能力 エ．自己学習能力 オ．

研究開発能力 カ．マネージメント能力 キ．一般教養 ク．専門基礎能力ケ．その他（具体的にご記

入下さい                 ） 

【問 12】貴社の業務を遂行する上で、どの様な事柄に関する講義が有効であるとお考えですか？ （重

複可） 

ア．特許に関する講義 イ．経営に関する講義 ウ．マネージメントに関する講義 エ．その他（具体

的にご記入下さい                 ） 

【問 13】貴社の業務を遂行する上で、「英語の会話力をはじめとする国際的に活躍するコミュニケー

ション能力」が必要とされますか？  

ア．大いに必要   イ．ある程度必要   ウ．あまり必要ない   エ．必要ない 

【問 14】貴社の業務を遂行させる上で、奈良高専卒業生(修了生)に特許明細書を作成させる機会はあ

りますか？また、書かせる必要性に迫られていますか？  

ア．書かせたことがある イ．書かせたことはないが、書かせる必要性に迫られている  ウ．書かせ

たこともないし、書かせる必要性にも迫られていない 

【問 15】貴社の業務を遂行させる上で、入社後に奈良高専卒業生(修了生)に取得させた資格はありま

すか？  

ア．ある（取得させた資格名：                         ） 

イ．ない 

奈良高専卒業生（専攻科修了生）の評価を、総合的に判断してご回答下さい 

【問 16】貴社入社時の奈良高専卒業生(修了生)に、満足していますか。 

ア．満足 イ．おおむね満足  ウ．普通 エ．やや不満 オ．わからない 

【問 17】奈良高専卒業生(修了生)の仕事ぶりに、満足していますか。 

ア．満足 イ．おおむね満足  ウ．普通 エ．やや不満 オ．わからない 

【問 18】奈良高専卒業生(修了生)は、将来的に有望と思いますか。 

ア．有望である イ．おおむね有望  ウ．普通 エ．やや不満 オ．わからない 

【問 19】管理者としての資質がそなわっている、と思いますか。 

ア．そなわっている  イ．おおむね そなわっている   ウ．普通  

エ．やや不満     オ．わからない 

【問 20】奈良高専の卒業生において、強い点、あるいは弱い点について、お気づきの事柄をお書きく

ださい。 

 

（出典 企業対象アンケート）
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資料９－１－③－３ 卒業生対象アンケートのまとめ（抜粋） 

本科卒業生・専攻科修了生アンケート H18.4.21
機械工学科 電気工学科 電子制御工学科 情報工学科 物質化学工学科 合計 割合(%)

ア 22 3 17 15 57 75
イ 0 0 0
ウ 1 1 2 2.631579
エ 2 2 2 6 7.894737
オ 1 1 1.315789
カ 4 4 2 10 13.15789

合計 24 10 25 0 17 76
ア 10 2 6 18 22.22222
イ 3 1 0 4 8 9.876543
ウ 9 1 9 2 21 25.92593
エ 2 1 1 4 8 9.876543
オ 2 1 2 1 6 7.407407
カ 1 1 1 3 3.703704
キ 3 3 6 7.407407
ク 1 4 3 3 11 13.58025

合計 31 10 25 0 15 81
ア 0 #DIV/0!
イ 0 #DIV/0!
ウ 0 #DIV/0!
エ 0 #DIV/0!
オ 0 #DIV/0!
カ 0 #DIV/0!

合計 0 0 0 0 0 0
ア 4 4 11 6 25 33.33333
イ 9 2 9 5 25 33.33333
ウ 0 0 0
エ 11 4 4 6 25 33.33333

合計 24 10 24 0 17 75
4 4 1 5 10 13.51351
3 11 5 15 8 39 52.7027
2 7 4 4 7 22 29.72973
1 2 1 3 4.054054

合計 24 10 25 0 15 74
4 2 2 2 6 7.894737
3 12 5 13 9 39 51.31579
2 8 2 7 7 24 31.57895
1 2 1 3 1 7 9.210526

合計 24 10 25 0 17 76
4 6 2 6 3 17 22.66667
3 10 5 10 7 32 42.66667
2 7 3 6 4 20 26.66667
1 1 3 2 6 8

合計 24 10 25 0 16 75
4 1 2 3 4
3 10 6 8 8 32 42.66667
2 9 4 12 7 32 42.66667
1 4 3 1 8 10.66667

合計 24 10 25 0 16 75
4 4 2 1 7 9.459459
3 12 5 13 6 36 48.64865
2 7 5 9 9 30 40.54054
1 1 0 1 1.351351

合計 24 10 24 0 16 74
4 2 2 7 1 12 16
3 10 6 11 8 35 46.66667
2 11 2 4 6 23 30.66667
1 1 3 1 5 6.666667

合計 24 10 25 0 16 75
4 4 1 4 3 12 16
3 10 5 9 8 32 42.66667
2 10 4 7 4 25 33.33333
1 5 1 6 8

合計 24 10 25 0 16 75
4 1 2 3 6 8
3 9 2 10 6 27 36
2 14 6 8 9 37 49.33333
1 4 1 5 6.666667

合計 24 10 25 0 16 75
4 2 2 3 2 9 11.84211
3 12 5 8 6 31 40.78947
2 9 3 13 4 29 38.15789
1 1 1 5 7 9.210526

合計 24 10 25 0 17 76
ア 1 1 1.315789
イ 2 3 3 8 10.52632
ウ 8 1 4 3 16 21.05263
エ 14 6 17 14 51 67.10526

合計 24 10 25 0 17 76
ア 4 4 1 9 12
イ 10 4 8 8 30 40
ウ 10 5 11 5 31 41.33333
エ 1 2 2 5 6.666667

合計 24 10 25 0 16 75
ア 5 1 5 1 12 16
イ 11 6 13 10 40 53.33333
ウ 7 3 4 4 18 24

問4

カ

キ

ク

ア

イ

ウ

問1

問2

問3

オ

エ

本科を卒業し就職した、あるいは専攻科を修了し就職した場合（【問1】、【問2】該当者）

ケ

問6

問7

問8

問5

 

（出典 卒業生対象アンケートのまとめ）
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資料９－１－③－４ 企業対象アンケートのまとめ（抜粋） 

企業用アンケート H18.5.8
集計結果 割合(%)

ア 25 56.81818
イ 3 6.818182
ウ 0 0
エ 0 0
オ 0 0
カ 16 36.36364

合計 44
ア 0 0
イ 3 7.317073
ウ 4 9.756098
エ 7 17.07317
オ 13 31.70732
カ 7 17.07317
キ 3 7.317073
ク 4 9.756098

合計 41
ア 17 20.98765
イ 14 17.28395
ウ 15 18.51852
エ 10 12.34568
オ 6 7.407407
カ 13 16.04938
キ 1 1.234568
ク 5 6.17284

合計 81
ア 25 49.01961
イ 18 35.29412
ウ 3 5.882353
エ 5 9.803922

合計 51
4 13 31.70732
3 25 60.97561
2 2 4.878049
1 1 2.439024

合計 41
4 5 12.19512
3 27 65.85366
2 8 19.5122
1 1 2.439024

合計 41
4 14 34.14634
3 22 53.65854
2 4 9.756098
1 1 2.439024

合計 41
4 9 21.95122
3 27 65.85366
2 4 9.756098
1 1 2.439024

合計 41
4 17 41.46341
3 18 43.90244
2 6 14.63415
1 0 0

合計 41
4 19 46.34146
3 20 48.78049
2 1 2.439024
1 1 2.439024

合計 41
4 15 36.58537
3 23 56.09756
2 2 4 878049

問5 オ

カ

キ

ア

イ

ウ

エ

問0

問1

問2

問3

問4

  （出典 企業対象アンケートのまとめ）
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資料９－１－③－５ 専攻科修了生受入先企業対象アンケートのまとめ（抜粋） 

 

（出典 「システム創成工学」教育プログラム自己点検書）
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資料９－１－③－６ 専攻科修了生進学先大学院対象アンケートのまとめ（抜粋） 

 

（出典 「システム創成工学」教育プログラム自己点検書）
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資料９－１－③－７ 運営諮問会規程 

 

奈良工業高等専門学校運営諮問会規程 

（平成１７年４月１日制定）

 

 （設置） 

第１条 奈良工業高等専門学校（以下「本校」という。）に，学校運営に関し，広く学外の有識者から意

見を求 

 めるため，運営諮問会（以下「諮問会」という。）を置く。 

 （目的） 

第２条 諮問会は，本校の教育研究活動等の状況について評価及び助言等の提言を行い，自己点検・評価

等に関 

 する活動を支援することを目的とする。 

 （任務） 

第３条 諮問会は，校長の諮問に応じて，次の各号に掲げる事項について外部評価及び助言等の提言を行

うもの 

 とする。 

 （１） 本校の教育研究上の目的を達成するための基本的な計画に関する事項 

 （２） 本校の教育研究活動等の状況について本校が行う自己点検・評価に関する事項 

 （３） その他本校の運営に関すること。 

 （組織） 

第４条 諮問会は，本校の教職員以外の者で次の各号に掲げる者１０名以内の委員をもって組織する。 

 （１） 教育研究分野に精通した大学，高等専門学校等教育研究機関の教員等 

 （２） 産業界の産業動向に精通した者 

 （３） 本校の所在する地域の関係者で，教育に関し，広く，高い見識を有する者 

 （４） その他本校の教育に精通した者 

 （委嘱） 

第５条 諮問会の委員は，校長が委嘱する。 

 （任期） 

第６条 諮問会の委員の任期は，１年とし，再任を妨げない。 

２ 前項の委員に欠員が生じた場合の後任者の任期は，前任者の残任期間とする。 

 （会長） 

第７条 諮問会に会長を置き，委員の互選によって決定する。 

２ 会長に支障があるときは，会長があらかじめ指名した委員がその職務を代行する。 

 （運営） 

第８条 諮問会の会議は，校長が招集し，会長がその議長となる。 

２ 校長は，前項の会議のほか，必要に応じて個別に委員の意見を求めることができる。 

 （意見の聴取） 

第９条 会長が必要と認めたときは，委員以外の者を前条の会議に出席させ，意見を聴くことができる。

 （事務） 

第１０条 諮問会に関する事務は，庶務課において処理する。 

 （雑則） 

第１１条 この規程に定めるもののほか，諮問会の運営に関し必要な事項は，校長が別に定める。 

  

   附 則 

１ この規程は，平成１７年４月１日から施行する。 

２ 奈良工業高等専門学校外部評価実施要項（平成１４年２月２２日制定）は廃止する。 

 

 

（出典 奈良工業高等専門学校運営諮問会規程）
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資料９－１－③－８ 運営諮問会報告書 

 

 

（出典 平成１７年度運営諮問会報告書）

資料９－１－③－９ 運営諮問会学校概要説明 

（出典 平成１７年度運営諮問会報告書）
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資料９－１－③－１０ 後援会役員会及び学校報告会 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 後援会役員会及び学校報告会要録）
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観点９－１－④： 各種の評価（例えば，自己点検・評価，教員の教育活動に関する評価，学生に

よる達成度評価等が考えられる。）の結果を教育の質の向上，改善に結び付けら

れるようなシステムが整備され，教育課程の見直し等具体的かつ継続的な方策が

講じられているか。 

（観点に係る状況）  

  本校では校長を中心とする企画会議（資料９－１－④－１）が基本方策を企画・立案し，点検・

評価委員会（資料９－１－④－２）が各種項目を点検及び評価し，毎年，奈良高専の教育・研究・

社会貢献への取組みと課題－点検・評価報告書－（資料９－１－④－３）を作成，公表している。

また，ＦＤ委員会が準学士課程の授業アンケートを企画，実施し，毎年授業アンケート報告書を作

成，公表している（資料９－１－④－４）。専攻科課程に関しては専攻科委員会が授業アンケート

を実施し，毎年授業アンケート報告書を作成，公表している。これらの報告を受け，教務委員会，

専攻科委員会はじめ各種委員会，及び一般教科，各専門学科において検討，改善がなされ，点検・

評価報告書に報告されている（資料９－１－④－５）。また，これらの結果をふまえて，将来計画

委員会（資料９－１－④－６）において本校の将来計画を策定すると共に，将来計画委員会の専門

部会により調査検討を行っている（資料９－２－②－１）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 点検・評価委員会により毎年各種の評価を検討し，まとめた形の点検・評価報告書が作成，公表

されている。この作成を通じて教務委員会，専攻科委員会はじめ各種委員会，及び一般教科，各専

門学科において検討，改善がなされている。 

 以上のことから，各種の評価の結果を教育の質の向上，改善に結び付けられるようなシステムが

整備され，教育課程の見直し等具体的かつ継続的な方策が講じられている。 

資料９－１－④－１ 企画会議規程 

奈良工業高等専門学校企画会議規程 （抜粋） 

 （設置） 

第１条 奈良工業高等専門学校（以下「本校」という。）に企画会議（以下「会議」という。）を置く。 

 （審議事項） 

第２条 会議は，次の各号に掲げる事項を企画・立案する。 

 （１） 本校の運営に関する基本方策に関すること。 

 （２） 本校の教育，研究の基本方策に関すること。 

 （３） 予算等財務に関する基本方策に関すること。 

 （４） 施設，設備の整備等に関する基本方策に関すること。 

 （５） その他本校の管理，運営に関する重要事項。 

第３条 会議は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

 （１） 校長 

 （２） 教務主事 

 （３） 学生主事 

 （４） 寮務主事 

 （５） 専攻科主任 

 （６） 事務部長 

 （７） 庶務課長，会計課長及び学生課長 

 （議長） 

第４条 会議に議長を置き，校長をもって充てる。 

２ 議長は，会議を招集し，その議長となる。 

 （会議の開催） 

 （会議の開催） 

第５条 会議は，原則として毎月１回開催するものとし，必要ある時は臨時に開催することが出来る。 

（出典 奈良工業高等専門学校企画会議規程）
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資料９－１－④－２ 点検・評価規程 

 

奈良工業高等専門学校点検・評価規程 

（平成５年４月１日制定）

 （趣旨） 

第１条 奈良工業高等専門学校（以下「本校」という。）が,本校の教育水準の向上を図り,本校の目的及び社会的使

命を達成するため，教有研究活動等の状況について自ら行う点検及び評価については，この規程の定めるところによ

る。 

 （委員会） 

第２条 本校に,前条の趣旨に即し,点検・評価委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

２ 委員会の委員は，奈良工業高等専門学校運営会議の委員をもって充てる。 

３ 委員会に委員長を置き，校長をもって充てる。 

４ 委員長は委員会を招集し，その議長となる。 

５ 委員会に委員長補佐２名を置き，校長が指名した委員をもって充てる。 

６ 委員長に事故があるときは，委員長の指名した委員がその職務を代行する。 

 （任務） 

第３条 委員会は，次の各号に掲げる事項を処理する。 

 （１） 点検及び評価の基本方針並びに実施基準の策定に関すること。 

 （２） 点検及び評価の実施に関すること。 

 （３） 点検及び評価に関する報告書の作成及び公表に関すること。 

 （点検・評価事項） 

第４条 点検及び評価を行う事項は，次の各号に掲げるとおりとする。 

 （１） 本校の教育理念及び目標に関すること。 

 （２） 教育活動に関すること。 

 （３） 研究活動に関すること。 

 （４） 施設・設備に関すること。 

 （５） 国際交流に関すること。 

 （６） 生涯学習に関すること。 

 （７） 社会との連携に関すること。 

 （８） 学校運営に関すること。 

 （９） 自己評価体制に関すること。 

 （10） 委員会が特に必要と認めた事項 

２ 前項各号に係る具体的な点検・評価項目は，委員会が別に定める。 

 （点検・評価の実施） 

第５条 委員会は，点検・評価項目により，一定期間毎に点検及び評価を行うものとする。 

 （報告書の作成及び公表） 

第６条 委員会は，とりまとめた点検及び評価の結果を，報告書等として公表するものとする。 

 （点検・評価結果の対応） 

第７条 校長は，委員会が行った点検及び評価の結果に基づき，改善が必要と認められるものについては,運営会議又

は関係する委員会にその改善策の検討を付託するものとする。 

 （小委員会） 

第８条 委員会の下に，小委員会を置く。 

２ 小委員会は，点検・評価の具体的な項目について検討し，その内容を委員会に報告するとともに，提出された点

検・評価について報告書への纏めを行うものとする。 

３ 小委員会に委員長を置き，委員会の委員長補佐をもって充てる。 

４ 小委員会の委員は，選任教員の中から校長が指名する。 

５ 小委員会の委員の任期は１年とし，再任は妨げない。 

 （専門部会） 

第９条 委員会に，点検及び評価に関し専門的な事項を調査検討及び実施させるため，専門部会を置くことができる。

２ 専門部会に関して必要な事項は，その都度委員会において審議する。 

 （事務） 

第１０条 委員会に関する事務は，庶務課で行う。 

 （雑則） 

第１１条 この規程に定めるもののほか，点検及び評価に関し必要な事項は，委員会の議を経て校長が別に定め 

 る。 

 

（出典 奈良工業高等専門学校点検・評価規程）
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資料９－１－④－３ 自己点検・評価報告書 

 

（出典 平成１７年度点検・評価報告書）

資料９－１－④－４ ＦＤ委員会議事要録 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 ＦＤ委員会議事要録）
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資料９－１－④－５ 自己点検・評価報告書 

 

 

（出典 平成１７年度自己点検・評価報告書）
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資料９－１－④－６ 将来計画委員会規程 

 

奈良工業高等専門学校将来計画委員会規程 

(設置 ) 

第 1 条  独立行政法人国立高等専門学校機構（以下「機構」という。）奈良工業高等専

門学校（以下「本校」という。）に，本校の今後の在り方や中期計画・中期目標等に

関する事項を審議するため，将来計画委員会(以下「委員会」という。)を置く。 

(目的 ) 

第 2 条  委員会は，機構が定めた中期計画・中期目標に沿った本校の中期計画・中期目

標の設定や，本校の将来の在り方を審議し，その結果を教職員・学生等に正しく認識

させることを目的とする。 

(審議事項) 

第 3 条  委員会は，次の事項について審議する。 

(1) 本校の今後の在り方に関すること。 

(2) 本校の中期計画に関すること。 

(3) 本校の中期目標に関すること。 

(組織 ) 

第 4 条  委員会は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

(1) 校長  

(2) 教務主事，学生主事及び寮務主事 

(3) 専攻科主任 

(4) 一般教科及び専門各学科主任 

(6)  情報メディア教育センター長 

(6) 事務部長  

(7) 庶務課長，会計課長及び学生課長 

(委員長及び委員長補佐) 

第５条  委員会に委員長及び委員長補佐を置く。 

２  委員長は，校長をもって充てる。 

３  委員長は委員会を招集し，その議長となる。 

４  委員長補佐は，委員の中から校長が指名する。 

５  委員長補佐は，委員長を補佐し，委員長に事故あるときは，その職務を代行する。 

 （小委員会） 

第６条  委員会の下に，小委員会を置く。 

２  小委員会は，本校の中期計画・中期目標に組み入れる具体的事項について検討し，

その内容を委員会に報告する。 

３  小委員会に委員長を置き。委員会委員長補佐をもって充てる。 

４  小委員会の委員は，専任教員の中から校長が任命する。 

５  小委員会の委員の任期は１年とし，再任を妨げない。 

（専門部会） 

第７条 委員会は，特別の事項について調査・検討するため，専門部会を設置することが出来る。 

 (事務 ) 

第８条  委員会に関する事務は，庶務課で行う。 

附  則 (平成 16 年 4 月 1 日 ) 

この規程は，平成 16 年 4 月 1 日から施行する。 

 

 

（出典 奈良工業高等専門学校将来計画委員会規程）
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観点９－１－⑤： 個々の教員は，評価結果に基づいて，それぞれの質の向上を図ると共に，授業

内容，教材，教授技術等の継続的改善を行っているか。また，個々の教員の改善

活動状況を，学校として把握しているか。 

（観点に係る状況）  

  授業アンケートの結果をふまえ，報告書に担当教員による分析と課題を記述する（資料９－１－

⑤－１）と共に，次年度のシラバスにこの改善を生かしている。公開授業時に提出された報告書は

ＦＤ委員会が収集保管すると共に，各教員にフィードバックされている（資料９－１－⑤－２，３）。

また，各学科の改善への取組は自己点検・評価報告書に報告されている（資料９－１－⑤－４）と

共に運営諮問会において報告されている（資料９－１－⑤－５）。 

  個々の教員の改善活動はアンケートとして聴取している（資料９－１－⑤－６，７）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 個々の教員は評価結果を検討し，次年度のシラバスに反映させている。また，授業改善への取組

がなされており，これはアンケートの形で報告されている。 

 以上のことから，個々の教員は，評価結果に基づいて，それぞれの質の向上を図ると共に，授業

内容，教材，教授技術等の継続的改善を行っている。また，個々の教員の改善活動状況を，学校と

して把握している。 

 

 

 

 

資料９－１－⑤－１ 授業アンケート報告書 

 

（出典 平成１６年度授業アンケート報告書）



奈良工業高等専門学校 基準９ 

- 778 - 
 

資料９－１－⑤－２ 公開授業実施要領 

 

（出典 平成１７年度公開授業実施要領）
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資料９－１－⑤－３ 公開授業参観報告 

 

 

 

（出典 公開授業参観報告書）
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資料９－１－⑤－４ 自己点検・評価報告書 

 

（出典 平成１７年度自己点検・評価報告書）

資料９－１－⑤－５ 運営諮問会学校概要説明 

（出典 平成１７年度運営諮問会報告書）
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資料９－１－⑤－６ 授業担当者アンケートのまとめ（抜粋） 

準学士課程 教科書の執筆状況などのリスト 教材開発の実施例（詳細は別紙でお願いします）

電気磁気学Ⅱ、通信工学 改訂･電気磁気学（コロナ社）
電子･電気工学実験2年、5年 マイコン基礎技術（パワー社）

電気機器工学、電力制御工学、電力応用工
学、基礎電気工学

電気･電子工学実験3年、5年

電気材料工学、半導体工学
改訂･高電圧工学（コロナ社、共

著）

電気･電子工学実験4年、5年
新しい有機太陽電池のオールプラ
スチック化への課題と対応策（技

術情報協会、共著）
電気磁気学演習、エネルギー変換工学、高

電圧工学、学外実習
電気･電子工学実験4年、5年

交流理論Ⅰ･Ⅱ
電気･電子工学実験2年、5年

プログラミング、コンピュータ応用工学、
情報工学

Win32　API完璧マスタVisualC++プ
ログラミングへのアプローチ（CQ

出版）
電気･電子工学実験4年、5年

電子工学、半導体工学、電子応用工学、電
気磁気学Ⅰ、電気磁気学演習

「出前授業を教材としたデザイン
能力の育成」

電気･電子工学実験4年、5年
交流理論演習、情報処理、コンピュータ工

学、信号処理
電気･電子工学実験3年、5年

回路網理論、電子回路工学、工業外国語
電気･電子工学実験3年、4年、5年
基礎電気工学、電気磁気学演習

電気･電子工学実験2年、3年、5年

準学士課程
教科書の執筆状況など

のリスト
教材開発の実施例（詳細は別紙でお願い

します）
制御理論４，５年，システム設計Ⅱ４年，電

子工学３年
電子回路：コロナ社

インターフェース工学３年，電子制御工学
実験３，４，５年

機械工学概論（計測、制
御分担）コロナ社

基礎製図法2年，熱力学4年，エネルギ変
換工学5年

電子制御工学実験3年　指導書

電子制御工学実験3，4，5年 電子制御工学実験４年　指導書
流体力学４年，数値解析５年，システム設

計Ⅱ４年
電子制御工学実験４，５年，工業外国語５

年
計測工学３年，システム工学５年 計測工学（コロナ社、共 電子制御工学実験Ⅰ　指導書作成

電子制御工学実験Ⅰ１年，電子制御工学
実験４，５年

電子制御工学実験４年　指導書作成

材料・加工学2年，材料力学4年，応用力
学演習5年

電子制御工学実験Ⅰ用指導書

電子制御工学実験Ⅰ1年，電子制御工学
実験4，５年

材料力学補助教材プリント、応用力学演習
問題集

電子制御概論1年，システム設計１３年，ロ
ボティクス５年

自動制御（森北出版株式
会社・共著）

電子制御工学実験３，４，５年
制御用アクチュエータの基

礎（コロナ者・共著）
情報数学１年，工業数学４年，計測工学４

年，信号処理５年
電子制御工学実験２，４，５年，学外実習

４年
プログラミング２，３年，情報伝送工学５年

電子制御工学実験３，４，５年
電磁気学3年，4年

インターフェース工学3年，電子工学3年
電子制御工学実験2，3，5年
電磁気学3年，電磁気学4年

電子制御工学実験1,3,5年  

（出典 授業担当者アンケートのまとめ）
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資料９－１－⑤－７ 教員対象アンケート回答 

（出典 教員対象アンケート回答）
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観点９－１－⑥： 研究活動が教育の質の改善に寄与しているか。 

（観点に係る状況）  

 各教員の専門分野と研究活動については，本校ホームページの教員の紹介（資料９－１－⑥－１）

に掲示されている。研究活動については毎年研究紀要（資料９－１－⑥－２）を発行し研究成果を

報告すると共に，その中に各年度の発表論文，学会発表等を教員研究活動一覧（資料９－１－⑥－

３）として掲載している。これらの成果は，準学士課程卒業研究（資料９－１－⑥－４），専攻科

課程特別研究（資料９－１－⑥－５）等の指導に生かされ，専攻科学生の学会発表も活発に行われ

ている（資料９－１－⑥－６）。 

 また，研究成果は日常の授業にも生かされており，この実践例を教員に対するアンケートにより 

 聴取している。（資料９－１－⑥－７，８，９） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 本校教員による研究活動は活発に行われており，その活動が卒業研究や特別研究に生かされてい

る。また，日常の授業にも取入れられている。 

 以上のことから，研究活動が教育の質の改善に寄与している。 

 

 

資料９－１－⑥－１ 教員の紹介（ホームページ） 

 

 

（出典 奈良高専ホームページ）
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資料９－１－⑥－２ 研究紀要目次 

 

 

（出典 平成１７年度奈良工業高等専門学校高専研究紀要第４１号）
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資料９－１－⑥－３ 研究紀要教員研究活動一覧（一部） 

 

 

（出典 平成１７年度奈良工業高等専門学校高専研究紀要第４１号）
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資料９－１－⑥－４ 卒業研究発表会（一部） 

 

（出典 平成１７年度卒業研究発表会講演予稿集）
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資料９－１－⑥－５ 専攻科特別研究概要集（一部） 

 

（出典 平成１７年度専攻科特別研究概要集）
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資料９－１－⑥－６ 専攻科学生の研究発表一覧（一部） 

 

 

（出典 平成１７年度専攻科特別研究概要集）
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資料９－１－⑥－７ 教員対象アンケート回答 

 

 

（出典 教員対象アンケート回答）
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資料９－１－⑥－８ 教員対象アンケート回答 

（出典 教員対象アンケート回答）
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資料９－１－⑥－９ 教員対象アンケート回答 

（出典 教員対象アンケート回答）
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観点９－２－①： ファカルティ・ディベロップメントについて，組織として適切な方法で実施さ

れているか。 

（観点に係る状況）  

 ファカルティ・ディベロップメント（ＦＤ）は平成１３年度から定例化し，教員の質的向上を図

るための情報交換と研修の機会を増やすようにしている。平成１５年度からはＦＤ実施要項（資料

９－２－①－１）を策定し，ＦＤ委員会が各種委員会からの意見を聴取し，テーマを決定し，月に

１度教職員会議の前後及び適宜実施している（資料９－２－①－２）。 

 公開授業は平成１５年度からＦＤ委員会の主導のもとに，年１度実施しており，非常勤講師担当

教科及び専攻科教科を含むすべての授業を本校教職員に公開している（資料９－２－①－３）。授

業参観者には公開授業参観報告の提出を義務付けており，ＦＤ資料として保管すると共に，授業担

当教員に配布している。また，授業担当者は参観者からのコメントを参考にして，授業改善を図る

と共に，参観者からの助言要請に応えることとしている。 

 毎年夏期休業中に，厚生補導教職員研修会の名称で，教務，学生，寮務各委員会が持ち回りで，

テーマを設定し，開催していたが，平成１６年度より教職員研修会と名称変更し，討議，研修を行

い，報告書を公表している（資料９－２－①－４，５）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 ファカルティ・ディベロップメントはＦＤ委員会を中心として，講演会，研修会，公開授業等が

計画的かつ継続的に実施されている。 

  以上のことから，ファカルティ・ディベロップメントについて，組織として適切な方法で実施さ

れている。 
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資料９－２－①－１ ＦＤ実施要項 

 

奈良工業高等専門学校ＦＤ実施要項 

 （趣旨） 

第１ この要項は，奈良工業高等専門学校（以下「本校」という。）の教育における教員の資質と能力

の向上を図るため，組織的かつ継続的な取り組みを行なうこととし，その実施に関し必要な事項を定め

るものとする。 

 （ＦＤ委員会） 

第２ 本校に，次の各号に掲げる事項について，ＦＤ（ファカルティ・ディベロプメント）の基本事項

を審議し，それらを実施するため，ＦＤ委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

 （１） ＦＤの計画立案に関すること。 

 （２） ＦＤに関わる調査，研究，指導及び啓蒙に関すること。 

 （３） その他，委員会が特に必要と認めたこと。 

 （組織） 

第３ 委員会は，次の各号に掲げる者をもって組織する。 

 （１） 校長 

 （２） 教務主事 

 （３） 学生主事 

 （４） 寮務主事 

 （５） 専攻科主任 

 （６） 一般教科及び専門各学科主任 

 （７） 情報メディア教育センター長 

 （８） 事務部長 

 （委員長） 

第４ 委員会に委員長を置き，校長をもって充てる。委員長は，委員会を招集し，その議長となる。た

だし，委員長は必要に応じて委員長補佐を置き，その任を委ねることができる。 

 （委員以外の者の出席） 

第５ 委員会が必要と認めたときは，委員以外の者を出席させ，その意見を聴くことができる。 

 （他の委員会等との連携） 

第６ 委員会は，他の委員会等と相互に連携し，本校のＦＤ活動を効果的に推進する。 

 （事務） 

第７ ＦＤの実施に関する事務は，庶務課において処理する。 

 

   附 記 

 この要項は，平成１５年４月１日から施行する。 

   附 記（平成１６年４月１日） 

 この要項は，平成１６年４月１日から施行する。 

 

（出典 奈良工業高等専門学校ＦＤ実施要項）
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資料９－２－①－２ ＦＤ実施一覧 

 

〔非開示につき省略〕 
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〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成１７年度ＦＤ委員会資料）
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資料９－２－①－３ 公開授業実施要領 

 

（出典 平成１７年度公開授業実施要領）
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資料９－２－①－４ 教職員研修会報告書 

 

 

（出典 平成１７年度教職員研修会報告書）
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資料９－２－①－５ 教職員研修会報告書 

 

 

 

（出典 平成１７年度教職員研修会報告書）
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観点９－２－②： ファカルティ・ディベロップメントが，教育の質の向上や授業の改善に結び付

いているか。 

（観点に係る状況）  

 公開授業への指摘等は，授業アンケート報告書の担当教員による分析と課題や，次年度のシラバ

スの記述で改善されている。 

 将来計画委員会の専門部会として，数学・物理教育ワーキンググループ，言語教

育ワーキンググループ，情報教育支援ワーキングループが構成され（資料９－２－②－

１），一般教科と専門各学科との各科目におけるお互いの関連を調査し（資料９－２－②－２），

連携を図ると共に，教育の質の向上を目指している。 

  また，教員を対象として，ファカルティ・ディベロップメントにより，カリキュラムや授業方法

改善等を行った具体例のアンケート調査を実施している（資料９－２－②－３）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 各種ワーキンググループの活動を通じて学科の枠を超えた改善の取組みが行われており，またフ

ァカルティ・ディベロップメントによる改善の具体例が報告されている。 

 以上のことから，ファカルティ・ディベロップメントが，教育の質の向上や授業の改善に結び付

いている。 

資料９－２－②－１ 将来計画委員会議事要録（抜粋） 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（出典 将来計画委員会議事要録）
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資料９－２－②－２ 数学―専門科目関連表 

 

 

（出典 教職員会議（平成１８年４月２５日）資料）
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資料９－２－②－３ 教員対象アンケート回答 

（出典 教員対象アンケート回答）
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

・ ＦＤは毎月実施し，教職員の研修を行うと共に教育改善に役立てている。 

・ 科目ファイルにより各科目の状況を把握，蓄積している。 

・ 授業アンケートを実施し，報告書として公表され，授業の改善に努めている。 

・ 数学・物理教育ワーキンググループ等の各種ワーキンググループにより一般教

科及び専門各学科の間の連携を図っている。 

 

（改善を要する点）  

   該当なし 

 

（３）基準９の自己評価の概要 

 本校では，企画会議，運営会議の企画立案のもと教育活動の点検・評価のための資料やデータの収

集と蓄積を行っている。各教員の教育活動の状況を把握するため科目ファイルを作成し，各教科の教

育状況，学生の習熟度等のデータを収集，蓄積している。また，卒業生，専攻科修了生及び就職先企

業に対しアンケート調査を行っている。ＦＤ委員会では学生に対する授業アンケートを実施し，学生

からの評価等を収集すると共に，担当教員による分析と課題を加えて，授業アンケート報告書として

公表している。また，公開授業を行うことにより，教員間相互の評価と助言を得ている。これら資料，

アンケートに加え，学外有識者からなる運営諮問会による提言等をもとに，教務委員会，専攻科委員

会等の各種委員会及び各学科において教育活動の改善への取組を恒常的に行っている。これらの取組

は，毎年，点検・評価委員会により自己点検・評価報告書にまとめられ公表されている。さらに，将

来計画委員会により将来計画に生かされている。 

 教員の研究活動は活発であり，卒業研究，専攻科特別研究をはじめ各授業にその成果が反映されて

いる。 

ファカルティ・ディベロップメントはＦＤ委員会を中心に，定例化されており，公開授業や各種研

修会と共に，教育の質の向上や授業の改善に寄与している。また，数学・物理教育ワーキンググ

ループ，言語教育ワーキンググループ，情報教育支援ワーキングループが構成され，

一般教科と専門各学科との各科目におけるお互いの関連を調査し，連携を図ると共に，教育の質の向

上を目指している。 
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基準10 財務 

（１）観点ごとの分析 

観点10－１－①： 学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行できる資産を有しているか。

また，債務が過大ではないか。 

（観点に係る状況） 

  本校の教育研究活動を行う土地・建物・設備等の固定資産は，平成１６年度の独立行政法人化に伴

い，それまで学校運営に使用してきた資産を国から出資されたものである（資料 10－１－①－

１）。また，流動資産の財源は，運営費交付金，授業料収入等により恒常的な財源措置がされてい

る。債務額は，未払金と未払費用の 127,873 千円であり，長期及び短期借入金は 0 円である（資料 

10－１－①－２）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

  本校の資産は，法人化に伴い国から出資されたものであり，法人化後も施設設備の充実を図ってお

り，教育研究活動を安定して遂行できる資産を有している。また，債権額については，保有している

現金・預金で支払いが可能であり，長期及び短期借入金もないことから，教育研究活動の遂行に支障

はない。 

資料１０－１－①－１ 資産一覧表 

固定資産の取得及び処分並びに減価償却費の明細

. （単位：円）

増減額 期末残高 減価償却累計額 差引当期末残高 増減額 期末残高 減価償却累計額 差引当期末残高

建物 2,719,610,000 28,270,485     2,747,880,485 513,686,183   2,234,194,302 34,395,480     2,782,275,965 666,641,012   2,115,634,953 

構築物 383,503,250   26,733,500     410,236,750   161,801,117   248,435,633   862,500         411,099,250   179,766,558   231,332,692   

機械装置 -                  -                  -                  -                  -                  -                  -                  -                  -                  

船舶 -                  -                  -                  -                  -                  -                  -                  -                  -                  

車両運搬具 3,392,901       -                  3,392,901       616,891         2,776,010       -                  3,392,901       1,233,782       2,159,119       

工具器具備品 98,226,125     59,666,332     157,892,457   26,746,501     131,145,956   15,315,522     173,207,979   61,686,950     111,521,029   

土地 1,786,649,500 -                  1,786,649,500 -                  1,786,649,500 -                  1,786,649,500 -                  1,786,649,500 

建設仮勘定 -                  -                  -                  -                  -                  -                  -                  -                  -                  

美術品・収蔵品 3,338,200       -                  3,338,200       -                  3,338,200       -                  3,338,200       -                  3,338,200       

計 4,994,719,976 114,670,317   5,109,390,293 702,850,692   4,406,539,601 50,573,502     5,159,963,795 909,328,302   4,250,635,493 

特許権 -                  -                  -                  -                  -                  -                  -                  -                  -                  

ソフトウェア 3,528,525       -                  3,528,525       900,900         2,627,625       1,311,450       4,839,975       1,845,515       2,994,460       

電話加入権 180,000         -                  180,000         -                  180,000         -                  180,000         -                  180,000         

 その他（実用
新案権を含む）

-                  -                  -                  -                  -                  -                  -                  -                  -                  

特許権仮勘定 -                  913,862         913,862         -                  913,862         532,980         1,446,842       -                  1,446,842       

計 3,708,525       913,862         4,622,387       900,900         3,721,487       1,844,430       6,466,817       1,845,515       4,621,302       

長期貸付金 -                  -                  -                  -                  -                  -                  -                  -                  -                  

 破産債権、再
生債権、更正債
権その他これに
準ずる債権

-                  -                  -                  -                  -                  -                  -                  -                  -                  

貸倒引当金 -                  -                  -                  -                  -                  -                  -                  -                  -                  

長期前払費用 -                  -                  -                  -                  -                  -                  -                  -                  -                  

敷金・保証金 -                  -                  -                  -                  -                  -                  -                  -                  -                  

その他 -                  4,640             4,640             -                  4,640             -                  4,640             -                  4,640             

計 -                  4,640             4,640             -                  4,640             -                  4,640             -                  4,640             

無形固定資産

 投資その他の
資産

有形固定資産

平成17年度
摘要資産の種類 法人承継資産

平成16年度

（出典 会計課総務係作成資料）
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資料 10－１－①－２ 貸借対照表（抜粋） 

（単位：円）

科目 金額 科目 金額
［資産の部］ 4,425,492,272 ［負債の部］ 328,057,320
    流動資産 170,230,837     流動負債 197,555,839
        現金及び預金 166,962,699         運営費交付金債務 656,720
        未収学生納付金収入 1,184,400         授業料債務 0
        その他 2,083,738         預り施設費 0
    固定資産 4,255,261,435         預り補助金等 0
        有形固定資産 4,250,635,493         預り寄附金 15,563,525
            建物 2,782,275,965         前受受託研究費等 2,700,000
            建物減価償却累計額 △ 666,641,012         前受受託事業費等 0
            構築物 411,099,250         短期借入金 0
            構築物減価償却累計額 △ 179,766,558         未払金 114,202,325
            機械装置 0         未払消費税等 0
            機械装置減価償却累計額 0         未払費用 13,671,232
            車両運搬具 3,392,901         前受金 0
            車両運搬具減価償却累計額 △ 1,233,782         預り金　 50,762,037
            工具器具備品 173,207,979         その他の流動負債 0
            工具器具備品減価償却累計額 △ 61,686,950     固定負債 130,501,481
            土地 1,786,649,500         資産見返負債 130,501,481
            建設仮勘定 0             資産見返運営費交付金等 90,139,125
            その他の有形固定資産 3,338,200             資産見返補助金等 0
            その他の有形固定資産減価償却累計額 0             資産見返寄附金 4,782,127
        無形固定資産 4,621,302             資産見返物品受贈額 34,133,387
            ソフトウェア 2,994,460             特許権仮勘定見返運営費交付金等 1,446,842
            電話加入権 180,000         長期借入金 0
            特許権仮勘定 1,446,842 ［資本の部］ 4,087,571,638
        投資その他の資産 4,640     資本金（政府出資金） 4,414,012,792
[本支店勘定] △ 9,863,314     資本剰余金 △ 326,496,732
    [本支店]機構本部 △ 9,863,314     利益剰余金 55,578

合　　　　　　　　　　計 4,415,628,958 合　　　　　　　　　　計 4,415,628,958

資産の部 負債及び資本の部

貸借対照表（平成17年4月1日～平成18年3月31日）

 

（出典 会計課総務係作成資料） 

 

 

観点10－１－②： 学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行するための，経常的収入が継

続的に確保されているか。 

（観点に係る状況）  

 本校における平成 17 年度経常的収入は，授業料，検定料，入学料のほか，雑収入を合わせて年額

270,798 千円である。また，事業遂行に要する経費から収入額を差し引いたものが「運営費交付金」

として措置されることになっており，平成 17 年度は，1,163,529 千円の配分を受けたところである

（資料 10－１－②－１）。 

 なお，法人移行後は，外部資金獲得のために全学を挙げて取り組んでいることから，科学研究費補

助金の応募件数が飛躍的に伸びている（資料 10－１－②－２）。また，地域企業等からの共同研究

・受託研究，寄附金等についても，毎年順調に獲得している（資料 10－１－②－３）。 
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（分析結果と根拠理由） 

 本校への入学者確保の観点から，中学校訪問範囲の拡大，学校・入試説明会及び体験入学の充実，

地元大和郡山市との学市連携事業の実施等の広報活動の展開により，平成 18 年度入学志願者数は，

定員の 1.8 倍，入学者数も定員以上を確保していることから（資料 10－１－②－４），経常的収入

は安定し，継続的に確保されている。また，外部資金についても若干の変動があるものの，増加傾向

にある。 

 

資料 10－１－②－１ 経常的収入確保等の状況（平成 17 年度） 

平成１７年度　収入・支出予算配分
（単位：円）

収入 収入予算 支出 支出予算
運営費交付金 1,163,528,993 常勤職員人件費 1,002,794,720
入学料収入 21,091,000 退職手当 72,641,289
授業料収入 236,454,415 赴任旅費 869,399
検定料収入 8,398,000 その他経費（物件費） 358,022,000
雑収入

職員宿舎貸付料収入 2,932,000
寄宿料収入 1,087,000
その他収入 836,000

収入予算計 1,434,327,408 支出予算計 1,434,327,408

（出典 会計課総務係作成資料） 

 

資料 10－１－②－２ 科学研究費補助金の応募・交付決定状況 

科学研究費補助金の応募及び交付決定状況

平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度
応募件数 32件 36件 55件 53件
継続件数 5件 6件 8件 3件
合計 37件 42件 63件 56件

平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度
交付決定件数 11件 12件 10件 10件

うち　新規 6件 6件 2件 7件
　　　継続 5件 6件 8件 3件

交付決定額 15,300千円 18,300千円 11,200千円 10,900千円  

（出典 会計課総務係作成資料） 
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資料 10－１－②－３ 共同・受託研究・寄付金の受入状況 

共同研究・受託研究・受託事業・寄附金の受入状況

平成15年度 平成16年度 平成17年度
件数 8件 19件 19件
金額 2,900千円 19,565千円 10,410千円
件数 1件 4件
金額 1,050千円 3,010千円
件数 2件 1件
金額 2,070千円 904千円
件数 14件 30件 17件
金額 15,663千円 16,211千円 11,663千円

共同研究

受託研究

受託事業

寄附金
 

（出典 会計課総務係作成資料） 

 

資料 10－１－②－４ 入試関係受験者等推移 

定員(A) 入学志願者(B) 入学者 倍率(B/A)
平成15年度 200 420 208 2.1
平成16年度 200 379 206 1.9
平成17年度 200 311 210 1.6
平成18年度 200 355 206 1.8

 
（出典 学生課教務係作成資料） 

 

 

観点10－２－①： 学校の目的を達成するための活動の財務上の基礎として，適切な収支に係る計

画等が策定され，関係者に明示されているか。 

（観点に係る状況） 

 本校の目的を達成するための財務上の基礎として，独立行政法人国立高等専門学校機構の中期目

標，中期計画を踏まえて，奈良工業高等専門学校中期計画が定められ，将来計画委員会を通じて教職

員に周知されている（資料 10－２－①－１及び２）。 

 

（分析結果と根拠理由） 

 財務・施設設備面を含めた中期計画が策定されており，将来計画委員会を通じて関係者に周知され

ている。 
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資料 10－２－①－１ 奈良工業高等専門学校中期計画（抜粋） 

 

（出典 奈良工業高等専門学校中期計画） 
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資料 10－２－①－２ 平成 16 年度将来計画委員会議事要録 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成 16 年 7 月 8 日及び平成 16 年 11 月 11 日将来計画委員会議事要録） 
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観点10－２－②： 収支の状況において，過大な支出超過となっていないか。 

（観点に係る状況）  

 本校における平成 17 年度の収支の状況は，損益計算書（抜粋）のとおりであり，財務会計システ

ムにより一元管理され，支出超過は生じていない（資料 10－２－②－１）。 

 

（分析結果と根拠理由） 

 損益計算書（抜粋）で示すように収支は適正に管理されており，支出超過になっていない。 

 

資料 10－２－②－１ 平成 17 年度損益計算書（抜粋） 

（単位：円）

科目 金額 科目 金額
［経常費用］ 1,488,556,738 ［経常収益］ 1,488,556,738
    業務費 1,403,790,172     運営費交付金収益 1,125,796,736
        教育・研究経費 210,526,022     授業料収益 256,291,800
        教育研究支援費 41,138,533     入学金収益 21,545,100
        受託研究費 14,183,381     検定料収益 7,079,800
        受託事業費 904,000     受託研究等収益 12,720,000
        教員人件費 771,046,484     受託事業等収益 904,000
        職員人件費 365,991,752     補助金等収益 13,802,000
    一般管理費 84,766,566     寄附金収益 16,496,031
    財務費用 0     施設費収益 221,550

    資産見返負債戻入 28,437,562
    財務収益 1,436
    雑益 5,260,723

合計 1,488,556,738 合計 1,488,556,738

損益計算書（平成17年4月1日～平成18年3月31日）

費用の部 収益の部

 

（出典 会計課総務係作成資料） 
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観点10－２－③： 学校の目的を達成するため，教育研究活動（必要な施設・設備の整備を含む）

に対し，適切な資源配分がなされているか。 

（観点に係る状況）  

 予算配分については，運営会議において予算配分方針及び学内支出予算配分案を審議・決定してい

る（資料 10－２－③－１～６）。 

 校長裁量による戦略的経費については，特別事業計画書を徴取し，必要に応じてヒアリングを実施

のうえ，適切に配分・執行している（資料 10－２－③－５）。 

 中期計画の期間中は，毎事業年度毎に１％の業務の効率化が求められていることから，当該効率化

による予算削減額を，一般管理費(中央経費)において吸収するため及び一般管理費を節約し教育研究

活動経費に充当するために，一般管理費(中央経費)管理部署から事業計画書を徴取のうえ，ヒアリン

グを実施して適切に配分している（資料 10－２－③－７～１０）。 

 

（分析結果と根拠理由） 

 予算配分方針や予算配分案については，運営会議において審議し，校長が決定したうえで適正に配

分され，教育研究活動に対し，適切な資源配布がなされている。 
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資料 10－２－③－１ 平成 17 年度予算配分方針 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成 17 年 4 月 5 日運営会議資料） 
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資料 10－２－③－２ 平成 17 年度運営会議議事要録 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成 17 年 4 月 5 日運営会議議事要録） 
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資料 10－２－③－３ 平成 17 年度予算配分 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成 17 年 5 月 12 日運営会議資料） 

 



奈良工業高等専門学校 基準 10 

 

 - 814 -

資料 10－２－③－４ 平成 17 年度運営会議議事要録 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成 17 年 5 月 12 日運営会議議事要録） 
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資料 10－２－③－５ 平成 17 年度追加予算配分方針 

 

（出典 平成 17 年 7 月 12 日運営会議資料） 
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資料 10－２－③－６ 平成 17 年度運営会議議事要録 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成 17 年 7 月 12 日運営会議議事要録） 
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資料 10－２－③－７ 平成 17 年度中央経費事業計画書のヒアリング通知 

 

（出典 平成 17 年 5 月 11 日企画会議資料） 
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資料 10－２－③－８ 平成 17 年度中央経費事業計画書査定（総表） 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成 17 年 6 月 14 日運営会議資料） 
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資料 10－２－③－９ 平成 17 年度組織別配分額一覧 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成 17 年 6 月 14 日運営会議資料） 
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資料 10－２－③－１０ 平成 17 年度運営会議議事要録 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成 17 年 6 月 14 日運営会議議事要録） 
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観点10－３－①： 学校を設置する法人の財務諸表等が適切な形で公表されているか。 

（観点に係る状況）  

 学校を設置する独立行政法人国立高等専門学校機構の財務諸表は，独立行政法人通則法第 38 条

（資料 10－３－①－１）の規定に基づき，当該事業年度終了後３月以内に主務大臣に提出し，承認

を受けた後，官報に公示し，書面を備え置くとともに，機構本部のホームページ上で公表されている

（資料 10－３－①－２）。本校財務諸表等（訪問調査時に提示可能）がある。 

 

（分析結果と根拠理由） 

 財務諸表等については，学校を設置する法人である独立行政法人国立高等専門学校機構本部を通

じ，独立行政法人通則法の規定に基づき適正な形で公表されている。 

 

資料 10－３－①－１ 独立行政法人通則法（第 38 条） 

 

独立行政法人通則法（抜  粋） 

 

（財務諸表等） 

第三十八条  独立行政法人は、毎事業年度、貸借対照表、損益計算書、利益の処分又は

損失の処理に関する書類その他主務省令で定める書類及びこれらの附属明細書（以下

「財務諸表」という。）を作成し、当該事業年度の終了後三月以内に主務大臣に提出

し、その承認を受けなければならない。 

２ （略） 

３ （略） 

４ 独立行政法人は、第一項の規定による主務大臣の承認を受けたときは、遅滞なく、

財務諸表を官報に公告し、かつ、財務諸表並びに第二項の事業報告書、決算報告書及

び監事の意見を記載した書面を、各事務所に備えて置き、主務省令で定める期間、一

般の閲覧に供しなければならない。 
 

 

（出典 独立行政法人通則法） 
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資料 10－３－①－２ 独立行政法人国立高等専門学校機構の公式ホームページでの公表 

 

 

（出典 独立行政法人国立高等専門学校機構の公式ホームページ） 
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観点10－３－②： 財務に対して，会計監査等が適正に行われているか。 

（観点に係る状況）  

 平成 16 年度については，機構の会計監査人による監査が実施されると共に，学内での内部監査(定

期監査分，随時監査分)を実施するなど，適正な会計監査を行っている（資料 10－３－②－１～

４）。 

 また，平成 17 年度においては，近畿地区国立四高専(明石・舞鶴・和歌山・奈良)で相互に会計監

査を実施した（資料 10－３－②－５及び６）。 

 さらに，平成 18 年度以降においては，上記の監査以外に，独立行政法人国立高等専門学校機構監

事監査要綱に基づく機構本部による監事監査が実施される予定である（資料 10－３－②－７）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 機構の会計監査人による監査を受けている。また，本校事務職員により内部監査を実施している。

さらに，近畿地区国立四高専（明石・舞鶴・和歌山・奈良）による相互監査を行っている。 

以上のことから，財務に対して適正に会計監査がなされている。 
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資料 10－３－②－１ 機構の会計監査人による監査状況 

 

〔非開示につき省略〕 
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〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 中央青山監査法人通知） 
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資料 10－３－②－２ 奈良工業高等専門学校内部監査規程 

 

（出典 奈良工業高等専門学校規程集） 
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資料 10－３－②－３ 内部監査（定期監査分）の監査状況 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成 16 年度実施学内定期監査報告書） 
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資料 10－３－②－４ 内部監査（臨時監査分）の監査状況 

 

〔非開示につき省略〕 
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〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成 16 年度実施学内臨時監査報告書） 
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資料 10－３－②－５ 近畿地区国立高等専門学校における相互会計監査に関する申合せ 
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（出典 平成 17 年度実施近畿地区四高専相互会計監査申合せ） 
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資料 10－３－②－６ 近畿地区四高専相互監査の監査状況 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成 17 年度実施近畿地区四高専相互会計監査報告書） 

 



奈良工業高等専門学校 基準 10 

 

 - 833 -

 

資料 10－３－②－７ 独立行政法人国立高等専門学校機構監事監査要綱 
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（出典 独立行政法人国立高等専門学校機構監事監査要綱） 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

・ 予算配分において，教育費・研究費ともに均等配分方針を見直して，実績・業績に応じた配分と

なるようにした。 

・ 校長のリーダーシップが発揮できるよう，校長裁量による戦略的経費を設定し重点配分すること

により，予算の効率的使用並びに教育研究の活性化を図っている。 

・ 共同研究，受託研究，科学研究費補助金等の外部（競争的）資金の獲得については，積極的に取

り組んでいる。 

 

（改善を要する点） 

  該当なし 

 

 

（３）基準10の自己評価の概要 

 本校では，教育活動等を将来にわたって安定的に遂行するに必要な資産を有していることから，教

育活動等の遂行に支障はなく，適正な財務状況である。 

 入学者確保の観点から，中学校訪問範囲の拡大，学校・入試説明会及び体験入学の充実，地元大和

郡山市との学市連携事業の実施等の広報活動の展開により，平成 18 年度入学志願者数は，定員の

1.8 倍，入学者数も定員以上を確保していることから，授業料・検定料・入学料の各収入とも安定し

ており，経常的収入については継続的に確保されている状況である。 

 共同研究，受託研究，科学研究費補助金等の外部(競争的)資金の獲得については，積極的に取組ん

でいることから，増加傾向にあり適切である。 

 支出に見合う収入として，授業料・検定料・入学料・雑収入・外部資金のほか，機構本部から運営

費交付金が措置されており，また，収支状況については，財務会計システムで一元管理されており，

支出超過にはなっておらず，安定した財務基盤が確保されている。 

 中期計画の期間中は，毎事業年度毎に１％の業務の効率化が求められていることから，今後はより

一層の業務効率化・経費節減に努める必要がある。 

 予算の配分については，中期計画・年度計画等を踏まえた予算配分方針・同要領・同配分案を策定

のうえ，運営会議において審議し，校長により決定され適切に配分・執行している。また，校長裁量

による戦略的経費や一般管理費については，企画会議で特別事業計画書を徴取し，ヒアリングを実施

のうえ，適切に配分・執行している。 

 財務にかかる会計監査等については，機構の会計監査人監査及び近畿地区高専相互会計監査を受検

し，会計指導を受けている。また，学内での内部監査も実施しており，適正に監査が行われている。 
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基準11 管理運営 

（１）観点ごとの分析 

観点11－１－①： 学校の目的を達成するために，校長，各主事，委員会等の役割が明確になって

おり，効果的な意思決定が行える態勢となっているか。 

（観点に係る状況）  

校長の職務は，学校教育法第70条の７第3項及び独立行政法人国立高等専門学校機構の組織に関

する規則第5条第2項に「校務を掌り，所属職員を監督する」と明確に定められ，学校の責任者とし

て，学校の目的を達成するための運営と管理を総括している。 

校長を補佐する態勢は，教務主事を副校長に充て，学校運営全般の校長補佐を担当している。 

学則に基づき教務主事，学生主事，寮務主事を配置し，役割を明確に定めている（資料11－１－

①－１）。さらに，３主事の下に主事補を各３名置き，当該主事の職務を補佐している（独立行政

法人国立高等専門学校機構の組織に関する規則第５条第３項）。本校の運営組織については，（資

料11－１－①－２）に示すとおりである。 

  管理運営を担う各種委員会については，法人化を機会に合理化を検討し，平成１６年度から可能

な審議決定事項は，運営会議に集約し少人数で行うワーキングや小委員会の設置を含めた改善を実

施した。現在３２種類の委員会等の配置となっている（資料11－１－①－３）。校長のトップマネ

ージメントを支える委員会は，校長，３主事，専攻科主任，事務部の部課長で構成されている企画

会議と，同構成員に各学科主任，情報メディア教育センター長を加えた運営会議である。 

企画会議では学校運営の基本方針の検討，決定，運営会議等校内機関への提案を行い，運営会議

は学校運営の重要事項を審議・決定する機関と位置づけている。運営会議で審議・決定された事項

の教職員への周知については，各学科内会議及び各課長から連絡し，議事録，運営会議資料は学内

ＬＡＮを通じて教職員に周知するとともに（資料１１－1－①－４）重要事項は，全教員で構成す

る教職員会議で周知徹底を図っている（資料１１－１－①－５）。運営会議の下には，将来計画委

員会，点検・評価委員会，情報公開委員会，人権教育推進委員会，広報委員会，産学交流促進委員

会，防災対策委員会，ＦＤ委員会，留学生委員会，施設整備委員会，進路対策協議会，環境委員会

等の各種委員会を配置している（資料11－１－①－３参照）。また，学校運営の基幹事項は，教務

主事，学生主事，寮務主事を委員長とする教務委員会，学生委員会，寮務委員会，専攻科の運営に

関する事項は，専攻科主任を委員長とする専攻科委員会をそれぞれ組織し専門的に対応している。 

  平成１６年度の法人化以降も，ＪＡＢＢＥ受審に伴う委員会の整備や，学校運営の基本となる企

画会議，運営会議，教職員会議についても適宜責任と権限の明確化を図る等，名称，機能の変更，

規程の整備を図っている（資料１１－１－①－６）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

教務主事，学生主事，寮務主事の３主事により，学校運営全般について校長のリーダーシップを

補佐するとともに，各主事の補佐役として主事補３名をそれぞれ置く等，教職員を適正に配置し効

果的な意思決定が行える態勢となっている。 

学校運営に係る重要な委員会は，校長を議長とする企画会議，運営会議，教職員会議であり，企

画会議では学校運営の基本方針の検討等，運営会議を本校の管理運営に関する重要事項を審議・決

定する委員会として定義している。また，学校運営の基幹事項は，教務委員会，学生委員会，寮務

委員会を置き，教務主事，学生主事，寮務主事がそれぞれ委員長として運営を行っており，委員会
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ごとの役割が明確である。 

改善提案等は，該当する各種委員会で審議・検討し，内容に応じて運営会議に諮り決定している。

また，運営会議の議事録，配布資料は，学内LAN等や教職員会議で周知徹底が図られている。 

以上のことから，本校では学校の目的を達成するために，校長，各主事，委員会等の役割が明確

になっており，効果的な意思決定が行える態勢となっている。 

 

資料11－１－①－１ 学則（抜粋） 

 

第９条 本校に教務主事，学生主事及び寮務主事を置く。 

２ 教務主事は，校長の命を受け，教育計画の立案その他教務に関することを掌理する。 

３ 学生主事は，校長の命を受け，学生の厚生補導に関すること（寮務主事の所掌に属するものを

除く。）を掌理する。 

４ 寮務主事は，校長の命を受け，学寮における学生の厚生補導に関することを掌理する。 

 

（出典 奈良工業高等専門学校規程集）
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資料１１－１－①－２ 運営組織 

 

□組織図　　Organization Chart

副校長（教務主事） 教務主事補

Vice-President(Dean of Educational Affairs) Vice-Dean of Educational Affairs
学生主事 学生主事補

Dean of Student Affairs Vice-Dean of Student Affairs
寮務主事 寮務主事補

Dean of Dormitory Affairs Vice-Dean of Dormitory Affairs
専攻科主任 副主任

Chief of the Faculty if Advanced Engineering Sub-Chief
情報メディア教育センター長 図書担当副センター長 マルチメディア担当副センター長

Director of the Center for Multimedia Aided Education Sub-Director of the Library Committee Sub-Director of the Multi-media Committee
ネットワーク管理室長 副室長

Director of the Network Administration Office Sub-Director 
産学交流室長 副室長

Director of the Interchange between Industry and the Academic Sub-Director
校   長 一般教科主任 副主任

President Chief of the Liberal Studies Division Sub-Chief
機械工学科主任 副主任

Chief of the Department of Mechanical Engineering Sub-Chief
電気工学科主任 副主任

Chief of the Department of Electrical Engineering Sub-Chief
電子制御工学科主任 副主任

Chief of the Department of Control Engineering Sub-Chief
情報工学科主任 副主任

Chief of the Department of Information Engineering Sub-Chief
物質化学工学科主任 副主任

Chief of the Department of Chemical Engineering Sub-Chief

庶務課長 専門員

Head of the General Technical Manager
Affairs Division 専門職員（情報処理担当）

Technical Staff in charge of Information Processing
庶務係長

Chief Clerk of the General Affairs
人事係長

Chief Clerk of the Personnel Affairs
図書係長

Chief Clerk of the Library

事務部長 会計課長 総務係長

Director of the Head of the Financial Chief Clerk of the General Affairs
Administration Bureau Affairs Division 用度係長

Chief Clerk of the Supplies
出納係長

Chief Clerk of the Revenue and Expenditure
施設係長

Chief Clerk of the Facilities

学生課長 専門員

Head of the Student Technical Manager
Affairs Division 専門職員（入試担当）

Technical Staff in charge of Entrance Examination

 

                                （出典 平成１７年度学校概要） 
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資料11－１－①－３ 

平成１８年度役付職員，学級担任及び諸会議・各種委員会構成員一覧 

１.役付職員

京　兼 ［教務主事補］ 山　口（智）

矢　尾 ［学生主事補］ 山　口（賢）

桐　川 ［寮務主事補］ 大　植

 [専攻科主任] 福　田

木　村 ［図書担当副ｾﾝﾀｰ長］　

成　田 ［ネットワーク管理副室長］ 大　谷

［産学交流室長］　 　　 早　川 石　飛

［M］ ［E］ ［C］

主　任 野々垣 藤　井 梅　原

副主任 岩　井 中　村 片　倉

２.学級担任（○は学年毎の学級担任まとめ役）

［M］ ［E］ ［C］

○鍵　本 大　谷 神　澤

廣 北　川 ○三　木

小　柴 市　原 中　谷

○宮　本 成　田 森

岩　井 井　村 嶋　田

３.諸会議・各種委員会構成員 （○は委員会委員長，［　］は主事補と兼任）

［一般］

武　田

会議・委員会名 構　　　成　　　員

片　山

近　藤

小　山

土　井

平

榊　原

［I］

多　喜

浅　井

［I］

守　屋

小　畠

和　田

金　澤 藤　田

［ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ担当副ｾﾝﾀｰ長

北　村

勢　田

武　田

 [専攻科副主任]

［教務主事］

［寮務主事］

［学生主事］

［情報ﾒﾃﾞｨｱ教育ｾﾝﾀｰ長]

（第５学年）

校長，３主事，専攻科主任，事務部長，３課長

校長，３主事，専攻科主任，６主任，情報メディア教育センター長，事務部長（３課長，庶
務係長，総務係長，教務係長）

西　田

中　田

（第４学年）

○教務主事，木村，岩井，藤井，阪部，近藤，泉，（事務部長，庶務課長，人事係長）

［ネットワーク管理室長］

（第２学年）

（第１学年）

　　３主事 ＝教務主事・学生主事・寮務主事　６主任 ＝一般・機械・電気・電子制御・情報・物質化学工学科主任
　　３課長 ＝庶務課長・会計課長・学生課長

企 画 会 議

運 営 会 議

人 事 委 員 会

飯　田

長　瀬

［S］

島　岡

［S］

押　田

中　西

［産学交流室副室長］　

荒　金

（第３学年）

世　古
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委員長（京兼），専攻科副主任（和田），教務主事補（金澤），学生主事補（勢田），寮務主事補（大
植），情報メディア教育副センター長（武田），長瀬，坂本，藤井，押田，本間，河越，３課長

情 報 公 開 委 員 会

施 設 整 備 委 員 会

運営会議委員，３課長，（庶務係長）

広 報 委 員 会

　　　　広報小委員会

Ｆ Ｄ 委 員 会

施設整備小委員会

防 災 委 員 会

教 務 委 員 会

学 生 委 員 会

専 攻 科 委 員 会

認証評価対応委員会

運営会議委員，委員長補佐(教務主事)，（学生課長，学生課専門員）

○木村，【教職員部会】庶務課長，会計課長，学生課長，人事係長，安田，鍵本，塚原，【学生部会】学生
相談室長（福嶌），市原，土井，宇田，伊月（○はｾｸｼｭｱﾙﾊﾗｽﾒﾝﾄ相談室長）

産学交流促進委員会

教 職 員 会 議

運営会議委員，３課長，（用度係長，施設係長）

運営会議委員，委員長補佐（学生主事），幹事長，学生相談室長，セクハラ相談室長，（学生課長，学生係
長）

校長，教授，助教授，講師（専任），助手，事務部長，３課長，総合技術室長，（専門員，関係係長）

校長，３主事，専攻科主任，６主任，産学交流室室長，事務部長,（庶務課長，会計課長，庶務係長）

人権教育推進委員会
幹　　　事　　　会

北村，土井，金澤，武田

職員ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ小委員会

寮 務 委 員 会

安 全 衛 生 委 員 会

日 本 学 生 支 援 機 構
奈 良 高 専 委 員 部

産学交流室

留 学 生 委 員 会

　　　　留学生指導部

学 寮 委 員 会

情 報 ﾒ ﾃ ﾞ ｨ ｱ 教 育
ｾ ﾝ ﾀ ｰ 運 営 委 員 会

運営会議委員，委員長補佐(京兼)，委員長補佐〈公開講座担当〉(野々垣)，３課長，（庶務課専門員）

委員長(京兼)，教務主事補(山口(智))，学生主事補(山口(賢))，情報メディア教育副センター長（松尾），
専攻科副主任（和田），(庶務課専門員)

運営会議委員，委員長補佐(京兼，荒金)，（庶務課専門員）

○福嶌，小畠，井村，島岡，多喜，泉（○は学生相談室長）

運営会議委員，委員長補佐(藤井)，会計課長，（総務係長，施設係長）

安田，世古，清水(美)，垣本，山本(善)，庶務課長，会計課長，（庶務係長）

産学交流室長，副室長，庶務課長，総合技術室長，（庶務係長）

○寮務主事，寮務主事補，［北村］，名倉，［平］，竹村，飯田，浅井，［大植］，学生課長，（寮務係長）

○専攻科主任，専攻科副主任，大矢，和田，桐島，矢野，松村，伊月，学生課長，（学生課専門員）

○学生主事，学生委員会委員，（学生課長，学生係長）

○寮務主事，寮務委員会委員，（寮生７名），（学生課長，寮務係長）

○委員長，図書館担当副センター長，マルチメディア担当副センター長，［武田］，安田，坂本，中村，阪
部，［松尾］，石丸，庶務課長，学生課長，（図書係長，総合情報センター員）

ネットワーク管理室室長，副室長，［榊原］，名倉，平，野々垣，［大谷］，竹村，島岡，道下，松尾，西
野，片倉，中谷，（総合情報センター，事務電算室）

委員長（藤田），安田，名倉，岩井，石飛，櫟，松村，中谷，庶務課長，学生課長，(庶務課専門員，学生課
専門員）

委員長（河越），松井，廣，桐島，矢野，嶋田，小山，（学生課長，学生課専門員）

教務主事，教務主事補（金澤），学生主事補（山口(賢)），寮務主事補（平），学級担任（中西，中谷，宮
本，西田，近藤，森，井村，中田），指導教員（岩井，井村，中田，西田，阪部，早川，多喜，梅原，河
越），国語代表（勢田），数学代表（市原），英語代表（神澤），（学生課長，学生課専門員）

○学生主事，学生主事補，［勢田］，藤居，谷口，［土井］，櫟，［山口(賢)］，西野，学生課長,(学生係長）

委員長(藤井)，阪部，河越，（施設係長）

ｼｽﾃﾑ創成工学教育ﾌﾟﾛ
ｸﾞﾗﾑ達成評価委員会

ｼｽﾃﾑ創成工学教育ﾌﾟﾛ
ｸﾞﾗﾑ教育改善委員会

構　　　成　　　員

ｼｽﾃﾑ創成工学教育ﾌﾟﾛ
ｸ ﾞ ﾗ ﾑ 教 学 委 員 会

会議・委員会名

学 生 相 談 室

ｾｸｼｭｱﾙﾊﾗｽﾒﾝﾄ相談室

人権教育推進委員会

システム創成工学教育

プログラム統括会議

広報小委員会委員長，広報小委員会委員（副委員長）（松尾），教務主事補（山口(智)），学生主事補（山
口(賢)），情報メディア教育センター副センター長（松尾），専攻科副主任（和田)，庶務課専門員，庶務係
員（川邉），教務係員（澤田），学生係員（中谷）

野々垣，安田，酒井，土井，櫟，小山，大植

進 路 対 策 協 議 会

公 開 講 座 担 当

○教務主事，学生主事，専攻科主任，６主任, 学生課長，（教務係長，学生係長）

ＨＰ作成実行委員会

榊原，平，大谷，道下，松村，中谷

ネットワーク管理室

○教務主事，教務主事補，松井，堀内，酒井，石飛，西田，［山口(智)］，宇田，学生課長，（教務係長）

委員長（野々垣），飯田，松尾，梅原，（庶務課長，学生課長，庶務課専門員，学生課専門員）

○校長，教務主事，専攻科主任，教育改善委員長（野々垣），教学委員長（河越），達成評価委員長（藤
田），事務部長，（庶務課長，学生課長，庶務課専門員，学生課専門員）

環 境 委 員 会

環境小委員会

校長，３主事，専攻科主任，６主任，情報メディア教育センター長，事務部長（３課長，庶務課専門員，庶
務係長，総務係長，教務係長）

○委員長（梅原），教務委員会（宇田），学生委員会（谷口），寮務委員会（竹村），各課係長（穴田）
（山本(融))　（阪井）

○教務主事，事務部長，総合技術室長，衛生管理者，安全管理者，産業医，平，藤井，石丸，松井，葛西
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                      （出典 平成１８年５月教職員会議資料） 
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 資料１１－１－①－４ 運営会議議事要録メール送信記録（抄） 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 庶務係長メール送信記録）
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 資料１１－１－①－４ 平成１８年５月運営会議資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  （出典 奈良高専ホームページローカルページ） 
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資料１１－１－①－５ 奈良工業高等専門学校教職員会議規程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 奈良工業高等専門学校規程集） 
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資料１１－１－①－６ 自己点検・評価報告書表紙 2004 年 10 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  （出典 自己点検・評価報告書 2004 年 10 月） 
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資料１１－１―①―６ 自己点検・評価報告書表紙・目次 2005 年 10 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 自己点検・評価報告書 2005 年 10 月） 
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資料１１－１―①―６ 自己点検・評価報告書表紙・目次 2005 年 10 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 自己点検・評価報告書 2005 年 10 月） 
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資料１１－１―①―６ 自己点検・評価報告書表紙・目次 2005 年 10 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 自己点検・評価報告書 2005 年 10 月） 
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資料１１－１―①―６ 自己点検・評価報告書表紙・目次 2005 年 10 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 自己点検・評価報告書 2005 年 10 月） 
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資料１１－１―①―６ 自己点検・評価報告書表紙・目次 2005 年 10 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 自己点検・評価報告書 2005 年 10 月） 
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観点11－１－②： 管理運営に関する各種委員会及び事務組織が適切に役割を分担し，効果的に活 

動しているか。 

（観点に係る状況）  

本校の管理運営に関する委員会の役割と運営状況は，専攻科，各学科及び一般教科選出教員から

の委員と関係する事務部課長等で構成されている。企画会議では学校運営の基本方針の検討を担っ

ている（資料11－１－②－１）。運営会議では，各委員会等から提案された事項を審議し，全学の

管理運営に関する重要事項を決定する委員会としている（資料11－１－②－２）。 

また，校務に係る委員会として，教務委員会，学生委員会，学寮委員会が置かれ，それぞれ校長

の命により教務委員会は，教務に関する重要事項等について，学生委員会は，学生の補導厚生に関

する重要事項等について，学寮委員会は，学寮の管理運営並びに寮生の厚生補導に関する事項につ

いて審議事項としている。 

（資料11－１－①－３）に示すように各種委員会に応じて事務部の担当課長等が委員として参画

しており，教職員が協働で当該委員会の運営に当たり，教員・事務双方からの実務的な機動性を発

揮することができる委員構成としている。 

事務組織については，事務部に庶務課，会計課及び学生課を置き，事務組織規程により各課にお

ける係等ごとの担当業務を定めている（資料１１－１－②－３）。 

各種委員会と事務組織は，例えば庶務課，会計課が校長の方針に基づき規程や予算等の原案を作

成し，企画会議に諮り，了承を得た後に運営会議に諮っている。必要に応じて企画会議の前に事務

部長，３課長で構成する部課長連絡会や内容に応じて事務担当係長を交えてＫ審議事項等の実務的

な調整を行い情報の共有に努めている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

学校運営のための議決機関の役割を担う運営会議では，企画会議，各種委員会等から提案された

本校の管理，運営に関する重要事項を審議し，意思決定している。 

また，教務委員会，学生委員会，寮務委員会は，校長の命により，それぞれ教務，厚生補導，学

寮の管理運営並びに厚生補導等に関する重要事項を審議する校務に直結した委員会であり，担当の

各主事が委員長となり，管理運営に係る校長のトップマネジメントを支える重要な役割を果たして

いる。 

事務組織は，庶務，会計，学生の３課それぞれが管理運営に係る所掌事務を分掌している。企画

会議・教職員会議の委員として事務部長，３課長が，運営会議の委員として事務部長が参画してお

り，管理運営に係る重要事項の審議に直接関わっている。また，各種委員会にも課長が委員として

加わることで実質的な審議を実務的に支えている。これにより現場と事務担当者が密接に関わり，

効果的な運営のための実質的な役割と責任を担っている。 

以上のことから，本校では管理運営に関する各種委員会及び事務組織が適切に役割を分担し，効

果的に活動している。 

 



奈良工業高等専門学校 基準 11 

 - 853 - 

資料１１－１－②－１ 企画会議規程（抜粋） 

 

（審議事項） 

第２条 会議は，次の各号に掲げる事項を企画・立案する。 

（１） 本校の運営に関する基本方策に関すること。 

（２） 本校の教育，研究の基本方策に関すること。 

（３） 予算等財務に関する基本方策に関すること。 

（４） 施設，設備の整備等に関する基本方策に関すること。 

（５） その他本校の管理，運営に関する重要事項。 

（組織） 

第３条 会議は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

（１） 校長 

（２） 教務主事 

（３） 学生主事 

（４） 寮務主事 

（５） 専攻科主任 

（６） 事務部長 

（７） 庶務課長，会計課長及び学生課長 

（議長） 

第４条 会議に議長を置き，校長をもって充てる。 

２ 議長は，会議を招集し，その議長となる。   （出典 奈良工業高等専門学校規程集） 

 

資料１１－１－②－２ 運営会議規程（抜粋） 

 

（審議事項） 

第２条 会議は，企画会議，委員会等から提案された事項を審議する。 

（組織） 

第３条 会議は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

（１） 校長 

（２） 教務主事 

（３） 学生主事 

（４） 寮務主事 

（５） 専攻科主任 

（６） 一般教科及び専門各学科主任 

（７） 情報メディア教育センター長 

（８） 事務部長 

（会議の招集等） 

第４条 会議は，校長が招集し，その議長となる。 

（出典 奈良工業高等専門学校規程集）
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資料１１－１－②－３ 事務組織規程（抜粋） 

第 2 章  事務組織  

第 2 条  奈良工業高等専門学校の事務部に庶務課，会計課及び学生課を置き，その事務を分

掌させるためそれぞれ次の係・室を置く。  

庶務課  庶務係  

人事係  

図書係  

会計課  総務係  

用度係  

出納係  

施設係  

学生課  教務係  

学生係  

寮務係  

総合技術室  

第 3 条  事務部に部長を，課に課長を，係に係長を置く。  

2 事 務 の 運 営 に 必 要 が あ る と き は ， 課 に 課 長 補 佐 又 は 専 門 員 ・ 専 門 職 員 を ， 係 に 主 任 を 置

くことができる。  

3 前 項 に 定 め る も の の ほ か ， 学 生 課 の 総 合 技 術 室 に 技 術 専 門 官 及 び 技 術 専 門 職 員 を 置 く こ

とができる。  

4 技術専門官及び技術専門職員は，技術職員をもって充てる。  

5 技術職員に関し必要な事項は，別に定める。  

第 4 条  事務部長は，事務部の事務を総括し，課長は，課の事務を処理する。  

2 課長補佐は，課長を補佐する。  

3 専門員及び専門職員は上司の命を受け，課の事務に関する専門的事項を処理する。  

4 係長は，上司の命を受け，係の事務を処理する。  

5 主任は，係長を補佐する。  

6 係 員 は ， 係 の 事 務 に 従 事 す る 。 た だ し ， 上 司 の 命 が あ る と き は ， そ の 指 示 さ れ た 事 務 に

従事しなければならない。  

第 3 章  事務分掌  

第 5 条  庶務課の専門員・専門職員及び各係は，次の事務をつかさどる。  

専門員  

(1) 将来計画，自己評価に係る企画・連絡調整に関すること。  

(2) 組織，機構のあり方に係る企画・立案に関すること。  

(3) 地域協力に係る企画・調査に関すること。  

(4) 情報公開に係る専門的事項に関すること。  

(5) 調査統計及び諸報告に関すること。  

(6) 広報に関すること。  

(7) 沿革史その他諸記録の編さん及び保存に関すること。  
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(8) その他企画調査に係る事務に関すること。  

専門職員 (情報処理担当 ) 

(1) 各課事務の電算化に係る専門的事項に関すること。  

(2) 要員養成のための研修の企画・立案に係る専門的事項に関すること。  

(3) 事務用電子計算機室の運用及び管理に係る専門的事項に関すること。  

(4) 事務用電子計算機の更新等に係る専門的事項に関すること。  

(5) 事務用電子計算機の運用及び管理に関すること。  

(6) そ の 他情報処 理 に係る事 務 のうち， 重 要な企画 ， 連絡調整 に 係る専門 的 事項に関す

ること。  

庶務係  

(1) 学校の事務の総括及び連絡調整に関すること。  

(2) 機密に関すること。  

(3) 渉外並びに秘書事務に関すること。  

(4) 儀式，会議その他諸行事に関すること。  

(5) 公印の管守 (会計機関及び学生課で使用する公印を除く。 )に関すること。  

(6) 学則その他諸規則の制定及び改廃に関すること。  

(7) 公文書類の発送，接受及び整理保存に関すること。  

(8) 情報公開に関すること。  

(9) 知的財産権（発明及び特許権等）に関すること。  

(10) 内地研究員及び在外研究員に関すること。  

(11) 職員の福利厚生に関すること。  

(12) 学校要覧等刊行物に関すること。  

(13) 電話交換に関すること。  

(14) 校内の警備に関すること。  

(15)  学外団体等との連絡に関すること。  

(16)  産学官連携及び研究協力に関すること。  

(17)  奨学寄付金の受入に関すること。  

(18)  公開講座に関すること。  

(19)  法人登記に関すること。  

(20)  専攻科審査に関すること。  

(21)  公用車に関すること。  

(22) その他他係に属しない事項に関すること。  

人事係  

(1) 教職員の任免，分限，懲戒及び服務等に関すること。  

(2) 教職員の定員及び級別定数の管理に関すること。  

(3) 教職員の給与及び諸手当に関すること。  

(4) 教職員の人事記録の作成及び保管に関すること。  

(5) 教職員の勤務評定に関すること。  

(6) 教職員の研修に関すること。  
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(7) 教職員の安全衛生及び災害補償に関すること。  

(8) 共済組合 (長期給付に限る。 )及び退職手当に関すること。  

(9) 教職員の栄典，表彰及び賞罰に関すること。  

(10) 機構に関すること。  

(11) 教職員の労働時間及び休暇に関すること。  

(12) 教職員の旅行命令等に関すること。  

(13) 教職員団体に関すること。  

(14) 教職員に関する諸証明に関すること。  

(15) その他人事に関すること。  

図書係  

(1) 図書等資料の整備及び管理に関すること。  

(2) 図書等資料の閲覧及び貸出等に関すること。  

(3) 研究紀要の編集及び交換に関すること。  

(4) その他図書に関すること。  

第 6 条  会計課の各係は，次の事務をつかさどる。  

総務係  

(1) 会計事務の総括及び連絡調整に関すること。  

(2) 予算の編成，配分及び管理に関すること。  

(3) 収入及び支出に関する書類の監査に関すること。  

(4) 会計の諸規則に関すること。  

(5) 会計機関の使用する公印の監守に関すること。  

(6) 自己収入，運営費交付金，外部資金及び預り金の確認に関すること。  

(7) 職員宿舎の入居及び退去に関すること。  

(8) 科学研究費の申請に関すること。  

(9) 旅費の計算及び支出関連業務に関すること。  

(10) 共済組合 (長期給付を除く。 )に関すること。  

(11) 財務会計システムの総括に関すること。  

(12) その他会計課の他係に属しない事項に関すること。  

用度係  

(1) 物品の管理及び計画に関すること。  

(2) 物品の調達及び役務に関すること。  

(3) 物件費及び諸謝金等の支出関連書類の作成に関すること。  

(4) 物品の出納及び保管に関すること。  

(5) 毒物及び劇物等の安全管理に関すること。  

(6) 寄附物品の受入れに関すること。  

(7) 政府調達に関すること。  

(8) 不用物品の処分及び売払に関すること。  

(9) 清掃業務等労務作業に関すること。  

出納係  
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(1) 債権の管理に関すること。  

(2) 収入，支出の決算及び計算証明に関すること。  

(3) 現金，預金，貯金及びその他有価証券に関すること。  

(4) 寄付金，受託研究費，共同研究費及び科学研究費等の経理に関すること。  

(5) 自己収入，運営費交付金，外部資金及び預り金の残高等確認に関すること。  

(6) 諸給与の支出に関する書類の作成に関すること。  

(7) 給与等の支払及び所得税等の徴収に関すること。  

(8) 共済組合資金の出納に関すること。  

施設係  

(1) 施設整備の長期計画に関すること。  

(2) 施設実態調査に関すること。  

(3) 施設・設備の点検及び評価に関すること。  

(4) 施設マネジメントに関すること。  

(5) 施設整備及び営繕工事並びに不動産に係る契約に関すること。  

(6) 施設整備及び営繕工事並びに不動産に係る支出関連書類の作成に関すること。  

(7) 施設整備及び営繕工事並びに不動産に係る契約の監督に関すること。  

(8) 電気，ガス，水道，電話及び冷暖房施設等の維持管理に関すること。  

(9) 不動産に関すること。  

(10) 不動産登記に関すること。  

第 7 条  学生課の専門員（専門職員）及び各係は，次の事務をつかさどる。  

専門員 (専門職員 ) 

(1)  教育改善に関すること。  

(2) 学生募集及び入学者の選抜に係る専門的事項に関すること。  

(3) 専攻科学生の修学指導に係る専門的事項に関すること。  

(4) 外国人留学生に係る専門的事項に関すること。  

(5) その他学務に係る事務のうち，重要な企画・調査及び連絡調整に関すること。  

教務係  

(1) 学生の募集及び入学者の選抜に関すること。  

(2) 教育課程の編成，授業及び試験に関すること。  

(3) 学生の学籍に関すること。  

(4) 学生の指導要録その他学生の諸記録の整理保管に関すること。  

(5) 教科書及び補助教材に関すること。  

(6) 進級及び卒業の認定に関すること。  

(7) 学生の身分，成績，卒業等の証明に関すること。  

(8) 学生の表彰及び懲戒に関すること。  

(9) 学生の校外実習及び見学等に関すること。  

(10) 外国人留学生に関すること。  

(11) 研究生，聴講生及び科目等履修生に関すること。  

(12) 卒業証書及び修了証書等の交付に関すること。  
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(13) その他学生課の他係に属しない事項に関すること。  

学生係  

(1) 学生の課外教育活動に関すること。  

(2) 学生の団体に関すること。  

(3) 学生の集会，印刷物，掲示等に関すること。  

(4) 学生の保健衛生及び保健施設の管理運営に関すること。  

(5) 奨学生に関すること。  

(6) 授業料の免除等に関すること。  

(7) 学生旅客運賃割引証，通学証明書及び諸証明に関すること。  

(8) 学生の就職及びアルバイトに関すること。  

(9) 学生相談に関すること。  

(10) その他学生の厚生補導に関すること。  

寮務係  

(1) 学寮の管理運営に関すること。  

(2) 寮生の保健衛生並びに栄養管理に関すること。  

(3) 寮生の団体，集会等に関すること。  

(4) 寄宿料の免除等に関すること。  

(5) 学寮における教官の宿日直に関すること。  

(6) その他寮務に関すること。  

（出典 奈良工業高等専門学校規程集）

 

観点11－１－③： 管理運営の諸規定が整備されているか。 

（観点に係る状況）  

学則をはじめ，事務組織規程，企画会議規程，運営会議規程，教職員会議規程等の委員会規程の

管理運営の諸規程が定められ，本校規程集として整備している（資料１１－１－③－１）。各規程

はホームページに掲載され，教職員に公開されている（資料１１－１－③－２）。 

諸規則の改正等があった場合には，学内ウェブの共有ファイルに掲載し全教職員に周知している

（資料１１－１－①－４参照）。また，事務系職員には，チームウェアソフトを導入し，各職員

個々のページから直接規程集にアクセス出来るよう工夫し，諸規則利用の利便性と共有化を図って

いる（資料１１－１－③－３）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

管理運営に係る諸規則等が整備されているほか，情報公開や情報セキュリティ，安全衛生管理，

健康管理，レクリェーションやセクシャルハラスメントの防止，諸施設の管理や毒物・劇物の管理

や防災，図書館，学寮等に係る諸規則・規程が適切に整備されている。 

また，校内教職員には，様々な情報周知の方策が講じられており，諸規則等の共有化が図られて

いる。 

以上のことから，本校では管理運営に必要な諸規程が整備されている。 
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資料１１－１－③－１ 諸規程等整備状況（委員会を除く管理運営関係のみ） 

 

規則等の名称 主な内容 直近の改正等 

事務組織規程 事務組織とその所掌 平成15年４月１日 

産学交流室内規 産学交流室の組織と業務 平成16年４月１日 

入学試験事務室組織規程 入学試験事務室の組織と業務 平成17年４月１日  

学生相談室規程 相談室の組織と業務 平成17年４月１日 

情報メディア教育センター規程 同センターの組織と業務 平成17年４月１日 

ネットワーク管理室規程 同管理室の組織と業務 平成17年４月１日 

文書処理規程及び管理に関する規程 文書の適正かつ迅速な処理 平成13年４月１日 

公印規程 公印の管理 平成13年１月６日 

情報公開取扱要項 行政文書の情報公開 平成13年４月１日 

教職員安全衛生管理規程 衛生管理者，安全管理者等の業務 平成17年４月１日 

安全衛生管理及び健康管理細則 職員の健康管理，衛生管理，安全管理 平成16年４月１日 

放射線障害防止規程 放射線障害防止と設備の保守管理業務 平成16年４月１日 

ホームページの管理及び運用に関する取

扱要項 

ホームページの管理及び運用業務 平成18年１月12日 

セクシュアル・ハラスメントの防止等に

関する規程 

セクシュアル・ハラスメントの相談対

応や防止等 

平成16年４月１日 

図書閲覧規程 図書館の管理運営 平成16年４月１日 

職員宿舎規程 宿舎の設置並びに維持及び管理 平成16年４月１日 

毒物・劇物取扱規程 毒劇物の適正管理 平成16年４月１日 

不動産取扱規程 土地，建物及び施設設備の管理 平成16年４月１日 

防災規程 災害の防止と災害発生時の措置 平成16年４月１日 

廃水管理規程 廃水管理と水質管理センターの管理 平成16年４月１日 

学寮規則 学寮の管理運営 平成16年４月１日 

（出典 奈良工業高等専門学校規程集から作成）
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資料１１－１―③―２ 規程集掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 奈良高専ホームページ） 
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資料１１－１―③―２ 規程集掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 奈良高専ホームページ） 
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資料１１－１－③－３ 規程集掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 奈良工業高等専門学校サイボウズ） 
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観点 11－２－①： 外部有識者の意見が適切な形で管理運営に反映されているか。 

（観点に係る状況） 

平成14年2月に外部評価委員会を設置し，行政，報道，有識者等から本校に対する評価と意見を

聴取する体制を整備し，平成17年4月からは，外部評価委員会の活動を引き継ぐと共に校長の諮問

に応じて助言等の提言を受ける運営諮問会に形を変え，委員に同窓会会長と県中学校長会会長を加

え，より幅広く意見を聞く組織を設置した。評価，助言は平成15年３月から毎年外部評価報告書，

平成18年３月からは運営諮問会報告書としてまとめ（資料１１－２－①－１），概要は点検・評価

委員及び全教員が参加するＦＤ・教職員会議で報告・周知することにより活かしている（資料１１

－２－①－２）。提言による改善点は，学内関係各委員会で対応を検討し，適宜改善の取組を実施

し，次年度の自己点検評価報告書において必ず明示している。（資料１１－１－①－６）。 

学校の関連団体として設置されている後援会は，学生の保護者による団体であり，校長が顧問と

して参画している。毎年３回開催される役員会には，校長，教務主事（副校長），学生主事，寮務

主事，専攻科主任，各科主任等が陪席し，役員会後の学校説明会における保護者からの意見を学校

運営の参考として取入れ，学生の抱える様々な悩みを早期に解決するための「なんでも相談室」や

「プチアンケート」回収箱設置につながる等，開かれた学校運営に役立っている。 

また，後援会役員会等を通じて意見が寄せられていた，ホームページのトップページ及び最新情報

の発信等の充実は平成16年度から，女子学生の制服のリニューアルは平成18年度に実現した（資料１

１－２―①－３）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

外部評価委員会は，平成14年度から16年度にかけて活動し，報告書を３回にわたり刊行しており，

外部からの貴重な意見として学校運営に活用された。また，外部評価委員会の機能を引継いで運営

諮問会を設置し，平成１７年度分運営諮問会報告書を刊行している。 

後援会からの意見は，学生の学習指導や生活指導等に直結する課題が多く，「なんでも相談室」

の設置や「プチアンケート」回収箱の設置に見られるように学校運営に直接活かされている（資料

１１－２－①－４）。 

以上のことから，本校では外部有識者の意見が適切な形で管理運営に反映されている。 
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資料１１－２－①－１ 平成１７年度運営諮問会報告書表紙・目次 
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（出典 運営諮問会報告書） 
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 資料１１－２－①－２ 平成１７年度運営諮問会講評 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成１８年１月教職員会議資料） 
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資料１１－２－①－３ 後援会役員会及び学校報告会要録（平成１５年９月） 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 奈良工業高等専門学校後援会） 
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 資料１１－２－①－３ 後援会役員会及び学校報告会要録（平成１６年３月） 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 奈良工業高等専門学校後援会） 
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 資料１１－２－①－３ 後援会役員会及び学校報告会要録（平成１６年１０月） 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 奈良工業高等専門学校後援会） 



奈良工業高等専門学校 基準 11 

 - 870 - 

 資料１１－２－①－３ 後援会役員会及び学校報告会要録（平成１８年４月） 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 奈良工業高等専門学校後援会） 
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 資料１１－２－①－４ 「なんでも相談室」開設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 奈良工業高等専門学校ＣＡＭＰＵＳ第９１号） 
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資料１１－２－①－４ プチアンケート回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （出典 プチアンケート回答 バックナンバー） 
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資料１１－２－①－４ プチアンケート設置状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 庶務課写真資料） 
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観点 11－３－①： 自己点検・評価（や第三者評価）が高等専門学校の活動の総合的な状況に対 

して行われ，かつ，それらの評価結果が公表されているか。 

（観点に係る状況） 

平成５年４月から「点検・評価委員会」を設置し自ら行う点検・評価活動を開始し，点検・評価

委員会では，平成６年度から授業アンケートや部門・テーマ別事項に対する自己評価を実施してき

た（資料１１－３－①－２）。平成13年度からは毎年度の学校全体の諸活動に係る自己点検・評価

報告書を作成して社会に公表してきた（資料１１－３－①－２）。また，平成16年度の独立行政法

人化後は，国立高等専門学校機構の中期目標，中期計画及び年度計画に基づき，本校の中期計画と

年度計画を策定している。年度計画については，当該年度終了後に自己点検を行い，総括と課題を

まとめ，年度計画実施状況報告書として教職員に周知すると共に，次の年度計画策定に活用してい

る（資料１１－３－①－１）。 

本校では，学外からの貴重な意見を適切な学校運営に活かすため，平成14年度に外部評価委員会

を組織して外部評価を実施し，平成15年３月から毎年度報告書を刊行している（資料11－３－①－

２参照）。また，平成17年４月からは名称を運営諮問会に変更し，２名の委員を増員し，学外有識

者による継続した外部評価活動を行っている。運営諮問会の構成は，資料のとおりである（資料11

－３－①－３）。 

本校では，高等教育機関における技術者教育を充実させ，国際的に通用する技術者を育成できる

よう，準学士課程の４～５学年と専攻科課程を複合・融合した教育プログラム（「システム創成工

学」教育プログラム）を設定し，技術者教育のさらなる充実・改善に取組んでいる。本校の「シス

テム創成工学」教育プログラムは，日本技術者教育認定機構から平成１７年度にJABEE認定プログ

ラムの工学（融合複合・新領域）関連分野として認証を受けた。 

こうした取組みは，教育プログラムの学習，教育目標を校内各所に掲示するとともに学校概要，

学生生活のしおりや専攻科便覧によって，全教職員及び全学生に周知し，本校ホームページを通

じて学内外に同プログラムへの取組みを示すとともに，別途，全校集会の機会等に学習・教育目

標，プログラムの修了要件，履修対象者について定期的あるいは随時学生に説明を行い，周知を

図っている（資料１１－３－①－４）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

教育・研究・社会貢献への取組みと課題を分析した自己点検・評価を実施し報告書を刊行してい

る。外部評価については，外部評価報告書を３回にわたり刊行し，その機能を引き継ぐかたちで運

営諮問会報告書を刊行している。また，学校としての年度計画実施状況報告書を取りまとめ，全教

職員に配付している。JABEE認定プログラムへの取組みは，学習・教育目標を校内各所に掲示する

と共に学校概要，学生生活のしおりや専攻科便覧によって，全教職員及び全学生に周知している他，

ホームページを通じて学内外に詳しく公表している。  

以上のことから，本校では自己点検・評価（や第三者評価）が高等専門学校の活動の総合的な状

況に対して行われ，かつ，それらの評価結果が公表されている。 
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 資料１１－３―①―１ 奈良高専の中期計画における年度計画の総括と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成１７年６月将来計画委員会資料） 
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資料１１－３―①―１ 奈良高専の中期計画における年度計画の総括と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成１７年６月将来計画委員会資料） 
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資料１１－３―①―１ 奈良高専の中期計画における年度計画の総括と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成１７年６月将来計画委員会資料） 
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資料１１－３―①―１ 平成１７年６月将来計画委員会議事要録 

 

〔非開示につき省略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 庶務課保存 議事要録綴り） 
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資料11－３－①－２ 過去１０年間の点検・評価報告書等関係刊行物一覧 

 

刊行物の名称 発行年月 内容その他 公表の状況 

自己点検・評価報告書 平成８年３月 委員会制度の現状と課題 学内へ配付 

専攻科点検・評価報告書 平成９年３月 専攻科の点検・評価 関係機関及び学内へ配付＊

報告書 将来構想検討プロジェクト 平成11年４月 教育改革・共同研究推進 学内へ配付 

自己点検・評価報告書 平成14年２月 自己点検・評価 関係機関及び学内へ配付＊

    〃     （資料編） 平成14年２月 〃     資料 〃 

外部評価報告書 平成15年３月 外部評価 〃 

自己点検・評価報告書 平成15年10月 自己点検・評価 〃 

    〃     （資料編） 平成15年10月 〃     資料 〃 

外部評価報告書 平成16年３月 外部評価 〃 

自己点検評価報告書 平成16年10月 自己点検・評価 〃 

４０年史（資料集） 平成17年３月 〃     資料と兼用 〃 

外部評価報告書 平成17年３月 外部評価 〃 

自己点検・評価報告書 平成17年10月 自己点検・評価 〃 

運営諮問会報告書 平成18年３月 外部評価・提言 〃 

＊ 関係機関とは，奈良教育大学をはじめ近隣の大学及び全国の高等専門学校 

（出典 刊行報告書等から庶務課作成） 

 

 

資料11－３－①－３ 平成17年度外部評価委員会委員の構成 

 

 氏 名 職 名（当時） 

委員長 米 津 宏 雄 豊橋技術科学大学 電気・電子工学系 教授 

委 員 上 田   清 大和郡山市長 

 〃 辻  良 彰 奈良工業会 専務理事 

 〃 木戸出正 繼 奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科教授 

 〃 水村   勤 株式会社奈良新聞社 編集部 政治経済課長 

 〃 森 本 俊 一 三和澱粉工業株式会社 社長 

 〃 山 中 信 介 奈良県工業技術センター 所長 

 〃 井ノ本 直 三 奈良県商工労働部新産業創造課課長 

 〃 小 林 満 男 奈良工業高等専門学校 同窓会長 

 〃 竹 林 政 雄 奈良県中学校長会会長 

（出典 「奈良工業高等専門学校運営諮問会報告書」から抜粋） 

                  

 



奈良工業高等専門学校 基準 11 

 - 880 - 

 資料１１－３－①－４ 教育プログラムの学習教育目標・掲示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 庶務課写真資料） 
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資料１１－３－①－４ 平成１７年度専攻科学生便覧表紙・目次 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成１７年度専攻科学生便覧） 
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資料１１－３－①－４ 平成１７年度専攻科学生便覧表紙・目次 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成１７年度専攻科学生便覧） 
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 資料１１－３－①－４ 平成１７年度専攻科学生便覧表紙・目次 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成１７年度専攻科学生便覧） 



奈良工業高等専門学校 基準 11 

 - 884 - 

資料１１－３－①－４ 平成１７年度専攻科学生便覧表紙・目次 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成１７年度専攻科学生便覧） 
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資料１１－３－①－４ 教育プログラムの取り組み等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 奈良高専ホームページ） 
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資料１１－３－①－４ 教育プログラムの取り組み等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 奈良高専ホームページ） 
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観点11－３－②： 評価結果がフィードバックされ，高等専門学校の目的の達成のための改善に結

び付けられるようなシステムが整備され，有効に運営されているか。 

（観点に係る状況） 

自己点検・評価は，全教職員が関わりを持つことで意識喚起を行っており，外部評価委員会によ

る評価結果や運営諮問会による諮問結果は，その重点項目を速やかに点検・評価委員会，教職員会

議に報告し，共通認識を持つと共に報告書を作成・配付し，全教職員にその内容を周知した。自己

点検・評価報告書等は，刊行の都度，全教職員に配付している（資料11－３－①－２参照）。 

評価結果による課題については，企画会議で具体的な検討を行い，運営会議で審議している。ま

た，教職員から改善に係る申し出があった場合にも，各主事がその内容を確認し教務，学生，寮務

の各委員会で検討し，必要に応じて企画会議及び運営会議で審議決定をしている(資料１１－３－

②－１）。 

また，自己点検・評価による検討課題，外部評価委員会の意見や提言等を参考として，本校とし

ての第１期中期計画（平成16年度～平成20年度）を策定しており，その中で具体的な計画として採

り上げている(資料１１－３－①－１）。  

 

（分析結果とその根拠理由）  

評価結果を全教職員が共有できるよう報告書を配付し，周知徹底を図っている。 

また，評価結果を運営に活かすために，自己点検・評価委員会で検討，審議を経て，教職員会議

で周知し，関係各委員会や各科・課で改善をするという仕組みがシステム化されている。 

以上のことから，本校では評価結果がフィードバックされ，高等専門学校の目的の達成のための

改善に結び付けられるような，システムが整備され，有効に運営されている。 

 

資料１１－３－②－１ 改善の具体例 

１）外部評価報告書において指摘されている運営の決定にスピード感がなく，各層の効率的な運

用が必要であるとの意見については，平成15年10月主事会議（現企画会議）において委員会合

理化のための見直し提案がなされ，平成16年４月に改善が実施された。平成16年10月管理運営

の一層の迅速化と強化を図るため，組織等の見直しを行い，企画会議の設置（主事会議の改

組），運営委員会を運営会議に名称変更し，学校運営の議決機関とする見直しを行い，平成17

年４月から実施している。 

２）奈良高専としてどのように特徴のある学生を育て，そして社会に送り出すか，その特徴付け

を明確にする必要があるとの意見への対応として 

①地域連携をもう一段深める 

②独法化を期に，過去の閉鎖的な高専から，社会に開かれた高専への変換が必要 

③英語力の強化 

等を確認した。管理運営に係る①②については，平成16年１月に地域連携・協力を強めよう

とする本校と理科離れの防止と理科教育の充実図ろうとする地元大和郡山市とで学市連携協定

を締結し，地元自治体と足並みをそろえた理科系教育に取組むこととした。平成16年４月には

ホームページの大幅なリニューアルを図り，積極的な情報発信を開始した。平成17年には，産

学連携推進の一環として地元銀行２社及び都市銀行１社と相次いで協定を締結して中小企業等



奈良工業高等専門学校 基準 11 

 - 888 - 

の技術支援を行うこととした。 

等が挙げられる。 

（出典 庶務課専門員作成資料） 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

・ 管理運営に係る関係諸規則等が整備されており，ホームページにより全教職員が閲覧すること

が可能である。また，改正の場合にはホームページローカルページにより周知されている。 

・ 自己点検・評価及び外部評価を継続的に実施し，報告書等を刊行している。外部評価は平成１

４年からこれまでに４回実施している。 

・ 「システム創成工学」教育プログラムが，工学（融合複合・新領域）関連分野で平成１７年度

JABEE認定を受けている。 

 

（改善を要する点）  

該当なし 

 

（３）基準11の自己評価の概要 

管理運営に係る意思決定の仕組みは，学則に基づき，教務主事，学生主事，寮務主事を置き，そ

の役割を定めている。副校長に教務主事を充て，校長補佐に学生主事及び寮務主事を充てている。

各種委員会は，規則等でその役割を明確に定め，現在３２の委員会と小委員会６を置いている。特

に，企画会議は，校長，教務主事（副校長）及び学生主事，寮務主事，専攻科主任，事務部長及び

３課長で構成しており，校長のトップマネジメントに直結した委員会となっている。ここで審議し

た事項については，運営会議で審議，決定し，構成員である各科主任及び各課長を通じて各科・課

に周知されている。 

事務組織は，事務部に庶務課，会計課及び学生課を置き，管理運営に関する基本方策を審議する

企画会議等と密接に連携するため，部課長が会議開催前に審議事項の実務的な検討を行っている。 

関係諸規則の整備状況については，管理運営に係る諸規則を整備している。 

外部有識者の意見は，平成14年から外部評価委員会を設置し，平成17年からは運営諮問会に名称

を変更し，外部評価と提言が毎年報告書にまとめられ，管理運営に反映している。また，学生の保

護者により構成される後援会総会には，校長，教務主事（副校長），学生主事，寮務主事等が陪席

し，保護者からの意見を学校運営の参考として取入れ，学校運営に活かしている。 

自己点検・評価の実施は，平成５年に「点検・評価委員会」を設置し活動を開始している。

JABEEについては，本校の「システム創成工学」教育プログラムが，平成１７年度にJABEE認定プロ

グラムの工学（融合複合・新領域）関連分野として認定を受けた。 

評価等のフィードバックシステムの状況は，運営諮問会（外部評価委員会）による評価概要を点

検・評価委員会及び教職員会議で周知すると共に，報告書を刊行し，全教職員に配付し周知してい

る。運営諮問会で指摘を受けた意見，提言については各委員会，各科等で改善に努め，次の年度の

自己点検・評価報告書で改善点を明記している。これを含めて運営諮問会での外部評価と提言を学

校運営に活かすシステムとしている。 
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Ⅳ 選択的評価事項に係る目的 

選択的評価事項Ａ 「研究活動の状況」に係る目的 

 

 本校は，高度成長期に５年制の高等教育機関として，昭和39年に２学科（機械工学科：２学級，電気工学科：１学

級）が創設され，昭和44年には化学工学科が増設された。技術者養成の期待に応えるべく本校では，中学卒業後とい

う早い年齢段階から５年間の一貫した専門職業教育を行ってきた。また，県下に学部相当の工科系高等教育機関を持

たなかったことから，社会が必要とする工学の分野拡大や時代の要請に対応して，昭和61年に情報工学科の新設，平

成2年に機械工学科の分離改組による電子制御工学科の設置，平成9年には化学工学科を物質化学工学科へ改組し，い

ち早く生物系コースを導入した。現在，準学士課程では一般教育及び専門教育を５学科体制で実施している。さらに，

本校では２年制の専攻科が全国の高専に先駆けて，平成４年に３専攻（機械制御工学専攻，電子情報工学専攻，化学

工学専攻）で設置され，時代に即応した人材の育成を柔軟に進めてきた。その教育成果は，広く産業界や大学から高

い評価を得る等，独自の複線型学校制度として定着している。 

 このような背景のもとで，本校は教育活動のみならず学術の進展や産業界等の要請により，高等教育機関の使命

（高等専門学校設置基準第２条第２項）として研究活動も併行して進めてきた。研究活動を通して，これまで蓄積し

てきた成果は，地元企業を始め近隣府県の企業との受託・共同研究（含，大学）等に結びつき地域連携の一翼を担い，

これらが学生のインターンシップ参加を促す等，研究成果を教育に還元することも重要な柱としている。外部機関と

の共同研究等の実施と連携は，平成16年4月に発足した独立行政法人国立高等専門学校機構の目的と業務の範囲にも

記載されており，本校の研究活動の目的から大きく外れるものではない。 

  

 本校の研究活動の目的と方針は次の通りである。 

(1) 高等教育機関として専門職業教育を実施し，実践的技術者を養成するために，本校教員は学術の進展や産業界等

の要請により研究活動を行う。 

(2) 研究活動の成果は学生の教育と研究指導に還元すると共に，技術シーズ集を発行し，また著書，学会誌，国際会

議等の学術講演を利用して，広く公開し教員の資質向上につなげる。 

(3) 研究活動を通して，これまで蓄積してきた研究成果により外部資金（科学研究費補助金・各種科学研究振興財団

・奨学寄付金）の導入を図る。 

(4) 平成12年4月には産学交流促進委員会を発足させ，技術交流室（現産学交流室）を設けて地域連携の窓口として

いる。本校は産学交流室を通して，地元大和郡山市・奈良県内企業を始め，近隣（八尾市・東大阪市）企業から

の技術相談やものづくり支援，高度化，新産業の創出に寄与する。 

(5) 企業との技術交流と支援を通して共同研究と受託研究を行い，外部資金導入を図ると共に，これらを礎にしてイ

ンターンシップ事業を活性化し，学生を参加させる。 

(6) 本校は，奈良県，奈良県商工労働部・産業科学振興室，奈良県中小企業支援センター，近畿経済産業局との連携

を密にして，産業活性化と新産業支援策，ものづくり技能伝承と技能人材育成方策の調査研究，各種シンポジウ

ムや講演会等を実施して，主に中小企業の人材育成等を支援する。これらの成果を教育に還元し，技術者教育の

質の向上を目指す。 

(7) 本校独自の活動としては，卒業生を中心としたパートナーシップフォーラム，奈良高専技術セミナー，奈良県化

学系産官学技術懇話会，産学官技術交流会等を開催し，これらの会合に５年生や専攻科生を積極的に参加させる。 

(8) 国立高専機構産学連携・地域連携委員会，全国高専テクノフォ—ラム，近畿地区高専産学官連携活動推進協議会，

近畿地区高専テクノサロン等の高専間の連携活動を推進する。 
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選択的評価事項Ｂ 「正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況」に係る目的 

 

 本校は高等教育機関として，奈良県，地元大和郡山市，及びそれらの教育委員会等の技術的・社会的要請に応えて

連携を図り，教育サービスの一環として人材の養成と支援を行なうことも目的としている。この目的の主たるものは，

平成16年1月に協定調印された本校と大和郡山市との学市連携事業である。 

 本学市連携事業を基盤とした取組は，平成17年度の「大学改革推進等補助金（現代的教育ニーズ取組支援プログラ

ム）」（現代GP）に採択された。応募領域は地域活性化への貢献（地元密着型）であり，取組名称は「サイエンス・

『ものづくり』・地域力の展開」— 教職員・学生が一体となった取組— である。 

 本校の取組に関し文部科学省のホームページには，次のような評価（選定理由）がなされ広く公開されている。

「本取組は，① 小中学の児童生徒の理科離れ・ものづくり離れへの歯止めと同時に，② 理科授業に携わる小中学校

教員の資質の向上に寄与し，さらに ③ 学生の問題解決型学習（PBL）に役立てることを目的としたもので選定に値

すると評価されます。また，これらの取組は地元自治体である大和郡山市との『学市連携協定』に基づいて行うもの

で，地域のサイエンス教育センターとなることも目指しており，この点も高く評価されます。具体的には，① 市内

小中学生に対する出前授業（スーパーサイエンスの達人派遣）拡大充実，② 理科授業担当の小中学校教員に対する

サイエンス・『ものづくり』講習会の開催，③ 専攻科生によるサイエンス・『ものづくり』を課題とする PBL 教育

の実施です。創造性豊かな技術者の養成は高専教育目標の一つですが，PBL は効果的な教育方法の一つであり，この

学習を小中学生の理科離れの歯止めと，理科教員の資質の向上に応用した試みは高く評価されます。」 

 現代 GP の基盤となるのは，「スーパーサイエンスの達人」派遣事業であり，本校の科学系分野の専門家を市内の

小中学校に派遣するとともに，観察・実験・IT 活用等を積極的に実施し，児童生徒の学ぶ意欲や知的好奇心，探究心

を高め，科学的な見方や考え方の育成を図ることである。出前授業以外には科学教室「高専教室」があり，これは大

和郡山市科学教室が学校外活動の一環として，子どもの創造性を育み，科学に対する興味や関心を高めることを目的

に４つのクラブ・教室が活動している。これらのクラブ・教室と本校とが連携することにより，充実した施設・設備

の提供や専門教員の協力を通して内容の質的・量的拡充を図ると同時に，科学教室の運営にあたっている講師の資質

向上を目指している。 

 上記した学市連携事業を包含した具体的な教育サービスとしての人材養成と支援は，次のとおりである。 

(1) スーパーサイエンスの達人派遣事業等を円滑に実施するため「シーズ集」を発行し，配付する。 

(2) 高専教室は，専門５学科と一般学科が持ち回りで毎年４講座実施する。 

(3) 公開講座については，一般市民の生涯学習に応える講座，企業技術者のスキルアップと先端技術に関する講座，

小中学校の児童生徒に対する科学・技術教室で毎年６〜８講座を計画する。 

(4) 小中学校教員や高校・大学教員と共同で「青少年のための科学の祭典」（奈良女子大，奈良教育大，本校の３機

関が主催し，平成１８年度の会場校は本校）を実施し，広く県民に対し科学と技術等に関する啓蒙活動を行う。 

(5) 高専祭期間中に学生が主体となった，夢・化学-21，各学科展を実施し，科学のおもしろさを学生の視点から児

童生徒に伝える。 

(6) 小中学校の理科系教員に対するスキルアップ講習会等を行うと共に，これにより本校の各種取組の改善を目指す。 

(7) シンポジウムを開催し，現代 GP の公表・普及とあわせ PBL 教育発表の場とする。 

(8) 図書館の持つ蔵書や各種資料を積極的に社会に公開し，図書館機能の向上を図る。 

(9) 体育施設等を市民に広く開放し，生涯学習や課外活動の便宜に資している。 
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選択的評価事項 A 研究活動の状況  

（1）観点ごとの分析  

観点 A－１－①： 高等専門学校の研究の目的に照らして，研究体制及び支援体制が適切

に整備され，機能しているか。  

（観点に係る状況）  

 本校の研究活動の目的と指針は次のとおりである。  

（1） 高等教育機関として専門職業教育を実施し，実践的技術者と研究者を養成するため

に，本校教員は学術の進展や産業界等の要請により研究活動を行う。  

（2） 研究活動の成果は学生の教育と研究に還元するとともに，技術シーズ集を発行し，

また著書，学会誌，国際会議等の学術講演を利用して，広く公開し教員の質的向上

につなげる。  

（3） 研究活動を通して，これまで蓄積した研究成果により外部資金（科学研究費補助

金・各種科学研究振興財団・奨学寄附金）の導入を図る。  

（4） 平成 12 年 4 月に産学交流促進委員会を発足させ，技術交流室を設けて地域連携の

窓口としている。本校は技術交流室を通して，地元大和郡山市・奈良県企業を始め

近隣（八尾市・東大阪市）の企業からの技術相談やものづくり支援，高度化，新産

業の創出に寄与する。  

（5） 企業との技術交流と支援を通して共同研究と受託研究を行い，外部資金導入を図る

とともに，これらを礎にしてインターンシップ事業を活性化し学生を参加させる。 

（6） 本校は，奈良県，奈良県商工労働部・産業科学振興室，奈良県中小企業支援室，近

畿経済産業局との連携を密にして，産業活性化と新産業支援策，ものづくり技能伝

承と技能人材育成方策の調査研究，各種シンポジウムや講演会等を実施して，主に

中小企業の人材育成等を支援する。これらの成果を教育に還元し，技術者教育の質

の向上を目指す。  

（7） 本校独自の活動としては，卒業生を中心としたパートナーシップフォーラム，奈良

高専技術セミナー，奈良県化学系産官学技術懇話会，産学官技術交流会等を開催し，

これらの会合に 5 年生や専攻科生を積極的に参加させる。  

（8） 国立高専機構産学連携・地域連携委員会，全国高専テクノフォーラム，近畿地区高

専産学官連携活動推進協議会，近畿地区高専テクノサロン等の高専間の連携活動を

推進する。  

 このような観点から，本校では一般教科及び専門 5 学科（機械工学科，電気工学科，電

子制御工学科，情報工学科，物質化学工学科）全教員が研究活動を行っている（資料 A－1

－①－1）。  

 研究としては，  

・ 自主研究  

・ 基盤・先行研究  

・ 受託・共同・実用化研究  
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に分類され，学術の進展，産業界等の要請に基づき活動を行っている。  

 特に，産業界等からの要請に対応するべく，平成 12 年 4 月に産学交流促進委員会を発足

させ，技術交流室（平成 16 年度から産学交流室）を設けた。本産学交流室は，本校から地

域に向けての情報発信基地としての機能と，地域を中心とする企業からの技術相談窓口と

しての機能を持ち，奈良県地域の産官学連携の拠点としての役割を担っている（資料 A－1

－①－2) 。これまで産学交流室の活動から，「産」である奈良県工業会，奈良県異業種交

流促進協議会，昭和工業団地協議会の会員企業，そして卒業生の就職先企業等，「官」であ

る奈良県行政（新産業創造課，学研協力課），奈良県工業技術センター，奈良県中小企業振

興公社並びに中小企業情報センター等との交流により，奈良県の産と官との人的ネットワ

ーク並びに本校卒業生との技術交流ネットワークを構築してきている。産学交流室はこれ

らの人的・技術的ネットワークを有効に活用して，本校教員の教育的並びに研究的シーズ

を広く公開し（資料 A－1－①－3），新しい事業化に向けた技術開発，ベンチャー企業創設

等の支援に貢献している。このような産学交流室の活動に対し，校長を委員長とする産学

交流促進委員会が毎月 1 回開催され，活動状況の把握と活動に対する審議を行っている（資

料 A－1－①－4）。  

 教員の研究活動に対する支援体制については，教員自身の研究を活性化させるため，国

内の大学に研究員として派遣すると共に，高度な設備を利用した研究を行なう内地留学制

度，また，自身の研究を深め，学位の取得を目指し，週に一度大学等で研修する機会を与

える研究研修制度があり，教員が自主的にこの制度を利用している（資料 A－1－①－5）。

研究費に対しては，基礎研究費と，教員から提出される研究計画書（資料 A－1―①―6）

及び研究成果報告書（資料 A－1－①－7）を基に，校長と各学科主任等が評価し研究費を

傾斜配分することや，校長裁量により重点的に配分する戦略的経費等により，研究費の面

でのメリハリのある支援制度がある。  

 

（分析結果とその根拠理由）  

 学術進展のため各教員が研究活動を行っており，民間企業等との共同研究等産学・地域

連携に基づく研究の体制は，産業界の要請に対応するべく設置された産学交流室を中心に

行われている。その活動は産学交流促進委員会で審議されており，適切に機能している。

教員の研究遂行にあたっては，メリハリのある配分運用がなされている。しかしながら一

層の産官学連携拠点として機能するためには，テクノセンター（仮称）を設け活動するこ

とが必要と考えられる。  

 以上のことから，本校では，高等専門学校の研究の目的に照らして，研究体制及び支援

体制が適切に整備され，機能している。  
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（出典 奈良高専ホームページ）

資料Ａ－１－①－２ 産学交流室に関わる資料 

資料Ａ－１－①－１ 研究組織例（機械工学科）を示す資料 

（出典 テクノレター）
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資料Ａ－１－①－３ 研究シーズ公開に関わる資料（研究シーズ集表紙） 

（出典 研究シーズ集）
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資料Ａ－１－①－４ 産学交流促進委員会の活動を示す資料 

（出典 庶務課作成資料）

〔非開示につき省略〕  
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（出典 庶務課作成資料） 

資料Ａ－１－①－５ 研究研修利用者一覧（平成 17 年度） 

〔個人情報が含まれているので省略〕  

資料Ａ－１－①－６ 研究計画書 

（出典 会計課作成資料）
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観点 A－1－②： 研究の目的に沿った活動の成果が上げられているか。  

（観点に関わる状況）  

 毎年，準学士課程専門学科（機械工学科，電気工学科，電子制御工学科，情報工学科，

物質化学工学科）における卒業研究，また，専攻科（機械制御工学専攻，電子情報工学専

攻，化学工学専攻）における特別研究として行われている研究の成果は，卒業研究論文集，

特別研究概要集としてまとめられている（資料 A－1－②－1，2）。これらの研究は，先に

述べた，自主研究，基盤・先行研究，受託・共同・実用化研究から成るものであり，準学

士課程生にとっては 5 年間の教育・学習の集大成となり，専攻科生にとっては技術者とし

ての研究手法・能力の育成に大きな役割を果たしている。これらの研究は，今後の受託・

共同・実用化研究への素材提供として地元企業との技術交流を図る目的で，産学交流室に

より技術シーズ集としてまとめられている（前出資料 A－1－①－3）。  

 本校の研究活動の成果は，教員が所属する学協会の論文集，国内外の講演会，本校研究

紀要等で公表されている。その実績を下記に記す。  

資料Ａ－１－①－７ 研究成果報告書 

（出典 会計課作成資料）
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（1）著書と学術論文（査読付）  

 平成 12 年 4 月～17 年 3 月までの 5 年間における本校教員による著書と学術論文（査読

付）の総数を学科別にグラフで示す（資料 A－1－②－3）。著書の総数が 47 冊，教員一人

当たり 0.6 冊，１年間あたり 9.4 冊 /年，0.12 冊 /（年・人）である。学術論文（査読付）の

総数は 220 編，教員１人当たり 2.7 編，1 年あたり 44 編 /年，0.54 編 /（年・人）である。  

（2）国内学会と国際会議（Proceeding 付）  

 平成 12 年 4 月～17 年 3 月までの 5 年間における国内学会と国際会議（Proceeding 付）

での口頭発表総数を学科別にグラフで示す（資料 A－1－②－4）。国内学会での口頭発表総

数は 877 件，教員 1 人当たり 10.8 件，1 年間あたり 175.4 件 /年，2.17 件 /（年・人）である。

国際会議（Proceeding 付）での口頭発表総数は 202 件，教員 1 人あたり 2.5 件，1 年間当た

り 40.4 件 /年，0.5 件 /（年・人）である。  

（3）解説等と研究紀要  

 平成 12 年 4 月～17 年 3 月までの 5 年間における解説等と研究紀要の総数を学科別にグ

ラフで示す（資料 A－1－②－5）。解説等の総数は 146 編，教員 1 人あたり 1.8 編，1 年間

あたり 29.2 編 /年，0.36 編 /（年・人）である。研究紀要の総数は 145 編，教員 1 人あたり

1.8 編，1 年間あたり 29 編 /年，0.36 編 /（年・人）である。  

（4）技術相談（1 年間）とその他の講演  

 平成 16 年度の技術相談と平成 12 年 4 月～17 年 3 月までの 5 年間におけるその他の講演

（シンポジウム，講習会，講座等）の総数を学科別にグラフで示す（資料 A－1－②－6）。

技術相談（1 年間）は 280 件，教員 1 人あたり 3.5 件である。その他の講演の総数は 530

件，教員 1 人あたり 6.5 件，1 年あたり 106 件 /年，1.31 件 /（年・人）である。  

 次に，これらの研究活動を通して，自主研究から基盤・先行研究として進展し，外部資

金（科学研究費補助金，各種科学研究振興財団，奨学寄附金）の導入に至った実績を表に

示す（資料 A－1－②－7）。同表には，地元企業を中心とする企業等との受託・共同・実用

化研究の実績も示している。平成 16 年度，科学研究費補助金は，11 件，18,300 千円であ

った。共同研究は，20 件，19,565 千円，受託研究は，1 件，1,050 千円，奨学寄附金は，

30 件，16,211 千円であった。16 年度は共同研究の伸びが著しい。奨学寄附金は県内企業等

からの提供が大きくなっている。これらの成果としての共同研究と特許（出願を含む）の

総数を平成 12 年 4 月～17 年 3 月までの 5 年間について学科別にグラフで示す（資料 A－1

－②－8）。5 年間の共同研究の総数は 110 件，教員 1 人あたり 1.4 件，1 年間あたり 22 件 /

年，0.27 件 /（年・人）である。特許の総数は 26 件，教員 1 人あたり 0.3 件，1 年あたり

5.2 件 /年，0.06 件 /（年・人）である。  

 次に，産学交流促進委員会，産学交流室を中心とする活動について述べる。平成 16 年度

は奈良県内での産官学交流の更なる拡大を図るとともに，各種事業の充実を目指した。ま

た，大阪の産業集積地や行政機関を視野に入れた活動の広域化を推し進めた。  

 奈良県内の活動では，大和郡山市（商工観光課）との交流を深め「元気城下町づくり商

工フェア」に参画した。平成 15 年度にスタートした元気城下町クラブに平成 16 年度も多
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くの教職員が参加し，研究成果のパネルを展示し，会合での交流の中から技術相談が生ま

れている。生駒市との交流では，生駒地域産学連携ものづくり構築事業の一環として実施

された「産学連携等による共同研究マッチング事業」で先端加工技術研究会を発足させ，

本校教員 2 名と企業 6 社が参画した。また，テクノパークなら工業団地との交流も生まれ，

技術交流会を 2 回実施している。奈良県産業科学振興室との連携においては，都市エリア

産学官連携促進事業や地域結集型共同事業について計画・立案した。  

 奈良県外との活動においては，八尾市異業種交流会，中小企業サポートセンター及び八

尾ものづくり協議会との交流を深めた（資料 A－1－②－9）。近畿経済産業局とのつながり

においては，「技能伝承と技能人材育成」についての調査研究に参画するとともに，シンポ

ジウムを開催した。  

 国際交流の取組としては，平成 15 年度訪問した中国東北大学，軋制技術及連軋自動化国

家重点実験室（遼寧省瀋陽市）のスタッフの訪問を受け，技術交流，共同研究の打ち合わ

せを行った（平成 16 年 5 月 28 日）（資料 A－1－②－10）。また，（独）国際協力機構（ JICA）

によるトルコ共和国の工業高校への教育支援も行っている（資料 A－1－②－11）。展示会

については，神戸，大阪，奈良で合計 6 回の出展を行い（資料 A－1－②－12），多くの企

業とのつながりが生まれた。  
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資料Ａ－１－②－１ 研究活動を示す資料（卒業研究） 

（出典 電気工学科保管資料）
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資料Ａ－１－②－２ 研究活動を示す資料（特別研究）

（出典 学生課統合学科事務室保管資料）
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資料Ａ－１－②－４ 研究活動成果を示す資料（2）

（出典 自己点検・評価報告書）

資料Ａ－１－②－３ 研究活動成果を示す資料（1）  

（出典 自己点検・評価報告書）

資料Ａ－１－②－５ 研究活動成果を示す資料（3）  

（出典 自己点検・評価報告書）
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資料Ａ－１－②－６ 研究活動成果を示す資料（4）  

（出典 自己点検・評価報告書）

（出典 自己点検・評価報告書）

資料Ａ－１－②－７ 外部資金受け入れに関わる資料 
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資料Ａ－１－②－８ 研究成果に関わる資料（5）  

（出典 自己点検・評価報告書） 

資料Ａ－１－②－９ 産学交流活動に関わる資料 

（出典 自己点検・評価報告書）
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資料Ａ－１－②－10 国際交流の取組例（1）  

（出典 自己点検・評価報告書）

資料Ａ－１－②－11 国際交流の取組例（2）  

（出典 自己点検・評価報告書）



 
奈良工業高等専門学校 選択的評価事項Ａ 

 - 906 - 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 平成 12 年 4 月～17 年 3 月までの 5 年間における著書，学術論文（査読付），解説等，国

内学会，国際会議（Proceeding 付）での口頭発表の総数を合算すると 1492 件（研究紀要，

技術相談は除く）となり，教員 1 人が 5 年間で発表した件数は 18.4 件 /人，教員 1 人が 1

年間で発表した件数は 3.68 件 /（年・人）となる。これ以外に，技術相談，雑誌投稿論文，

研究紀要，学協会での講習会等の講師，ハンドブック等への技術資料の提供等を加えると，

教員 1 人が 1 年間に発表する件数はかなりの数になる。このことからも，活発な研究活動

が日常的に行われていることがわかる。  

 また，産学連携に関しては，技術相談や共同研究が増え，平成 16 年度の技術相談は 280

件となった。平成 14 年度から産学交流室の活動を活性化させたため，その成果が翌年以降

に出ている。平成 16 年度の技術相談の増加に伴い共同研究の件数も 20 件と大幅に増加し，

共同研究の総額も平成 15 年度に比べ約 4 倍になっている。受託研究も増えるとともに奨学

資料Ａ－１－②－12 展示会参加に関わる資料 

（出典 自己点検・評価報告書）



 
奈良工業高等専門学校 選択的評価事項Ａ 

 - 907 - 

寄附金の件数もかなり多くなった。技術相談件数が増加したのは，フォーラムやセミナー

を通じての本校の PR や研究シーズ集を機会あるごとに配布したことによる。  

 以上のことから，研究の目的に沿った活動の成果が挙げられている。  

 

観点 A－１－③： 研究活動等の実施状況や問題点を把握し，改善を図っていくための体

制が整備され，機能しているか。  

（観点に係る状況）  

機構教員顕彰推薦を行うにあたり，年に一度教員へ自己採点表としてアンケートが実施

される。その項目として，  

・ 研究活動の状況（最近 5 年間）  

   著書・論文等件数  

   科学研究補助金等の受託  

   奨学寄附金，受託研究，共同研究等の受託（産学連携）及び特記事項  

   口頭発表，講演等の特記事項（国際会議招待講演等）  

・ 学会及び社会における活動状況（最近 5 年間）  

   学会役員歴  

   海外協力，社会活動歴  

   地域協力活動歴  

   産学連携活動歴  

があり（資料 A－1－③－1），それぞれの項目について，教員自身が定量評価し，集計さ

れている。  

学校長，３主事，専攻科主任，各学科主任等から構成される「点検・評価委員会」を毎

月開催し，評価を行なうとともに，毎年度「自己点検・評価報告書」（資料 A－1－③－2）

を発行している。  

本校内に，複数の国立大学教授，県中学校長会会長，工業技術センター所長，行政，県

工業会，報道関係等の外部有識者からなる外部評価委員会（平成 17 年度から運営諮問会）

を設置している（資料 A－1－③－3）。毎年 1 回運営諮問会を開催し，本校の教育と研究

の評価を行っている。教員の研究活動についても，実績や今後の研究活動について検討を

行っている。  

 

（分析結果とその根拠理由）  

 研究活動や産学連携活動に関する教員の自己評価を行っている。また，点検・評価委員

会でも教育研究の評価を行っている。さらに，運営諮問会においては，外部有識者がさま

ざまな視点から本校の教育研究を評価している。  

 以上のことから，研究活動の実施状況や問題点を把握して改善を図っていくための体制

が整備され，機能している。  
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資料Ａ－１－③－１ 研究活動に関する教員の自己評価に関する資料 

（教員の自己採点表）  

（出典 庶務課作成資料）
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資料Ａ－１－③－２ 自己点検・評価報告書（表紙） 

（出典 庶務課保管資料） 
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 資料Ａ－１－③－３ 外部評価に関わる資料 

（出典 外部評価報告書）
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（2）優れた点及び改善を要する点  

（優れた点）  

・産学交流室は，本校から地域への情報発信機能，地域を中心とする企業からの技術相

談窓口としての機能を持ち，学部相当の工科系の高等教育機関を持たない奈良県下の

産官学連携の拠点としての役割を担っている。  

・科学研究費補助金の応募，共同研究，受託研究，技術相談等の件数が多い。  

・一般教科，専門 5 学科の全教員が学術の進展動向，産業界等の動向を把握し研究活動

を日常的に活発化させ，研究活動の成果件数が多い。  

（改善を要する点）  

  該当なし  

 

（3）選択的評価事項Ａの自己評価の概要  

 本校は研究活動の目的と指針に則り，全校的に研究体制，研究支援体制がとられ，産学

交流促進委員会，産学交流室を中心に，地域と連携を密にした活動が進展している。特に，

産学交流室は，学部相当の工科系の高等教育機関を持たない奈良県において産学官共同研

究の中心的役割を担っている。教員自身は学術動向の把握により研究活動を活発に行ない，

これらの研究成果を卒業研究，特別研究へフィードバックし，学生への教育の質的向上が

図られている。さらに，これらの成果と実績は産学連携による共同研究・受託研究の推進，

あるいは科学研究費補助金の採択増へつながっている。  

 

（4）目的の達成状況の判断  

 目的の達成状況が良好である。  
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選択的評価事項Ｂ 正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況 

（１）観点ごとの分析 
観点Ｂ－１－①： 高等専門学校の教育サービスの目的に照らして，公開講座等の正規課程の学生以外

に対する教育サービスが計画的に実施されているか。 

 

（観点に係る状況） 

 本校の中期目標には，その前文に教育理念が次のように謳われている（資料Ｂ－１－①－１）。 
資料Ｂ－１－①－１ （前文） 
本校は，奈良県唯一の工科系高等教育機関として，奈良県はもとより近隣の府県からも大きな期待を

寄せられてきた。激しく移り変わる社会の中，今後も引き続き，その期待に応えるためには，地元産

業のみならず，国際社会でも活躍しうる高度な教養と独創性を有した実践的かつ専門的技術者及び研

究者を育てていくことが肝要であると考える。 
（出典 奈良高専の中期計画における年度計画 ）

 
 「実践的かつ専門的技術者及び研究者」の育成をめざす高専は，絶えずその知識や技術を社会に還元

していく責務があり，本校でも，一例をあげれば公開講座規程（資料Ｂ－１－①－２）において，地域

社会に対する教育サービスの目的が以下のように明記されている。 
 
資料Ｂ－１－①－２ （目的） 
第２条 奈良工業高等専門学校（以下「本校」という。）における公開講座は，本校の広報活動の一環

として，本校における学術研究の成果を広く地域住民並びに社会一般に開放し，生活上，職業上必要

な知識の普及と一般教養の向上を図ることを目的とする。 
（出典 奈良工業高等専門学校公開講座規程）

 
その他，産業界への技術支援，技術者のキャリア・アップ教育，地域住民の生涯教育や社会活動への

支援といった地域社会との連携を視野に入れた，正規課程の学生以外に対する教育サービスが中期計

画・年度計画でも重点目標として謳われ，具体的方針が次のように定められている（資料Ｂ－１－①－１）。 
 

資料Ｂ－１－①－１ 奈良高専の中期計画における年度計画 
Ⅱ 1  
（４）教育の質の向上及び改善のためのシステム 
②－(１）16年度から引き続き，他高専との連携と学校枠を超えた学生の交流活動の促進を検討する。

②－(２）他高専との学生間の連携を図るための制度的経済支援的な事項を含めて検討する。     

②－(３）大阪大学及び奈良先端科学技術大学院大学との交流活動の活性化を検討する。 
⑤－(１）現在実施中のインターンシップへの学生の参加を全学的に推進し，受入れ事業所の開拓に努

力するとともに，長期インターンシップの実施について検討を始める。 
⑤－(２）地域の各企業や工業会等との連携の強化に努め，地方自治体や工業会主催の講演会，見学会，

交流会等，各種の行事への参加に努めるとともに，参加者の範囲を拡大していく方策を検討する。  

⑥－(１）奈良先端科学技術大学院大学との定期的な協議の場の設定に努め，教育研究交流を実施する。
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⑥－(２）平成16年度に締結した協定に基づき，大阪大学工学部・大学院工学研究科との教育研究交流

を実施する。 
（５）学生支援・生活支援 
②－(１）図書館の地域への開放の拡充に努め，地域の利用者に利用しやすい方策を検討する。 
②－(２）図書館情報ネットワークシステムの効率的な整備に向けて，長岡技科大を始めとする全国的

なネットワークへの参加を検討する。  
②－(３）本校教育に必要な図書の系統的な収集に努め，教員・学生の購入希望を反映できる方策を検

討する。 
②－(４）寄宿舎の保健衛生・住環境，防災体制等の条件整備に努めるとともに，安全管理に対する方

策を検討する。 
②－(５）寮生の自主的・自立的な活動の支援を推進し，寮生活の相談体制について検討する。 
Ⅱ 3 
①－(１）多目的施設「YAMATOKORIYAMA Hall of Science and Technology」の設置に関す

る調査検討を行い，具体的な内容を議論する。                    
①－(２）地域共同テクノセンター設置に関して具体案を検討し，申請する準備を行う。 
②－(１）技術交流フォーラム，イブニングセミナー，産学共同シンポジウム等の効率的な運営を検討

する。 
②－(２）シーズ集の更新を行い，HPでの公開を含めた情報発信の方法を検討する。 
②－(３）技術交流会に加えて，HPでの技術相談システムを検討し，相談件数増加を図る。 
②－(４）公開講座，出前授業，学市連携事業等を担当する組織を整理検討し，社会的ニーズを反映し

た効率的な運用を実現する。 
②－(５）教員の研究分野，共同研究・受託研究の成果等の情報を継続して積極的定期的にマスコミ等

に発信していく。 
③－(１）公開講座の講座数の増加を図り，内容の多様化を実現するために，全学的な協力体制を検討

する。 
③－(２）公開講座参加者に対して実施したアンケート結果の分析を踏まえ，満足度を高める効果的な

方策を継続して検討する。 
③－(３）｢青少年のための科学の祭典」や｢大和郡山親子まつり｣をはじめとする理工系イベントに対

し，継続して積極的参加を進める。 
（出典 奈良高専の中期計画における年度計画）

  
以上のとおり，本校では，地域社会に対する教育サービスの提供を，学校本来の任務として明らかに

し，その達成のための計画や具体的な方針を定めている。 
 上記の目的に基づいて本校で実施している教育サービスに関する事業は，以下の5種類に大別される。

１．公開講座  
２．大和郡山市との学市連携事業（その他各種イベントへの参加）  
３．産学交流室の運営  
４．大阪大学との交流協定  
５．図書館開放事業 
 以下に各事業の実施計画等について述べる。 
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１． 公開講座 
平成17年度の実施計画は「公開講座実施実績一覧（平成17年度）」（資料Ｂ－１－①－３）に示すとお

りである。本校の公開講座は，内容的には一般市民の生涯学習意欲に応えようとするもの，青少年の科

学への興味喚起や理科離れに対応しようとするもの及び技術者への技術支援・キャリア・アップに貢献

するものに類別される。したがって受講対象者も一般市民ばかりでなく，小中学生限定等多様な形態と

なっている。また，開催場所も本校の他，講座内容の対象となる奈良県内外の現地に赴く等，参加者が

実際に見聞できるよう配慮した事業もある。 
 広報活動は，大和郡山市広報誌『つながり』への掲載（資料Ｂ－１－①－４），大和郡山市教育委員

会への市内小中学校への周知依頼（資料Ｂ－１－①－５），大和郡山市と奈良市の小学校への開催通知

（資料Ｂ－１－①－６），各種報道機関への掲載依頼（資料Ｂ－１－①－７），「広報カレンダー」（資料

Ｂ－１－①－８）の作成・配布，ホームページへの掲載（資料Ｂ－１－①－９）等を行っている。また

公開講座の実施報告記事を掲載した本校の広報誌『Campus』は「学校＆入試説明会」に参加した中学

生にも配布している（資料Ｂ－１－①－10）。 

 以上のように，本校では，広報活動を参加者確保のほかにも本校の取組を広く社会に伝えるという意

味で重要なものと位置づけ，積極的に行っている。 
 平成17年度の公開講座計画のうち，「子どもたちの世界遺産ウォーク」（資料Ｂ－１－①－３）は，応

募者の希望に応じて保護者にまで参加対象を広げて実施した。また「楽しく作るライン追跡ロボット」

（資料Ｂ－１－①－３）では，定員の４倍に近い応募があったが，設備上やむなく受講者を制限せざる

を得なかった。 
 小中学生対象の「子どもたちの世界遺産ウォーク」「小中学生のためのデジカメ活用講座」は無料で

行われている。ただし，同じ小中学生対象ながら実製作を伴う講座である「楽しく作るライン追跡ロボ

ット」「楽しい電気教室」（資料Ｂ－１－①－３）は材料費を有料にしている。「文化探訪講座」「機械設

計技術者初級講座」（資料Ｂ－１－①－３）はそれぞれ，一般市民，あるいは機械設計技術者を対象と

した講座であり，交通費や資料費にあてるため有料で行われている。なお，本校では平成12年4月，産

学交流促進委員会を開設，その対外窓口として産学交流室をスタートさせている（資料Ｂ－１－①－11）。

同室の事業は，産学連携を推進することにあるが，事業計画として技術フォーラム及びセミナー・技術

交流会等の開催が計画されており，その成果が冊子「産学連携活動」にまとめられている（資料Ｂ－１

－①－12）。 
２． 学市連携事業  

平成17年度の実施計画は，「大和郡山市科学教室（高専教室）実施表」（資料Ｂ－１－①－13），「学市

連携『スーパーサイエンスの達人』派遣計画表」（資料Ｂ－１－①－14）に示すとおりである。実施計

画は，また本校ホームページ上（資料Ｂ－１－①－15）でも案内している。本校と大和郡山市は，子供

の「理科離れ」を防ごうと，本校の教員を小中学校に派遣して科学の授業をすること等を盛り込んだ連

携事業協定を結び，本校の教員65名を「スーパーサイエンスの達人」として，子供達にも理解できるわ

かりやすい内容の教育シーズ集「スーパーサイエンスの達人一覧」（資料Ｂ－１－①－16）を作成して，

大和郡山市教育委員会を通じて各小中学校に配布している。各校の要請によって選ばれた「達人」が，

理科や総合学習の時間に出前授業をするだけでなく，本校の施設を使用した授業も行っている。また，

大和郡山市が市民会館で開催している市科学教室の「少年少女発明クラブ」や「少年少女パソコンクラ

ブ」等も本校教員により分担実施している。 
「大和郡山市科学教室（高専教室）」の企画は，５つの専門学科と一般教科がそれぞれ最低１企画以
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上提供することとしている。各々の企画の内容は，各学科で学ぶ専門分野と密接な関係を持っており，

子供達に対して自然科学や科学技術に対する興味や関心を喚起することはもとより，高専で学ぶことへ

の関心も持ってもらえる内容となっている。 
 出前授業の案内・広報活動も公開講座と同様，大和郡山市教育委員会を通じて大和郡山市内にある全

小中学校に対し行い（資料Ｂ－１－①－17)，大和郡山市広報誌『つながり』にも掲載した（資料Ｂ－１

－①－18)。上記シーズ集「スーパーサイエンスの達人一覧」を示し，各学校のニーズにより選択しても

らう形式をとっている。 
その他「青少年のための科学の祭典」，「郡山親子祭り」「奈良県アイデア工夫作品展」等各種イベン

トへの参加等の実績は，冊子「新聞記事に見る奈良高専Topics 2003～2004年度」（資料Ｂ－１－①－19）

でも明らかにされている。 
 本校の教員が，どのような形で一般市民や企業のために役立つか，どういう研究を行っていて，どの

ようなシーズを持っているか，それらをできるだけわかりやすい表現で情報発信しようという意図で，

本校産学交流室が教員シーズ集（資料Ｂ－１－①－20）を刊行している。 
3. 産学交流室の運営  
 本校では，奈良県地域の産官学連携の拠点となるべく，産学交流室を設置・運営している（資料Ｂ－

１－①－21）。産学交流室は本校から地域に向けての情報発信基地としての機能と，地域企業からの技

術相談窓口としての機能を持ち，奈良県地域の産官学連携の拠点としての役割を担っている。これまで

の産学交流室の活動を通じて，「産」である奈良工業会，奈良県異業種交流促進協議会，昭和工業団地

協議会の会員企業そして卒業生の企業等，「官」である奈良県行政（新産業創造課，学研協力課），奈良

県工業技術センター，奈良県中小企業振興公社並びに中小企業情報センター等，奈良県の産と官との人

的ネットワーク並びに本校卒業生との技術交流ネットワークを構築してきた。産学交流室は，これらの

人的ネットワークを有効に活用して，本校教員の教育的並びに研究的シーズを広く公開し，技術者のス

キルアップ研修，新しい事業化への技術開発，ベンチャー起業創設の支援等を推進し，奈良県産業の発

展に貢献している。これらの事業の成果については，「自己点検・評価報告書 －奈良高専の教育と研

究の現状」にある「奈良県工業技術センター技術アドバイザー就任状況」（資料Ｂ－１－①－22），「奈

良化学系産官学技術懇話会関係資料」（資料Ｂ－１－①－23），「産学交流室関係新聞記事一覧」の他，「新

聞記事に見る奈良高専Topics 2003～2004年度」（資料Ｂ－１－①－24）にも明らかである。 
 本校は多岐にわたる理工学分野で活躍している専門家を擁しており，企業等が抱える課題に対し，可

能な限りの技術相談に応じている。既に奈良県地域活性化アドバイザーをはじめ，講演会講師としての

派遣等地域社会に貢献すべく，技術相談窓口を設けている。ホームページ上でも産学交流室案内をして

おり（資料Ｂ－１－①－25），企業に向けた教員紹介頁もある（資料Ｂ－１－①－26）。 
4. 大阪大学との交流協定 

本校と大阪大学工学部・大学院工学研究科は，教育及び学術研究上の協力関係を推進するため，平成

16年9月3日大阪大学において教育研究交流に関する包括的な協定を締結した（資料Ｂ－１－①－27）。

これに基づき，教育分野では本校学生と阪大生がそれぞれの学校の授業を受講できる相互履修と，それ

ぞれの授業を受講した場合に各校の単位として認める単位互換のほか，本校学生が大阪大学の研究に参

加するインターンシップ，本科卒業生の大阪大学工学部3年生への推薦による編入学，専攻科修了生の

大阪大学大学院工学研究科博士前期課程への推薦による入学の制度化について具体的に協議を進める

ことにしている。研究面では共同研究等の実施とこれに伴う研究者交流や相互に関心を有する分野にお

ける情報及び資料の交換を実施することにしている。 
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5. 図書館開放事業 
 一般市民に対する学習機会の提供を図る目的で，図書館の開放が平成8年度から行われている。平成

18年３月現在，408名が登録され，利用されている。一般利用者への案内や利用実績については広報誌

『Campus』及び，本校ホームページでも明らかにされている（資料Ｂ－１－①－28，29，30）。公開講

座の参加者に「利用の手引き」や「開館カレンダー」を配付し，図書館利用を呼びかける等の取組を行

っている（資料Ｂ－１－①－31，32）。 
 
（分析結果とその根拠理由） 
 本校において，正規課程の学生以外に対する教育サービスは，中期計画の中で学校本来の任務として

明確に示されており，その実施計画や具体的方針が明らかにされている。教育サービスの目的は，分か

りやすい表現により社会に公表されている。公開講座，科学教室，出前授業（「スーパーサイエンスの

達人」派遣）等の事業が多くの企画により実施され，その内容は，一般市民の生涯学習意欲に応えるも

の，青少年の科学への興味喚起や子供たちの理科離れに対応するもの，企業向けの技術支援に関するも

の等多岐にわたるが，いずれも本校の教育サービスの目的を十分に意識した内容となっており，学生の

参加やインターンシップの受け入れ等の面においても地域社会との連携，協力が成立している。 
 各事業における広報活動は，単に参加者の確保を図る以外に，本校の取組を社会に広く伝えるための

重要なものとして位置づけられ積極的に行われている。また，市民・企業向け教員シーズ集だけでなく，

小学生にもわかりやすいシーズ集を刊行し，小中学校，一般市民，企業等に対し情報発信を行っている。 
 以上のことから，高等専門学校の教育サービスの目的に照らして，公開講座等の正規課程の学生以外

に対する本校の教育サービスは，その目的や具体的方針が明確に定められ，計画的に実施されている。 
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資料Ｂ－１－①－１ 奈良高専の中期計画における年度計画 

 

 

（出典 庶務課庶務係保存資料）
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資料Ｂ－１－①－２ 奈良工業高等専門学校公開講座規程 

 

（出典 庶務課庶務係保存資料）
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資料Ｂ－１－①－３ 公開講座実施実績一覧（平成17年度） 

（出典 庶務課庶務係保存資料）
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資料Ｂ－１－①－４ 大和郡山市広報誌『つながり』への掲載依頼 

（出典 庶務課庶務係保存資料）

 



奈良工業高等専門学校 選択的評価事項Ｂ 

 - 922 -

 

資料Ｂ－１－①－４ 大和郡山市広報誌『つながり』（№865，2005/6/1） 

（出典 大和郡山市広報誌）
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資料Ｂ－１－①－５ 大和郡山市教育委員会への市内小中学校への周知依頼 

（出典 庶務課庶務係保存資料）
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資料Ｂ－１－①－６ 大和郡山市と奈良市の小学校への開催通知 

（出典 庶務課庶務係保存資料）
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資料Ｂ－１－①－６ 小学校配布先一覧（大和郡山市・奈良市） 

（出典 庶務課庶務係保存資料）
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資料Ｂ－１－①－７ 各種報道機関への掲載依頼 

（出典 庶務課庶務係保存資料）
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資料Ｂ－１－①－７ 依頼先報道機関一覧 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典 庶務課庶務係保存資料）
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資料Ｂ－１－①－８ 平成１７年度広報活動カレンダー 

 

（出典 庶務課庶務係保存資料）



奈良工業高等専門学校 選択的評価事項Ｂ 

 - 929 -

 

資料Ｂ－１－①－９ 公開講座のお知らせ 

 

（出典 奈良高専ホームページ）
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資料Ｂ－１－①－10 本校広報誌『Campus』 

 

（出典 本校広報誌『Campus』2003年 Spring 第86号）
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資料Ｂ－１－①－10 『Campus』配布先 

（出典 学生課学生係保存資料）
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資料Ｂ－１－①－10 学校＆入試説明会における配布資料等 

（出典 学生課教務係保存資料）
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資料Ｂ－１－①－11 奈良工業高等専門学校産学交流促進委員会規程 

（出典 庶務課庶務係保存資料）
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資料Ｂ－１－①－12 産学交流室発行冊子『産学連携活動』（表紙） 

（出典 産学交流室発行冊子）
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資料Ｂ－１－①－12 産学交流室発行冊子『産学連携活動』（抄） 

 
（出典 産学交流室発行冊子）
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資料Ｂ－１－①－13 平成17年度 大和郡山市科学教室（高専教室）実施表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 庶務課庶務係保存資料）
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資料Ｂ－１－①－14 平成17年度 学市連携「スーパーサイエンスの達人」派遣計画表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 庶務課庶務係保存資料）
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資料Ｂ－１－①－15 大和郡山市学市連携事業 

 

（出典 奈良高専ホームページ） 
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資料Ｂ－１－①－16 スーパーサイエンスの達人一覧（抄） 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典 庶務課庶務係保存資料）
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資料Ｂ－１－①－17 「スーパーサイエンスの達人一覧」送付先 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典 庶務課庶務係保存資料）
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資料Ｂ－１－①－18 大和郡山市広報誌『つながり』（№879，2006/1/10） 

（出典 大和郡山市広報誌）
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資料Ｂ－１－①－19 『新聞記事に見る奈良高専Topics 2003～2004年度』（表紙） 

 

（出典 庶務課庶務係保存資料）
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資料Ｂ－１－①－19 『新聞記事に見る奈良高専Topics 2003～2004年度』（抄） 

 

〔非開示につき省略〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典 庶務課庶務係保存資料）



奈良工業高等専門学校 選択的評価事項Ｂ 

 - 944 -

 

資料Ｂ－１－①－20  『研究シーズ集』（表紙） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 産学交流室発行冊子）
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資料Ｂ－１－①－20  『研究シーズ集』（目次抄） 

 

（出典 産学交流室発行冊子）
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資料Ｂ－１－①－20  『研究シーズ集』（抄） 

 

（出典 産学交流室発行冊子）
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資料Ｂ－１－①－21 奈良工業高等専門学校産学交流促進委員会規程 

（出典 庶務課庶務係保存資料）
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資料Ｂ－１－①－22 奈良県工業技術センター技術アドバイザー就任状況 

（出典 奈良高専「自己点検・評価報告書」2005年10月）
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資料Ｂ－１－①－23 奈良化学系産官学技術懇話会関係資料 

（出典 奈良高専「自己点検・評価報告書」2005年10月）
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資料Ｂ－１－①－24 『新聞記事に見る奈良高専Topics 2003～2004年度』（抄） 

 

〔個人情報が含まれているので省略〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 庶務課庶務係保存資料）
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資料Ｂ－１－①－25 産学交流のご案内 

 

（出典 奈良高専ホームページ）
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資料Ｂ－１－①－26 企業の方へ 

 
（出典 奈良高専ホームページ）
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資料Ｂ－１－①－27 大阪大学との教育研究交流に関する協定書 

 

（出典 庶務課庶務係保存資料）
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資料Ｂ－１－①－28 学外者利用案内（抄） 

 

（出典 奈良高専ホームページ）
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資料Ｂ－１－①－29 2002～2004年度 図書館利用状況 

 

（出典 本校広報誌『Campus』2005年Summer第91号）
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資料Ｂ－１－①－30 図書館利用者一人当たり貸出冊数 

 

（出典 奈良高専ホームページ）
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資料Ｂ－１－①－31 図書館一般利用案内（抄） 

 

（出典 庶務課図書係保存資料）



奈良工業高等専門学校 選択的評価事項Ｂ 

 - 958 -

 

資料Ｂ－１－①－32 開館日カレンダー 

（出典 庶務課図書係保存資料）
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観点Ｂ－１－②： サービス享受者数やその満足度等から判断して，活動の成果が上がっているか。 

また，改善のためのシステムがあり，機能しているか。 

（観点に係る状況） 

公開講座の実績は，以下に示す中期計画における年度計画（資料Ｂ－１－②－１）の（Ⅱ－３－②－

（４））に見合う企画がなされ，内容も豊富なものとなっている。 

資料Ｂ－１－②－１ 奈良高専の中期計画における年度計画 

Ⅱ ３ 

②－(４）公開講座，出前授業，学市連携事業等について積極的に取組みを進める。 

③公開講座は，講座数の増加を図るとともに，参加者のアンケートによる満足度が高まるような内容

を検討する。 

③－(１）公開講座の講座数の増加を図るとともに，内容の多様化に努める。 

③－(２)公開講座参加者に対してアンケートを実施し，満足度を高める効果的な方策を検討する。

（出典 中期計画）

  

受講者数は募集人数をほぼ充足している。講座によっては有料で計画したものもあったが，小中学生

対象のものは，特別な場合を除いてすべて無料の講座として実施した。すべての講座で，受講者による

アンケート調査を実施し，次の企画へ反映させる取組を行っている（資料Ｂ－１－②－２，３）。 

 アンケートによる満足度調査の結果では，ほぼすべての講座で好評の評価を得ている。この結果は，

前掲した中期計画（Ⅱ－３－③－(１)，（２））を十分に満たすものとなっている。アンケートでは開

催時期や参加のきっかけについて尋ね，また受講者の参加回数，年齢構成がつかめる質問項目も設け，

開催時期や広報の仕方，リピーターの増やし方，講座のあり方を改善するための参考とした。 

 「文化探訪講座」は，文系教員による長期にわたって続けられている，国際文化都市「奈良」を地元

とする奈良高専ならではの定番の人気講座であり，高専が理系のみにとどまらない高等教育機関である

という存在意義を広く社会に知らしめている。 

 学市連携事業は，子どもたちの「理科離れ」への対応を目的としている。こうした事業の地道で継続

的な取組は今後も必要と思われるが，予算・広報・子ども達への人的な広がりの面（参加者の確保）等

で課題も出てきている。その改善の方策として，平成17年度には文部科学省の主催する「現代的教育ニ

ーズ取組支援プログラム（現代GP)」に応募し採択された。その概要を資料として示す（資料Ｂ－１－

②－４）。 

 現代GPでの取組は「サイエンス・『ものづくり』・地域力の展開 －教職員・学生一体となった取組

－」と題し，本校の所在地である大和郡山市との学市連携のもとに，理科離れ・「ものづくり」離れが

進んでいるといわれる状況に対して，本校教職員・学生一体となったサイエンス・「ものづくり」授業

プログラムによって歯止めをかけ，小中学生のサイエンス・「ものづくり」への関心を呼び起こし，同

時に小中学校において理科授業に携わる教員の力量を高める方策を実施することで地域全体のサイエ

ンス・「ものづくり」教育を活性化していくことを目的とする。また本校専攻科生が当プログラムに積

極的に参加することで，学生自らが問題解決型学習（PBL）能力を習得し，キャリア・アップを図って

いくことを目指している。さらに当プログラムを発展定着させるかたちで，本校が地域のサイエンス・

「ものづくり」教育の拠点（サイエンス教育センター）となることも展望している。現代GPに関しては

ホームページでも案内している（資料Ｂ－１－②－５，６，７，８，９，10）。 

 「スーパーサイエンスの達人」派遣事業では，派遣先学校教員へのアンケート（資料Ｂ－１－②－11），
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派遣教員へのアンケート（資料Ｂ－１－②－12）を行い，それぞれ集計結果を得ている（資料Ｂ－１－

②－13，14）。 

 派遣教員へのアンケートでは，ほとんどの教員が満足，概ね満足してもらえたと回答している。派遣

先教員に対するアンケート結果でも，児童・生徒，担当教員ともに満足，概ね満足がほとんどで，好評

を得ている。また実施したすべての学校で，今後も授業を期待したいとの回答を得た。単発的な内容で

はなく，ともに相談しながら進めたいとのコメントを頂いたので，連携のとれたプログラムが提供でき

るシステムの構築が今後の課題であり，事業の改善に資するため，翌年度の計画作りに着手する時期に

小中学校教員との意見交換会の開催を企画している。 

 本校では，教育サービスに関する事業については，教員は講座の内容の企画やテーマに関し専門的識

見を生かして計画に関与し，事務職員は事業全体の広報活動，アンケートの実施・集計・分析等を行う

かたちを取っており，教職員とさらに学生との協同・連携として実施している（資料Ｂ－１－②－15，

16，17）。こうした事業の広報に係る部分は，広報委員会において計画・立案・運営を行っている（資

料Ｂ－１－②－18）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 公開講座，科学教室，出前授業（「スーパーサイエンスの達人」派遣）の教育サービスに係る主要３

事業ともに，中期計画で設定した数値目標を，実施回数，参加者数，満足度の面で十分達成しており成

果が上がっている。また，全受講者に対し実施したアンケート調査，出前授業における小中学校教員と

の意見交換会等の改善のためのシステムがあり，有効に機能しており，テーマ数の充実や現代GPの採択

等改善に貢献している。 
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資料Ｂ－１－②－１ 奈良高専の中期計画における年度計画 

（出典 庶務課庶務係保存資料）
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資料Ｂ－１－②－２ 平成16年度公開講座アンケート集計表 

 

 

（出典 庶務課庶務係保存資料）
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資料Ｂ－１－②－３ 平成17年度公開講座アンケート集計表 
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（出典 庶務課庶務係保存資料）
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資料Ｂ－１－②－４ 平成１７年度「現代的教育ニーズ取組支援プログラム」申請書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 庶務課庶務係保存資料）
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資料Ｂ－１－②－５ 現代GP採択 

 

（出典 奈良高専ホームページ）
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資料Ｂ－１－②－６ 現代GP取組の概要 

 

（出典 奈良高専ホームページ）
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資料Ｂ－１－②－７ 現代GP年度計画 

 

（出典 奈良高専ホームページ）
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資料Ｂ－１－②－８ 現代GP進捗状況 

 

 

 

（出典 奈良高専ホームページ）
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資料Ｂ－１－②－９ 現代GPシンポジウム・セミナー等のお知らせ 

 

 

 

（出典 奈良高専ホームページ）
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資料Ｂ－１－②－10 現代GPシンポジウム・セミナー等参加報告，成果報告 

 

（出典 奈良高専ホームページ）
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資料Ｂ－１－②－11 「スーパーサイエンスの達人」派遣事業の派遣先学校教員へのアンケート 

（出典 庶務課庶務係保存資料）
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資料Ｂ－１－②－12 「スーパーサイエンスの達人」派遣事業の派遣教員へのアンケート 

（出典 庶務課庶務係保存資料）
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資料Ｂ－１－②－13 「スーパーサイエンスの達人」派遣事業アンケート集計派遣先学校教員より 
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（出典 庶務課庶務係保存資料）
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資料Ｂ－１－②－14 「スーパーサイエンスの達人」派遣事業アンケート集計派遣教員より 
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（出典 庶務課庶務係保存資料）
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資料Ｂ－１－②－15 奈良工業高等専門学校公開講座規程 

 

（出典 奈良工業高等専門学校規程集）
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資料Ｂ－１－②－16 奈良工業高等専門学校産学交流促進委員会規程 

（出典 奈良工業高等専門学校規程集）
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資料Ｂ－１－②－17 奈良工業高等専門学校産学交流室内規 

（出典 奈良工業高等専門学校規程集）
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資料Ｂ－１―②―18 奈良工業高等専門学校広報委員会規程 

 

 奈良工業高等専門学校広報委員会規程  
 

（平成１ ２ 年４ 月 １ 日制 定）  

 （設置） 

第１条 本校の広報活動に関する事項を審議するため，奈良工業高等専門学校広報委員会（以下「委員会」

という。）を置く。 

 （目的） 

第２条 委員会は，学生，保護者，教職員，卒業生及びその他関係機関並びに地域住民に対し，広報活動を

通じ本校を広く正しく認識させることを目的とする。 

 （審議事項） 

第３条 委員会は，次の事項について審議する。 

 （１） 広報の基本計画に関すること。 

 （２） 広報の企画に関すること。 

 （３） その他の広報に関すること。 

 （組織） 

第４条 委員会は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

 （１） 校長 

 （２） 教務主事，学生主事及び寮務主事 

 （３） 専攻科主任 

 （４） 一般教科及び専門各学科主任 

 （５） 情報メディア教育センター長 

 （６） 事務部長 

 （７） 庶務課長，会計課長及び学生課長 

 （委員長及び委員長補佐） 

第５条 委員会に委員長及び委員長補佐を置く。 

２ 委員長は，校長をもって充てる。 

３ 委員長は，委員会を招集し，その議長となる。 

４ 委員長補佐は２名とし，委員の内から委員長が指名する。 

５ 委員長に事故があるときは，委員長の指名した委員がその職務を代行する。 

 （小委員会） 

第６条 委員会の下に，小委員会を置く。 

２ 小委員会は，本校の広報活動の具体的事項について検討し，その内容を委員会に報告するとともに，実

施に向けた対策を講じることとする。 

３ 小委員会に委員長を置き，委員会の委員長補佐をもって充てる。 

４ 小委員会は，次の各号に掲げる委員をもって構成する。 

 （１） 小委員会委員長 

 （２） 教務主事補のうちから選任された者 １名 

 （３） 学生主事補のうちから選任された者 １名 

 （４） 情報メディア教育センター副センター長のうちから選任された者 １名 

 （５） 専攻科副主任 

 （事務） 

第７条 委員会に関する事務は，庶務課で行う。 

   附 則 

 この規程は，平成１２年４月１日から施行する。 

   附 則（平成１４年４月１日） 

 この規程は，平成１４年４月１日から施行する。 

   附 則（平成１６年４月１日） 

 この規程は，平成１６年４月１日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

（出典 奈良工業高等専門学校規程集）
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（２）優れた点及び改善を要する点 

(優れた点) 

・教育サービスの目的を達成するための計画や具体的方針が明らかにされ，これを達成している。 

・各事業の広報活動やシーズ集の刊行等が，高専の取組を広く社会に伝えるための重要なものとして位

置づけられ積極的に行われている。 

・全受講者に対して実施したアンケート調査等改善のためのシステムが機能した結果，現代GPの採択等

新事業の実施に結びつき，成果を上げている。 

 

（改善を要する点） 

該当なし。 

 

（３）選択的評価事項Ｂの自己評価の概要 

 正規課程の学生以外に対する教育サービスが，本校の教育理念のなかで学校本来の任務として明確

に示され，その実施計画や具体的方針が明らかにされている。公開講座は，一般市民の生涯学習意欲

に応えるもの，青少年の科学への興味喚起や子供達の理科離れに対応するもの及び企業向けの先端技

術に関するものを豊富な内容で計画的に実施されている。科学教室， 出前授業（「スーパーサイエン

スの達人」派遣）も多彩なプログラムを用意し，小中学生のニーズに応える内容により数多く実施さ

れている。各事業の広報活動は，参加者確保の目的以外に本校の取組を社会に広く伝えるための重要

な位置づけとして積極的に行われ，また，教員シーズ集を刊行し一般市民・企業に役立つ情報を発信

している。 
 平成 17 年度の実施状況は，公開講座，科学教室，出前授業（「スーパーサイエンスの達人」派遣）

で，開催回数，参加者数，アンケート調査による満足度でともに目標を達成しており，十分な成果を

上げている。アンケートは全受講者に対し行われ，また，出前授業の対象となる小中学校教員との意

見交換会の開催等改善のためのシステムがあり，現代 GP の採択による新事業の実施等改善に結びつい

ている。こうした事業の広報に係る部分は，広報委員会において計画・立案し運営を行っている。 
 

（４）目的の達成状況の判断 

 目的の達成状況が非常に優れている。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


